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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　死よ驕おごるなかれ






「……驚いたわ」

『僕もだよ、お嬢さん』

　車椅子に腰掛けた少女が見る先で、虚空が黒く歪ゆがんでいた。

　場所は病院の屋上だ。背景には血のように赤い西日と、赤あか枝し宮みやの景観がある。

「幽霊って、本当にいるのね？」

　車椅子の上で、やせ細った少女が問い掛ける。

『僕を知覚して、かつそれ以外の何も見ない人間なんて、滅めつ多たにいないよ』

　黒い影は、男女が同時に喋しやべるような声で、少女をそう評した。

　影の全体像は、ローブを頭から被かぶったような形状をしている。

　ファントムローブ──白いシーツを頭から被った、西洋の典型的な幽霊に似ていた。

　顔は黒いのっぺらぼう、年齢性別は一切不明で、質感は亜空間が開いたかのようだ。

『平凡な問い掛けだけど、君は、僕が怖くないのかい？』

　頭部と思おぼしき部分が少し傾かしげられ、少女に尋ねた。

「不思議ではあるけど、怖くはないわ。もっと怖いものに慣れてるから」

『もっと怖いもの？』

「見て分からない？」

　少女は、やつれた顔に皮肉な笑みを浮かべる。

　黒い影は沈黙していたが、彼女が余命を問われる身であることは、誰でも分かる。

「ねぇ、あなたは幽霊？」

『ああ、正真正銘、きっとこの世界で最初の幽霊だ』

　黒い影の声が、今度は老人と子供が同時に喋しやべるような声音に。

　粘り着くような口調は、誰が聞いても不愉快で、悪魔の思惑を予感する。

「そう……」

　だが、少女の目に生じたのは、喜びを伴う輝きだ。

「ありがとう、幽霊さん。おかげで、いま私に、生きる希望が生まれたわ」

　満面の笑みを浮かべた少女から、黒い影が、驚いたように少し遠ざかる。

『ああ……こちらこそ。或あるいは君も、僕にとって希望となるかもしれない』

　黒い影は、腕と思われる影の切れ端で、少女の片目を瞼まぶたの上から撫なでた。

『君の眼めが、その希望を捉えることを──この〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉が祈っているよ』

　黒い影は、少女の瞼から手を離した時には、忽こつ然ぜんと消えていた。

　そして──開かれた少女の片目は、一瞬だけ、金色の光を過ぎらせていた。






第一話　何も無いということが有るということ






　鬼き柳りゆう怜れ生おの前で、映像が再生されていた。

　怜生の背中から、幹に女性の像を描いた巨樹が出現する映像だ。

　フランケンシュタインが、怜生から霊随を摘出しようしたときの現象だった。

「とまあ、このような現象が起きたわけだが、覚えはあるかね？」

　一いち文もん字じ史し紀きが、映像を止めて、怜生にそう問い掛けた。

「れ……怜生さん！　誰ですかこの女は！　私に黙って違う女を体内に連れ込んで!!」

「浮気じゃねぇよ!?　いまの映像のどこ見てそんな発想が出てきた!?」

「じゃあちょっと背骨を貸してください！　私が直接引っ張り出して話を付つけます！」

「スプラッターか!?　お前まさか俺の首を摑つかんで脊髄引っこ抜く気なのか!?」

「うーわーきーしーたーっ!!」

「泣くなよ!!」

　怜生と花か蓮れんの口論に、史紀と詩し乃のが軽い溜ため息いきを吐く。

　場所は幻影空間であり、鮮やかな紅葉の森を望む楼閣が描かれていた。

「この時点で、鬼柳くんは花蓮さんからの魔力供給を完全にカットされていた。よって、花蓮さんにも覚えがないなら、別の魔力源があった可能性が高い」

　史紀が、映像と状況から答えを模索していく。

「思い浮かぶ線としては、君の肉体が妖魔化していたことだ」

　史し紀きの台詞せりふで、怜れ生おはかつて宣告された事実を思い出す。

「人間には無理だが、妖魔は外界から魔力を獲得する魔力器官を持つ。君の体は既にその機能を体得しているのかもしれない。ただ、それでもこんな現象を起こすとは考え難にくい」

「どうなってんだ、俺の体……なんで検査で異常が出てないんだ？」

　怜生は冷や汗を流した後、ハッとして考え込む。

「でも……これを上う手まく使えば、人間が侶りよ魔まなしで魔力を得られる」

　怜生は自分の身に起きた異変に驚きつつも、その可能性について考える。

「肉体の妖魔化を安全な形で起こせれば、人間の体に魔力器官を作り出し、それを鍛えることで魔術が使える。それが普及すれば、魔術の恩恵もより広く伝わる……」

「我が身にこのような現象が起きてそれとは、卿けいも〈王〉らしくなったものだ」

　詩し乃のが苦笑した後、史紀は精密検査の手配を約束した。

　そして通信を終えた後、史紀は〈大図書館〉の執務室で、先の映像を再確認する。

「有機記憶に引っ掛かるものがある……誰かの面影を感じる」

　怜生の背から現れた巨樹の女性に、史紀は首を傾かしげるのだった。





　　　◆






　鬼き柳りゆう怜生に母親の記憶はない。名前すらうろ覚えだ。

　そんな怜生にとって、母に相当する女性を挙げるなら、鬼柳家に引き取られてから常に面倒を見てくれた、義姉の燈あかりしかいない。

　よって、たとえその外見が魅惑の美女でも、色香を感じたことはなかった。

　なぜ、そんな分かりきったことを再確認していたかと言うと──

「あんっ、怜生くん、そこ、もっと強くっ！」

「無駄にエロい声で喘あえぐな。マッサージ止めるぞ」

「ああごめんなさい、なんだかやっておかなきゃいけない気がして」

　怜生に腰を指圧される燈が、無駄に悩ましい声を上げていたからだ。

　時刻は夜、リビングのソファーに伏せた燈に、怜生がマッサージを施している。

「いいか、マッサージってのは、血液とリンパの循環促進や筋肉緊張の緩和を目的とした手技療法であって、俺がそれを学んでいるのも、体育会系魔術師として必須だからだ──だからそんな目で見るなそこのツインズ！」

　燈の背中を揉もみほぐす怜生を、燦さんと燐りんが半眼で眺めていた。

「もー拗すねないの二人とも。たまにはお母さんにも怜生くんを貸してちょうだい」

　燈はそんな双子を笑うと、また悩ましげな声を上げる。

　燈はスーツの上着を脱いで、腕組みするような姿勢でうつぶせになっていた。腕の中で質量過多な膨らみがホールドされ、正面から見ると目に毒なことになっている。

「マスター、よろしいでしょうか」

　燈あかりのマッサージを終えたところで、居間に切きり花ばな白しら羽はがやってきた。

　怜れ生おの護衛を務める彼女は、いつも通り白いパンツスーツ姿で職務に当たっている。

「花か蓮れん様がお風呂掃除をすると言い始めたのですが、お止めした方がいいでしょうか？」

「あー、花嫁修業のつもりなんだろ。壊さないように見張っててくれ」

　姿が見えないと思えば、花蓮は浴室にいるらしい。白羽は頷うなずいて見張りに行った。

　それを聞いて、燦さんと燐りんが目をきらりと光らせると、ソファーの上へ移動する。

「じゃあおじさん、鬼嫁の居ぬ間に」「私たちもお願いします♪」

　燦さんと燐りんが、ソファーの上から燈を追い出した。

「お前らも凝ってんのか？」

「最近ちょっと肩こり気味でー」「どことは言いませんけど体の一部が重くってー」

　燦さんと燐りんは、さりげなく胸を強調しながらそう言った。

　花蓮や燈が凄すごいので忘れがちだが、この双子も平均は大きく超えている。

　双子はソファーの背もたれを倒してベッドに変えると、並んでうつ伏せた。

「それでおじさん？」「私とお姉ちゃん」「「どっちからする？」」

　燦さんと燐りんは、伏せた姿勢から振り返り、怜生に問い掛けた。

　燦さんの服装はシャツとホットパンツ、燐りんはタイトなニットワンピースで、ヒップの曲線と生足が目に眩まぶしい。十月下旬には少し寒そうな格好だ。

「後回しにされた方が臍へそ曲げるいつものパターンじゃねえか。片手で同時にやってやる」

「「きゃー、鬼畜ぅー♪」」

　じゃかあしい──と言って、怜生はソファーに上がり、双子の間に入る。

　すると両手を開き、双子の首を鷲わしづかみにした。双子が猫のような悲鳴を上げる。

「ちょ、首、おじさん首！」「な、なんですか、この真綿で首を絞める的な感覚は!?」

「胸由来の凝りなら首周りだからな。ああ動くなよ、いま筋繊維に念力掛けてるから」

　ぐおおお──と、燦さんと燐りんは予想と異なる展開に呻うめき声ごえを上げた。

　だが慣れてくると、体に浸透する弱い念力が癖になり、顔が緩み始める。

「そういえば怜生くん、教導師団との訓練については聞いてるわよね？」

　燈が首を回しながら確認すると、怜生がそちらに顔を向けた。

「ああ、〈王〉や眷けん属ぞくに専用の教練をしてくれるっていう、連盟警備隊の部隊だろ？」

「ええ、団長は〈火か葬そうの王〉ね。女王陛下の命で怜生くんたちを鍛えてくれるそうよ」

　女王と聞いて、怜生は力加減を誤り、燦さんと燐りんが「くえっ!?」と奇怪な声を上げた。

「なによー、おじさん」「女王陛下がどうかしたんですか？」

『〈三人の女王〉とは会ったんじゃろう？　どんな話をしたのかそろそろ教えんか？』

『ブァカだね！　今日まで詳しく話さないような内容に決まってるじゃないか！』

　燦さんと燐りんに鬼火の老夫婦からも興味を示され、怜生は息を吐く。

「強いて言うなら……怪物以上の何かだった」







　一月近く前──怜れ生おは、花か蓮れん・白しら羽はと共に、女王と出会った。

「──地球人の滅亡に、興味はありませんか？」

　虹の貴婦人・イト──三女王の一人〈結ばれた方〉が、怜生に微笑ほほえみ掛けていた。

「…………ご冗談、ですよね？」

「ああ、すみません、緊張を解ほぐそうと。もちろん、私も興味はありません」

　怜生が祈るような心地で確認すると、イトは軽く両手を合わせて微笑した。

「まずは、謁見場にご案内しましょう」

　イトはそう言って、髪を僅かに揺らめかせると、虹色の魔力を周囲に広げた。

　直後、怜生たちの周囲に虹色の清流が過ぎると、周りの景色が一変する。

　広大な屋内空間──三方向に、女神像を彫刻した、城門めいた『扉』があった。

「あ！　いまのワープですね！　フロレンスさんと同じです！」

「はい。フロレンスはかつて私の眷けん属ぞくでありましたから、私の権能を一部行使できます」

　イトが花蓮に答えたように、空間跳躍は元よりイトが本家だ。

　その最初で最大の使用例は、妖魔界と人間界の間に『道』を作ったことだろう。

「転送魔術としての技術化も完了しています。今月下旬には正式発表されるでしょう」

　ついでのように、世界を揺るがしうる事実が口にされる。

『──車輪とは偉大な発明だった』

　謁見場の右手側、漆黒の扉に彫刻された女神像から、女性の声が響く。

『この単純明快かつ芸術的な輪の構造は、紀元前から現代まで人類の流通を支えてきた。それをお役御免にするのも憚はばかられた故、転送魔術はしばらく封印することにした。しかしそろそろ世に放ち、人類の文明を次の段階へ運んでもよかろう』

　怜生と花蓮は、黒の女神像からこちらに視線らしきものが向くのを感じた。

『〈三人の女王〉が一人、〈聖せい賢けん〉だ。通称は持たぬゆえ〈聖賢〉と呼ぶことを許す』

　名前など無くても困らぬという声音で、〈聖賢〉は自己紹介する。

「そしてこちらが、〈行き渡らせる方〉──妖魔界きっての力持ちです」

　イトが、怜生たちから見て左手側の、黄金の女神像が彫刻された扉を示した。

　すると──女神像から、暴風のような魔力が、一瞬だけ室内に轟とどろいた。

　厳密には、隠されなくなった気配を怜生たちが感じ取り、その強大さに驚いたのだ。

「あ、初めましてー。花蓮です」

　と、花蓮が黄金の女神像にお辞儀をしている。

「え？　なんで謝るんですか？　別に怖がってないですよ？」

　花蓮は〈行き渡らせる方〉の過剰な存在感に動じず、声も聞き取っているようだ。

「はい、よろしくお願いします」

　一部始終を見て、イトが目を丸くしている。聖賢ともども心底から驚いているようだ。

「……どんなだった？」

「姿は見えませんでしたけど、大きくて可愛かわいい女の子です！」

　怜れ生おが恐る恐る問うと、花か蓮れんは楽しげに報告した。

　三女王の〈行き渡らせる方〉は巨神だと聞くが、花蓮が言うに控えめな少女らしい。

「では、私も失礼して」

　すると、イトの全身が虹色の魔力光に分散、白い女神像へ吸い込まれていく。

（形成魔術で作った仮の肉体、分身か。護衛も付つけずに出歩くわけだ……）

　花蓮を例外として、魔術で生き物は作り出せない。

　だが形成魔術で人体を綿密に織り上げ、魔力が続く限り機能させることはできるのだ。

「女王様たち、どうして扉の奥に引っ込んじゃうんですか？」

『私どもは妖魔界から来た〈王〉なのです。つまりこの身は妖精人ではなく妖魔であり、人間界の環境にも適合しておりません』

　一いち文もん字じ史し紀きや鳴なる海み滝たき徳のり、そして怜生は、地球で生まれた妖精人が〈王〉となったもの。

　対して三女王は妖魔界に生まれた〈王〉だ、初めから人間ではない。

「じゃあ、その扉の奥には……」

『はい、それはもうＲＰＧの隠しボスのようなモンスターがおりますよ？　がおー』

「女王様ゲームとかするんですか!?　あと意外にお茶ちや目め！」

　聖せい賢けんが鼻で笑い、声を響かせる。

『神霊との契約形態も、そちらとは異なる。我々は〈王〉と神霊が一体化して現あら人ひと神がみへと昇華する形態だったため、この身は言わば半人半神だ』

　神霊と結ばれ〈王〉となる手法は、婚姻契約だけに限らない。

　ただ、人間界に〈王〉を生み出す上で最も理に適かなったのが、婚姻契約だっただけだ。

『もしも我らがこの扉の外に出ようとすれば、周辺を己の神域に塗り替えねばならない。だがそれをやると、地球上の魔力環境を変化させてしまう恐れがある』

　地球の環境を塗り替える──と聞いて、怜生は背筋を冷やす。

　女王たちが、全ての〈王〉より上に君臨する訳を、怜生はいま理解した。

『もちろん、我々は故郷を落ち延びた妖魔たちを存続させるため来たのであり、人間界を侵略しに来たわけではありません』

　イトが、人類に対して百回は説いたであろうことを、いま一度口にする。

『ですが、主権を放棄したわけでもありません。妖精都市連盟は、遠からず、移住当初に交わした条約を大義に、人類各国に対して正式な国家樹立を宣言するでしょう』

　怜生は、自然な流れで聞かされた台詞せりふの重大さに目を剝むいた。

　後ろで聞いていた白しら羽はも同様だが、護衛に徹して何も言わない。

「え？　連盟って『国』じゃないんですか？」

「そういう約束だったけど、人類各国の列強はあれこれ理由を付けて承認してないんだ」

　花蓮が首を傾かしげ、怜生はしばしば耳にしてきた政治問題に触れる。

『この妖精帝国樹立に先立ち、〈王〉の姿勢は統一されていなければなりません。よって〈緋あけの龍りゆう王おう〉、あなたに問います──あなたは連盟の〈王〉になる意志はありますか？』

　怜れ生おは即答できず、押し黙る。

『〈継つぎ接はぎ公爵〉の一件で、人類各国と連盟の対立は鮮明となりました。もしこの先、連盟と列強との戦争が起きたとき、あなたには連盟側に立ってもらわねばなりません』

　怜生は〈王〉となるためここに来た。鬼き柳りゆう家や眷けん属ぞくたちを守るためにだ。

　だがそれは、何の罪もない地球人を敵に回して戦うかもしれないという選択でもある。

「──それはできません、陛下」

　怜生の返答に、三女王は沈黙していた。

「もし、連盟と人類各国の間で戦乱が起きるなら、俺は医道に従い両陣営の負傷者へ治癒魔術を掛け、生産魔術を用いて物資を届けます。それをお認め下さり、魔術開発を支援していただければ、俺は魔術を世に送り出すことで、連盟の魔術経済に貢献します」

　不敬を承知で、怜生はそう宣言した。

『よいでしょう』

　イトの声が、予想以上に軽々と許可を出した。怜生は目を丸くする。

「……いいんですか？」

『連盟は〈王〉の魔術経済で成り立つ。どの〈王〉もそれ相応の特権を要求している』

　問い掛けた怜生に、聖せい賢けんが鼻で笑うように答えた。

『〈命を運ばれる方〉花か蓮れん様がご夫君、鬼柳怜生に〈王〉の資格を認めましょう──その叡えい智ち、その理法、その権能をもって、世界に幸福と繁栄をもたらさんことを』

「謹んで、拝命いたしました」

　イトの宣言を聞いて、怜生は背筋を正し、白しら羽はと花蓮もそれに倣う。

「では、皆さんを送り返すとしましょう」

　白い女神像の前に、虹色の魔力光が集まり、貴婦人の姿を形成した。

　どうやら来た時と同様に、怜生たちを空間跳躍で運ぶつもりらしい。

「いえ、そこまでお手数を掛けるわけには……」

「よいのです。私がお城を抜け出す大義名分になると思って、ここは一つ」

　お転てん婆ば姫のようなことを言う女王に、怜生は微苦笑させられた。

「うおっ!?」

　そこで再び、黄金の女神像から、無形の衝撃波が轟とどろいた。

「はい。また遊びに来ますよ？　あ、来てもいいですよね？」

　花蓮が答えているところを見ると、どうやら〈行き渡らせる方〉が花蓮を呼び止めて、また会えるかという主旨のことを尋ねたようだ。

　花蓮は一応、気軽に合いに来ていいものかと、怜生やイトに尋ねる。

「今度ホットラインを用意します。ふふ、〈渡り〉にとっては思わぬ収穫でしたね？」

　イトは快諾して、揶や揄ゆするような目を〈行き渡らせる方〉へ向けた。

「……やっぱ、お前が一番怖いな」

　怜れ生おの台詞せりふに、花か蓮れんが小首を傾かしげた。

　そして、イトの作り出した虹色の清流が、怜生たちを包む。

「っ、ここは……？」

　転移した先は、壮麗な宝石の森だった。

　琥こ珀はくの樹きの幹、エメラルドの葉、そうした宝石の植物が作る、壮麗な大森林だ。

「うわぁ、綺き麗れい……」

「植物系妖魔の保護施設、か？」

　花蓮が感動に眼めを輝かせ、怜生は周囲の動植物を観察する。

「ここは、私たち三人の力で〈箱舟〉の中に作られた神域の一つです。かつては妖魔界に存在していた宝石樹界を、人間界で可能な限り再現しています」

　宝石樹界と聞いて、白しら羽はも周囲を見回した。〈切きり花ばな〉のルーツとなる異界だ。

「妖魔界から保護された妖魔たちは、こうした小世界で暮らしています。ですが、それは全体のごく一部。大部分の妖魔は時間凍結の小世界で眠っています」

　やはり、全ての妖魔を住まわせるほどの異界は作れないようだ。

　そんな魔術があれば、人間界に移住する必要すらなかっただろう。

「妖精人という移住手段でも、〈箱舟〉にいる全ての種を存続させるには、一世紀ごとに一二〇億人の妖精人を移住させなければなりません」

　降りてきた花蓮が、「ひゃく!?」と、イトの出した数字に目を剝むいた。

　イトが再び虹の清流を生み、怜生たちを別の場所に転送する。

「我ら〈箱舟〉は、共に妖魔界を旅立った同胞を救うために存在します」

　展望台だ。〈箱舟〉の外壁側にあり、広大な〈箱舟〉の壁面を見渡せる。

「一二〇億の妖精人を住まわせる必要があるなら、住まわせるため手を打つでしょう」

　怜生はようやく、イトが何を言っているのかを理解した。

「それは……地球人を淘汰して、妖精人を移住させる、という意味ですか？」

　思い出すのは、かつて詩し乃のから聞いた、ある言葉だ。

『妖精人たちは、天変地異によって十桁の人命が失われる様を黙過した』

　その選択をしたのは誰か──決まっている。彼女たち〈三人の女王〉だ。

「地球人の滅亡に興味はないか……あれは、冗談じゃなかったのか!?」

「マスターっ！」

　怜生が思わず声を荒げると、白羽が腕を摑つかんで止める。

「逸はやらずに。直接的にも間接的にも、地球人を虐殺する気などありません」

　イトは穏やかな笑みで怜生に説いた。

「ですが、妖精人は地球人に比べて魔力環境への適合に優れています。そして魔法技術の多用は、人間界の環境を少しずつ妖魔界に近づけていくと予想されています」

　イトの話は、世代を階段のように軽々と越えて、遠い未来を語る。

「千年の先、二千年後の未来、より環境に適合した妖精人が、地球人の数を超え、やがて全てを受け継ぐ──その可能性を否定はしません」

　イトは手を合わせて小首を傾かしげ、怜れ生おたちを絶句させた。

「そこまで見越して……」

　白しら羽はが、非礼とは承知しながらも呟つぶやいた。

「陛下たちは、千年単位の計画を立て、妖精人を移住させ、魔法技術を広めたのですか」

「ええ、そういう『仕事』ですもの」

　イトの顔は、大変だけど仕方ない、という表情だった。

（俺は……なにと話してるんだ？）

　数千年後に結果が出れば目的達成だ、などと言える存在とだ。

（人じゃない、王様ですらない。こいつは……魔神だ。異世界から、この人間界を妖魔の世界に変えに来た、気長な侵略者だ）

　自分たち妖精人の頂点にいる女王たちとは、そういう存在だった。

「もちろん私も、地球人の絶滅は望みません。ですから、あなたには期待しています」

　己の計画を語ったイトは、怜生に熱い眼まな差ざしを向ける。

「あなたの生み出す魔術は、大きな可能性を持っています。私たちの迂う遠えんな計画の達成を大幅に早めるかもしれませんし、もっとよい選択肢を与えてくれるかもしれません」

　いまとなっては、この貴婦人の微笑にも寒気しか感じなかった。

「あなたの存在が、この世界によりよい未来を切り開いてくれることを祈っています」

　虹の清流が怜生たちを運び、最初にイトと会った部屋へ戻った。

　そして別れの言葉を交わした怜生は、逃げるように部屋を出るのだった。
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「わーお、うちの女王様ってば本当にインベーダーの親玉だったんだね」

「私いま、人類各国がなんで連盟に敵対的なのか分かった気がする」

　怜生の回想が終わると──燦さんと燐りんが、複雑そうな顔を見合わせる。

「まあ少なくとも、俺らがその計画に差し障らない限り、敵には回らないはずだ」

　イト曰いわく隠しボスだそうなので、喧嘩を売らなければ害はないだろう。

「そうね、神ならぬ身の私たちは、お金儲もうけのことでも考えるとしましょう」

　燈あかりが言うと、燦さんと燐りんが目を物欲に光らせる。

「お金儲けっていうと」「おじさまの魔術開発ですね」

　魔術開発と聞いて、怜生の顔付つきに緊張感が宿る。

「魔術開発って、〈箱舟〉でやるんだっけ？」

「確か〈聖せい賢けんなる方〉の眷けん属ぞくさんたちが学者揃ぞろいで、その人たちが調べるんですよね？」

　燦さんと燐りんの認識に間違いはない。怜生も頷うなずいて口を開く。

「学術結社〈賢者学会〉だ。〈王〉の術式の研究開発は〈箱舟〉にあるその本部で行う」

　三女王の〈聖せい賢けん〉が開いたという学術結社だ。

　聖賢が司つかさどる英知の魔法則は、世の理ことわりを、つまり魔法則を解析できる力なのだ。

「俺と花か蓮れんは今後頻繁に〈箱舟〉に足を運ぶ。赤あか枝し宮みやにいる時間も減るだろうけど……」

「気にせず〈王〉の仕事に専念しなさい」

　燈あかりはそう言って、窓の外を眺めた。

「そのために、この浮遊都市群に〈鬼き神しん会かい〉の支社を作ったんだから」

　怜れ生おたちのいる場所は、赤枝宮ではない。

　太平洋の上空に浮遊する超巨大立方体〈箱舟〉──それを中心にアステロイドベルトのように滞空する浮遊都市群・虹にじ美み原はらという都市だ。

　浮遊都市間を結ぶ巨大なエレベーターや橋、多くの飛行船の光が、夜景を織り上げる。

「んー、浮遊都市群の一等地に部屋とれるとか役得だわー」

「普通だったらこんなとこ、大企業社長の愛人になったって住めませんよ？」

　広々とした部屋を見回して、燦さんと燐りんはご満悦だった。

　虹美原に活動拠点を作るに当たり、怜生たちが住むことになったタワーマンションだ。

（まあ、結局こいつらと同居することになったわけだが）

　当初はこの部屋、怜生と花蓮で使う予定だった。

　しかし、まず白しら羽はが「護衛ですので」と同居を申し出た。

　次に燦さんと燐りんが「私もリッチな部屋に住むんだい！」と押しかけて、最後は燈が「こんなハーレム、保護者が監督するしかないじゃない」と住み込んだ運びだ。

　そういえば、「新婚生活が！」と頭を抱えていた花蓮はと言えば──

「怜生さーん、お風呂の準備できましたよー。一番風呂どうぞー」

　風呂場の方から怜生を呼んでいた。見張りの白羽も居間に戻ってくる。

「大丈夫だったか？」

「はい。ものを取り扱う力加減や、製品の使用法も、既に習熟しておられます」

　白羽曰いわく、花蓮もお手伝い程度には家事をこなせるようになったらしい。

「んじゃ、先に入らせてもらうか」

　部屋で着替えを手に取り、脱衣所で服を脱いで浴室へ入ると、

「いらっしゃいませ～、マットの用意できてますよ～」

「出てけ」

「あうん！」

　全裸の蛇女がマットの上でとぐろを巻いていたので、脱衣所に放り捨てた。

「ちょっと怜生さん！　一回くらい試してもいいじゃないですか！　全身に巻き付つかれて鱗うろこで洗われる感触が癖になると話題なんですよ私の中で！」

「知るか！　どう考えても全身の骨がバキバキになるパターンだろうが！」

　扉を叩たたいて主張する花蓮に対し、怜生は扉を押さえて再突入を阻む。

「じゃあ背中！　背中だけ！　夫をバックから責めるのも乙なもので──ああ待って！　有機魔術でバリケード作るの止やめて！　お風呂に閉じこもっても風邪引きますよ!?」

　怜れ生おは魔術で植物を作って、ドアを封鎖し始めた。

「ちゃんと何か着ろよ？」

　怜生はそう溜ため息いきを吐くと、魔術を解いてバリケードを霧散させる。

「シャーツ、シャーツ、れーおさんのシャーツ♪」

　様子を窺うかがうと、花か蓮れんは脱衣籠から怜生の脱いだシャツを取ると、頭から被かぶってしばらくモゾモゾと動き、辿たどり着ついた襟口から頭を出す。むふー、と満足げな顔だった。

「お待たせしました～」

　花蓮が浴室に入ってくる。幸い広い浴室なので、半人半蛇の巨体でも問題はない。

　ちなみに怜生は、花蓮がいることを予想して、あらかじめタオルを巻いている。

「んしょ、んしょ、どこか痒かゆいところはないですかー？」

「それ髪を洗うときだと思うけど、とりあえずもうちょっと強めでいいぞ」

「あ、じゃあ髪も洗いましょう！　髪ならいいですよね？」

「まあいいけどな」

　花蓮は嬉き々きとして、ボディタオルで怜生の背中を擦こすっていく。

「えへへー」

「楽しそうだな？」

「こうしてお世話をしてあげることで、母性本能が満たされるんですよー。それに、怜生さん最近忙いそがしそうですし、こんなときくらいお世話させてください」

「そっか……悪いな、本当はもっとどこか遊びに連れてってやりたいんだけど」

「も、もうっ、またそういう子供を扱うみたいな！」

　花蓮は不満を口にするが、少し嬉うれしそうにも聞こえる。

　背中に触れる、濡ぬれたシャツ越しの柔らかな物体は、子供とは言えないが。

「まあ確かに、ここ最近は怜生さんと別行動することも多くて寂しかったですけど」

　花蓮が言うように、彼女は以前ほど怜生にべったりではない。

　それは、怜生なりに彼女の自立精神を養うために考え、させたことだ。

「でも、友達も増えただろ？」

　花蓮は「そうですねー」と考えながら、怜生の髪を洗い始める。

「アドリアナさんとは仲良くさせてもらってますよ？　セクシーな格かつ好こいいお姉さんで、ちょっと憧れます。エドァルドさんは残念美男子ですけど」

「あの二人か。話題がちょっと偏かたよってるけど、いいコンビだよな」

　エドァルドとアドリアナは、虹美原こちらではなく赤あか枝し宮みやで『お留守番』だ。

　鬼き柳りゆう家の長兄・灯とう矢やと馬が合ったようで、共に赤枝宮の敵勢力を排除している。

　敵勢力とは、怜生の正体が半ば露見してから送り込まれた、思想団体や犯罪集団だ。

　今頃は、どこぞの秘密結社を相手に、長い決め台詞ぜりふでも吐いているだろう。

「あと直なお正まささんと三さ武ぶ郎ろうちゃん！　前に三武郎ちゃんのお散歩に行ってきたんです！」

「迷子にならなかったか？」

「失礼ですね、迷子になったのは直正さんですよ。ちょっと建物の上を飛び回ってる間にはぐれちゃって、やっと見つけたときは汗だくだったんです」

「それ、絶対お前らを探し回ってただろ……」

　その直正はといえば、彼も虹にじ美み原はらではなく赤あか枝し宮みやにいる。

　鬼き柳りゆう家で修行を積むためだ。直正は競技者だったので、実戦の勘を覚える必要がある。こちらは次兄・炯あき人とが鍛えており、曰いわく「化ける余地はある」とのことだ。

「それからアリスちゃんですね！」

「アリス？　ああ、そっか、前の戦いの後、義ね姉えさんが青田買いしたんだったか」

　アリス・カステラ──神霊学部のポンコツハッカー娘だ。

　ポンコツとは言っても、フランケンシュタインとの戦いでは大きく貢献してくれた。

　そこが燈あかりの目に留まり、怜れ生おたちの陣営に勧誘されたのだ。

　アリスなりに思うところあってか、彼女はこれに頷うなずいて、情報方面で活躍している。

「詩し乃のさんともお喋しやべりしますしー、白しら羽はさんの明めい仙せんちゃんも可愛かわいいですしー」

　花か蓮れんはお友達の数を自慢するように、名前を挙げていく。

（こいつ、俺より友達作るの上う手まいな……）

　苦笑いした怜生の頭にシャワーが浴びせられ、泡が洗い流された。

「前は、怜生さんと一緒にいられればいいって思ってましたけど……」

「他の皆と一緒にいるのも、楽しかった？」

　はい！　と、花蓮は満面の笑みを浮かべた。

　親しか知らなかった子供が、家を出て外にお友達を作るようになった──いまの花蓮はそういう段階にあるのだろう。

（いつか、こいつがちゃんと精神的にも大人になったら……）

　まだどこか心根の幼い花蓮を、怜生は『妻』とまでは見ていない。

　だが、そうでなくなったら。彼女のメンタルが一人前の大人になったら──

（注文だけは、しておくか）

　腹を括くくるように、怜生は息を吐く。

　そのとき怜生は、花蓮の着たシャツが、すっかり濡ぬれていることに気付いた。

　生地が肌に張り付ついて、大きな半球が谷間まで浮かび上がっている。

「あ、見た見たーっ、怜生さんまた胸ばっかり見たー♪」

　嬉き々きとして指摘する花蓮に、怜生もこればかりは言い返せず顔を背けた。

「いいんですよ～？　いまは二人きりですからね。普段ここにしたくてもできないこと、いまならぜーんぶしてもいいんですよ～？」

「あーうん、後ろで人を食いたそうに口を開いてる蛇の尻尾がなけりゃな……」

　花蓮はわざと自分にシャワーを浴びせた後、シャツの裾を際どいところまで持ち上げて怜れ生おを誘惑した。だがその背後には、食虫植物のような蛇の尾がある。

「下半身が大蛇でなにがいけないんですか！　それを言うなら怜生さんの下半身にだって立派な大蛇が付ついてるじゃないですか！」

「悪いかよ!?　ってこらタオル取ろうとすんな！」

「いいえ！　私にムラムラしてるっていう動かぬ証拠を摑つかませていただきます！」

　怜生と花か蓮れんの間でタオルの引っ張り合いが始まると、脱衣所に足音が響く。

「マスターっ、失礼いたします！」

　廊下から脱衣所を経て浴室に飛び込んできたのは、白しら羽はだった。

　怜生は焦ったが、花蓮は構うことなくタオルを「えいっ」と奪い取った。

　怜生と白羽は、同時に、同じ場所を見て、同じ時間だけ沈黙する。

「お、お、お……」

　白羽は、耳まで赤くなって目をぐるぐると回し始めると、拳を握り込んだ。

「お邪魔します!!」

「お邪魔しましたでしょう!?　こういうときは!!」

　気が動転したせいか、えらいことを言って踏み込んだ白羽に、花蓮が声を上げた。

　白羽は我に返り、慌てて扉を閉めて脱衣所に下がる。

「も、申し訳ありません。その、緊急の報しらせが……」

「あ、ああ、どうした？」

　緊急と聞いて、怜生と花蓮も頭を冷やし、報告を待つ。

「合流予定だった連盟の教導師団が、〈火か葬そうの王〉を含め、壊滅しました」
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　東京が日本の首都であったのは昔の話だ。

　二五四号線から、水没寸前地帯に広がる貧民街を眺めれば、誰しもそう思う。

　海面上昇による交通網の再設計でシワ寄せを受けたこの道路は、深夜にもなると無人に等しくなる。そんな道路に──攻性魔術が炸さく裂れつしていた。

「なんなんですか……なんなんですか『あれ』は！」

　連盟警備隊の教導師団、その一部隊の隊員が、酷ひどく狼ろう狽ばいしていた。

　彼らは〈王〉やその眷けん属ぞくの『お師匠様』となる者たちだ。当然、その実力は魔術師界で最強に迫る。鳴なる海み滝たき徳のりも他の〈王〉も、彼らに基礎訓練の洗礼を受けたという。

　それが──追い詰められ、逃亡を強いられていた。

『London Bridge is broken down, Broken down, broken down』

　稚児と老ろう爺やが合唱するような声で歌う、黒い人影が浮いていた。

　ファントムローブ──西洋の幽霊のような、長いローブを着た亡霊のような姿だ。

　顔に目鼻はなく、口だけが歯を剝むいて笑っている。頭部では赤黒い髪が揺れ動いていたが、それが大量の『ムカデ』であると気付く前に、人は目を背けるべきだった。

　下半身には、両足ではなく人面の群が芋虫のように並んでいる。

『London Bridge is broken down──』

　口ずさまれる歌は、マザーグースの『ロンドン橋落ちた』だ。

　平凡な童謡だが、脳の内側から頭蓋に反響するような聞こえ方に、眩暈めまいを覚える。

『──My fair lady』

　その黒い影に、複数の熱線が命中、しかし水面の月さながらに透過した。

「やはり効かんな」

　軍服を着た、四十代の厳いかめしい男性が腕組みしていた。

　彼こそが〈火か葬そうの王〉──焼しよう夷い魔術の開祖であり、経済人ではなく軍人の立場を取る。連盟警備隊こそを結社として、連盟を軍事的に守ることを王道とする豪傑だ。

「閣下！　あれの正体について何か心当たりは!?」

「不明だな。あれほど正体不明という言葉が相応ふさわしい者は初めて見る」

　若い魔術師が問い質ただすと、〈火葬の王〉は唸るように答えた。

『星が綺き麗れいだねぇ。君たち流れ星が落ちたら何がほしい？』

　黒い影が独り言を呟つぶやく。もしくは下半身の顔面群に声を掛けているのか。

（恍こう惚こつ状態なのか？）

　どうやら相手は『飛んでいる』らしい。現れたとき誰何すいかしても応答はなかった。












「観測魔術師、みっともなく狼ろう狽ばいしとらんで観測結果を報告しろ」

「へ、変化ありません。術式を変えて、何度繰り返しても……なにもありません！」

　若い男の魔術師が、黒い影に背を向けて走りながら、報告した。

「光、熱、電磁力、重力、霊体、幻術反応、素粒子反応に至るまで、全て異常なしです！　私たちが見ているあの空間には、何も存在しないはずなんです！」

　理不尽とすら言える事実だった。

　あの化け物が、いったい何によって構成されているのか、見当も付つかないのだ。

「本当に、我々が幻術を掛けられているわけではないのだな？」

「ありません！　複数の検査術式で穴を埋めて調べ尽くしました！　これを欺くだなんて理論上不可能です！　検査術式は……我々に、心療内科の受診を勧めています」

　それを聞いて〈火か葬そうの王〉は失笑した。

「おかしいのは現実ではなく、我々の頭であると──そういう結論しか残らんわけか」

　銃口を突き付けられるのとは別の意味で、ゾッとすることだった。

「しかし、我ら連盟教導師団の部隊が一斉に集団幻覚に襲われて同士討ちを始めるなど、人為なくしてありうるものか。本部と、それから〈大図書館〉に事の顚てん末まつを伝えろ。あの本の虫なら何か知ってるだろう」

　若い観測魔術師は、言われた通り連絡し始めた。

　報告内容はこうだ──彼と〈火葬の王〉を除いて、部隊は壊滅した。

　赤あか枝し宮みやに生まれた新たな〈王〉とその眷けん属ぞくを鍛え上げよ──女王からその命を受けて、彼らは日本国防軍への『出張』を切り上げ、陸路で赤枝宮に入った。

　その道中、運転手が急に幻覚に襲われ事故を起こした。乗車していた隊員たちも同様にお互いを『正体不明の怪物』と認識、迎撃しあって倒れた。

　よって〈火葬の王〉は、部下を片っ端から気絶させて、隣の観測魔術師だけを連れて逃走し、倒れた部下からあの黒い影を引き離している。

『月も綺き麗れいだねぇ。舐なめたらどんな味かな？』

　一定距離を保ってついてくる黒い影は、妄言を並べるだけで攻撃はしてこない。

　不気味な姿で怖がらせながら、ただつきまとい、肉体より精神を崩壊させる。怪談話の悪霊に目を付けられたような状況だった。

「既存の技術では何も観測できないが、人には知覚されるもの──そう定義して対処する他にないようだ」

　彼がそう口にした、直後の出来事だった。

『これは驚きだ、大抵の人は、そんなことあるはずがないって怒鳴るんだけどね』

　ここに来て、恍こう惚こつ状態かと思われた黒い影が、唐突に喋しやべり出す。

　声は相変わらず老若男女が混ざっているが、会話可能な知性を感じた。

（話せるのか？　いや、言葉だけでなく見た目も）

　黒い影は風貌も変化していた。

　おぞましい百足むかでの髪は消きえ失うせて、下半身の人面群は能面のように沈黙した。

　異形には違いないが、前衛芸術のような静けさが生じている。

『人は見たいと思う現実を見る。見たくないものを無視したり、暗闇に鬼を見たりして、頭に届く現実を歪ゆがめる。僕は初めからこの姿のまま、君たちに声を掛けていたよ？』

　観測魔術師は青ざめているが、〈火か葬そうの王〉は黒い影の言葉を吟味した。

「相手の感情や思考に応じて姿かたちを変える手合いか……」

『そういうこと。そのせいか──お隣さんには、恐ろしいものに見えてるようだね？』

　黒い影に指摘されて、〈火葬の王〉は隣の観測魔術師を見た。

「噓うそだ……お前は死んだはずだ！　来るなぁ！」

　何か趣味の悪い幻覚を見たらしい観測魔術師は、銃型触媒で黒い影を銃撃する。

『痒かゆいなぁ』

　黒い影が呟つぶやくと、銃撃された箇所が肉腫のように膨らむ。

　肉腫は砕け散り、内部から奇怪な魔物たちを生み出した。

　巨大昆虫や人面奇獣に蜂の大群といった、大小無数の魔物たちが、観測魔術師を襲う。

　舌打ちした〈火葬の王〉は、片腕を振るって業火を撒まき、魔物たちを焼き払う。

　本体と違って、これらは容易に消し飛ばされた。幻影を帯びただけの魔力体だった。

　しかし、撃ち漏らした蜂の幻影が一匹、観測魔術師の首筋を刺す。

　観測魔術師は悲鳴を上げてのたうち回った。

　更に、何かを振り払うように手足を暴れさせ、仕し舞まいには自分を銃撃しようとする。

　その前に〈火葬の王〉が手首をスナップ、顎を打って気絶させた。

（遭遇した当初からこれだ。敵意や恐怖をもって攻撃すると、因果応報とでも言いたげに異形の幻影が現れて反撃、接触すると幻覚症状で自傷行為や同士討ちを始める）

　黒い影は、倒れた観測魔術師を無視して〈火葬の王〉を見ている。

「何者だ」

　端的に、だがこれ以上ないというほど強い疑念を込めて、〈火葬の王〉は尋ねた。

『何者だとはよく聞かれる。ただ、言葉で正確に言い表せた試しがない』

　黒い影は、両手を広げて、ローブの袖を揺らした。

『大抵の人は僕を悪霊と呼ぶ、天魔とも呼ぶ、人間界で最初の幽霊とも呼ぶ──』

　黒い影は、老若男女の声が重なる異音で、道化のように小粋な前置きを始める。

　体からは黒い瘴気のようなものが流れ出て、彼の姿を曖昧にした。

　仕上げるように、歯の覗のぞく口が邪悪に歪んで、こう名乗る。

『──〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉、ダビド＝パピヤスと人は呼ぶ』

　悪夢が、彼の広げたローブから躍おどり出た。

　例えば不可解な形状に折れ曲がった人間、例えば巨大な蜂、例えば巨大な胎児、例えば燃える牛骨──人が夜ごと見る悪夢を、この世に留とどめて繫つなげたような幻像の群だ。

　ローブは巨大化していき、まるで地獄の門が開いたかのような光景が描かれる。

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉……魔術史に延々と語られてきた戦場の怪談ではないか」

〈火か葬そうの王〉は戦慄の表情で、その称号を繰り返した後、

　──爆風を起こして、空へ飛び立った。

　飛び越えられたダビドは『おや？』と間抜けな声を発する。

（奴やつを市街地に連れ込むわけにはいかん！　このまま赤あか枝し宮みやから引き離す！）

　このダビドは、存在を認識しただけで被害を受ける怪物だ。

　人が多い場所に連れ込めば、自分の部隊に起きた同士討ちが、町単位で起きるだろう。

『見たまえ、赤枝宮の夜景の美しいこと』

　飛ひ翔しようする〈火葬の王〉の隣に、椅子に腰掛けるような姿勢で、ダビドがいた。

　先ほどの膨大な魔物の群は消えているが、〈火葬の王〉は目を剝むいて軌道を変える。

『僕の姿を知覚しているということは、君の目に、君の頭に、僕がいるということ』

　軌道変化にぴったり寄り添いながら、ダビドは己の頭を指さす。

『距離も、障害物も、その時点で存在しない。速度で振り切ろうという発想が間違いだ』

　それを聞いた〈火葬の王〉は、急下降する。

　赤枝宮を北から脱した先にある、小さな山の頂上に着地、その背後にダビドが浮かぶ。

『君は赤枝宮に行く途中じゃなかったのかな？』

「だから私に取とり憑ついているんだろう？　亡霊」

　そう問い返すと、ダビドは肯定も否定もしない。〈火葬の王〉は口角を引く。

「特殊な体の代償として、自分の意志では移動できず、運び屋を必要とするものと見た。自分を認識した者に取り憑き、乗り継ぐことで移動していると推測できる」

　ダビドの体は物理現象に左右されない。

　土を踏んでも歩けない、翼で空も摑つかめない、ウイルスの媒介だって物理現象だ。

　ならどう移動しているのか。ヒントは当人の言動、『知覚した人間の頭にいる』だ。

「であれば、まずは人目のない場所に連れ込み、各種魔術で第三者からの認識を防ぐ」

　そう言った〈火葬の王〉は銃を抜き、弾丸型触媒を四方に撃ち込んだ。

　光学系や心理系の魔術を組み合わせた認識阻害の障壁が、彼らを半球状に包む。

「これでお前は、私という楔くさびに繫つながれる。目的は知らんが、赤枝宮の土は踏ません」

『お見事。僕のようなものに寄生されて、すぐにそこまで頭を回せる人間は珍しい』

　ダビドは不気味に口角を吊つり上あげる。

『で？　君はこのままずっと、僕の幻覚上映会に付つき合ってくれるのかな？』

「情報を聞き出せるならその価値もあるが、もう一つの仮説を検証しておく」

　銃を懐に戻した〈火葬の王〉は、小さな銃にも見える、麻酔注射器を取り出した。

「その場で認識する者が誰もいなくなったお前は、どうなる？」

　麻酔を手首に注射した〈火葬の王〉は、目を揺らして膝を落とし、地面に倒れた。

『まあ、こんなものかな』

　ダビドの幻像が薄れ、音もなく消えていく。

　その後、目を覚ました〈火か葬そうの王〉は、生き残った隊員たちと共に保護されていた。

　そして、謎の幻覚症状の原因を究明するために、当面の活動停止を余儀なくされる。







　同時刻──赤あか枝し宮みやの一角にある駐車場で、平凡なスーツ姿の男性が車を降りた。

『やあ、ただいま。平ひら方かたくん』

　平凡な男の背後に、ダビド・パピヤスが姿を現した。

「ああ、これはどうもパピヤス卿きよう。上う手まく行きましたかな？」

　ダビドという奇怪な亡霊を前にして、平方と呼ばれた男は、慣れた様子で迎えた。

　それを鑑みると、平方が浮かべている愛想笑いも、どこか不気味なものに見える。

『君の注文通り、一通り頭を引ひっ搔かき回まわしてあげたよ。これで信用してもらえたかな？』

「そうですな……これで鬼き柳りゆう怜れ生おの周囲に〈火葬の王〉という強敵が合流することは防げたわけです。我々の計画に貢献していただいた、とは言えるでしょう」

　平方はそう評価するが、『信用した』とは口にしなかった。

「それでも、やはりあの〈緋あけの龍りゆう王おう〉は難敵だ。あなたという何をしでかすか分からない存在こそ、最大の切り札となるかもしれない」

『なら、僕はその出番が来るまで、君を依より代しろにして潜ませてもらうよ』

　ダビドは黒いのっぺらぼうで笑うと、忽こつ然ぜんと姿を消した。

　さして驚かず、平方は駐車場を出て、近くにあった店に向かう。

　店は寂れたバーだった。交通量の少ない道端にあるため、店内は閑散としている。

　そんな店内には、今日に限って、ちぐはぐな面々が集っていた。

「やあどうも、この度はお忙いそがしいところをお集まりいただき、ありがとうございます」

　まずは平方が、呼び出した立場としてぺこぺこと会釈を繰り返す。

　琥こ珀はく色いろの照明が灯ともる狭いバーに、彼の声だけがどこか空むなしく響いていた。

「何かお飲みになります？」

「無用だ。本題に入れ」

　斬り捨てるように言ったのは、黒い軍服に袖を通した男性だ。

　長身で屈強な体格をした壮年男性で、前に立てた刀型触媒の柄つか頭がしらに両手を乗せている。

『時間の無駄は省いてもらおうか』

　続いて、自動車椅子に腰掛けた老人が、機械音声で伝える。

　老人は、ヘルメットのような丸い機械を頭に被かぶっていた。口元は露出しているので喋しやべることはできそうだが、声は頭部装置のスピーカーから出ている。

「そうね、仲良くできる関係でもないでしょう？　私たち」

　三人目は、ゴシックドレスに身を包んだ、白髪の少女だった。

　肌は異様に白く眼めは赤い。手元には日傘と日よけ帽子があり、目には小さな遮光眼鏡を掛けている。色素欠乏症、いわゆるアルビノであると察せられた。

「……相手の素性くらいは知らないと、困るかもしれないでしょう？」

　会社員風の男は、険悪な三者の間で微苦笑する。

　仕方なさそうに、軍服の男から名乗った。

「日本国防陸軍、術式特化部隊、通称〈桜おう刀とう〉第一小隊隊長──大おお城ぎ将まさ勝かつだ」

　それを聞いて、機械頭の老人が、目元にある単眼カメラを向ける。

『人類各国が〈王〉と神霊を討ち取るべく磨いてきた武力の一つか。涙ぐましいことだ』

　老人の評価に、総隊長・大城将勝が切っ先のような目で見返した。

「衰えた脳に補助脳を接続するあなたも大概だ。製造魔術結社〈ヘパイトス〉技術主任。魔獣戦争では〈百機兵団〉と呼ばれた方、ムラカミ博士──でしたかな？」

　機械頭の老人・ムラカミ博士に、白髪の少女は納得したような顔をした。

　その後、会社員風の男が自分を見ていることに気付いて、仕方なく名乗る。

「イロハ。フリーの魔術師よ」

「それでは素性が分からぬ。雑魚は無用だ」

　大城将勝が最低限の説得力を求めると、白髪の少女は溜ため息いきを吐いた。

「〈青の医術師団〉の研究所を脱走した被検体と言えば察してくださる？　特技は暗殺、実践する必要があるなら、いまからでもいいけど？」

　大城将勝も、ムラカミ博士も、それ以上の追及をしなかった。

「それで？　こんな嚙かみ合あわない面子を集めてなにをさせる気なの？」

　白髪の少女は、自分たちをこの場に招いた会社員風の男に尋ねる。

「京都内閣総合情報対策局・平ひら方かた和泉いずみさん──でしたっけ？」

　京都内閣、海面上昇で東京から京都へ遷都した、日本政府の新内閣だ。

「いやはや確かに、あなた方は本来、同じ卓を囲むことなどない関係でしょう」

　平方和泉は、どこか芝居がかった言葉を口にして、こう続ける。

「ですが奇遇にも、同じ目的でこの赤あか枝し宮みやにやってきた。もちろん、属する組織も動機も最終的な目標も、全て異なりますが、この赤枝宮でだけは同じものを目指している」

　即すなわち──と、平方和泉はもったいぶってから告げる。

「〈緋あけの龍りゆう王おう〉、鬼き柳りゆう怜れ生おの首を獲とること」

　それを聞くと、三人とも重苦しい無言を保ちながら、互いの顔を目線だけで見た。

　平方和泉は、風采こそ上がらないが、呼吸を摑つかむのは上う手まかった。

「この場の皆が共有している目的に、互いを利用してはいかがでしょう？」

　平方和泉の台詞せりふは、自分もその一員であることを含んでいた。

　それは──日本政府が、鬼柳怜生の暗殺に動き出したことを物語っていた。






幕まく間あい






　心停止を示す電子音が、衆人環視の中で木霊していた。

　病院の集中治療室でのみ鳴るべき音が響いているのは、なんと学校の教室だった。

　狼ろう狽ばいの声が広がる教室内で、動じない人間が二人いる。

　──一人は、卵のような形状の車椅子に腰掛けた、少女だ。

　口元から襟に掛けて鮮血に染まっており、顔は青ざめ、呼吸が止まり顔は曇っている。動じないのは当然だ。心停止しているのは彼女なのだから。

　──もう一人は、そんな彼女に救命措置を施す青年だった。

　少女が腰掛ける車椅子は、医療装置も兼ねているようで、背もたれの奥から伸びてきた点滴が手首や首筋に刺さっている。青年はコードを繫つないだ携帯端末でそれを操作したり、鞄かばんから取り出した薬剤を車椅子に補給したりしていた。

　やがて少女は鼓動を取り戻す。そして青年が吐血を拭った頃、意識を取り戻した。

「ああ、自己紹介の途中だったわね──初めまして、緋ひ山やま夜よ見みです」

「並びにその専属医、功刀くぬぎ成せい治じです」

　そのような自己紹介を演じた二人に、趣味を尋ねられる同級生は一人もいなかった。






第二話　激動の時代を告げるハロウィン






　十月最後の週──怜れ生おは虹にじ美み原はらから赤あか枝し宮みやに戻ってきていた。

　教導師団の部隊が壊滅したと聞いた、その翌日のことだった。

「赤枝宮の学院も久しぶりですねー」

「ここ一ヶ月、授業はずっと虹美原の方で受けてたからな。久々に直なお正まさたちと飯食うか」

　花か蓮れんの感想に同意して、怜生は大魔学院の神霊学部に向かう。

　同伴者は花蓮の他、白しら羽は・燦さん・燐りんだ。

「マスター、神霊学部の生徒にも警戒は怠らぬよう。所属結社の利害によっては……」

「分かってる、氷ひ魚おのときみたいな事情もあるだろうからな」

　白羽の遠慮がちな警告に、怜生は寂しげな顔で頷うなずいた。

　先の戦いで、神霊学部の生徒には、怜生が〈王〉だと暴露されてしまった。

　守秘義務に応じてはくれたが、有力結社の子息と子女も多く、事情は様々だろう。

「あー、これから神霊学部の敷地だけど、もし絡まれても揉もめ事ごとは避けるようにな？」

「「えー？　なんでー？」」

「なに期待してんだよ。置いてくぞ？」

　燦さんと燐りんが、無駄に眼めを輝かせながらすっとぼけていた。

　しかし──神霊学部の生徒たちは、燦さんと燐りんの期待には応えなかった。

「よぉ鬼き柳りゆう、久しぶりだな」「前は世話になったな」「俺は借りだと思ってるぞ」

「花か蓮れんちゃん久しぶりー♪」「切きり花ばなさん、相変わらず綺き麗れいねぇ」「双子さんはご家族？」

　すれ違う生徒たちから、概おおむね歓待の言葉を受け取る。

「うわー、おじさん人気者だー。有名税に骨の髄まで搾取されてくたばれ♪」

「それは駄目だよお姉ちゃん！　私たちに貢ぐ分がなくなっちゃうでしょ!?」

　怜れ生おが校舎を歩くだけで軽く囲まれたことに、燦さんと燐りんはご不満な様子だった。

「初日でラシードに胸ぐら摑つかまれたのが懐かしい」

「先の飛行船での感謝あってかと……ところでマスター、そのラシードとは誰ですか？」

「ラシードさん逃げてーっ！」

　白しら羽はが笑顔のまま怒気を零こぼすと、花蓮が声を上げた。

　直なお正まさやエドァルドと待ち合わせた場所に近付くと、剣けん吞のんな気配を感じた。

　その発生源に目を向けると、校庭のベンチだった。直正にエドァルド、そしてアリスの姿がある。その三人に向けて、陰険そうな男子生徒が絡んでいた。

「まったく上う手まく取り入ったものだな、武む藤とう。運良く手付かずの〈王〉を見つけて眷けん属ぞくにまでなるとは、抜け目ないことだ」

「そう言うなって。成り行きだよ、成り行き」

　陰険男子の嫌いや味みを、直正は気楽な口調で受け流しており、エドァルドも音楽鑑賞のように耳を傾けている。アリスは少し怯おびえた様子で、エドァルドの陰に隠れていた。

「っは、どうだかな。思えば素養に見合わず神霊学部の末席に食い付ついていた男だ、その秘ひ訣けつは強者に媚こびて甘い汁を啜すする油アブラ虫ムシの知恵だったわけか。奴やつの汁は美う味まかったか？」

「すごいなお前嫌味の天才だ。将来それで食ってくのか？　それなんて名前の仕事？」

　直正も笑顔に血管を描いた。

「〈王〉は連盟の顔だ。貴様らの程度の低さが連盟の恥となるのを危惧しているだけさ」

　怜生は嫌味の内容よりも、周囲の面々が放ち始めた気配に背筋が凍る。

「わーお。噂うわさに名高い神霊学部にも、あんなドツき甲が斐いありそうな奴がいるのねー」

「実力者であることと人格者であることって、正比例しないんだよねー」

「双子ちゃんがそれ言うと説得力ありますね。あ、ちなみに私、人がどんな大おお怪け我がしても診断証明を書かせない自信ありますよ？　参考までに」

　双子と花蓮がニコニコと笑いながら、危険な会話をし始める。

「おい、お前ら止よせ。白羽先輩も落ち着け」

「はいマスター、〈切花〉の騎士は常に冷静です」

「髪が伸びて鎌出てんだよ！」

　怜生が眷属の暴走を防いでいると、直正が腕組みして口を開いた。

「怜生の目的は単純明快だ。誰でもＭＰ消費でヒールを使えるようにして、薬局に行けばエリクサーが売ってるようにすることだ。これは男として命懸けるに充分だと直感した、だからそうした。そんだけのこった。同じこと知ったお前は、これからなにすんだ？」

　直なお正まさの痛快な意思表明に、男子生徒が言葉に詰まる。

　すると男子生徒は怜れ生おたちに気付き、舌打ちして顔を背け、その場を去っていった。

「……飯が美う味まくなりそうだな」

　照れ臭そうな顔をしていた直正に、怜生はそう言って小さく笑う。

　直正が他の面子にひとしきり揶や揄ゆされた後、怜生たちは昼食のため場所を変えた。

（この店、なんか懐かしいな）

　やってきたのは、学院にある上客向けのレストランだ。

　怜生が〈王〉になった翌朝、ここで今後のことを話し合ったのだ。

「あ、幽体料理も出すようになったんですね」

　花か蓮れんは人型の幽体となって怜生の隣席に腰掛け、幻影画面のメニューを見る。

　白しら羽はは反対側。燦さんと燐りん、アリスが並んで着席。カボチャ男爵とカブ老婆も姿を現す。

「どれ、味を見てやるとしようかのう」

　反対側にはエドァルドが腰を下ろし、その隣に現れたアドリアナが品目を眺める。

　最後に直正と、膝の上に姿を現した三頭犬型の侶りよ魔ま・三さ武ぶ郎ろうだ。

　眷けん属ぞくとなってから一月近く、彼らも個別に交流を深め、仲間意識を育んでいた。

「さて……もう聞いてると思うが、俺らの指導をしてくれるはずだった〈火か葬そうの王〉が、急な幻覚症状で入院させられたそうだ。予定されていた指導は大幅に延期だ」

　食事をしながら、怜生は先日の報しらせを全員に伝えた。

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉ダビド・パピヤスだな。私も遭遇したことはないが、噂うわさには聞く」

「観測技術には何の反応も示さぬのに、なぜか肉眼には映り、出会うと精神を毒されて、幻覚を見て破滅する──という怪物じゃったか」

　エドァルドとアドリアナが噂話を口にすると、直正が首を傾かしげた。

「俺もネットの怪談で聞いたことあるけど、実在するのか？」

「というより、『実在することが客観的に証明できない』ってとこが怖いわね」

　アリスが渋面を浮かべると、白羽が警戒の表情で口を開く。

「ですが、名高い教導師団を壊滅に導いたという事実は警戒すべきでしょう」

　と言う白羽の手元には、幽体ジュースを飲む侶魔・明めい仙せんの姿もあった。

「実際、俺もそれで一いち文もん字じさんに呼び出されたんだ。幻影通信じゃなく、呼びつけて直接ってことは、それなりの内容なんだろう。それ次第で対策協議だ」

　怜生が言うと、他の面々もそのことを重く受け止める。

「ところで鬼き柳りゆう怜生、この報道についてなんだけど──」

　アリスが幻影画面を開いて、とある報道記事を表示した。

「〈賢者学会〉が転送魔術の実用化を発表。あなた、陛下からこれについて聞いてた？」

　先日〈結ばれた方〉が言っていたように、連盟は転送魔術の存在を発表した。

「ああ。いい機会だし、お前らにも話しておこう。陛下との謁見の話だ」

　怜生は、まだ内容を伝えていなかった面々に、あの謁見の内容を語って聞かせた。

「「「…………」」」

　エドァルドが神妙に、直なお正まさは啞あ然ぜんと、アリスは青ざめて沈黙していた。

「転移魔術に、妖精帝国構想の始動、そして三女王の千年計画か……」

「要は、連盟がワープ技術を使い始めるってことだろ？　これえらいことじゃね？」

「経済も軍事もそれを持ってる方の勝ちよ。独立戦争の勝敗は火を見るより明らかよね。連盟がそんな転送魔術を発表したってことは、そういうメッセージでもあるのよ」

　燦さんと燐りんも、未来を予想して頷うなずく。

「連盟って、各地に加盟都市がバラけてて守り難にくいってのがせめてものハンデだったからねー。それが転送魔術で帳消し。都市間ワープで兵力や商品の移動が早い、安い！　もし敵軍が来たら頭上に爆発物とかワープでポイ、下手すりゃ核弾頭でもご返却ってね」

「おじさまの生産魔術もチートです。連盟はもう資源とか輸入する必要なくなりますし、物量の天てん秤びんも大逆転、最悪世界中から輸入停止されてもご飯が美味しいし、宇宙開発でも独走状態突入です。人類各国さん？　もしこの技術が欲しかったら、分かりますよね？」

　双子の要略で、花か蓮れんも概要を察した。

　白しら羽はも食事を進めながら、軽く口を拭いて語る。

「連盟も、転送魔術だけでは物量の不安が残り、踏み切れなかったのでしょう。ですが、マスターが〈王〉となったことでそれが変わった。連盟にとってマスターは、妖精帝国の樹立という悲願を叶かなえるための、最後のピースだったのですね」

「つまりこのまま行けば、私の旦那様は大出世間違いなしってことですね！」

　花蓮が夫自慢をするが、怜れ生おが重要な位置を占めることは確かだった。

「それだけ敵も多いが、味方も増えるならそれもありだな」

　怜生としては前者が恐ろしいが、〈王〉として弱音に聞こえるような台詞せりふは避けた。

『敵の多さはいまがピークかもしれんの』

　カボチャ男爵が語る。隣ではカブ老婆が幽体サラダをむしゃむしゃと食っていた。

『現代の国際社会は皮肉じゃ。列強は天変地異に始まる打撃の連続で綻び、小国や同盟国の信頼感を保ちきれんかった。それを連盟が引き込み、過去十数の紛争や戦争で、列強に戦略的勝利を収めた。いま国々の力関係は、旧時代と逆転の兆候を見せておる』

『ブァカだね、だから連盟独立を阻止してきたのさ！　連盟を頭に列強以外の国が集えば逆転確定さね！　いままで下に置いてきた国に食い物にされるのなんてお断りだからね！　いまうちの大将を暗殺できるか否いなかが運命の分かれ目なのさ！』

　傭よう兵へい結社の侶りよ魔まとして、長く戦争を見てきた鬼火夫婦の言葉には説得力がある。

「ここ赤あか枝し宮みやと、日本の緊張も高まっておる。いつか来る日とは思っておったが……」

　アドリアナが赤枝宮に言及したことで、全員の意識がそちらに向く。

　そこで、直正も重要な点に気付いてハッとした。

「そっか、連盟が国家樹立宣言するんなら、加盟都市で筆頭の赤枝宮も……」

「日本から独立するでしょうね。元々、妖精人自治区ってそういう前提のものだし」

　アリスがフォークを揺らして言うと、燦さんと燐りんが続く。

「最近魔術関連の税率ぼったくりだからねー。赤あか枝し宮みやが発展するにつれて金を吸い上げる制度改革を連発、その金を列強に貢いで自分のとこの国民は低賃金とか政権アホすぎ」

「移住させるときは要らなくなった水没東京を押しつけておいて、頑張って発展させたら『そこは日本の首都だ、自治権拡大など許さぬ！』ですもん、不満も溜たまりますよ」

　赤枝宮の妖精人がしばしば感じる、日本との軋あつ轢れきだ。

　異界からの移住者という不利を解消するため、妖精人は自分たちの国を求めている。

「他の妖精都市でも同じような状態だ。ただ、他は洋上都市や空中都市、または離島から上空へ伸びる階層都市であり、独立されても本土は切り取られない。転送魔術が普及する時代には、海路や空路の価値も薄れていくからな。比較的に譲りやすい」

　エドァルドは、皿の上の料理を地図に見立て、主菜から離れた副菜をフォークで取る。

　それを聞いて、怜れ生おも人類側の視点から考え、口を開く。

「末端の領地領海のため勝てない戦争をするより、転送魔術と生産魔術の恩恵を得る方が国益に適かなう。なら一番高く売れる時期に売る。連盟もその方向で外交決着する狙いか」

「その通りだ、政治が分かってきたな。ロード・レオ」

　エドァルドに茶ちや化かされ、怜生は「それはよせ」と小さく笑う。

「はい、怜生さん！　赤枝宮は日本の本州ですよ？　これは手放していいんですか？」

「お、ちゃんと話を聞いて考えてるな。偉いぞ」

　怜生が素直に感心すると、花か蓮れんも「えへへー」と照れ笑い。

「花蓮様のご指摘通り、日本にとっては旧首都圏を奪い取られる屈辱となります。また、赤枝宮への経済依存度が高いこともあり、断固として阻止しようとするでしょう」

　白しら羽はもそう言って、整った作法で食事を続ける。

「あー、下手すりゃ俺の地元の千葉県もそれに続くぜ？　海面上昇で本州から切り離されてるし、赤枝宮に次ぐ第二の魔術都市を自負してるし、妖精人の移住者も多いしな」

　直なお正まさの話は、怜生たちも報道でときおり耳にする。

「もしそうなったら日本も損する面積が増えるわけだろ？　しかもそこには連盟警備隊が常駐して、在日米軍と至近距離で睨にらみ合あうよな？　連米関係はあんまりよろしくねぇし、下手すりゃ日本で連米がドンパチおー怖い。周辺の列強も加わって、連盟とその同盟国もやってきて、いざ天下分け目の極東有事！　日本がいま一番怖い展開はこれだろうな」

　直正は饒じよう舌ぜつに語り、話題についていっていることをアピールした。

　しかし、燦さん・燐りん・アリスなどは愕がく然ぜんとして立ち上がる。

「武む藤とう先輩がなんか賢いこと言ってる!?　偽物！　こいつ絶対に変装した暗殺者だよ！」

「なんて下手な演技を！　私たちの武藤先輩はそんなんじゃありません！」

「ちょっとアンタ！　本物はどこに隠したのよ!?　返答次第じゃぶち殺すわよ!?」

「お前ら俺のことどう見てんの!?　こんなんでも神霊学部の生徒だぞ!?」

　直正も、怜生の眷けん属ぞくになったことで、これまでより世情を考えるようになったらしい。

「んで、話を戻すが、人類各国は本格的に俺を殺しに来てるらしいな」

　怜れ生おが嘆息すると、花か蓮れんが怜生の敵への怒りに目を鋭くする。

「そのようだ。連盟が独立計画を始動する前に、君の首を獲とってご破算にするつもりだ。いま赤あか枝し宮みやにはそのための戦力が続々と入り込んでいる」

　居残り組だったエドァルドが応じると、白しら羽はが報告していく。

「そのためこの一月は、〈鬼き神しん会かい〉〈切きり花ばな〉〈奈な落らくの玉座〉の連合結社で、敵勢力を検挙・制圧してきました。〈大図書館〉と連盟諜ちよう報ほう部ぶから情報支援を受け、赤枝宮に支社を置く他の〈王〉の結社も、女王陛下の命によりこの地の治安維持に兵を動かしています」

　赤枝宮はいま、水面下で混戦状態にあった。

　人類各国が送り込んだ戦力を、連盟側が次々と検挙する、警察活動型の戦いだ。

「大半は、お決まりの反魔術思想の武装集団に資金と武器を与えた木っ端テロクラブだ」

　現場で腕を奮っていたエドァルドが言うと、アリスが申し訳なさそうに報告する。

「ただ、それを囮おとりにして、幾つか腕の立つのが潜り込んじゃったみたい」

「調査資料を配付します。後ほど改めて会議を行いますので、目を通しておくように」

　白羽がそう言うと、アリスが全員の端末に敵対勢力のリストを送信する。

　食事も終わり、解散する頃合いの時間帯だ。怜生は眷けん属ぞくたちを見回す。

「近々俺は〈賢者学会〉で魔法則の解析を始める。治癒魔術と生産魔術で、病気や怪け我がや飢えの心配がいらなくなれば、他の問題を解決する余裕が世の中に生まれるはずだ」

　自分の成すべきはそういうことだと、怜生はそう思っている。

「それを邪魔しようと武器を取る阿あ呆ほうに遠慮はいらない、叩たたきのめせ。それと死にそうになったら逃げてよし。大おお怪け我がした奴やつがいたら連絡入れろ。以上だ」

　大仰な訓示に、眷属たちは茶ちや化かすように笑って、席を立つ。

「俺はもう少し時間を潰つぶしてから行くよ」

「では、私は支払いを済ませて参ります」

　白羽が一礼して、他の仲間と共に部屋から出た。残ったのは怜生と花蓮だ。

「怜生さん？　いまなら私しか聞いてませんよ？」

　バタン──と、怜生の顔がテーブルの上に落ちた。

「ありえねぇ……俺の人生がありえねぇことになってる……」

　怜生が憂鬱モードに突入、暗い声を零こぼし始める。

「おかしい。俺は怪我が治ったり食品が安くなったりする魔術を作ろうとしただけだぞ？　それがなんで独立戦争に結びついて全日本ぶち殺したい男ナンバーワン受賞してんだよ。辞めてぇ、もう〈王〉を辞めてどっかの山奥で仙人みたいに晴耕雨読してぇよー」

「はいはい、そのときは私もお供しますからねー」

　半泣きになって嘆く怜生の頭を、花蓮が優しく撫なでた。

「こんなはずじゃ……」

　怜生は言葉を切って、以前に言われたことを思い出す。

『──こんなつもりではなかったと、後悔する日が来る。〈王〉は皆そうだ』

　鳴なる海み滝たき徳のりと戦ったとき、予言されたことだった。

『──その純粋さも、信念も、いずれ衆愚と連盟の欲望に毒される』

　フランケンシュタインと戦ったとき、断言されたことだった。

（それでも……成し遂げる意義が、なくなるわけじゃない）

　治癒魔術は、ほぼ実現した。生産魔術も、理論構築に入っている。

　悪用されることもあるだろう。バイオ兵器などに流用されるかもしれない。

　だが、阿あ呆ほうな使い方をする人間がいることを、命を支えない理由にするのも間違いだ。

「怜れ生おさん？　もういいんですか？」

「ああ、大丈夫だ。大変だけど、やるべきことが分かってるだけマシだ」

　一時の弱音を休息として、怜生は立ち直った。

「大変なときは楽しみなことを考えましょう！　自分へのご褒美大作戦です！」

「そうだな。お前は、なにかしたいことあるか？　エロ以外な」

「じゃあその……ハネムーンとか？」

「ああ、いつかな」

　怜生が自然な口調で頷うなずいたことに、花か蓮れんはしばし絶句した後、赤くなって慌て出す。

「れ、怜生さん!?　なんかいつもよりデレ度が高いですよ!?　一服盛られたんですか!?」

「正気だから安心しろ。まあ、お前が侶りよ魔ま学級を卒業したりして、精神的にも社会的にも一人前になったら、俺だってちゃんと考える」

　怜生が明後日の方を見ながら宣誓すると、花蓮は指を組んで目を輝かせる。

「ほ、本当ですか？　いつかはちゃんと、私との関係を真剣に考えて……」

「ああ、真剣に、友達から始めよう」

「むしろ遠ざかった!?　なんでここで落としたんですか!?」

　さて──と、気力を取り戻した怜生は、抗議する花蓮を連れて部屋を出る。

「お待たせしました、マスター」

　白しら羽はが外で待っていた。怜生が弱音を吐きたいのだと察して、外してくれていたのだ。

　店内の片隅を見ると、慌てて廊下の先へ隠れていく仲間たちの背中が一瞬見えた。

　解散したはずが、こっそり聞いていたらしい。

　後で覚えてろよ……と、怜生は赤面しながら、〈大図書館〉へ足を運ぶのだった。





　　　◆






　さて──先の戦い以降、〈青の医術師団〉は、世界的な糾弾の対象となった。

　支援者であった人類各国に手を切られ、中核的な存在であったフランケンシュタインも行方不明となれば、世界各地にある研究所の選択肢は夜逃げしかない。

　彼女たちは、その騒動を衝ついて脱走を果たした、少し特殊な人造人間ホムンクルスだった。

「んは～、これこれ、ＡＢ型Ｒｈマイナスの血管注射っ、これが欲しかったのぉ！」

「イロハ……注射器を片手に喘あえぐの止めなさい？　人生終わってる人みたいだから」

　ホテルの一室、白髪赤眼の少女が、ベッドの上で身もだえていた。

　色素欠乏症の白い肌を紅潮させ、ゴシックドレスの裾を乱す姿が、酷ひどく官能的だ。

　近くには使われたばかりの注射器が転がっているが、その傍そばには輸血パックがあった。

「仕方ないでしょ？　血中の妖魔が新鮮な血を欲してるんだもん。あふんっ」

　イロハと呼ばれた白髪の少女は、どうやら定期的に輸血を必要とする体らしい。

　色素欠乏症も、その体質に由来する呪症の一種だろう。

　血を欲し、赤い瞳で、日光に肌を焼かれる──吸血鬼の異名が付つくのも当然だった。

「ニイナだって、色っぽい体を年中無休でセルフ拘束してるじゃない」

「一回だけ聞き流してあげる、次はあんたを蓑みの虫むしにする」

　白髪の少女を脅したのは──包帯女マミーだった。

　長身で豊満な体付きを、なぜか白い包帯でぐるぐる巻きにしている。

　袖無しシャツとショートパンツという季節外れの薄着は、包帯が『厚着』になっているためだろう。顔にも包帯が巻かれており、露出部は長い髪と黒い瞳のみ。

「あと、サクヤもそのリュック外せば？　ここなら人にも見られないでしょ？」

　包帯女ニイナが見た先には、もう一つのベッドに腰掛けた少女だ。

　栗くり毛げの少女が、なぜか登山用リュックを背負っていた。

　西洋人形のように可か憐れんな顔立ちや華きや奢しやで小柄な体とは、あまりにもミスマッチである。

「うん、じゃあ、お言葉に甘えて……」

　包帯女ニイナが手を貸し、背中のリュックを真後ろに引っ張る。

　巨大な天使の翼が、リュックの中から解放された。

　付け根から風切羽まで、およそ二メートルもの長さがある、純白の翼だった。

「むしろ、よくこれに収まってるわね」

「頑張って折り畳めば、なんとか……」

　包帯女ニイナが感心すると、天使サクヤは微笑した。

　登山用リュックはこの翼を隠すためだ。背が当たる部分を見ると、翼を差し込むために大きな切れ目がある。シャツの背中も縦に切り分けられ、そこから翼が出ていた。容姿に反して安物の服を選んでいるのも、そのせいだろう。

『まったくお気楽なものだ。僕は必死に仕事をしてたのに』

　電子合成による中性的な声が響き、虚空に立体映像が生じる。

　白黒の道化師服に、二股帽子という格好の、ピエロだった。一五センチほどの小人で、白い球の頭部にピエロメイクが施されている。その姿は鞄かばん型の機器から投影されていた。

「ムクロ、術式の準備は？」

『思ったより順調だ。研究所から逃げ出すときに掠かすめてきた資料が役に立ってる』

　吸血鬼イロハの問いに、道化師ムクロは得意気な声を返す。

『契約を強奪する術式──〈王〉の力を奪うために開発されたもので、その失敗作だ』

　道化師ムクロは、端末から光の球体を投射した。

　呪文言語の立体記号が絡み合う球体──可視化された魔術の術式だ。

「失敗作？」

　天使サクヤの不安げな声に、道化師ムクロは解説を続ける。

『過去にこれを使った記録で、〈王〉に命中させることには成功したが、〈王〉と神霊の婚姻契約は奪えなかったとある。ただ別の成果として、眷けん属ぞくの契約を奪うことには成功したそうだ。つまりこれを使えば、〈王〉の眷属になることができる』

「でも、私たちの目的は〈緋あけの龍りゆう王おう〉の力でしょ？　眷属になるだけじゃ……」

『眷属というのは、もし〈王〉が死んだ後その座を引き継ぐ資格を持つ。古参の〈王〉の幾人かは、眷属が後を引き継いで二代目になった』

　包帯女ニイナがそう説明され、この術式をどう使うのか理解した。

『他の面子も、鬼き柳りゆう怜れ生おの首を狙ってる。だったら、そっちは連中に任せよう。僕たちは連中がそれを成功させる前に、眷属の誰かから契約を奪い取る』

「そして鬼柳怜生が死んだ後、他の眷属も排除して、私たちの誰かが二代目になる」

　道化師ムクロの説明を聞いて、吸血鬼イロハが結論を先取りした。

『そういうことだ。それを対価に京都内閣の保護を求めて、僕たちに必要な魔術を作る。僕たちが人間になる方法は、それしかない』

　道化師ムクロの言葉が、少女たちの決意を新たにさせた。

　彼女たちは、〈青の医術師団〉に作られた、少し特殊な人造人間だった。

　血液を液状妖魔に交換された１６８番。皮膚に帯状の妖魔を同化させられた２１７番。脊椎に鳥形の妖魔を移植された３９８番。情報妖魔に人間の霊随を吸収させた６９６番。

　人造人間に寄生して生きる妖魔──人間でも妖魔でもない半端な存在だった。

「この先、いま以上の状況が整うとは思えない。やりましょう」

　吸血鬼イロハが計画の実行を決断すると、包帯女ニイナ、天使サクヤ、道化師ムクロが頷うなずく。

「これが成功して、大手を振って世の中を歩けるようになったら……」

　吸血鬼イロハは、神妙な声音で、祈るように口にする。

「語呂合わせじゃない名前を考えて、『学校』ってものに通ってみたいわね」

　そんな些さ細さいな憧れを叶かなえるために、少女たちは〈緋の龍王〉へと戦いを挑む。







〈大図書館〉は、外観こそ円塔型の建築物だが、その主要施設は地下にあった。

　地下空間は広大で、総面積は小さめの町ほどになり、常駐職員が住む『家』すらある。

　一いち文もん字じ史し紀きと詩し乃のの住居もまた、〈大図書館〉の奥地にある邸宅だった。

「ご自宅に招かれるのは初めてだな……」

「私、前に詩乃さんにお呼ばれして来たことありますよー？」

　天井部に空を投影された居住区画、その一いち文もん字じ邸を前に、怜れ生おと花か蓮れんは言葉を交わす。

「ようこそ、龍りゆう王おう閣下、並びに王妃殿下」

　出迎えたのは史し紀きと詩し乃の、そして左右に並ぶ使用人たちだ。

　詩乃は人型で実体化、和服に袖を通していた。怜生たちはその見慣れない姿に見入る。

「一文字さん、そんな大仰な……」

「せっかく正式な〈王〉となったことだし、自宅に招くのは初めてだからね」

　史紀は軽い悪戯いたずらに成功したような顔で言うと、白しら羽はにも挨拶する。

「怜生さん怜生さん、詩乃さん家の書斎って凄すごいんですよ？　凄い量の本があって！」

「そうなのか。その、花蓮が迷惑掛けてます」

「構わんさ、いわゆる婦人同士の茶会というものだ」

　はしゃぐ花蓮について、怜生が軽く詫わびると、詩乃は心持ち機嫌良く返した。

「詩乃さんはお友達が少なくてね。奥さんが来てくれた日は割と上機嫌なのだよ」

　史紀は怜生にこっそり教えたが、詩乃に一瞬だけ睨にらまれて冷や汗を搔かく。

「興味がおありなら、客間ではなく書斎に案内しよう」

　史紀のそんな提案で、怜生は書斎に足を運ぶことになった。

（〈大図書館の主〉の書斎か……やっぱり、価値の高い魔術書の類たぐいがどっさりあるのか）

　そんな不安と期待を胸に、怜生は到着した書斎の扉を潜った。

　書店のような数の本棚が並んでいた。落ち着いた木製の書棚に背表紙が並んでいる様を想像していたが、本棚は白が基調で、面出しで並んだ蔵書の色調も全体的に明るい。

　蔵書の表紙は少年少女を中心としたイラストが多く、映像ポスターが虚空に並び、幻術で描かれた戦士やロボットの模型がポーズを取り、アニメの映像媒体が棚一面に──

「アニメサイトか！」

　怜生が思わずツッコミの声を上げたように、その手の分野に偏かたよった『書斎』だった。

「私のような平成生まれの年寄りにはよくある趣味だよ」

「あ、いや失礼、まさかこの道半世紀の趣味人とは……」

　一文字史紀の意外な趣味に、怜生と白羽は啞あ然ぜんとするばかりだった。

「花蓮様、以前お話ししたラミア系の人外モノを用意いたしました」

「ありがとうございます詩乃さん！　これで怜生さんを快楽墜ちさせてみせます！」

「そこの女神様!?　なんか物もの凄すごくハイレベルな代物をやりとりしてないか!?」

　詩乃が花蓮に何やら大きめの封筒を渡していた。

「お盆と年末に、海面上昇を生き延びた東京国際展示場で歴史を感じるのが、私たち夫婦のささやかな楽しみなのさ。おや、頭を抱えてどうしたのかね？」

「いえ、紙袋をどっさり抱えてる一文字閣下と半人半紙の女神様が脳裏に……」

　額を押さえて思い悩む怜生に、史紀が首を傾かしげていた。

「──さて、わざわざ家に招いたのにも訳がある」

　気を取り直して、怜生たちは書斎の奥にあった読書スペースに集まった。

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉──あれの正体について、私は職務上、情報を隠匿すべきだからだ」

　しかし史し紀きは、怜れ生おを呼び出した。

「だが今回、君には伝えるべきことだと判断した。もし君があれと遭遇したとき、なんの対策も持っていないことの方が、連盟にとって危険だと言い切れるからだ。ここでは私に何も教えてもらえず、『布教』を受けたことにしてくれたまえ」

　布教の意味は分からないが、怜生は史紀に一礼した。

「彼の本当の名前は、ダビド・バーンズ。人間だった」

　怜生はその時点で驚きを覚えた。報告を聞く限り、何か凶悪な妖魔だと思っていた。

　なぜなら相手は、既存の技術では物質として観測できない不可解な存在だ。

　それが元人間だというだけで衝撃だが、史紀はこう続ける。

「彼は、〈三人の女王〉が作り出した、この人間界で最初の〈王〉だった」

　そうして──史紀は歴史の一幕を語り始めた。

「まだ〈箱舟〉が人類各国と接触して間もなかった頃、女王陛下方は人間界にも〈王〉を生み出すことを決定された。理由については言うまでもない、魔術開発のためだ」

　魔法技術の発展には更なる〈王〉が要る。その最初の一例がダビドだった。

「当初、〈王〉の婚姻は現在のような夫婦型ではなく、同化型で試みられた」

「同化型？」

　花か蓮れんが、知らない単語について説明を求め、詩し乃のが応じる。

「我々のような神の化身が生まれ、夫の伴侶として並び立つのが夫婦型。対して同化型は陛下たちのように、〈王〉と神霊が一体化した状態を指します。妖魔界では番つがいとなった生き物が融合して子を生なすという生態も多く、それに基づく婚姻形態もあったのです」

　人間にはなかなか想像し難にくいが、そういう文明があったのだろう。

「陛下たちがそうだったこともあり、同化型から始まった。しかし、神霊と融合するなど人間の魔力強度の限界を超えている。数々の安全措置が取られたが、ダビド・バーンズは正気を失って死に至り、同化型の神霊契約は行われなくなった」

　そのため神霊学部では、夫婦型の神霊契約を試みるようになったのだという。

「現在、世に流通している感知魔術や幻術などは、ダビド・バーンズが死に至る直前に、僅かながら解析された魔法則から作り出されたものだ」

　感知魔術は、魔術の基礎中の基礎だ。

　人間は本来、魔力というものを感知する感覚器がない。だから人間の感覚に置き換えて認識するための魔術を使う。これにより、正確な魔力運用が可能となる。

「感知……知覚？」

　怜生が思い至ると、詩乃がそれを見て口を開く。

「ダビドの結ばれた神霊は智ち恵えの神格。『認識』や『知覚』を司つかさどる神格だった」

　認識、知覚などの魔法則アルスマグナを司る幻術の〈王〉──魔術の歴史上に、ごく僅かな期間だけ誕生して、二つ名を得る前に他界してしまった、正まさしく幻の〈王〉だった。

「そして彼が死んだ直後、体から『あれ』が出現したという集団幻覚が記録されている」

　史し紀きは客観的な記録のみを語る。

「ご存ぞん知じの通り『あれ』は、既存の観測技術では観測者の幻覚だという結論しか出ない。その原因不明の幻覚症状を指して〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉と呼ばれている……客観的な記録を重んじる立場の私には、そういう不可解な現象があるとしか言えない」

　怜れ生おの眉間に皺しわがより、花か蓮れんが当然のようにその言葉を口にする。

「それって、幽霊ってことですか？」

　長年人々に語り継がれてきたその言葉は、医療魔術師には重大な意味を持っていた。

「魔術は幽霊の存在を肯定していない。もちろん霊体や幽体という言葉はあるが、どれも生き物を指すものだ。『死後、肉体に依存せず存続する』という意味での幽霊は、ずっと観測されてこなかった。人は死んでも幽霊にならないってのが、既存の魔術の回答だ」

　怜生はそう答えておくが、詩し乃のは口角を引いた。

「しかし〈幽明境の君〉に遭遇したという『患者』は、それがダビドであると名乗ったと報告している。ダビドの顚てん末まつを知らぬ者も含めてだ。もしも〈幽明境の君〉がただの幻覚でしかないのなら、遭遇者の知らぬ情報が伝達されるのはおかしい」

　怪談に興じるように、詩乃は続ける。

「〈幽明境の君〉に観測は及ばない。よってダビドとの連続性は肯定も否定もできない。できないが、そもそも我々は『人間の霊魂』も観測できてない。なら、もし幽霊がいるとすれば、我々の観測技術は同様にそれを観測できないだろう」

　まるで〈幽明境の君〉がそうであるような口ぶりだ。

「ダビドの魔法則は大半が未解析のまま失われている。その未知の魔法則が何らかの形で魂を存続させ、物理に依存しない形で活動させている可能性も、ないとは言い切れない」

　詩乃は白しら羽はの入れたお茶を口に運ぶ。

「ラッセルのティーポットで茶をしばくような話ではあるが、或あるいは彼こそ、この世界で最初の幽霊なのかもしれない」

　この場で言う『ラッセルのティーポット』とは──あり得ないとは言い切れないからと言って、あたかも有るかのように扱うのはナンセンスだ、という意味だ。

「ですが、もし本当にそうなら……肉体から死後霧散するとされる魂を、何らかの手段で保存して、幽霊と呼ばれる状態にできるなら……」

　怜生は目の色を変えて虚空を睨にらみ、誰かというより己に問い掛ける。

「医学は、それを、どう扱うべきだ？　もしダビドに蘇そ生せいを望む意志を示されたら……」

「やめたまえ。君だけが頭を悩ませて、それで結論を出していい問題ではない」

　史紀の制止で冷静になった怜生は、不用意な発言を詫わびた。

　死人を生き返らせるべきではないか──怜生はいまそう言いかけたのだ。

「いまは、あれの脅威と、その対応策についてのみ考えるべきだ。ただ……」

　史紀は躊躇ためらいがちに言葉を切った。

「現行魔術に、彼を倒せるものは無い。私も含めて、幾人かの〈王〉が本気で取り組んでみたが、彼の生命を脅かすような魔術は作れなかった」

　史し紀きが、術式倉庫である〈大図書館〉の管理者が、無いと即答した。

　目を剝むく怜れ生おに、詩し乃のが苦笑するような顔で語る。

「最強説のある初代〈雷らい神しん総統〉が雷光魔術を叩たたき込こんでも奴やつには傷一つ付つかなかった。強化と弱化の支配者である〈無む何か有う卿きよう〉は奴の存在を無力化消滅させようとしたが、その奥義も奴に影響を及ぼさなかった。〈心眼の君〉は、眷けん属ぞくに交渉を試みさせたが、幻覚に襲われ失神した。加工魔術の開祖だった〈工こう廠しよう元帥〉は、討伐の依頼を辞退した」

　四天王とも称される、最古参の〈王〉たちの名が挙げられる。

　そこで白しら羽はが、真剣に考察した末に口を開く。

「〈火か葬そうの王〉が語るところ、存在そのものが幻覚である〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉は、他に認識されなければその場に存在できず、その場の全員が意識を失えば姿を消します。この性質を利用すれば、或あるいは干渉を防ぐことが可能かもしれません」

　白羽はそう口にするが、それは防御法というより『被害の小さい負け方』だ。

「次に移動の手段だが、彼は自分を認識する人間を媒介者として移動している。よって、赤あか枝し宮みやに行きたければ赤枝宮を目指す人間につきまとい、誰かと会いたければその人間と会うであろう人間に取とり憑つく」

　史紀は語った移動手段は、酷ひどく不便に聞こえたが、その制限が一つの推測を立てる。

「なら、〈火葬の王〉につきまとっていたのは……」

「〈火葬の王〉は君たちの結社で指導を行う予定だった。つまり〈幽明境の君〉は君に接近を試みていた可能性がある」

　史紀が怜生を呼び出したのは、その危険性を感じたからだった。

「仮に、俺との接触を考えていたとして、奴の目的はなんなんでしょうか？」

「不明だ。彼の性格や精神状態について、確たることは何も言えないからだ。彼の言葉は基本的に遭遇者の『幻聴』であり、人格を推し量るためのサンプルにできない」

　つくづく厄介な……と、怜生は苦い顔になる。

「えっと、攻撃が当たらない、遭遇したら強制混乱、逃げられないから全員が戦闘不能になるしかない、倒す方法なし……ってバグじゃないですか！　どうしろと!?」

　花か蓮れんでなくとも頭を抱える難敵だった。

「連盟も対策は考案しているが、決定力に欠ける。一応、その術式は後ほど教えよう」

　史紀はせめてもの土産を約束した後、怜生に真剣な目を向ける。

「打破しうるとしたら君たちだ。君たちが生み出す新たな魔術に〈幽明境の君〉を倒せるものがあるかもしれない。本来は我々先達が決着を付けておくべきことだったが──」

「いいえ。いまは自分も、連盟の〈王〉です。全力を尽くします」

「感謝する。その一助となることを期待して、これを提供しておこう」

　一いち文もん字じ史紀がそう言って差し出したのは、今時珍しい紙媒体の資料だった。

「これは？」

「君のご母堂が神霊学部に残した術式理論だ」

　予想外のものを渡され、怜れ生おは目を丸くした。

「大魔学院の学術資料は門外不出だが、神霊学部の生徒であり息子でもある君であれば、それを所持しても問題はない。今後の魔術開発に役立てて欲しい」

「っ、ありがとうございます」

　少し胸を熱くしながら、怜生は史し紀きに頭を下げた。

　母はかつて、神霊学部で〈王〉になることを志していたという。その霊随を受け継いだことが、遺児である怜生を〈王〉の座に導いた。その研究は受け継ぐべきだろう。

　怜生はその受け継ぐべき研究資料の、一番上にあった論文の題名に、目を瞬く。

「……〈命の塵ちり〉？」





　　　◆






　本音を言ってしまえば、日本は妖精人を受け入れたくなかった。

　魔法技術を対価に始まった妖精人の大移住──世界がこれに同意したとき、〈箱舟〉に最も近かった日本が、その義務を負うことになっただけだ。

　当時の日本は、急激すぎる海面上昇によって、洒落しやれ抜きで存亡を問われていた。

　世界が同じ天変地異に苦しむ中、関係国に多大な支援を受けていた日本に、国際社会の要求を断る術はなく、魔法技術という胡乱うろんなものに賭ける他になかったのだ。

（問題はその先だと、当時の政権も分かっていたはずだろうが）

　国防陸軍の〈桜おう刀とう〉第一小隊隊長・大おお城ぎ将まさ勝かつは、先人を呪う。

　妖精人たちは魔術経済を広め国を建て直してくれた。だがその先は、連盟警備隊という武装、経済力を背景にした政治への介入、そして独立の主張、不安は全て的中した。

（おかげで、息子より若い少年の首を取る羽目になってしまった）

　隊長が見据えるのは、赤あか枝し宮みやの北、日本から見ると埼玉東部の水没地帯だ。

　時刻は午後九時、空には天変地異以降に発生した複数の月が灯ともり、夜が近付いている。

「不備はないな？」

　潜伏先の、川沿いの雑居ビルから出ると、整列した部下たちに出迎えられる。

　機械的な鞘さやに収まった刀型触媒を佩はいて、武士の甲かつ冑ちゆうに似た装甲服に身を包んでいる。

　数はおよそ三十人。全員が〈桜刀〉のエンブレムを付つけていた。この部隊名は自衛隊が国防軍に再編されたことで失われた、旧陸上自衛隊のエンブレムから来ていた。

「部隊の設立以来、我々はこの戦いのために技を磨いてきた」

　足を止めず、部隊の真ん中を通り過ぎながら、隊長は訓示を口にする。

「対象の魔力を瞬時に強化して暴発を招く強制自爆術式──これを宿した刀があれば、〈王〉にも、そして神霊にすら、強大な力に比例した大打撃を与えることができる」

　人類各国が、いつか〈王〉や神霊と戦う日に備えて開発した術式だ。

「〈緋あけの龍りゆう王おう〉と龍りゆう神じんに、その一太刀を浴びせるために命を賭ける──続け」

　王殺しの戦士〈桜おう刀とう〉──日本最強のサムライたちが、鬼き柳りゆう家に向け出陣した。




　旧埼玉県の水没地帯、鬼柳家の所在地から東側の埋立地には、工業地帯がある。

　その一角に、驚くほど創意工夫のない、立方体の建築物が鎮座していた。

　製造魔術結社〈ヘパイトス〉日本支部──工業魔術の父〈工こう廠しよう元帥〉の興した結社が、〈王〉の死後、眷けん属ぞくたちの跡目争いで分裂した結果生まれたものだ。

『純粋な疑問なのだが、なぜお前はここにいるのだ？』

　その一室で、自動車椅子と補助脳の老ろう爺や、ムラカミ博士が、隣の人物に問い掛けた。

「お邪魔ですかな？」

　平ひら方かた和泉いずみだ。まるで秘書のように、ムラカミ博士の隣で背筋を正している。

『私がこれから鬼柳家と事を構える以上、ここも敵の侵攻を受ける恐れは充分にある』

「まあ、私なりの考えがありまして。退けと言われるまでは邪魔せず突っ立ってますし、私が死んでも国から文句など付つけられませんので、どうかここは一つ」

　平方はムラカミ博士の隣にいることの許可を求めた。

『……まあいい、細々としたことを計らわせた借りもある』

「ありがとうございます。して、兵の準備はいかがです？　博士」

『完了している。赤あか枝し宮みやに来てから加工した無人機兵団、全て偽装の上で配置済みだ』

　平方が尋ねると、博士の補助脳から頼もしい返答があった。

「流石さすがは〈ヘパイトス〉、加工魔術の本家ですな」

『これも生産魔術で縮小していく。我々の加工魔術が数多あまたの町工場を潰つぶしたように我々も工場を畳むだろう。私が人生を捧ささげた加工魔術は、いずれ時代遅れの骨こつ董とう品ひんとなる』

　機械音声であっても、時代の変化に対する哀愁の念が感じ取れた。

「妖精都市連盟の勢力図も変わる」

　平方は相手の精神状態を知った上で、こちらからも語る。

「生産魔術に必要な術式は、受肉で鬼柳怜れ生お、設計図で一いち文もん字じ史し紀き、形成過程で三女王。連盟が生産魔術と転移魔術で覇権を取れば、連盟内はいま挙げた〈王〉たちが頂点を取る。一文字史紀と三女王は、この絵図を描いて鬼柳怜生を導いていたのでしょう」

　女王と史紀の思惑を、平方は確信をもって断言した。

「割を食うのはあなたがただ。〈水すい葬そうの王〉は、有機生産部門を失ってもまだ溶解魔術があるが、製造業に偏かたよったあなたがたは衰退する。連盟に斬り捨てられたなら──」

『人類各国に身を売る気はないし、そうする魅力もない』

　亡命を勧めようとした平方は、老人の声に冷たく一蹴される。

『生産魔術すら普及した時代に、国の広さや人の多さはさして強みにならない。足あし枷かせにもなる。大国に属するデメリットの方が多くなったから、連盟と加盟都市は独立するのだ』

　手痛い評価に、平ひら方かたは苦い顔となる。

『国家の優劣を決める基準は変化している。そして貴様らは優位に立てる基準に固執して鬼き柳りゆう怜れ生おを狙うわけだ』

「耳の痛い限りです」

『お前も同類だろう──と思ってても言わないような顔だが、私は既得権益を守るために戦いに来たのではない。私が老いで見られぬ未来を享受できるというのに、愚物どもめ』

「……なら、なんのために？」

『ごく個人的な事情からだ。安心せい、手加減をすることだけはない』

　ムラカミ博士は、平方和泉いずみに胸襟を開くことはなかった。

「では──間もなく作戦開始時刻です。準備をお願いします」

　平方は、不安要素を感じつつも、鬼柳家への強襲作戦を決行する。

『──リンクスタート、〈百機兵団〉起動』

　ムラカミ博士が言うと、補助脳が高い駆動音を立てる。

　同時に──赤あか枝し宮みやの各地で、液化金属の奔流が溢あふれ出でた。

　倉庫から、民家から、車のボンネットや自転車などの金属部が急に液化して、宙に舞い上がり、集まっていく。水銀めいた液化金属は、一定の質量を得ると、兵器を形成する。

『融解と再生こそ、我が君主〈工こう廠しよう元帥〉の残した魔術の極意』

　液化金属が微細な部品まで再現、現代兵器を作っていく。

　作り出されたのは、どこか古風なデザインの、魔動甲かつ冑ちゆうや歩行戦車たちだ。

『液状群体の我が侶りよ魔まが、作り上げた機体に憑ひよう依いして動かす』

　博士は、侶魔を兵器に憑依させて操るという、特殊なスタイルの電脳魔術師だった。

『さあ、この老体を、最後に一度だけでも、若返らせてくれよ？』

　機体数、きっかり百体──古いにしえの英雄〈百機兵団〉が、鬼柳家への一斉砲火を開始する。




『平方和泉の作戦は単純だ。鬼柳家が最も手薄な瞬間を狙って攻め込む。〈百機兵団〉は鬼柳家を制圧、〈桜おう刀とう〉は鬼柳怜生を狙い、僕らは眷けん属ぞくを優先目標とした遊撃だ』

　道化師ムクロの説明を、吸血鬼イロハ、包帯女ニイナ、天使サクヤが、戦支度を調えながら聞いていく。

　吸血鬼は遮光眼鏡を掛けて帽子を被かぶり、包帯女はベストを着て、天使は翼を広げた。

「いま赤枝宮はハロウィンウィークだし、私たちが町を歩いても怪しまれない、よね」

　天使が言うように、いまなら仮装して街へ遊びに行く女学生と解釈されるだろう。

『そういう意味では、風向きは僕らの味方かもね。あ、サクヤ、僕の本体忘れずにね』

　道化師に言われて、天使は彼の本体である鞄かばん型の機器を手に取った。

「後は、楽しい未来でも想像しながら出番を待ちましょう」

　吸血鬼の提案で、包帯女と天使も、目を伏せて思いを馳はせる。

　仕事の前は楽しい未来を思い浮かべる──彼女たちがいつしか始めた習慣だった。

　例えば、自分たちが首尾良く『人間』になれたとしよう。

　まず堂々と表を歩ける。体の制限で選べなかった服も、自由に選んでお洒落しやれしよう。

　京都内閣かそれに類するものの保護を得られたら、三人で同じ学校に行ってみよう。

　そして、そう、なんと言っても──恋とやらを、一度くらいはしてみたい。

『──〈桜おう刀とう〉と〈百機兵団〉が動いた、僕たちも移動しよう』

　道化師の報告を聞いて、彼女たちは頷うなずき合い、吸血鬼が扉を開いた。

　この扉の先に幸いな未来が待っていると信じて、包帯女ニイナと天使サクヤも後に続く。

　そうして扉を出た三人に──

「「トリック・オア・トリート♪」」

　巨大なカボチャとカブが、突き付つけられていた。

　間髪を入れず砲火。ホテルの部屋ごと、三人の少女たちを、爆炎で吹き飛ばす。




「いざお持て成しのぉ、なんか凄すごく光る剣!!」

　同時刻──鬼き柳りゆう家から北、出陣した〈桜刀〉の一団に、巨大光剣が叩たたき込こまれた。

「失礼いたします」

　同時刻──鬼柳家の邸宅を丸ごと覆った障壁が、〈百機兵団〉の砲撃を跳ね返した。

「悔恨せよ、懺ざん悔げせよ、浄罪せよ、冥府の門はここにあり」

　同時刻──〈ヘパイトス〉の社内に、黒コートの青年が窓を突き破って突入した。




　平ひら方かた和泉いずみが真っ先に見たのは、自分のいる〈ヘパイトス〉に殴り込んできた青年だ。

　監視カメラが捉えた映像が、幻影画面に表示される。

　髑髏されこうべの面具に、雄牛と山や羊ぎの頭蓋骨を被かぶせた二丁拳銃を構えた──エドァルド。

　両手両足に青白い骨を透かして、骨の鞭むちと燃える鉤かぎ爪つめを構えた──アドリアナ。

「殴り込み!?　博士が全戦力を鬼柳家の方に放出した、このタイミングで!?」

　平方が見る画面の中で、エドァルドとアドリアナは、警備ロボットを粉砕する。

『逆に聞くが、なぜ気取られていないと思ったのかね？　平方和泉』

　彼の問い掛けは、奇襲作戦が完全に察知されていたことを物語っていた。

『さて──私はこういうときに使う台詞せりふを七十二パターンくらい準備しているが、ここは〈王〉の顔を立てて彼の言葉を伝えよう。心して聞きたまえ』

　エドァルドはカメラに向けて骨こつ銃じゆうを構え、鬼柳怜れ生おの言葉を口にする。

『医道に従い、降伏したら治療する──だそうだ』

　銃撃によってカメラが破壊されたが、平方の見る画面に変化はない。

『ん？　ああ、こっちか』

　エドァルドが銃の向きを変えて銃撃、平方の前で、画面がブラックアウトした。

　呆ぼう然ぜんとしていた平方は、片手で前髪を摑つかんで俯うつむくと──

　どこか皮肉げに、口の端を吊つり上あげた。













幕まく間あい






　幼おさな馴な染じみの少女が難病持ちだったので、医者を志した。

　医者を志したら、若くして大概の医療を習得してしまった。

　その才覚と、当人の希望で、彼はとある患者の専属医となることが認められた。

「つまり、あなたは私に惚ほれてるのね？」

「新しい症状だな。精神外科手術してやるから頭を丸めろクソアマ」

　功刀くぬぎ成せい治じがメスのように鋭い目で睨にらみ付つけると、緋ひ山やま夜よ見みはクスクスと笑った。

「なら、どうしてここまでしてくれるのよ？　なんだか気持ち悪いわ」

「知りたいか？　お前のように歪ゆがんだ精神の持ち主を一日でも長く苦しめるためだ」

「あら酷ひどい。これでも天使の心を持った薄幸の美少女で通っているのに」

「哀れみを利用することは止めん。遠からずその必要も薄れる」

　夜見が自動車椅子で進む隣で、成治は最新の医学論文を読みながらそう言った。

「恩知らずと呼ばれることなんて、死ぬことに比べればずっと気楽よ。だけど、あなたが私の余命を伸ばしてくれるなら……伸びた分の人生、あなたに分けてもいいわよ？」

　夜見が少し目を泳がせて言い、成治を見ると、彼は論文に夢中で聞いていなかった。

　車椅子を回転させて足払いすると、いい感じに顔から地面へ転倒してくれた。






第三話　種を蒔まくための戦争






　開戦直前──怜れ生おは鬼き柳りゆう家の地下司令室にいた。

　階段状の座席が大画面に向かうオペレーションルームで、情報魔術師たちが、それぞれ多数の幻影画面を処理している。地上の武家屋敷からは想像も付つかない。

「戦力から居場所まで、一いち文もん字じさんの情報通りだったな」

「通信記録はもちろん、人間や動物や器物の記憶まで読み取って敵を暴き味方に伝える。〈大図書館〉の魔術師を本気にさせるとこうなる」

　怜生が呟つぶやくと、長兄・灯とう矢やも畏怖の念が滲にじむ声音で説明した。

「怜生くん、分かってるわね？」

「ああ、俺と花蓮は戦わない」

　燈あかりの確認に、怜生は予あらかじめしておいた約束を、もう一度口にする。

「俺には俺の役目があるし、人間相手に神霊を持ち出したら政治的な糾弾を招くからな」

「うぅ、私もお役に立ちたいのに……」

　怜生の隣で、花か蓮れんが肩を落とした。

「ただし、死傷者の緊急治療だけは別だ。ここは任せるぞ」

　怜生は譲らぬ部分を明言して、司令室の出口へ向かう。

　各地で戦闘が始まったのは、そのすぐ後のことだった。




　──切きり花ばな白しら羽はは、銀髪を伸ばした戦闘態勢で、鬼柳家の庭に立っていた。

「民間車両や工業製品に偽装した可変金属による、敵地への無人機潜伏──手口と機体の傾向からして、かのムラカミ百機兵団と見て間違いないでしょう」

　白羽が展開した花弁障壁に、出現した百機の無人機が砲撃する。

　しかし龍りゆう王おうの眷けん属ぞくとなった白羽の大魔力は、巨大ドームほどの障壁を作り出し、砲弾の雨を防いでいた。無論、反射で同士討ちも引き起こす。

　その障壁の内側──白羽の周囲に人影が現れた。

　薄手の装甲服に身を包んで、刀型触媒と銃型触媒を手にした、軽装兵たちだ。

「障壁を展開する前に侵入されていましたか──〈桜おう刀とう〉の別働隊ですね？　北から来る本体は実質陽動であり、本命は忍者による暗殺。その刀は強制自爆術式の触媒ですか」

　白羽は、彼らが手にする刀型触媒を鋭く見る。

「ご存ぞん知じでしょうが、マスターの位置は偽装されております。術式の担い手はこの私──〈王〉の前に立ちたければ、まずは私を越えていきなさい」

　白羽は銀髪を梳くしけずり、指に絡んだ銀髪から大鎌を二本作り上げて、両手に構える。

（一度言ってみたかった……っ！）

　内心でご満悦な彼女だが、その間にも忍者部隊からの銃撃を防いでいた。

　弾丸は乱反射して別の敵へ送られる。兵たちは味方からの弾を慌てて避けた。

　自分の撃った弾が味方に当たる──銃を使う人間にとって、最大の禁忌だ。

「マスターは、重傷者は敵も味方も運んでこいと仰せです。ただ、私はこの細腕なので」

　刀を構えた兵士たちに向けて、白しら羽はは酷薄な笑みを浮かべた。

「全員、両手両足を捨てて地面に伏せなさい」




　──鬼き柳りゆう家から西の埋立地、その一角に建つ宿泊施設に、橙だいだい色いろと青色の炎が咲く。

　一室を粉砕した炎の中から、吸血鬼イロハと天使サクヤが飛び出した。

『カッカーッカッカッカッカ！』

　爆破されたホテルの一室から、カボチャ男爵の声が木霊した。

『グッドイブニングボンソワー、グーテンナハトこんばんはぁ！　万ばん魔ま蔓延はびこる怪奇の都にようこそ小娘ども！　このジャック・オ・ランタン男爵がご案内させていただこう！』

『バカだねぇブァカだねぇブァァァッカだねぇ！　このカブ婆ばあさんが爆破してやったのさバカどもを！　カカカカカカッ！』

　双子の少女が構えた鉄てつ槌ついの先で、鬼火たちが哄こう笑しようを上げた。

「ちょっとちょっとー、最初の一撃でもう一人ダウン？」

「〈青の医術師団〉の特殊人造兵でしたっけ？　あまり歯応えなさそうですねぇ」

　燦さんと燐りんが、戦闘衣装に身を包んで、こちらを見下ろしていた。

　彼女らの片足は、焼け焦げた包帯女ニイナを同時に踏み付つけていた。












「ニイナ！」

　天使が街路から叫び、吸血鬼は歯は嚙がみする。

　爆破直前、包帯女が庇かばってくれなければ、踏まれていたのは自分だった。

「ハロー、人の形をした化け物ちゃん♪　不遇の人生お疲れ様」

「なんだか他人事と思えないので、特別に引導を渡しに来ましたよ？」

　燦さんは眼下の標的を見下ろし、燐りんは端末で周辺住民に避難警報を出していた。

「こっちの作戦はバレていたみたいね。てことは他の連中も……ムクロは!?」

「返事がないの！　たぶん電子戦を受けてる！」

　そう言葉を交わす吸血鬼と天使を、燦さんと燐りんが楽しげに見下ろす。

　顔こそ嘲あざ笑わらうようで、まるで少年漫画で主人公を痛めつけた後に油断して足下を掬すくわれる悪役のようだが、その実しっかり敵を分析している。例えば──

「とりあえずアンタさぁ」「いつまで狸たぬき寝入りしてるんですか？」

　包帯女が気絶していないことを見抜いていたので、背中と腰に砲火する。

　包帯女は、三階の床をぶち抜いて落下、ホテル沿いの街路へ墜落した。

「あちゃー、一枚しか抜けなかった」「バトル漫画みたいにはいかないんだね」

　人間が壁を数枚ぶち抜く的な現象を期待していたようだ。

　しかし包帯女は原形を留とどめており、地面をバウンドして仲間と合流した。

「やってくれるじゃないの、この中ボス！　龍りゆう王おうの眷けん属ぞくが聞いて呆あきれるわ！」

　吸血鬼がそう言って指を握り込むと、ネイルが手の平を傷付つけて出血、その血液は赤いレイピアの形状となり、吸血鬼の手に握られると、刀身から黒い靄もやを立ち上らせた。

「はい、ネタバレ完了♪」

「駄目ですよーそこの人。武器見せたら種が割れるんですからすぐ攻撃しないと」

　双子の余裕を見て、吸血鬼が目を瞬く。

「壁は包帯女、やたら頑丈、ただそこの吸血鬼が挑発してヘイト取ろうとしたとこ見るとノーダメじゃない。包帯は無傷でも打撃は体に響くと見た」

「逆に吸血鬼さんはアタッカー、一見レイピアですが、その距離で狙いを定めてるところ見ると射撃機能あり、液状に見える高エネルギー体ですね。退路を意識してる天使さんは見た目通り空を飛んで撤退担当、浮かび方からして重力や重量の緩和が可能」

　あっさり見抜かれて、吸血鬼たちは露骨に啞あ然ぜんとしていた。

『ふむ、それぞれに融合している妖魔は……包帯が卵を包んで守る帯状妖魔、血液は光を食らって力に変える闇の粘液妖魔、天使は寄生対象を自在に飛べるようにして共生関係を築く有翼のワームと見た。鞄かばんの中身は人の霊随と情報妖魔を繫つなげたもんじゃな』

『ブァカだねぇ！　人造人間に魔術を使わせるために妖魔を移植したってのかい！　いかにも〈青の医術師団〉が考えそうなことだよ！　人でも妖魔でも妖精人でもない半端者、繫ぎが悪くて呪症を起こしてるじゃないか！』

　カボチャとカブの補足にも、三人の少女は目を見開いた。

「顔に出ですぎー。設定濃いだけのド素人じゃん」

「まあまあお姉ちゃん、それならそれでとっとと倒しておじさまに褒めてもらお？」

　燦さんと燐りんはそう話す間にも、高所の有利を保ちながら、砲撃の力を溜ためる。

「ま、待ってください！」

　そこで天使が声を上げ、全員の注目を集めた。

「……私たちに、戦うつもりはありません」

　吸血鬼と包帯女が、啞あ然ぜんとして天使を見る。

「はい？」「契約を強奪する術式について、調べは付ついてますけど？」

「それは、断られたときに備えた次善策です」

　燦さんと燐りんの問い掛けに、天使は仲間の前に出て答える。

「ご存ぞん知じの通り、私たちは人造人間の体に妖魔を移植されることで、意志と魔力を持った人造兵となり、〈青の医術師団〉で暗殺に従事してました。でもそんな人生もう嫌です」

　燦さんと燐りんは、驚きも感傷もなく、黙って続きを促した。

「お願いします──私たちを、治してください」

　天使は、意を決して明言する。

「私たちは初めから、平ひら方かた和泉いずみの手駒を装って力を借り、〈緋あけの龍りゆう王おう〉に接触するつもりでした。あの方なら、こんな私たちでも、『人間』にしてくれるかもしれないって……」

　燦さんと燐りんは、涙ぐんで語る天使から、目線を吸血鬼と包帯女に移す。

「本当よ……」

「契約を奪う術式については、悪かったけど、私たちも後に引けないから……」

　吸血鬼と包帯女にも、噓うそを言っている様子はなかった。

「私たちの目的は、普通に暮らせる体になることだけです！　お願いします！　どうか、お二人の〈王〉に伝えてください！　私たちの持ってるものは全て差し出しますから！」

　天使が胸に手を当てて訴える姿は悲痛だった。

「お願いします。私たちを、助けてください！」

　天使の声に続く形で、他の二人も頭を下げた。

　彼女たちには、なにもなかった。悪意も野心も敵意も、家族も戸籍も未来もなかった。そんな人生から救って欲しい一心で、それができる〈王〉に跪ひざまずきに来たのだ。

　燦さんと燐りんは顔を見合わせた後、燦さんが笑顔を向ける。

「一つだけ質問、大事なことだからしっかり答えてね？」

　問われた三人の少女は、期待と緊張が入り交じった顔で頷うなずく。

「姉と妹、どっち派？」

　何か覚悟を問うような質問を予想していた少女たちは、揃そろって目を瞬いた。

「え？」「姉と、妹？」「……どういう意味？」

「「だーかーらーっ！」」

　当惑する天使・包帯女・吸血鬼に対して、燦さんと燐りんはカボチャとカブを振り上げる。

「陽気で可愛かわいい姉の方に尻の穴から爆殺されるか」

「清せい楚そで美人な妹の方に口の中から焼殺されるか」

「どっちか選べって言ってんの」

「選ばなかったら両方ですよ？」

　懇願していた天使が表情を失い、他の二人も愕がく然ぜんとした後、怒りに歯を剝むいた。

「はい、さーん」「にー」「いち」「「ゼロ♪」」

　双子が同時に砲火。ハロウィン風の目鼻を描いたキノコ雲が、町と夜空を染めた。

　その炎から、白い球体が転がり出る。

　球体は多数の布となって解け、内部に保護していた少女たちを解放した。解けた包帯は包帯女に繫つながっており、美しい顔立ちと細長い手足が露あらわになっている。

　それに守られた吸血鬼は血の細剣を構え直し、天使は道化師の入った鞄かばんを抱いていた。

「結論から言うと、あんたら厄介者すぎ」

「おじさまに疲労と心労を重ねることが目に見えてます」

「これから無駄に忙いそがしくなるってのに、あんたらみたいな重荷を抱え込もうものなら」

「私たちに構ってくれる時間が減っちゃうじゃないですか！　なに考えてんですか？」

　燦さんと燐りんが、鬼火鉄てつ槌ついを手に、少女らの前に降り立つ。

「あ、逃げるのも無しだよ？　あの人ってば探し出して治すとか言いかねないんだから」

「報告書には、同情に値しない鬼畜なクソビッチだったって書いておきますね？」

　笑顔で宣告する双子が、全身と火球から紫電のような魔力光を放つ。

　いまや彼女らも龍りゆう王おうの眷けん属ぞく、その大魔力もここ一ヶ月でモノにしている。

「というわけで──私らが王様に褒めてもらったり叱ってもらったりするために」

「お涙頂戴の薄幸ヒロインらしく、何の救いもない人生を全うしてくださいね？」




　──エドァルドとアドリアナは、〈ヘパイトス〉の社内を侵攻していた。

『鬼き柳りゆう家本邸が〈百機兵団〉に包囲されてる！　切きり花ばな白しら羽はの障壁で防げてる間にとっとと指揮者コンダクターを無力化して！　私はこのピエロ野郎を黙らせるから！』

「了解した、アリス嬢も頑張ってくれたまえ」

　アリスからの通信に答えつつ、エドァルドは骨こつ銃じゆうを連射する。

　警備ロボット程度なら、エドァルドでなくとも雑魚と言い切れる。

「社内の従業員は避難させられておるようじゃ。傀かい儡らいどもの性能も大したことはない」

「しかし、加工魔術の本家が作った壁や天井には、それなりの刃が必要だな」

　エドァルドは警備ロボットの相手をアドリアナに任せ、骨銃を魔力光に分散させる。

「右腕に現れよ、汝なんじの名は〈切り分ける者〉！」

　エドァルドが、多重契約している他の侶りよ魔まを実体化させる。

　鋏はさみのような形状の刃を伸ばす大剣だ。柄は蜂を思わせる昆虫を模しており、クワガタのように伸びた刃の間から、空間の揺らぎめいた陽炎かげろうが出て、刃を形作っている。

「空間断絶なら強度は問題にならない」

　エドァルドは大剣を華麗に操り、空間断絶の刃で隔壁を細切れにした。

『〈奈な落らくの玉座〉……そうか、お前はリカルドの孫か』

　社内放送で聞こえてきた老ろう爺やの声に、エドァルドは顔を上げる。

「祖父の名を口にするということは、ムラカミ博士と見てよろしいかな？」

「ふむ、妾わらわも覚えておる。魔獣戦争の頃〈工こう廠しよう元帥〉の眷けん属ぞくとして前線に立ち、遠隔操作兵器を多数操っていた若造じゃな。『ブリキの兵隊』と揶や揄ゆされていた頃が懐かしい」

　エドァルドの祖父の代から侶りよ魔まをしていたアドリアナが、半世紀前の戦乱を振り返る。

『ああ、そうだった。やがて〈百機兵団〉と呼ばれるようになるまでが私の青春だった』

　ムラカミ博士も、忘れかけていた時代が蘇よみがえった様子で語る。

　その間にも、廊下に多脚戦車が現れて銃撃する。アドリアナが先行して機関銃を回避、艶なまめかしい肢体が中空でくねると、骨こつ鞭べんが伸びて多脚戦車を切り裂き、左右に分断した。

「私もムラカミ百機兵団の英名は聞いている。〈工廠元帥〉の死後、結社が分裂した後も跡目争いに加わらず連合を結ばせ、全体の存続を果たした理性の人だと仄そく聞ぶんする」

『私に王座は荷が重かった。なら閣下の残した結社を保とうとするのが忠義だろう』

「そんな貴方が怜れ生おを狙うのが、どうにも不可解だ。怜生が生産魔術を広めたとしても、加工魔術が絶滅するわけではないだろう」

　エドァルドは問いながら、新手の多脚戦車を大剣で両断する。

『その通りだ。生産魔術が民間に普及したとしても、市民が作るのは単純で小型のもの。端末などの精密機器、飛行船や建築物などは、加工魔術の職人が作る。いま隣にいる狸たぬきが煽あおるほど、〈ヘパイトス〉の未来は暗くない』

　隣にいるらしい平ひら方かた和泉いずみの苦笑いする様子が目に浮かぶ。

「ならば何な故ぜ……」

『私はもう長くない。延命措置をしても来年はない』

　ムラカミ博士の返答は、淡々と事実を告げるだけの口調だった。

『なら、人生最後の贅ぜい沢たくとして死に様を選ぶ。家族に見守られながらというのも魅力的な選択だったが……これでも英雄と呼ばれた男の端くれ、最期はそれらしいものがいい』

　ムラカミ博士の宣言に、エドァルドは目を剝むき、アドリアナは小さく笑う。

「華々しく討ち死にするために、平方和泉の誘いに乗ったのか……」

『〈ヘパイトス〉とて彼の生産魔術で多少身を切らねばならん。一矢報いるくらいしてもよかろう。その旨を記した遺言書は、既にそちらと〈大図書館〉に送付した』

　言葉を聞く間にも、エドァルドとアドリアナは進攻していく。

「武士もののふぶりおって、迷惑なことじゃ。あの屈託のない青年はどこへ行ったのやら」

『ああ、そうだった……あの頃には全てがあった。閣下がいて、仲間がいて、未来だけを見ていた。いまのお前たちのようだった……』

　アドリアナの嘆息に、ムラカミ博士は懐古の情を言葉にする。

「我が同胞たちを、老骨の道連れにしてやる気はない。だが、敬意をもって戦おう」

　エドァルドはそう決意して、アドリアナと共に最上階を目指す。

「それが、命を司つかさどる龍りゆう神じんの眷けん属ぞくにして、冥府を受け継ぐ〈奈な落らくの玉座〉の役目だ」




　鬼き柳りゆう家から北側の区画──武む藤とう直なお正まさの巨大光剣が、〈桜おう刀とう〉に叩たたき込こまれた。

　部隊が隠れ家にしていた雑居ビルは真っ二つに割られ、その先の道路が『谷』となる。

「いよっしゃあ直撃ぃ！　……っておい、あれ本当にいいのか!?　死んだんじゃね!?」

　直正は慌てて声を上げた。

　いままでは一発で魔力切れになる巨大光剣だったが、眷属になってから魔力量が増し、力加減も磨かれ、疲労感だけで済むようになっている。

「あー、そこんとこ考えずにぶっ放したのか、お前。ある意味で素質あるな」

　鬼柳家の次兄・炯あき人とが、〈鬼き神しん会かい〉の兵たちを率いて現れた。

「まあ見てみろ、曲がりなりにも〈王〉を殺しにきた魔術師ってのはああいうもんだ」

　炯人が示した先を見ると、〈桜刀〉たちは、健在だった。

　葵あおい紋もんのように精緻な障壁を張り、直正の巨大光剣を防ぎきっている。

「弱化魔術を極限まで磨き上げた障壁は、接触した魔術を急激に弱め、実質無効化する。〈王〉や神霊の大火力に挑むため、人類各国の魔術師が辿たどり着ついた一つの奥義だ」

　隊長・大おお城ぎ将まさ勝かつが、隊員たちが鞘さやから展開する障壁について明かした。

「そうかい。まあ無効化なんて誰でも考えるよな。解答、零距離射撃か天然物でボコる」

「来るがいい。その間合いこそ、この刀の間合いだ」

　大城将勝が厳かに言うと、隊員たちが一斉に刀型触媒を鞘から抜く。

（あ、やべぇ、モブキャラの存在感じゃねぇ。全員、ガチで高みに行った武士だ……）

　直正は戦士として直感した。あれは全員が達人だと。

　炯人が率いる〈鬼神会〉は五〇人前後、対して〈桜刀〉は三〇人前後と、こちらが人数では優勢だが、それでようやく互角と見える。

　炯人が、トンファーを手に前へ出る。

「〈鬼神会〉は元々、この区画の治安維持を連盟に依頼されていた。ここは赤あか枝し宮みやの端、日本との境目に近く、赤枝宮都心への橋きよう頭とう堡ほになる。陸軍の侵攻は常に警戒していた」

　応じるように、大城将勝も進み出た。

「我々は赤枝宮を軍事的脅威と見み做なして訓練を重ねてきた。在役中に来るのか来ないのかも分からぬ〈王〉との戦いに備え、ひたすら理論を突き詰め、技を研ぎ澄ませてきた」

　両軍の大将が口上を交わす光景に、互いの部下も攻撃を控える。

「愚弟がいなくても連盟はいずれ独立する。この日が来るのは分かっていた」

「いまこの瞬間だけ職務を忘れて言うなら、この日が来ることを待っていた」

　鬼柳炯人と大城将勝、鬼と侍が、互いに獰どう猛もうな笑みを交わす。

　怜れ生おが〈王〉となる前から、彼らはこういう戦場で相あい見まみえる覚悟を固めていたのだ。

「ここは歴史の分岐点、背後に家族、前には強敵、左右に戦友、手には武器──」

「武人として有るべき全てがここにある」

　炯あき人とが腰を落とし、大おお城ぎ将まさ勝かつが刀を抜くと、双方の部下たちも武器を構えた。

「「総員」」

　直なお正まさも、何か大きな力に動かされるように、棍こん棒ぼうを構えた。

「「掛かれぇ!!」」

　大将が声と武器を衝突させ、両軍が激突を開始する。

　その最中、直正は、自分がただの『戦場』ではなく『戦争』に居るのだと理解した。




　──作戦は、〈桜おう刀とう〉たちの強襲に対する、伏兵でのカウンターだった。

　眷けん属ぞくや兵たちは別件で町を空あけているかのように偽装して、実は潜伏。手薄な鬼き柳りゆう家に怜れ生おが帰って、大将首をチラつかせることで攻撃を誘った。

　怜生がまた〈箱舟〉や虹にじ美み原はらに行ってしまうと手出しが難しくなる。赤あか枝し宮みやという手の届く場所にいるうちに──その焦りが、彼らを罠わなに掛けた。

（それでも、まだ勝敗が決したわけじゃない）

　怜生は生じかけた油断を捨てて、とある魔術触媒を手に取った。

　杖つえだ──機械的な長杖型の触媒を構え、眼鏡まで掛けている。

「モイスチャーっ！　怜生さんの眼鏡！　眼鏡怜生さん！　しかも杖がまた知的な感じを高めてもう！　ちょっとそのままクールに言葉責めお願いします！」

「おい、誰かそこで動画撮影してる嫁を酒に漬けろ」

「そんなマムシみたいな！」

　怜生と花か蓮れんが居るのは、鬼柳家の一角にある、本邸とは別の建物だ。

　広い敷地の四半分ほどを使う雑居ビルのような建物で、武器倉庫や医療施設などが階を分けて機能している。その半ばの階、次姉・螢けいが預かる技術部のフロアだった。

「広域情報共有、始めるわよ。頭痛は我慢して」

　螢がそう言って機器を操作すると、怜生の眼鏡が縁の端を発光させる。

　すると怜生の視界に、眼鏡を介して、全ての戦場のリアルタイム映像が飛び込んだ。

　目眩めまいと頭痛に襲われながらも目を見開く。

　こういう魔術は、訓練を積んだ情報魔術師が使うもので、怜生も得意ではない。

　だが、いまはこの魔術を使いこなす必要があった。

「〈王〉の仕事は前線に立つことじゃない。玉座から国と民を見渡して、然しかるべき判断を下すこと。そしてあんたに限って言えば、ご自慢の医療で命を救ってやること。それならこのスタイルが理想的でしょ？」

　螢がそう言って笑うと、怜生は目を見開く。

「各員の触媒とリンク構築、全戦闘員への診断魔術を継続使用──治療を開始する」




　──最も苦戦しているのは、やはり炯あき人と・直なお正まさの部隊だった。

「常に同数以上で掛かれ！　無効化障壁にも魔力切れはある！」

「分隊戦術を崩すな！　息切れを防ぎながら一人ずつ討ち取っていけ！」

　両陣営の『副隊長』が、それぞれの部下に檄げきを飛ばしていた。

　本来それをすべき隊長が、互いに激闘を繰り広げていたからだ。

　連盟屈指の傭よう兵へいと、日本屈指の剣士による激突だ。

　両者の武器は霞かすんで目視できず、轟ごう音おんと暴風が弾はじけ、火花や真空波らしきものが散る。

「お、おい！　あのヤマトベルセルクどもは放っておいていいのかよ!?」

「他に正解はねぇよ！　いいから武む藤とうは魔力を溜ためろ！　お前の役目は大砲だ！」

　直正が近くにいた兵に尋ねると、鬼き柳りゆう家の兵は棍こん棒ぼう型触媒から熱線を放つ。

「了解、出いでよ三さ武ぶ郎ろう！」

　直正が、金色三頭犬・三武郎を呼び出した。

　三武郎が雷光となって棍棒に宿り、直正は金髪と獣耳を伸ばして人狼めいた姿となる。

「奥義！　なんか凄すごく光る──地じ擦ずり剣！」

　直正は、巨大光剣を敵陣の足下へ突き刺し、振り上げた。

　地中に放たれたプラズマジェットが、〈桜おう刀とう〉たちを地面ごと巻き上げる。

　しかし隊員たちは、無効化障壁を全開にして防ぎ、地面に着地して戦闘を継続する。

（傭兵さんたち、顔は余裕あるけど、ぶっちゃけ劣勢だよな。個々の力量で若干劣る）

　直正は旗色の悪さを感じていた。陸軍の魔術師部隊だけあり〈桜刀〉は強い。

　金城鉄壁の障壁魔術と、一刀両断の白兵技術──歴戦の〈鬼き神しん会かい〉が、時間が経たつほど刀傷を増やしており、一部は重傷だった。得意の砲撃戦に持ち込めないのが辛い。

（ジリ貧くせぇが、こんなときこそ俺の大技で一発逆転だろ！）

〈桜刀〉も直正の危険性を理解している。三人編成の分隊が一つ、直正に迫った。

　相手は一人一人が武蔵か小次郎かという達人揃ぞろいだ、巧みな集団剣術で鬼柳家の小隊を切り払い、抜け出した一人が直正に刀を振るう。

　直正も応戦するが、稲妻のように動いた切っ先が棍棒を迂う回かいして、片腕を掠かすめる。

「うぉあああ!?」

　掠めた腕が、霊脈破裂で血ち飛沫しぶきを上げた。念力全開の棍棒で、相手を追い払う。

（魔力暴走で片腕が爆はぜた!?　掠めただけで!?　こんなのが、怜れ生おや花か蓮れんちゃんに……）

　直正は、この自壊誘発の魔刃が、〈王〉や神霊に刺さった瞬間を想像する。

　恐らく、損壊はこんなものでは済まない。火薬に点火したように全身が爆発四散する。

（ガチだ……こいつら、一人でも相打ちに持ち込めば〈王〉や神霊を殺せる！）

　直正は、出血した片腕をだらりと下げながら、手負いの獣のように〈桜刀〉を睨にらむ。

『──阿あ呆ほう、そういうときは素直に衛生兵を呼ぶんだよ』

　唐突に、通信魔術で怜生の声が聞こえた。

　同時に、直正の左腕に赤い魔力光が生じて、霊脈破裂を修復していった。

「あづづづづ！　怜れ生おバカお前！　お前の治癒魔術って独特に沁しみるんだよ！」

『当たり前だ、神経系も再生してんだからな。これでも痛くないようにしてんだぞ』

　直なお正まさと怜生のやりとりに、その場の全員が目を見張った。

　立て続けに〈鬼き神しん会かい〉の兵たちが治癒魔術を掛けられ、重傷者が復活する。

「本陣から……治癒魔術の遠隔発動だと？」

　大おお城ぎ将まさ勝かつが、遠く離れた鬼き柳りゆう家の邸宅を見て啞あ然ぜんとしていた。

『おい兄貴、あんたなんで受信触媒を機能させてないんだよ？』

「一騎打ちだ。終わるまで待て」

『ああもう……致命傷を負ったら強引に治療するからな』

　炯あき人とは鼻で笑って、大城将勝に向き直る。

　大城将勝は歯は嚙がみしていた。これがいかに悪い状況か理解したのだ。

『アンタが隊長か。色々言いたいことはあるだろうが──』

　怜生は観測魔術で目にした大城将勝に、一呼吸を置いてから説明する。

『そいつらには術式受信用の小型触媒を注射してある。俺の治癒魔術は知ってるな？』

　鬼柳家のメカニック・螢けいによって実現した、遠隔治癒魔術の触媒だった。

『不死身の鬼どもに嫌気が差したなら降伏しろ、重傷者は治療してやる』

　完全回復した武む藤とう直正と〈鬼神会〉が、再び日本最強のサムライ部隊に対たい峙じする。

　負ける気がしないとは言わないが──死ぬ気はしなかった。




（これで前線は支えられる……白しら羽は先輩は!?）

　怜生は北側の直正たちを意識に留めつつ、同時に中庭の白羽にも目を向けた。

　──死女神が、白刃と血ち飛沫しぶきの嵐を起こしていた。

　白羽の周辺に倒れている軽装兵は凄惨だった。

　手足のうち最低一本は分断されており、胴を深く切られて止血が施されたりしている。

　白羽は倒れている軽装兵の一人を見ると、靴のヒールで踏み付けた。

「靴に麻酔針を仕込んでおります。誤解無きよう」

　などと説明されたのは、敷地内に侵入した軽装兵の、最後の一人だ。

「不可解だ……この大規模障壁の起点であるお前が、なぜ身を隠さない」

　軽装兵が問い詰めるのも尤もつともだ。侵入した自分たちの迎撃は他の人員がすればいい。

「無論、あなた方を誘い出し、無力化するためです」

　白羽はそう答えると、以前の無表情な彼女からは想像もできない微笑を浮かべた。

「……どちらにせよ、貴様を倒すことが〈王〉への最短距離なら、やるまでだ」

　そして──軽装兵は消えたと錯覚するような速度で、白羽の周囲を駆け回る。

　白刃が煌きらめくと、白羽の鎌がそれを受け止めて火花が散った。高速の白兵戦だ。

（こいつは、白羽先輩が一番強くなる状況かもな……）

　相手の狙いは自分のみ、背後に護衛対象を庇かばってもいない。

　こうなると、長柄大鎌という異様な武器が意味を成してくる。

　長柄の先に曲剣が立っている大鎌は、こちらに向けて構えられると、非常に入り難い。下手に踏み込めば刃を体にあてがわれ、自分の突進で体を撫なで切ぎりにしてしまう。

　形成魔術で作られた刃は鋭く、軽い。柄は伸縮も硬軟も自由自在だ。

　どの角度から攻めても、両腕と手首の動きで鎌を回され進路を塞がれる。

　故に軽装兵は踏み込めない。下手に鎌の内へ入ってしまえば、白しら羽はは柄を収縮させると同時に腕を引き、蟷螂かまきりが蝶ちよう々ちようを捕らえるようにして、正面から背中を引き切るだろう。

　守りとカウンターの化け物、近付けば死に至る死神の鎌、それが彼女の魔剣術だった。

　だが、一番怖いのは、そういう切きり花ばな白羽の基礎的な技術ではなく、

「失礼いたします」

　──護衛対象を背負っていない彼女が、率先して攻めてくるということだ。

　変幻自在の柄が、大鎌の刃を振るう。腕の動きと柄の変形が重なり合い、大鎌の軌道は上下左右前後に渡り、軽装兵を切り刻んでいった。

「これはマスターに殺意を向けた分、これはマスターの屋敷の敷地に侵入した分」

　刀を握った腕が手首から分断され、刃を引っかけられた足の腱けんが斬られる。

「これはマスターのお心を煩わせた分、これはマスターに許可無く接近しようとした分」

　もう片足の腱が斬られ、左肩を引き裂かれ腕が上がらなくさせられる。

「そしてこれは──私がマスターのお側そばを離れなければならなかった分」

　中空で四肢を刻まれた装甲兵が、鎌に引っ掛けられ、地面に頭から叩たたき落おとされる。

「最後にこれは、お風呂の一件が頭から離れない分です……っ！」

「待て、それは知らん！　ぐあ!?」

　抗議しようとした軽装兵は、脇腹に麻酔ヒールを抉えぐり込まれて意識を失った。

　侵入者の全滅を確認した白羽は、ふと息を吐いて、

「っ、しまった！」

　顔を上げると──屋敷を包んでいた花弁障壁の一部が破られる。

　鬼き柳りゆう家を包囲していた、ムラカミ博士の〈百機兵団〉によるものだ。

　白羽の花弁障壁の、最も脆もろいと見抜いた部分で、機体が一つ自爆して障壁を開く。

　そこへ別の機体が割り込むと、障壁を展開。白羽が障壁を閉じようとする動きに抵抗しトンネルを作り上げる。そこを、後続の機体が一気に通過していく。

　鬼柳家は〈桜おう刀とう〉迎撃のため、主力が出払っている。あの大群の侵入は危険だった。

　しかし──屋敷の庭に侵入した機体は、一斉に動きを止める。

　機体表面に走っていた魔力の光線が消失、響いていた駆動音も静まっていく。

『間に合ったようで何よりだ』

『いや、むしろ間に合わなかったと言うべきかもしれんのう』

　通信魔術に、エドァルドとアドリアナの声が響いた。




　──エドァルドは、ムラカミ博士に剣を突き付つけていた。

　だが切っ先は何も傷付けていない。補助脳と繫つながった遠隔操作の触媒も無傷だ。

『ああ……悪くなかった。少しの間だが、あの頃を思い出せた……よい、死だ』

　ムラカミ博士が、呟つぶやくように語り出す。

　頭部の補助脳が光を明滅させて、意識レベルの低下を訴えていた。車椅子のバイタルは心停止を伝えている。脳に残された僅かな時間で、補助脳が彼の意志を言語化していた。

　つまり、ムラカミ博士はいま、往生際に達していた。

『……大きくなったら……科学者になって……かっこいい、ロボットを……』

　楽しげな笑みを浮かべたムラカミ博士が、その言葉を最後に息を止める。

　事切れる瞬間を目にしたエドァルドは銃を下ろし、アドリアナは静かに冥福を祈って、部屋の隅で両手を上げていた平ひら方かた和泉いずみも悼むように息を吐く。

「望んだ死に方をできる人間などそう居ない。そう考えると、こやつは人生の勝者じゃ」

　冥府の亜あ神しんとして長年存在し続けたアドリアナが、神妙な声音で博士を見送る。

「いまは考えるな、怜れ生お。生きている者を優先せよ」

　エドァルドの言葉で、怜生は治癒魔術支援を思い出す。

『任せる。念のためすぐ味方と合流してくれ』

　怜生はエドァルドにその場を預け、他の戦場へ目を向ける。




　──市街地はハロウィン一色だった。

　そんな市街地で、仮装の少女たちが追撃戦を繰り広げていた。

　逃げるのは吸血鬼イロハ、包帯女ニイナ、天使サクヤ。追うのはカボチャとカブの鬼火を操る双子の魔女。

　建物の屋上を跳躍する双方が攻防を交わし、火花と砲火を夜空に咲かせる。

「はいドーン♪」

　燦さんの鉄てつ槌ついが、空中で包帯女を殴打、地面に叩たたき落おとした。

　追撃で降り注いだ鬼火弾を、吸血鬼と天使が駆け付け、血刃と両翼で防ぐ。

「これだけやって逃げないところを見ると、余命幾ばくって話は本当かな？」

「でも、やっぱり〈青の医術師団〉の人造兵ってところが気になるんですよねぇ」

　燦さんと燐りんが、道の左右にある外灯の上に着地した。

　彼女たちがいるのは、市街地から離れた、飾り気のないビル群だった。

　有機魔術による立体農園が、団地のように建ち並んでいる区画だ。夜も深まり、人気はほとんどない。市民を巻き添えにする心配はいらなくなった。

「〈王〉の眷けん属ぞくって、こんなに強いの？　それともこの二人がおかしいの？」

　吸血鬼が、割られた遮光眼鏡を落として、燦さんと燐りんを見上げた。

「そんじょそこらの〈王〉と一緒にしてほしくないなー」

「まあ眷属と言ってもなりたてなんですけどね」

　燦さんと燐りんが鉄槌を構えると、鬼火が直径一・五メートルほどに拡大していた。

「慣らし運転も済んだし、そろそろ終わらせちゃおっか？」

「はーい、今日はいつもより多めに燃やしちゃいまっす♪」

　燦さんが火球をバッティング、燐りんは鬼火弾を砲火した。

　流星雨が殺到したのかと錯覚するほどの大爆発が、四車線道路を埋め尽くした。

　爆炎が去った後、天使が呻うめき声ごえを上げる。

　片翼が折れ、もう片方は無残に焼け焦げていた。道化師ムクロの入った鞄かばんだけは抱えている。

「イロハ……ニイナ……？」

　ぼやけた視界で見回すと、吸血鬼と包帯女も近くに倒れていた。

『あー、テステス。燦さんと燐りん、近くにいる？』

　そのとき、天使が抱えていた鞄から、アリスの声が聞こえた。

「あれ？　アリス？　なんでその鞄から声すんの？」

『鞄？　ああ、ピエロ野郎の本体ね。そいつらの情報妖魔だったら私のトランプナイツがフルボッコにした末、いま掌握してやったわよ！』

　どうやら電子戦はアリスに軍配が上がったようだ。

「ムクロ！　ムクロはどうしたの!?」

『え？　誰!?　殺したりなんかしてないわよ!?　だからこんなに手間取ったんだもん！』

　天使が問い詰めると、人見知りするアリスが慌てていた。

「それよりアリスちゃん、調査結果は？」

『ああごめん。そいつらの言ってる経歴はたぶん本当よ。しかも、製造には連盟の一部も関与してる。〈青の医術師団〉に協力するような連中がいたみたいね』

　と言うアリスは、どうやら道化師を通じて彼女らのことを調べていたらしい。

『人類各国も連盟も、自分たちが関与していた証拠は可能な限り消したい。その子たちはどちら側にも助けを求められない。だから鬼き柳りゆう怜れ生おに助けを求めたのね。泣かせる境遇で近付いて自爆や暗殺って線は薄そうだけど、どうする？』

「ごめんねー、うちでは飼えないの」

「連盟に引き渡されて秘密裏に殺処分されるか、見逃されて野垂れ死にするか、ですね」

　燦さんと燐りんの返答を聞いて、天使は絶望的な顔色になる。

「つまりこういうことよ、あんたたちを助けてあげるには、人類各国と連盟の証拠隠滅を撥はね除のけて、その超特殊な症状を治療するためのチーム発足させてべらぼうな予算掛けて一いちか八ばちかの大手術して──」

「奇跡的にそれが上う手まくいっても、〈青の医術師団〉で行っていた暗殺についての複雑な裁判や、体が人造人間であることの法的論争も待っているわけですよね？」

「そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな労力とリスク、全員が生涯労働力を捧ささげても釣り合わないわよ」

「よって、おじさまがそんな疫病神を捨て猫感覚で拾ったりする前に」

「先んじて駆除してあげるのが、眷けん属ぞくの仕事ってもんよね」

「ご心配なく。私たち、心を鬼にするの大得意ですので♪」

　燦さんと燐りんはそう言って、左右対称の姿勢で鉄てつ槌ついを構えた。

　そのまま振り抜けば、天使の頭部は左右から挟まれ、無残に粉砕されるだろう。

　ここで彼女たちを止めるものがあるとすれば、

『待て』

　彼女らの〈王〉──鬼き柳りゆう怜れ生おの声しかなかった。

　事実、ぴたりと、燦さんと燐りんの鉄槌は、天使の耳に触れるところで急停止していた。

　呆ぼう然ぜんとした天使がへたり込み、吸血鬼と包帯女も意識を取り戻す。

『二人とも、心配かけてすまない。でも、その子たちを連れてきてくれ』

　あーあ……と、燦さんと燐りんは同時に額へ手を置いた。

『助けを求められた以上、全力は尽くす。お前たちについての難題、俺がなんとかする』

　少女たちは、この声の主が、自分たちが救いを求めた〈緋あけの龍りゆう王おう〉なのだと気付く。

　そして、彼にとっては疫病神であるはずの自分たちに、彼はこう告げた。

『もう大丈夫だ』




　──〈鬼き神しん会かい〉と〈桜おう刀とう〉の戦闘では、〈鬼神会〉の巻き返しが始まっていた。

「新技、結構強く光る剣！」

　直なお正まさの棍こん棒ぼうから、威力をセーブされた光剣が、二メートルほど放出される。

　相対していた〈桜刀〉隊員は、プラズマは障壁で防いだが、それは目め眩くらまし。突進した直正の棍棒が右脇腹を突き、血を吐かせた。折れた肋ろつ骨こつが肺に刺さったのだ。

「くそっ、ゾンビかこいつらは！」

　別の隊員が負傷者の前に立ち、思わず毒づく。

　直正も手傷は負っていたが、それも怜生の遠隔魔術で治される。

　鬼柳家の兵たちも同様だ。腕が飛んでも生え替わり、刃で刺された腹が臓器まで治り、折れた骨も接ぎ直される。与えた傷が、勝利に繫つながる前になかったことにされてしまう。

「肉を切らせて骨を断つ──の逆だなこりゃ」

　直正が言うように、傷を恐れぬ狂戦士の突撃が、この場では理に適かなってしまっている。

「流石さすがのサムライマスターも、傷が重なりゃ太刀筋も鈍る。深手に応急処置を施す間には隙ができるし、カバーする味方に負担を掛ける」

　彼ら〈桜刀〉も、応急処置は行っている。ただ、怜生のような治癒魔術はない。

　怜生の広域観測と遠隔治療、そして花か蓮れんの魔力が、勝利をもたらそうとしていた。

　──と思いきや、直正の横に、轟ごう音おんと共に炯あき人とが吹き飛ばされてきた。

「ってコラ隊長！　なに負けてんだ空気読め！」

「ああもう！　坊ちゃんの治癒魔術を拒否するからそうなるんですよ！」

「おい武む藤とう！　いっそ楽にしてやれ！　必要措置だったって証言してやっから！」

「いや誰か一人くれぇ駆け付つけろよ！」

　部下たちの声に、炯人が血を吐きながら声を上げた。

『致命傷判定だ、治療する』

　怜れ生おの声が聞こえると、炯あき人との体に治癒魔術が掛けられる。

『勝負には負けたのかもしれないが、試合には勝ってもらうぞ』

「ボケ、相打ちには持ち込んだっての」

　炯人が立ち上がりながら言うと、彼と戦っていた大おお城ぎ将まさ勝かつに注目が集まる。

　左腕が一本、肩から先が失われていた。焼しよう夷い魔術の零距離射撃でも食らったのだろう。

　片目や脇腹から出血しており、残った右腕の刀を地面に突き立て、片膝をついていた。

『降伏しろ、趨すう勢せいは決した』

「退かぬ。命など既に捨ててきた」

　怜生の降伏勧告を、大城将勝の厳かな声が断る。

「もし連盟が独立を宣言すれば、その阻止に動いた人類各国との間での戦争は不可避だ。その決戦場に、人類各国は赤あか枝し宮みやを選ぶだろう」

　大城将勝は、刀を杖つえにして立ち上がり、部下がその周囲を守る。

「国内に妖精人自治区を持つ国のうち、日本はその独立で最も被害を受ける。経済は無論防衛においても、妖精帝国という新国家に内陸まで地図を延ばされる。〈箱舟〉に近いこともあり、列強と連盟の戦いで最前線に立たされるのは確実だ」

　大城将勝は、怜生という若輩の〈王〉に、軍事の現実を突き付つけた。

「最終的には、人類各国は連盟に負けるだろう。しかし負けるにしても、独立される前に当該地域の『中身』を可能な限り回収するのが軍事の基本だ。故に戦端を開き、赤枝宮を一時的にでも制圧し、〈大図書館〉の術式など価値あるものを接収しようとするだろう」

　──負ける戦争に挑む価値がないとは限らない。

　過程で価値あるものを奪い、有利な条件で停戦合意して、勝者の名を譲るのも戦略だ。

「日本の意志など問題ではない。列強は撃つ気しかない援軍を送り込み、何らかの工作を施してでも戦端を開き、赤枝宮の旨うま味みを可能な限り回収して手を引く。独立の承認はその後だ。日本に残るのは連盟との遺恨と、或あるいはそれによって継続する紛争だけだ」

　大城将勝が顔を歪ゆがめたのは、負傷のせいではなかった。

「貴様の存在が、戦争を引き起こす。貴様という〈王〉が現れたがために、この未来図は確定的となり、連盟も列強も踏み切る他になくなるのだ……っ！」

　彼の目に憎悪の炎が燃える。

「貴様を殺してそれを防げるなら、俺は何度でも命を賭け、貴様を殺す」

　刀の柄つか頭がしらに手を置いた隻腕の侍が、仁王のような形相で宣言する。

「治療しようと蘇そ生せいしようと何度でも斬る。この国の人口と同じ数だけ貴様を殺す」

　修羅のような気迫が、直なお正まさと怜生を怯ませた。

「──命じろよ、怜生」

　炯人が怜生に要求する。

　この先の勝敗は明らかだ。その引き金をお前が引けと、炯人は言っている。

「奴やつこさんがああまで言ってくれてんだ。お前もここらで一ひと皮かわ剝むけとけ。ほら、命じろよ、さもねぇと俺たちこいつらに同情してヘマ打って死ぬかもしんねぇぞ？」

　決断を迫られた怜れ生おは、しばらく沈黙を返した。

　直なお正まさは眉根を寄せた後、覚悟を固めるように目を伏せ、〈王〉の決断を待つ。




「……っ！」

　鬼き柳りゆう家の技術室──広域観測で戦場を見ていた怜生が、言葉に詰まる。

　炯あき人とに迫られた決断は、〈王〉として部下に敵を殺せと命じることだ。

　戦士なら腹を括くくっておくべきことではあり、世の国家指導者たちも時にその決断を下すことになる。〈王〉である怜生も、然しかるべき瞬間にそれができなければならない。

　しかし、怜生は十代半ばの少年で、戦士ではなく医師であり、何より自他の死を極端に恐れる少年だ。そんな彼には、身を裂くような決断となる。

　命を命と思っていない人でなしや、直接手に掛けたわけではないからと己を誤ご魔ま化かせる蒙もう昧まいな人間に、この痛みは分からない。

『〈王〉の命令を待つ！　それがあるまで攻撃も防御も一切禁じる！』

　炯人が驚くべき指令を出し、直正と鬼柳家の兵たちは直立不動の姿勢を取った。

『俺たちは〈王〉に忠誠を誓った統率ある魔術師団だ！　総員その覚悟を見せてやれ！』

　自分たちを人質に、怜生へ決断を強いる。

　それは厳しさであると同時に、決断しやすくさせるという意味では温情でもあった。

（分かってる、言うべきだ、命じるべきだ、決断すべきだ……言え、言えよ俺……っ！）

　ここまでされて、怜生の口から声は出なかった。

　この選択は、大おお城ぎ将まさ勝かつの言う赤あか枝し宮みや紛争に繫つながっているかもしれない。

　怜生は、その重すぎる決断の前に立ち尽くし、服の胸元を握り込み、目を揺らす。

　──そんな怜生の背を、温かな感触が包む。

　花か蓮れんが、怜生を背後から抱きしめていた。

　怜生の背中に顔を埋め、腹に回した手で強くしがみつき、小さく震えながら。

　彼女も状況は分かっているし、怜生の胸中に起きていることを誰より理解している。

　それを解決できるような言葉など花蓮には思いつかない。

　できるのは、いま酷ひどい痛みに晒さらされている怜生を、腕に抱いて支えるだけだった。

　だが、その気持ちは怜生に届き、彼の表情から歪ゆがみを消していく。

（そうだ……俺が殺されるってことは、花蓮も……）

　怜生は静かに息を吐き、花蓮の手に自分の手を重ねて、顔を上げた。

「〈緋あけの龍りゆう王おう〉鬼柳怜生が、緋ひ色いろの魔術師団に、全責任をもって命じる」

　動かなかった口が動き、凍いてついていた頭は復活して、心は力強く凪ないでいる。

「敵を殲せん滅めつしろ！　生きて勝利を持ってこい!!」

　いま自らの言葉で、命を奪うことを命じた。












「日本最強のサムライども！　億単位の国民のため俺一人を殺すというなら大いに結構！　なら俺は、後世を生きる百億以上の人類のためにお前らを殺す！」

　怜れ生おは宣言した。目を剝むき、杖つえを手に、王座から勅命を下す王者のように。

「治癒魔術と生産魔術、他にも編み出されるだろう他の魔術、それが人々の暮らしをより安泰にすることは間違いない。そのためなら現代の人々には血を流してもらう!!」

　まるで魔王のようだと、誰もが思った。

　いまを生きる人間が見ることもないような未来のため、現代に戦乱すら起こすと決めた人間は、後世から見れば覇王となっても、現代人には悪魔でしかない。

　そういう道に──人が『覇道』と呼ぶ道に、〈緋あけの龍りゆう王おう〉はいま踏み出したのだった。




　──死兵と化した〈桜おう刀とう〉と、炯あき人と・直なお正まさたち緋ひ色いろの魔術師団が激突する。

　勝敗は明白だが、せめて満まん身しん創そう痍いの隊長を庇かばうために、隊員が炯人を攻める。

　足止めされた炯人に代わり、直正が敵の前線を突破した。

「俺も付つき合うぜ、怜生」

　そう言った直正は、棍こん棒ぼうから光剣を放出、刀の間合いの外から振り下ろす。

　対して、大おお城ぎ将まさ勝かつは隻腕で、届かぬ刀を振りかぶる。

　その結末は誰の目にも明らかであり、その予測が覆されることもなかった。

（ああ……これでいい……）

　大おお城ぎ将まさ勝かつは、静かに目を閉じる。

（赤あか枝し宮みやで紛争が始まり、同じ国の人間に、刃を向けるくらいなら……ここでいい）

　発足当初から〈桜おう刀とう〉が宿敵としていた〈王〉に挑んで、討ち死にする。

　死に様としては充分だと──生まれる時代を間違えたような武士が、息を引き取った。





　　　◆






「〈桜刀〉は壊滅、ムラカミ博士も世を去り、不幸な少女たちも制圧された」

　エドァルドは、通信で聞いた味方の勝利を告げていく。

「京都内閣による暴挙は、こちらに一人の死者も出せなかったようだ」

「いやはや、完敗ですな……」

　平ひら方かた和泉いずみが、苦笑いしながら自分たちの敗北を認める。

　場所は鬼き柳りゆう家が持つ兵員輸送車両で、左右に対面式の座席があり、平方とエドァルドがその車内で向かい合う。平方は手て枷かせを付つけられ、左右から鬼柳家の兵が見張っていた。

　エドァルドも帰還するために同乗しており、武器にしていた侶りよ魔まは既に霊体化されて、髑髏されこうべ面の中から褐色美男子の顔が開放されている。アドリアナも半透明の幽体となって、エドァルドの傍そばに浮かびながら、骨の透く手足で伸びをしていた。

「さて、君はなぜあの場所にいた？」

　エドァルドの問い掛けに、平方は「なぜとは？」と惚とぼけてみせた。

「君は交渉人だ。〈桜刀〉による怜れ生おの襲撃を成功に導くため、現地協力者を作るまでが仕事だ。戦闘が始まれば役目は終わったも同然、作戦区域にいる理由がない」

「しかしお主はムラカミ博士の隣におった。おかげで捕らわれ、政府はお主の身柄を取り戻すため骨を折ることになる。お主の行いは作戦への貢献がない上、職分に逆行する」

　それが不可解だと、アドリアナも追及する。

「僭せん越えつながら、あなた方に尋問する権限は──」

　平方が法を用いようとすると、喉元に骨こつ鞭べんが突き付けられていた。

　実体化したアドリアナの腰、魅惑のヒップラインから伸びた『尻尾』だ。

「作戦区域にいた以上、敵と判断され殺されても不思議はないのう？」

「その鞭むち、尻尾だったんですね……ああ失礼、話します。だからこれ外してください」

　百足むかでのような骨の凶器が喉に食い込み、平方は降参、骨鞭が引っ込む。

「私は君を無能だと思っていない。目端の利く者が経歴を見れば必ずそう思う」

　エドァルドは平方和泉という交渉人の能力を語る。

「紛争地帯に赴き、反目していた反政府勢力に手を取り合わせて政権奪取を成功に導いたかと思えば、逆に不和を招き巨大マフィアを瓦解させたこともある。銃弾ではなく名刺と言葉で大局を動かし、下手な戦士が武器を振り回すよりよほど大事を成している」

　そういう意味でも、エドァルドは平方を警戒していた。

「直感で恐縮だが、君には何かある、いまこの場で殺しておくべきだという気もする」

　エドァルドが山や羊ぎの骨こつ銃じゆうを出現させると、平ひら方かたは観念したように自白を始める。

「今回の作戦、正直当初からお粗末でした。いくら〈桜おう刀とう〉が精強とはいえ、小隊規模で〈鬼き神しん会かい〉を攻め落とせなんて無む茶ちやな注文です。いや本当どうしろと……まあ、大部隊で攻めても陸上警備隊が現れて結果は同じだったでしょうがね」

　平方の予測も外れではない。連盟警備隊の兵器水準は、質だけなら世界一だ。

「そこで私は、大急ぎで〈ヘパイトス〉のムラカミ博士と接触を取り、また赤あか枝し宮みやに潜伏していた人造兵の少女たちにも話を持ち掛けたわけです」

　短期間でそれを成し遂げた目端と交渉力が、彼の凄すごさでもあった。

「私が博士の隣にいたのも、作戦成功の一助になると判断したからですよ」

「──運転手、車を止めたまえ」

　唐突に、エドァルドが強い口調で命じた。

　運転手は一瞬驚いたものの、車両を路肩に寄せて、停車させた。

「長々と話して時間を稼ぐ意図を感じた。稼いだとして何が起きるかと言えば、目的地の鬼き柳りゆう家本邸に辿たどり着つく。作戦区域内に居たのも、意図的に捕まるためだとしたら……」

　推測の過程を口にしていくと、アドリアナも察しを付つけた。

「妾わらわたちの本陣への潜入──鬼柳怜れ生おへの接近が目的、か？」

　平方の表情は笑みのままだ。当惑ではなく、覆面のような笑み。つまり当たりに近い。

「目的地変更だ。私の家、〈奈な落らくの玉座〉本社に向かってくれたまえ。小規模だが冥府の末まつ裔えいだ。拷問の設備くらいは整っている」

　平方は、エドァルドの台詞せりふに噓うそを感じられなかった。

　やがて、諦めを付けるように目を伏せて、息を吐く。

　そして、平方が一度伏せた目を開くと──その片目が、金色に輝いて、




　平方和泉の眼球を突き破って、巨大昆虫の脚が多数出現、周囲の人間に襲い掛かった。




　車両が内側から大破した。

　アドリアナの骨こつ鞭べんと鉤かぎ爪つめからの炎が、頑強な車両を内側から食い破る。

　そこからエドァルドが転がり出ると、目眩めまいに襲われて片目を押さえた。

（目が……平方から飛び出してきた『あれ』が掠かすめたせいか？　アドリアナが車を破砕しなければ密室で全身に……っ、そうだ、アドリアナ！）

　目を向けると──アドリアナが、虚空で磔はりつけにされていた。

　車内から枝葉のように飛び出した、昆虫の脚のような鋭いものが、彼女の胴体や頭部を貫いて掲げている。骨の透く手足も、鉤爪も骨鞭の尾も、強度を問わず貫通されていた。

「アドリアナ!!」

　エドァルドは思わず叫び、両手の骨銃で虫の脚を銃撃、粉砕する。

　落下したアドリアナを受け止める。体に刺さっていた虫の脚は消滅していき、患部には傷跡も残っていない。

「おい、待て、冗談だろう？」

　エドァルドは、腕に抱いたアドリアナから反応がないことに動揺していた。

　虚うつろな瞳をしているアドリアナは、危機的状況にあると見て間違いない。

　やがて彼女の全身が、実体を失って幽体化、続いて姿も見えぬ霊体へと薄れていく。

　そうしてアドリアナは、エドァルドの腕の中から姿を消した。

　残されたのは、何も無い虚空に両腕を上げて呆ぼう然ぜんとする、エドァルドの姿だった。

「…………」

　エドァルドは、周囲で起きている騒ぎにも耳を貸さず、車両の方を見る。

　平ひら方かた和泉いずみが、大破した車内から歩み出た。

　その姿は怪奇的だった──右目を中心として頭部から『何か』が出現している。

　巨大な虫の脚が数本出ているかと思えば、食虫植物めいた毒々しい花弁が開いていた。毒キノコのような模様と質感の幹が伸びて、動物の顎が牙を剝むき、魚のような鱗うろこを張る。

　そんな醜怪な魔物の混合物が、平方和泉の右目から上空に伸びていた。

　まるで冬虫夏草──蛾がの幼虫や蜘く蛛もなどに寄生した菌が、その骸むくろから子実体を伸ばしていくという、奇怪な生命の一形態を思わせる。

　人間の体でそれが起きたような姿で、平方和泉は道路を歩いていた。

「平方ぁぁぁぁぁ!!」

　エドァルドは憤怒の声を上げ、平方に向けて骨こつ銃じゆうを連射した。

　エドァルドの散弾銃と杭くい打銃が平方の全身に着弾する。

（っ、いや、これは……）

　エドァルドは、地面に倒れた平方を見て絶句した。

　平方ではない──会社員風のスーツではなく黒の装甲服、革靴ではなく安全靴、手には平方が持っていなかった棍こん棒ぼう型触媒、鬼き柳りゆう家の兵だ。

（幻術……いや、幻術反応はなかった！）

　別の場所を見れば、そこに平方和泉の姿があった。

　先ほどと同様に、顔の右半分から魔物の混合体を伸ばして、彷徨さまようように歩いている。

「そうか、既に私は、貴様の術中か……」

　答えるように、肉眼にしか映らない魔物の混合体が、頂点を四方に開いていく。

　すると、寄生虫が体外へ脱出するような動きで、黒いローブの上半身が出てくる。

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉──ダビド・パピヤス!!」

　物質の軛くびきを外れた幻覚の〈王〉、ダビド・パピヤスがそこにいた。




　かつて、乙おと姫ひめが花か蓮れんに言った──神霊の猛威が人間に対して振るわれたら災害だと。

　その一例がここで起きる。

　彼が出現したのは、車両事故が起きた住宅地だ。時刻は深夜だったが、町の各地で戦闘が起きていたこともあり、住民の大半は車両事故の音に飛び起きていた。

　ダビド・パピヤスは、自分を認識した者に、その不安を具象化させるかのような幻覚を返す。目撃者の数が多ければ認識は補強され、別の誰かの見た幻覚が伝でん播ぱし始める。

　そうして、ベースとなる黒いファントムローブから、目撃者の悪夢が溢あふれ出でる。

『Twinkle, twinkle, little star, How I wonder what you are──』

　ダビドの歌声と共に、ローブの裾から『火災』が流れ出た。

　車両事故から連想された『火災』は、ダビドから溶岩流のように放出され、道路を渡り周辺家屋を炎に染め上げた。町は見渡す限り、火の海に沈んでいく。

『Up above the world so high, Like a diamond in the sky──』

　同時に『テロ』への不安から、爆発音や銃声が具象化し始める。

　銃器を持った兵士や、その犠牲になる人々といった幻影も、炎の中から浮かび上がる。

　ダビドの姿から『化け物』を恐れた者もいた。

　それもやはり具象化され、牙を剝むく魔獣、巨大な昆虫、宙を泳ぐ怪魚、動く死体などの怪物たちが、目の届くところ全てに溢れかえる。

　全ては幻覚だったが、目撃者たちにとっては紛まぎれもなく『知覚』された現実だ。

『Twinkle, twinkle, little star, How I wonder what you are!』

　ダビドはその中心で、老若男女が入り交じる声で、『きらきら星』を歌っていた。

（周辺住民にも、私と同じように味方を敵と誤認する現象も起きている。家族や周辺住民を、危険人物や化け物と認識して、争いすら始まっている……）

　錯乱した人々による二次被害が、急速に拡大していた。

（ただそこに居るだけでこれか……町に現れるだけで、人々が集団パニックに陥った！）

　恐るべき事実として、これはダビドの意思による現象ではない。

　ダビドからすれば、自分を見た人間が勝手に恐れ、幻覚を見て、相争っているだけだ。

「疫病神め……っ！」

　そこにいるだけで人の正気を奪い、心因性の痙けい攣れんや呼吸困難、暴力行為を招く。

　精神を毒する疫病神──〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉とはそういう存在に他ならなかった。

『やれやれ、会う人は皆して似たようなことを言うんだねぇ。慣れてるからいいけど』

　ダビドは不快な声で喋しやべり始めると、袖を体の前に揺らして一礼する。

『〈幽明境の君〉ダビド・パピヤス──そして彼は僕の眷けん属ぞく、平ひら方かた和泉いずみくんだ』

「心外ですよ。幼少期に見かけて以来、不定期に現れて困らされているだけです」

　驚いたことに、平方はダビドに気安い声を掛けていた。

　ダビドは相変わらず平方の右目から生えている。もちろんダビドの体は幻像なので体を割り開いてはいないが、あの疫病神と密接な状態にあって正気でいられるとは驚きだ。

「眷属、だと？　貴様は、〈幽明境の君〉の眷属なのか……」

「私としては悪霊に取とり憑つかれてるんですがね……この亡霊王は、誰からも認識されなくなると消えてしまう。だからいつでも自分を認識してくれるような、依より代しろのような者を一定数持っているんですよ。不幸にも、私はその一人というわけです」

　平ひら方かたは、片目からダビドを生やしたまま肩を竦すくめた。

『酷ひどい言い草だねぇ。その「魔眼」のおかげで色んな窮地を乗り切れたじゃないか』

　ダビドが体を疑問符のように折り曲げて、平方の顔を覗のぞき込こむ。

「ああ、この悪霊に取とり憑つかれると、その人間も普通では説明のつかない『知覚』を手に入れるんですよ。彼と同じで、既存の観測技術では『何も起きてない』ようなんですが」

　平方は自分の右目を指さすが、そこはダビドの『根元』だ。

「……眷けん属ぞくは〈王〉の力を分け与えられる。知覚を司つかさどる〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉の権能が、視覚を中心として限定的に機能しているのか」

　エドァルドは、平方に抱いていた『何かある』という直感の解答を悟った。

「いいものではありませんよ。なにせこの『魔眼』を持った人間は、死んだ後は彼の一部になってしまうようですから。死後魂を差し出す代わりに力を与える。悪魔ですよ」

　平方が指さしたのは、ダビドの下半身に群がる人面たちだった。

　老若男女を問わぬ、十数人分の人面が、嘆き、笑い、恐れ、泣いている。

　骨こつ銃じゆうを向ける。一秒でも早く死なせてやらねばという使命感すら覚えた。

「撃ちますか？」

　平方は自らそう尋ねて、撃たないエドァルドに告げていく。

「撃たない方が賢明だ。先ほどのように、あなたに見えている私は、実は幻覚によりそう見えているだけの別人かもしれない」

　それを肯定するように、平方とダビドの姿が忽こつ然ぜんと消える。エドァルドが姿を探すと、背後だった。消える前と同じ姿勢で、当初からそこにいたかのように話を続ける。

「いま、あなたが私に銃を向けているつもりでも、実際は逆を向いているかもしれない。そしてその先にいるのは、親とはぐれて泣く子供かもしれない」

　エドァルドはそれゆえ撃てなかった。

「その場にいる全員が意識を失えば、彼もこの場から消きえ失うせ、別の眷属の元へ避難するでしょう。ですがこの集団パニックの中で、目撃者を無事に昏こん睡すいさせるのは困難だ」

　平方は語りながら道路を歩き出す。

　エドァルドが骨銃を向けようとすると──トラックに撥ね飛ばされた。

（車っ!?　気付けなかった、視覚と聴覚を騙だまされて……っ!?）

　運転手は何かから逃げるような顔色だった。エドァルドのことも、直前までは見えていなかったのだろう。トラックは操縦を誤り、近くの店舗へ突っ込む。

（事故の誘発……こんなことが、いまもあちこちで……っ！）

　道路に落下したエドァルドは、折れた右腕に顔をしかめながら立ち上がる。

『ああ、ちなみにだけど──』

　ダビドが、平方の右目から生えた体を、必要以上に捻ひねって振り返る。

『幻覚を見ているのが、人間だけとは限らないよ？』

　エドァルドの左手で、牡おす山や羊ぎの骨銃が急に震えだし、あらぬ方向に銃口を躍おどらせた。

（っ、侶りよ魔まも幻覚を見ているのか!?）

　エドァルドの骨銃〈石打ちに処す者〉が、明後日の方向に自ら散弾を発射する。

　その先にいたのは、先ほどエドァルドを撥はねたトラック、そこから降りた運転手だ。

　頭から出血していた運転手の男性に、散弾銃が命中。血を噴いて倒れる。

（侶魔を霊体化！）

　エドァルドは、武装として憑ひよう依いさせていた全ての侶魔を、強制的に霊体化させた。

（霊体化した侶魔は外界を認識できない、これで影響は避けられるはずだが……）

　誤射してしまった運転手については、その誤射自体が幻覚であることを祈るしかない。

（侶魔すら同士討ちを始めるなど、魔術師が多いこの赤あか枝し宮みやでは洒落しやれにならん！）

　エドァルドは恐ろしい可能性に思い至る。

「まさか、神霊にも効くのか？」

　侶魔も幻覚を見るなら、神霊にも同じことが起きるのかと、エドァルドは目を剝むいた。

「一介の魔術師なら、人一人を誤射する程度で済むが、〈王〉や神霊が同じことをすれば大惨事は免れない。〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉！　お前は怜れ生おと花か蓮れんに会って何をするつもりだ!?」

　折れた腕を押さえながら、エドァルドは問い詰める。

　ダビドは答えることなく、平ひら方かたを運び屋にして鬼き柳りゆう家の方へと向かう。

　エドァルドは素手で平方を取り押さえようとした。

　しかし触れた途端に平方が消失する。ダビドの幻によって居場所を隠されているのだ。きっと本体は、虚空に摑つかみかかるエドァルドを残して悠々と道を歩いているだろう。

「平方和泉いずみ！　貴様はその化け物を使って何を起こす気だ!?　その亡霊と龍りゆう神じんの力が嚙かみ合あえば何が起きるか想像も付つかん！　最悪日本が地図から消えるぞ！」

　エドァルドは説得の言葉を叩たたき付ける。

「他に、切り札にできるものがないんですよ……」

　平方の声が、忌々しげに答える。声は四方八方に反響していて居場所が摑めない。

「大おお城ぎ将まさ勝かつが言っていた赤枝宮紛争は実際に起きる。このままでは、日本はかつての中東のような紛争地帯にされかねない。それだけは絶対に阻止する」

　世界を恨むような声を零こぼして、平方は歩く速度を上げた。

「そのためなら、この悪魔だって使い、踊らされてやりますよ」

　腹を括くくるようにそう言って、平方和泉は鬼柳家の方へ進む。

「八方塞がりになりつつある国の未来を打開するため、〈幽明境の君〉をサイコロにして怜生にぶつける気か？　貴様、凡人ぶっておきながら相当頭が振り切れているぞ……」

「ええ、自覚はありますよ」

　平方が自嘲するように笑う。

「最もありそうな出目としては、ダビドの幻覚で〈王〉や神霊が暴走して、周辺の市街に甚大な被害といったところでしょう。それなら丁度いい」

　啞あ然ぜんとするエドァルドに、平ひら方かたは正気の沙汰ならぬ言葉を置いていく。

「神霊の存在は核弾頭並みに危険視されている。それが『原因不明の幻覚症状』で市民に被害を出したとなれば、世界的な糾弾に晒さらされる。列強が鬼き柳りゆう怜れ生おの身柄を要求するには充分な根拠だ。それが拒まれても、彼の魔術開発は、核開発と同義の脅威と見み做なされる」

　神霊の暴走という大惨事を、平方はむしろ好機だと期待していた。

　そうなれば、無む辜この民はもちろん、自分も無事では済まないことを、百も承知で。

「ハイリスクすぎる。国家の決定とは思えん……貴様、独断で、それを」

「戦争を避けるためですよ。そのためなら何でもする。多少国民の命を賭けてもね」

　エドァルドはようやく、自分が平方和泉いずみを見誤っていたことを理解した。

　一見まともに見えて、下手な異常者よりも異常な人間──彼はそれだ。

『やれやれ、なんだか邪悪な存在だと思われているようだけど』

　ダビドが、照れくさそうですらある声で言う。

『僕はただ、知り合いを助けに来ただけだよ？』

「助けに？　誰をだ？」

　エドァルドは訝いぶかしげに問い返したが、ダビドはそれ以上何も語らなかった。

「……どうやら、聞き出せるのはここまでのようだ」

『だろうな。総員、対抗術式を起動！　現場の治安回復に当たれ！』

　エドァルドが薄く笑うと──鬼柳怜生の声が、通信上に響く。

　直後、エドァルドの視界から、全ての幻影が消滅した。

　戦火の景色が霧散していき、単なる住宅地が明るみに出る。何もない空間に怯おびえて逃げ惑う市民の姿や、事故を起こした車両という、現実の出来事だけが残っていた。

『右腕を治療する、動かすなよ』

　怜生の声に従い、エドァルドが右腕を脱力させると、遠隔治療が施される。

　指を動かして感覚を確かめたエドァルドは、振り返って一方向を睨にらむ。

　平方和泉だけが、驚いた顔で立ち尽くしていた。

「まさか、私が見えているんですか？　いや、『この光景』が見えてないんですか？」

　啞然とする平方の位置は、多少遠かったが、すぐに追いつける距離だった。

「知系魔術で己の五感を意図的に閉ざし、観測魔術で得た映像や音声で外界を認識する。本来ならやる意味は全くない上に、戦闘時には愚鈍になるような術式だが──〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉を観測する技術は存在しない。従って、いま我々に『幽霊』は見えない」

　エドァルドが説明しているうちに、周囲にも動きがあった。

「錯乱している市民には麻酔銃だ！　俺らが化け物に見えてるだろうから即座に撃て！　侶りよ魔まは実体化させるな！　霊体化を維持して魔力だけをもらえ！」

　炯あき人とが部下たちに指示を飛ばす。

　兵たちは逃げ惑う市民へ次々に麻酔拳銃を撃ち込んで、その区画から運び出していく。

「悪いエド、遅くなった！」

　エドァルドの隣に、直なお正まさが駆けつける。人狼化を解いて棍こん棒ぼうだけを持っていた。

「アド姉さんは？」

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉にやられた。死んではいないようだが、いまは霊体化している」

　エドァルドも侶りよ魔まは出さず、予備武装の拳銃を取り出し、平ひら方かたを睨にらむ。

　その平方はと言えば、自分だけがダビドを認識している状態に、危機感を露あらわにした。

「自分たちは特殊術式で認識を防ぎ、術式を持たない民間人を鎮静、そして最後に残った認識者である私を殺せば、〈幽明境の君〉を見る者は誰もいなくなる……」

『んー、確かに、僕をこの場に繫つなぐ「眼め」が次々と失われていくねぇ』

　平方の上で、ダビドが「困ったなぁ」と言いたげに首を捻ひねる。

　直正とエドァルドに、もうダビドの姿は見えないが、事態が好転しているのは分かる。

「その間、貴様を野放しにする理由もない」

　エドァルドが俊足で平方に迫り、武術の嗜たしなみに裏打ちされた鉄拳を叩たたき込こむ。

　平方はガードもできずまともに食らう。更に倒れかけた胸ぐらを摑つかまれボディブローを食らい、呻うめいて体を折ると腹に膝を突き上げられ、地面に蹲うずくまる。

「アドリアナへの贖あがないだ。貴様の歪ゆがんだ脳のう漿しようを捧ささげてもらおう」

『よせ、エドァルド。それより戻ってアドリアナの治療を急げ』

　エドァルドが平方の後頭部に拳銃を向けると、怜れ生おの声が止めた。

「冷静ではなかったな……すまん、一足先に帰還する」

　エドァルドは短く詫わびて、直正に平方を任せると、鬼き柳りゆう家の方へと走る。

『あんたが平方和泉いずみか。俺には見えないが、そこに〈幽明境の君〉もいるんだな』

　命拾いした平方は、直正に棍棒を突きつけられながら、顔を上げた。

『君が鬼柳怜れ生おくんか。お話しできないのが残念だねぇ』「──と、言ってます」

　苦痛を堪こらえる平方が、ダビドの言葉を代弁した。

『なら伝えろ──俺にはまだ、お前に手を差し伸べてやることも、楽にしてやることもできない。もし、お前の期待がそのどっちかなら、もうしばらく待て』

　怜生の言葉に、平方のみならずダビドも沈黙していた。

　怜生の発言は、ダビドという悪霊を、患者として、また人間として扱うものだった。

『そうか……君は、僕をそう見てくれるのか……』

　喜びが滲にじむ声に、平方だけが目を見開いている。

「そろそろいいだろ。こいつが最後だ」

　そんな平方に、やってきた炯あき人とが麻酔銃を撃つ。

　平方という最後の楔くさびを失ったことで、ダビド・パピヤスの姿は薄れていく。

『そっくりだねぇ』

　消える直前、ダビドの口にしたそんな言葉が、眠っていく平方の耳に残された。






幕まく間あい






「ねぇ成せい治じ、子供が欲しいんだけど、パパになってくれない？」

　夜よ見みが手を合わせて小首を傾かしげると、成治がコーヒーを噴いた。

「死ね。何度でも蘇そ生せいしてやるから何度でも死ね、老婆になるまで一日に十回くたばれ」

「余命幾許いくばくもない女にここまで言われてそう返せるあなたって、なんかもう清すが々すがしいわ」

　そんな会話が繰り広げられているのは、神霊学部にある研究室の一つだった。

「体外受精にするから大丈夫よ？　私の体で自然出産とか無理心中と同義だもの」

「その方針に意義は唱えないが、何を拾い食いしてその発想に至ったんだ……」

「だっていよいよ長くないじゃない。私」

　夜見の軽々しい発言に、成治は目を鋭くする。

「あなたは私の余命を延ばして、私も自分の研究に没頭できたけど……間に合わないわ。だったらせめて生きた証あかしを残して、私の人生の成果を受け継いで欲しいのよ」

「俺やお前という人格破綻者の遺伝子と、受肉だとかいう妄想同然の理論に基づく研究を受け継ぐ？　悪魔の所行だな……何を見ている。他を当たれ」

　冷酷非情に切り捨てる彼を、夜見は延々と見つめ続けた。

　それこそ丸一日、彼が観念するまで、無言で見つめ続けた。






第四話　反逆のサンサーラ






　翌日の午後──連盟警備隊諜ちよう報ほう部ぶ・赤あか枝し宮みや支部。

　その廊下を、鬼き柳りゆう怜れ生おと一いち文もん字じ史し紀きが歩いている。

　二人の背後には、花か蓮れんと詩し乃のが幽体で浮遊していた。

「来る途中に報道を見ました。京都内閣による赤枝宮への戦闘部隊投入について」

「ああ、当初の計画通り、現京都内閣を解散に追い込めそうだ」

　史紀が、全て掌てのひらの上だったかのように言い、怜生も驚きはしなかった。

「京都内閣の現政権は、人類各国の強い支援を受けている。妖精人への反動保守を煽あおって支持を広げ、前政権にありったけのスキャンダル攻撃を仕掛け、魔術を用いた不正選挙の疑惑を帯びて発足した。それ以降、京都内閣の政治方針は反連盟に舵かじを切った」

　怜生と史紀はエレベーターに入り、地下へ降りる。

「しかし、危機感を抱いた連盟企業の撤退や、赤枝宮の対日経済縮小により経済が失速。赤枝宮依存の経済構造を露呈し、支持基盤は瓦解した。そして国内の治安を乱した今回の一件が止とどめとなる。次の選挙では、連盟の穏健派と手を取り合える与党になる見込みだ」

　史紀の口ぶりから察するに、その下準備は万全のようだ。

「それが狙い!?　ひどいです！　また怜生さんを釣りの餌みたいにして！」

「よせ、花蓮。それを承知で乗った作戦だ」

　花か蓮れんが史し紀きを責めたが、怜れ生おは知った上で虹にじ美み原はらから赤あか枝し宮みやに戻ったのだ。

　人類各国が赤枝宮に潜ませた戦力を一網打尽にするためだ。それを放置して虹美原へと避難していれば、仲間たちは怜生の治癒魔術抜きで〈桜おう刀とう〉と激突したかもしれない。

「その代わりというわけではないが──君が保護した少女たち」

　史紀が言及したのは、燦さんと燐りんが戦っていた、あの吸血鬼イロハ・包帯女ニイナ・天使サクヤのことだ。

「彼女たちの希望を叶かなえるつもりなのだろう？　我々〈大図書館〉も協力しよう。複雑な経歴の整理、必要な技術を持つ医師の紹介など、役に立てることはあるはずだ」

「それは、かなり助かります。彼女たちも喜ぶでしょう」

「何事も均衡を取る主義でね。悪巧みをした後は、少しでもいいことをしたくなる」

　そう言った史紀と共にエレベーターを出ると、出迎えた案内人が一室へ導く。

　到着した部屋には──平ひら方かた和泉いずみの姿があった。

　やや細長い部屋の奥で、平方は椅子に座らされている。

　その手前には透明な壁があり、「向こうからは見えていない」と史紀が説明した。

「気分はどうかね？　平方くん」

　ぼんやり虚空を眺めていた平方が、皮肉げな笑みで顔を上げた。

『これはこれは、一いち文もん字じ卿きようが自らお越しとは』

「私どころか、君がご執心だった〈緋あけの龍りゆう王おう〉にもお越しいただいている」

　平方は目を丸くしたが、すぐに失笑した。

『お初に拝顔の栄に浴します、と言いたいところですが、これでは拝顔になりませんな』

「俺の眷けん属ぞくとその侶りよ魔まが世話になった、街の住民にも被害が出た。思い知ってもらうぞ」

　怜生は憎悪の目で平方を見たが、平方の顔は涼しげだった。

『むしろこの不当な拘束について抗議したい。私の身柄は京都内閣によって保証されています。戦闘区域にいたとはいえ、拷問まがいの尋問などすれば外交問題に──』

「無用な心配だ。卿けいの遺体は、既に京都内閣に引き渡され、死亡が確認されている」

　詩し乃のが、口の端を皮肉に吊つり上あげてそう言った。

「君の肉体情報を私が複製し、〈緋の龍王〉閣下が治癒魔術を流用してそれを『本物』にした。説得力が出るようしっかり頭部も作ってある」

　史紀が怖おぞ気けの走るようなことを言うと、平方の前に画面が表示された。

　文書は京都内閣からの正式なもので、平方の遺体を受領した旨を伝えるものだった。

『なんて無む茶ちや苦茶なことを……』

「新技術は知られる前に活いかすものだし、〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉の眷属を野放しにはできない。無論、我々は捕虜の扱いについて条約に反した行いはしない。そして私の知る限り死者に対する尋問手段を制限する条文はない」

　史紀の言葉で、平方の顔から余裕が消えた。

「あの、詩乃さん？　もしかして旦那さん……」

「ええ、設立から携わってきた赤枝宮を踏み荒らされ、相当頭にきています」

　花か蓮れんと詩し乃のがひそひそと言葉を交わしていた。

　腸はらわたが煮えくり返っているのは怜れ生おも同じなので、こちらからも脅しを追加しておく。

「俺も医道に従い、お前が『負傷』すれば治癒魔術を掛ける所存だ。何度でも、だ」

　拷問を前提とした発言だが、甘い怜生にそれができるかと、平ひら方かたは失笑する。

「新しい医術には、どうしても人体実験が必要だ」

　怜生は爬は虫ちゆう類るいのように感情のない眼めで平方を見据えた。

「俺の目的とする魔術は『どんな損傷でも魔力消費だけで直せる汎用治癒魔術』だ。ならありとあらゆる損傷パターンで試しておかなきゃならない。医学の発展のためなら、今後幾億と出る怪け我が人にんを癒やせるなら、俺は心を殺してお前を『治療』する」

　平方の顔から急速に血の気が引いていった。

　詩乃が薄く笑って後に続く。

「即すなわちこういうことだ。喋しやべれば私の夫が得をする、黙秘すれば〈緋あけの龍りゆう王おう〉が得をする。どちらに転んでも損はない。卿けいが身を捧ささげてくれるのはどちらだ？　平方和泉いずみ」

　三人が恐ろしい顔をしているのを見て、花蓮は焦り出すと、

「こ、こんにゃろう！　喋らないと尻ケツから口まで樹木の槍やりが浣かん腸ちようストライクですよ!?」

『なんでもお聞きください』

　頑張って脅してみた花蓮が止とどめを刺し、平方は質問に答える姿勢を見せた。

　そうして、史し紀きにより尋問が開始されていく。

「〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉ダビド・パピヤスについて聞こう。彼の目的は何かね？」

『不幸にも付つき合いの長い私ですが、あれの思考なんてさっぱり読めませんよ。心頭滅却して当たれば割と話せるようですが、その反応もやはり幻覚。本心という保証はない』

　平方は、史紀に対してかダビドに対してか、憎々しげに答えていく。

『そもそも、奴やつの頭の中が正気を保てている保証すらない』

　平方の評するダビドの印象を、怜生は真剣に吟味した。

「ダビドに肉体はない。肉体がないってことは脳がない。心だって霊体の臓器だ……」

　怜生は、幽霊の思考がどのようになっているのかを、滑稽だが生物学的に考える。

「肉体から解脱した魂があるとして、そこには正常な思考を支えるためのパーツがない。よって、幽霊は正気を保てない──会話が成立するだけで不思議なくらいだ」

　幽霊がこの世に存在するとしても、秩序だった思考や高潔な精神は存続しえないのだ。

『その上で強いて言うなら、奴は、自分の置かれた状況を苦痛に思っているようでした』

　これについては、史紀が一考して口を開く。

「ダビド・パピヤスは知覚して、知覚されることで成り立つ怪物だ。だがあまりに多くに情報を知覚すればそれは苦痛だ。相手の痛みや恐怖、触れてもいない火の熱さ、多すぎる音や臭いに精神を苛さいなまれる。それを苦痛に思ったとして何の不思議もない」

『鬼き柳りゆう卿きようが楽にすると口にしたとき、奴は顕著な反応を示したように見えました』

　平方が心証を口にすると、史紀が質問を変える。

「眷けん属ぞくが死後取り込まれるという話についてはどうかね？　君もそうなるのかな？」

『私と同じ魔眼持ちと会ったことがあります。久しぶりにダビドを見たら、よく似た顔が下半身にくっついてましたよ。奴やつはそうした沢山の幽霊が混ざり合ったものなのかもしれません。あれは何て言いましたっけ、悪霊の大群、聖書に出てくる……』

「名はレギオン、大勢だから──マルコによる福音書・五章・九節だ。取とり憑つかれていた卿けいはさながらゲラサ人か、もしくは豚か。諸もろ共ともに身投げさせても滅びんから始末が悪い」

　詩し乃のが吐き捨てるように言う。

「魔眼についても聞いておこう。それが機能してる瞬間はどんな感覚なのかね？」

『どういう条件かは知りませんが、急にこう……色んな感覚がシャープになるんですよ。恐らく取得する情報量が上昇するのでしょう。それが鋭い直感に繫つながる』

「本当にそれだけだろうか？」

『……どういう意味です？』

「君の思考や感情が、彼に操られている可能性はないだろうか？　〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉が持つ力は『知覚』だ。知覚するとは突き詰めれば『同化する』ということでもある。その人に己の意志や感情を知覚させれば、知覚させられた人間はそれを自分の意志や感情と誤認し洗脳が成立する。今回、君が鬼き柳りゆうくんに無む茶ちやな接近を試みたのも、或あるいは──」

『……興味深い仮説ですが、検証のしようがありませんな』

　平ひら方かたは一瞬怖おぞ気けを感じたようだが、すぐに鼻で笑った。史し紀きは質問を変える。

「京都内閣についても聞こう。彼らは首謀者の名前に大おお城ぎ将まさ勝かつと君を挙げるようだ」

『でしょうなぁ。あの無能連中を道連れにできただけで、私は菊花勲章ものだ』

　平方が楽しげに言う姿に、怜れ生おと花か蓮れんは目を丸くする。

『現内閣は、人類各国に言われるまま赤あか枝し宮みやに吠ほえるだけの飼い犬です。鬼柳くんの命を取れなくても、国を危険に晒さらす連中には失脚してもらうつもりでした』

「童話のパン屑くずのように証拠を残していたのは君だね？　ありがたく使わせてもらおう」

　史紀と平方の、どこか親しげなやりとりを聞いて、花蓮が声を上げた。

「あ、あの！　平方さん！」

　花蓮と言葉を交わすとは思っていなかったのだろう、平方が目を瞬く。

「赤枝宮紛争って、防げないんですか？　怜生さんを殺す以外で！」

　花蓮は、彼女なりに無知を認め、平方からそのヒントを摑つかもうとしていた。

『そりゃあ私だって、そんな方法があるならしたいですとも。ですが、今回の件で穏健派政権が樹立しても、赤枝宮の独立までは容認できません。かといって連盟が赤枝宮を諦めるとも思えない、ここを取り逃がすと詰めの甘い結果になります』

　赤枝宮紛争の危険性は、いまだ薄れていなかった。

『ああ……一つあるかもしれませんね。あなたが赤枝宮を跡形も無く消し飛ばすんです。紛争どころじゃなくなりますし、鬼柳くんの身柄も押さえられて、魔術開発もできない。旦那様と誰にも邪魔されない宇宙にでも幽閉されればいい』

　平ひら方かたが花か蓮れんに返したのは嘲笑だった。ショックを受けた花蓮を、怜れ生おが後ろに下げる。

「もう一つ方法があるかもしれないぞ？」

　怜生は侮蔑の目で平方を見据えて、静かな怒りを込めて口にする。

「日本が連盟に降ればいい。樹立する妖精帝国の属国になれば守ってもらえる」

『何を言うかと思えば……そりゃあ戦場が赤あか枝し宮みやから日本全土へ拡大するだけでしょう。連米の直接対決から世界大戦に至る最悪のシナリオだ』

「最終的に連盟が勝つんだろ？　後々のため勝ち馬に乗っておくのも一つの選択だろ」

『治癒魔術による救命の道を掲げながら大戦を起こすと？　史上最大のマッチポンプだ。フランケンシュタイン博士が手を叩たたいて笑うでしょうな』

　怜生は痛烈な形で失言に気付かされ、言葉に詰まる。

　花蓮を侮辱されたことに腹が立ってのこととはいえ、とんだ暴言だった。

「やめたまえ」

　史し紀きの仲裁は、実質怜生への助け船だった。続いて、詩し乃のが酷薄な表情を浮かべる。

「龍りゆう神じんを虚こ仮けにした報いは受けてもらおう」

『いよいよ拷問ですかな？』

「いいや、貴様の記憶は調べてある。直接対話の中でサルベージされる記憶も多いため、こうして複製人格を作って尋問していただけだ」

　平方は後半を耳にして、理解が及ぶと表情を失った。

「私くらいになると、人間の記憶や人格を複製するくらい造作もない」

　平方が己の手を見れば、自分の体が微細な呪文記号に分散していくところだった。

　それに気付いた平方へ、史紀が表情を変えずに告げる。

「万が一にも〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉が飛び出すと厄介なのでね、本当の平方くんは、魔石結晶の中で意識を失ったままだ。尋問はコピーが相手でも問題ない」

『は……ははっ、ははははは！　道理で拘束されていないと思った！　私、私は……っ』

　笑おうとして笑いきれなかった、といった様子で、平方の顔が歪ゆがむ。

「次は質問のパターンを変えて尋問してみよう。鬼き柳りゆうくんへの感情的な反応を見る限り、質問者を変えるのも効果的なようだ」

『〈大図書館〉の悪魔め……今後の赤枝宮がどうなろうと、あなたは滅ぶべきだ』

　史紀は微笑を絶やさない──かつて、〈王〉は怪物と呼ばれるようになって一人前だと言った彼は、慣れているかのような顔で、悪魔という評価を聞き流していた。

『お前たち妖精人がこの国に来なければ！　貴様ら異界の魔神が現れなければっ！　魔術などという歪んだ繁栄で世界を毒さなければ──世界は、こんなことにはっ!!』

「消える前の捨すて台詞ぜりふだけは変わらんな。失せよ」

　平方が凄すさまじい形相で連盟を呪うと、詩乃が鼻で笑い、彼の全身が霧散する。

　そうして二人は、史紀と詩乃に促され、尋問室を後にした。

「一いち文もん字じさん、さっきはお見苦しいところを……」

「構わないよ。もちろん大戦は困るが、最悪そうなったときの腹は括くくっておくべきだ」

　怜れ生おたちはエレベーターに入り、地上へ戻っていく。

「一いち文もん字じさんは、赤あか枝し宮みや紛争をどうやって回避するおつもりですか？」

「考えてはいる。君もそうしてくれるなら、今度答え合わせをしよう」

　確かに、史し紀きを先生のように頼ってばかりでは、一人前の〈王〉ではない。

「自分には、赤枝宮の独立の是非については、まだなんとも言えません」

「女王陛下たちから独立について明言されたのもつい先日だ。仕方あるまい」

　エレベーターが地上に到着して、二人はエントランスへ向かう。

「だが、赤枝宮出身の〈王〉である君には、いつかそれを明確にしなければならない日が来る。君が〈王〉として公の場に立つ頃には、連盟独立論も本格化している。そのとき、君は大衆に向けて、何より自分の配下たちに向けて、指針を明確にしなければならない」

　怜生の心臓が緊張感で引き締められる。

「悔いのない選択をしたいと思います」

　怜生はそう答え、史紀も頷うなずき、エントランスで道を分かった。

　駐車場へ向かうと、待たせていた白しら羽はがこちらに気付き、一礼する。

「お帰りなさいませ、マスター」

　白羽を連れていかなかったのは、平ひら方かた和泉いずみの措置が禁呪寸前の行いだったので、可能な限り知る者を減らしたいという史紀の頼みがあったからだ。白羽も内容は聞かない。

「……少し仮眠を取る。着いたら起こしてくれ」

　怜生が車内でそう口にすると、疲れ切った体が睡魔に捕らわれる。

　白羽は彼の休息が少しでも長くなるよう、運転手に速度を緩めるよう頼むのだった。




　──死に瀕ひんする悪夢を見ていた。

　心臓が止まりかけ、鼓動の代わりに怖おぞ気けが響き渡る。呼吸ができず、人工呼吸器により肺が動かされ不快感が広まる。全身に痛みと違和感、吐き気と熱と寒気が混ざり合う。

『死よ、驕おごるなかれ』

　女性の声が、なぜか自分の口から紡がれた。続きの言葉は脳裏に響く。

『汝なんじを力強く恐ろしいという者もいるが、決してそうではない。汝が倒したと考える者は死にはしない。おろかな死よ、汝は私を殺せないのだ』

　紡がれたのはただの詩で、魔法の呪文などではない。

　ただの執念、死んでなるものかという強い意志で踏みとどまり、己の命を保っている。

　物心ついたときからこうだ。眠れば死に瀕し、目を覚ますため自力で奇跡を起こす。

　それでも──私は死なない。

　生まれたときからの欠陥品であるこの体を、生き延びさせてみせる。

　昨日から明日へと、己の命を継ぐために、手段を選ばず己の死を滅ぼす。

　たとえ自分と世界の全てを費やしても、墓からだって這はい出してみせる──




「怜れ生おさん！　怜生さん！」

　花か蓮れんの声で、怜生は「ん？」と目を覚ます。

「どうした？」

「どうしたじゃないですよ！　凄すごい汗ですよ!?」

　指摘された怜生は、顎から滴るほどの汗を搔かいていたことに気付く。

「マスター、お体に問題は？」

「いや、夢見が悪かっただけみたいだ」

　白しら羽はがハンカチを差し出し、案じる目で怜生を見ていた。

「怜生さんの夢見を悪くしたのはどこの悪夢ですか！　ちょっと頭を貸してください！」

「そりゃ勘弁してくれ。内容は……思い出せないな」

　花蓮は怜生の脳に抗議する構えだったが、心身の健康のため遠慮しておいた。

　結局、今日は早めに休むと約束するまで、花蓮と白羽は納得しなかった。




　さて──〈桜おう刀とう〉との戦いは、怜生たちに勝者の恩恵と傷を同時に与えていた。

　恩恵としては、史し紀きが語った京都内閣への打撃だ。京都内閣が怜生たちにかまけている暇はないだろう。史紀の目もく論ろ見み通りに穏健派政権が立てば、赤あか枝し宮みやの安全にも幸いする。

　より具体的なものとしては──

「ムラカミ博士は、我々に対する賠償は私財の許す限り行うようにと、遺言書に明記していたようだ。思わぬ収穫だ」

　鬼き柳りゆう家で怜生を迎えた長兄・灯とう矢やが言う。

「あー、だから攻撃に使われた無人兵器が格納庫に並んでたのか……」

「あれは螢けいの希望だ。スパナで脅しに来る勢いで欲しがってな。価値はあるのだろうが」

　ムラカミ博士の〈百機兵団〉は、鬼柳家に回収された後、賠償の一環として譲られた。

　逆に、失ったものとしては──

「エドァルドには、しばらく戦線を外れてもらう」

　怜生がいま当人に告げたように、彼の戦線離脱だ。

　鬼柳家の医務室にいたエドァルドは、小さな溜ため息いきを吐いて頷うなずいた。

「味方のみならず民間人までも誤射してしまった。ペナルティ無しでは済むまい」

「数日の謹慎だ。行動自体は共にしてもらう──アドリアナの容態に変化は？」

「相変わらず、原因不明の昏こん睡すい状態といったところだ。いまは霊体化している」

　エドァルドは、ちょうど医務室で受け取っていた診療結果を怜生にも見せた。

「そんな、アドリアナさんが……」

　動揺した花蓮と、心中穏やかではないはずのエドァルドに、怜生は宣言する。

「必ず治そう。何年掛かってもだ」

「感謝する。謹慎が解け次第、最前線で役立たせてもらおう」

　そう宣言するエドァルドは、不安そうな花か蓮れんに気付いて微笑した。

「アドリアナは、妖魔界では冥めい王おうの第三夫人として畏敬され、冥府の大軍勢を率いて三千世界を渡り、数多あまたの戦乱を駆け抜けてきた死の戦乙女だ」

　エドァルドが語ったアドリアナの経歴に、花蓮は目を瞬く。

「つまり、こんな簡単に眠り姫となるような女ではない。必ず目を覚ます」

　エドァルドの告げた強い信頼感は、怜れ生おにも花蓮にも伝わった。

「それで怜生、今後はどうする？　京都内閣は撃退したが、他にも難題は山積みだろう」

「ひとまずは、当初の予定通りだ」

　怜生の返答に、エドァルドも先日の襲撃で忘れかけていた、本来の目的を思い出す。

「〈王〉らしく、魔術開発を始める──不可能を可能にする方法は、それしかない」

　無敵の〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉を討ち、アドリアナや人造兵の少女らを治療する手段を見み出いだす。

　そのために怜生と花蓮がすべきことは、魔術開発をおいて他になかった。





　　　◆






　巨大な〈箱舟〉内部の、高大かつ広大な空間に、街が建立されている。

　その奥に建つ、青いピラミッド型の建築物こそ〈賢者学会〉──世界最高峰の術式開発機関であり、〈幽明境の君〉を始めとする最古参の〈王〉が生まれた、魔術の発祥地だ。

「花蓮、魔力をくれ」「は、はい！」

　怜生たちがいるのは〈賢者学会〉の中にある、吹き抜け空間だった。

　塔のように巨大なクリスタルが、吹き抜けの空間に固定されている。

　結晶体の下は、杯のような形状の巨大機器に支えられている。そしてその杯型機器は、怜生がいま両手で摑つかんだ『杖つえ』に結びつき、杖の下は床に埋まっていた。

　怜生と花蓮の魔力は、杖を通じて杯を上り、クリスタルを染め上げる。

『注入魔力、基準値に到達──』

　白衣を着た〈賢者学会〉の学者たちが、杯型の装置に繫つないだ機器を睨にらんでいた。

　怜生の関係者たちも、周囲の円状廊下から眺めている。

『魔法則、検出！　呪文言語化、始まります！』

　塔のように巨大な結晶体を、金色の立体記号が埋め尽くし、銀河のように絡み合う。

　その様を見た白衣の学者たちが、一斉に歓声を上げた。

「うわ、凄すごい反応。宇宙船でも打ち上げたの？」

「なんか置いてかれてますね。私たち」

「〈王〉の手で神霊の魔法則が刻まれ、解析可能な状態となり、新たな魔術体系への道が開かれた瞬間です。充分に歴史的ですよ」

　燦さんと燐りんがやや当惑するのに対し、白しら羽はは説明しながら目を輝かせていた。

「あの光の粒が全部、呪文言語なのか？　もう全体が発光してるレベルじゃん」

「魔法則とはああいうものだ。我々の使っている術式など、あれの欠片かけらのまた欠片だ」

　直なお正まさが啞あ然ぜんとして見上げ、エドァルドが圧倒されたように語る。

「龍りゆう神じんの魔法則は、未解析かつ表面的ではあるけれど、あの魔石に記入された。今後は、あれを『原典』として、魔術を作っていくことになるのよ」

　アリスが興奮して結晶体に見入り、燈あかりは怜れ生おの姿を眺める。

「これが成された以上、人類各国が怜生くんを暗殺するメリットは大きく削そがれたわね。『原典』がある限り、怜生くんが喪うしなわれても魔術開発は途絶えないもの」

　つまり、連盟はいま、世界の覇権に繫つながる大きな一手を打ったのだ。

「何より、生産魔術に治癒魔術という、人類の痛みを癒やす力の種が芽吹いた」

　怜生が掲げる理想を、燈は静かに呟つぶやく。

「先輩……お二人の子供が、ここまで……」

　燈が目尻の涙を拭う様子を見て、燦さんと燐りんが無遠慮を承知で問い掛けた。

「先輩？」「おじさまのご両親ですか？」

「ええ、学生時代のね。いずれ怜生くんにも聞かせてあげないと」

　怜生にとっては複雑な存在である両親の姿を、燈は怜生に重ねて見ていた。

『フェーズ１完了。続いて魔力現象・治癒の解析を行います』

「っ、もう術式解析を始めるのか……」

　案内を聞いたエドァルドが目を剝むくと、直正が首を傾かしげて、アリスが答える。

「治癒魔術に必要な術式を探し出すのよ。いままで龍神の魔力をブラックボックス状態で使ってたけど、それを解明して、別の人間が術式として使用できるようにするの」

　怜生の前に、スライムのような生き物を納めた箱が運搬されてきた。

　スライムに電気が走ると体細胞が損傷、怜生が花か蓮れんに頼んで、それを治してもらう。

　密封容器の中でスライムが修復されると、先ほど怜生が作った巨大結晶体の中で、呪文言語の織りなす銀河に、数々の光線が走った。

　研究者たちが忙せわしなく言葉を交わし、同じような実験が繰り返される。花蓮の起こした治癒の現象に、先ほど記録した原典の、どこがどう反応したかを調べているのだ。

「なるほど、ああやって必要な魔法則を特定すんのか」

「そういうことだ。治癒という現象に反応する魔法則を特定した後、その部分を原典から複製して、より詳細に分析して、何度となく洗練していき、やっと術式が完成する」

　直正にエドァルドが説き、アリスが続く。

「一般の魔術師が使ってる術式は、原典の四次コピーや五次コピーよ。大本になる原典を作り出すことこそ〈王〉の最たる仕事ってわけ」

　ちなみに、術式は魔術として使うほど摩耗する消耗品だ。

〈王〉とはその供給源でもあり、突き詰めればその術式を売ることで利益を得る。

　そうして、この場で可能な実験を一通り行った怜生と花蓮は、休息を取ることにした。

　場所は変わって──〈箱庭〉の表面にある展望室。

　以前〈結ばれた方〉によって連れて来られ、世界の未来を語られたところだ。

「ふぅー、なんだか疲れましたぁ。よくやってることなのに、人が見てると緊張します」

「お疲れさん。実感ないだろうけど、お前は今日歴史を動かしたんだぞ？」

「じゃあご褒美に膝枕してください！　もしくはさせる方でも可！」

「あー、家に帰ってからな」

　流石さすがに眷けん属ぞくたちの前でイチャつく気はないので、怜れ生おは花か蓮れんにお預けを命じた。

　燦さんと燐りんがそんな二人を見てむくれる。白しら羽はは努めて澄まし顔を保ち、アリスはちょっと羨ましそうな顔をしていた。直なお正まさは「歴史的バカップルだな」と呆あきれる。

「やはり、受肉の魔法則に的を絞って解析していたようだな」

　最後にエドァルドが、そう言ってソファーに腰を下ろす。

「治癒魔術にせよ生産魔術にせよ、必ず使うことになるだろうからな」

　疑似物質ではない『本物』を作る力、受肉の魔法則、花蓮の力の根幹を成す部分だ。

「そういえばさ、魔法則が解析できたってことは、術式にして売れるってことだよね？」

「いよいよお待ちかね、愚民から健康とご飯を人質に金を毟むしり取とる龍りゆう王おう様の登場ですね」

　燦さんが気付くと、燐りんが痛烈な言葉のチョイスで怜生を評す。

「まあ普通の〈王〉なら商品になる術式を設計して、それに合わせた触媒を作って販売、自分たちの術式が得意とする分野に進出ってところね。というかそのへん考えてる？」

　アリスが企業を興す計画について問うと、燈あかりが答える。

「私たち大人が考えてるわよ？　アリスさんの言ったような事業展開を見越してるけど、商品になる術式がどの程度の魔力や装置を要求するかによって、売り方が変わるのよね」

　伶生もそれについては考えていた。

「商売にするなら、主力はやっぱり治癒魔術じゃなく生産魔術だろうな」

　そう言える怜生は、以前ほど理想主義者ではなくなっていた。

「おじさんの生産魔術って、要は何でも作れるんでしょ？」

「まあ実際に『なんでも製造器』なんて作ったら、演算装置だけで城が建ちそうだけど」

　燦さんに続く燐りんの言葉を、アリスが「確実にね」と肯定。白羽も思案して口を開く。

「調理器などのように、作り出すものを絞った専門触媒を販売──という形でしょうか」

　そのあたりの案は、既に怜生の中にある。

「さしあたり、水と医薬品と簡単な栄養食品だな。海面上昇以降、水資源事情は深刻だ。魔術で作れるのは疑似物質までだったから、投薬治療にもあまり魔術の恩恵がなかった。食品については、〈ミズチ〉との和平条件を考えないとな……」

　以前の戦いで、〈ミズチ〉とは相手の利益を急激に侵犯しない約定を交わしている。

　魔術企業〈ミズチ〉の主産業には、有機魔術による食料生産も含まれており、こちらの生産魔術と衝突しうる。本当は魔術開発自体、もっと時間を掛けるはずだった。

「国や企業を相手にした大型魔術という線もあるぞ。例えばここ〈箱舟〉周辺の浮遊島」

　エドァルドが展望台から一いち瞥べつすると、その先には浮遊島群がある。

「魔術で作られた物質は魔力切れと共に消える。あれらが存在しているのは、妖魔界から流入する魔力を使い、〈箱舟〉を触媒として形成魔術などを『掛け続けている』からだ。それを受肉で本物にすれば、形成維持のための魔力を他に回せる」

　エドァルドに続き、直なお正まさとアリスが活用法を口にしていく。

「宇宙開発とかにも参入できるわね。水や食料を魔力生産できるってだけで、許容人口が格段に増えるでしょうし。なんとなれば火星の緑化だって不可能じゃないわよ？」

　燈あかりが夢のあることを言うと、怜れ生おがハッとする。

「そうだ、人口許容率……」

　その上昇が重要な意味を持つことを思い出すと、

「はい、その通り。〈緋あけの龍りゆう王おう〉の最大の功績は、人口許容量の大幅な増加にあります」

　怜生たちの会談に、もう一人、婦人の声が加わった。

　虹色の発光と共に現れた、虹色の髪と瞳を持つ貴婦人──〈結ばれた方〉イトだ。

「「「女王陛下!?」」」

　この場には肝の太い面々が揃そろっていたが、女王の登場には騒然となる。

　イトはそんな一同を「まあまあ」などと宥なだめ、親戚のお姉さんのような気楽さで語る。

「龍りゆう神じん様の気配を感じたので、遅ればせながらご挨拶に伺ったまでのことです」

　どうかお楽に──と、イトは緊張を解くように言う。

　彼女の左右には、奇妙な妖魔らしきものがいる。

　片方は、女性の仮面が組み込まれた、巨大な機械式時計だった。

『魔法則の原典を作り上げたとなれば、玉座に張り付ついてもいられまい』

　人面時計から聞こえてきた声は、〈聖せい賢けんなる方〉のものだった。

「あ、〈渡り〉ちゃん！　かわいい！」

　イトの左側は、花か蓮れんが驚きの気安さで呼び掛けたように、〈行き渡らせる方〉だ。

　少女と思おぼしき小人型の発光体が、地球儀のような青い惑星の上に腰掛けていた。ただし惑星の形状は球体ではなく卵形で、左右に小さな翼を広げている。さながら惑星卵だ。

　上に乗っている発光体の小人は、花蓮に向けて両手を振っていた。

「〈聖賢なる方〉と〈行き渡らせる方〉も、分身を？」

「分身というより受話器のようなものですよ。特に〈渡り〉が花蓮さんと会いたがって」

　怜生の問いに、イトはまるで子供を連れて遊びに来たように答えた。

　白しら羽はがイトに席を勧め、他の面々も位置を調整、怜生がイトの対面で向き合う。

　聖賢の人面時計はイトの横に浮かび、〈渡り〉の惑星卵は花蓮に抱かれていた。

「それで陛下、先ほどの話ですが……」

「はい、受肉の術式により、妖魔の移住に関する問題の多くが解決されるでしょう」

『許容人口が拡大した分、地球人を淘とう汰たして場所を空あけさせる必要は薄れた。言うなれば〈緋の龍王〉は、この虹色腹黒女から人類の命運を守った救世主だな』

　聖賢が言うと、イトは「失礼しちゃいます」などと怒ってみせる。

　しかし怜れ生おは安あん堵どする。以前の謁見で突き付つけられた、〈箱舟〉の妖魔たちのためなら地球人をも滅ぼす──という三女王の方針は、転換が可能となったのだ。

「なんにせよ、まずはこれを」

　イトは手元に虹色の光を灯ともすと、小さな箱を出現させた。

　白しら羽はが受け取って怜生の元に運び、イトに促されて箱を開く。そして目を瞬いた。

　小さな魔石の板に、微細な呪文言語が内ない包ほうされたものだった。

『先ほど龍りゆう神じんの魔法則から洗い出した、受肉の術式だ』

　怜生たちは一瞬耳を疑い、意味を理解した者から限界まで目を剝むいた。

「え？　もうですか？　もっと時間が掛かるものなんじゃ」

　花か蓮れんにすら、いまそれを渡されたことの意味が分かる。

『普段は配下の成長のため任せているが、龍神の魔法則を配下に任せるわけにもいかん。その術式を使い、思う存分に繁栄をもたらすがいい』

「っ、つまりこれは、研究用に抽出したものではなく……利用可能な、完成された？」

　怜生は自分が何を下賜されたのか理解して、全身を総毛立たせた。

　直なお正まさが耳を疑うようにアリスへ問う。

「完成って、それ、いまからでも使えるってことか？」

「ええ、さっき私たちが話してた活用法、下手すりゃ明日からでもできるようになる」

　戦慄しているのはアリスだけではない。怜生も持っている手が震えた。

「『原典』を作り上げたことが、世界に新たな未来を切り開きました。その褒美です」

　イトの言葉には、感謝の声音があった。

　彼女として、妖精人と地球人を天てん秤びんに掛けるような未来図を快く思ってはいなかったのだろう。怜生の魔術は、そんな彼女に、別の選択肢を選べるようにしたのだ。

『その術式の魔力効率なら、水と最低限の食料くらいなら容易に作り出すことが叶かなおう。公共の食料生産触媒を配置して、無料でスープを提供することも可能だ』

　聖せい賢けんが驚くべきことを口にする。

「妖精帝国の庇ひ護ご下に入った国民は、飢え死にすることだけはないということか。即物的だが強力な誘惑だ。人類各国への交渉材料にすれば、国の指導者より先に民衆が落ちる」

　エドァルドが口にするように、これは連盟独立に関した懐柔策の一つだろう。

「別の思惑で利用されたとしても、人を飢えから救う意義はある」

　怜生は断言した。イトはその志に微笑ほほえんで、神妙な面持ちで語り出す。

「現状、列強と称される国の支配者たちは、妖精人種の権勢拡大に武力を行使する構えを見せています。一方、連盟の評議会を始め、貴族階級を自負する妖精人種は、人類各国を労働と消費のみの存在に位置づけようとしています」

　それが、二つの陣営の軋あつ轢れきに繫つながっている。

「私たち女王は原則的に君臨するのみ、赤あか枝し宮みや紛争を始め政治の選択に口は挟めません」

　連盟は時代錯誤な王政ではない。政治の意思決定は連盟評議会が行う。

「このまま赤あか枝し宮みや紛争を経て、或あるいは世界大戦が起きたとしても、我らは勝つでしょう。ですが勝ってしまえば、いずれ魔法技術が横並びになったときに、その遺恨が妖精帝国を脅かすことになります」

　魔法技術を持つことの優位は永遠ではない。

　王殺しの術式のように、人類各国もやがて連盟の脅威となる技術を編み出す。

「私たちは、魔法技術が人妖の別なく行き渡り、共に繁栄する世界を望みます。あなたの王道がそうした未来に繫つながることを期待します」

「──必ず、ご期待にお応えいたします」

　怜れ生おは顔を引き締めて、そう断言した。

　これは訓示というより、政治に口出しできない女王からの遠回しな命令だ。

　手段は任せる。妖精人と地球人に確執を生じさせない〈王〉であれと。

　それに即答できたのは、既に怜生の中で、その意思が芽生えていたからだった。





　　　◆






　怜生たちは女王たちとの会談後、〈賢者学会〉を後にした。

　聖せい賢けんが受肉の術式を完成に至らしめたため、予定していた作業が不要になってしまったのだ。プログラムを再設計して後日ということになり、午後は思わぬ余暇となった。

　怜生と花か蓮れんは部屋で休むため帰宅、白しら羽はも同行した。

　逆に燦さんと燐りんとアリスは、せっかく虹にじ美み原はらに来たのだからと、繁華街へと買い物に出陣。

「エドはどうする？」

「謹慎中の身で遊び歩くのも気が進まんのでな、久しぶりに部屋でニーチェでも読むさ」

「そっか。俺は魔動甲かつ冑ちゆうの資料館があるから行ってくる。一度見てみたかったんだー」

　直なお正まさと別れたエドァルドは、虹美原で借りた集合住宅の部屋に戻る。

（アドリアナに変化はなし、か……王子様のキスを待っているわけでもなかろうに）

　契約を介して伝わるアドリアナの状態は、いまだに眠ったままだ。

（最初は、零細結社が巻き返しを図るためだったが、思わぬ大舞台に立たされそうだ）

　ソファーに腰を降ろして、エドァルドは鬼き柳りゆう怜生を思い出す。

（私も神霊学部で〈王〉を志していたが、もし私が〈冥めい王おう〉になったとしても、彼と同じ未来は切り開けなかっただろう）

　エドァルドが契約に至ろうとしている神格は冥府の神だ。

　もし奇跡が起きてエドァルドが〈王〉となっても、その魔法則に治癒や生産は期待できない。命ある者を死に至らしめるような、虐殺系の魔王になっていただろう。

　三女王はきっと落胆したはずだ──そういうのは呼んでない、と。

「ならば私は、〈王〉になれなかったこの幸運を、眷けん属ぞくとして活いかすのみだ」

　エドァルドは、己の玉座より、怜生が成し遂げようとしていることに意義を見み出いだした。

『それは勿もつ体たいないなぁ、エドァルドくん』

　その声を聞くと、エドァルドは即座に骨銃を出現させ、声のした方向へ向ける。

　アドリアナが、虚空に浮かんで、老若男女が入り交じるダビドの声を口にしていた。

『その冥めい王おうから受け継いだ尊き血筋、薄れさせていいはずがない』

　目にした光景と聞こえた声に、エドァルドは言葉を失った。

　この出来事が、アドリアナの身に何が起きたのかを、雄弁に物語っていたからだ。

「まさ、か……」

　愕がく然ぜんとする彼の前で──アドリアナの眼球を突き破り、数多の骨の手が飛び出した。

　アドリアナを撃つ時間はあった。だが、エドァルドにそれはできない。

　結果、エドァルドの全身は骨の手に拘束され、同時に溢あふれた瘴気が視界を闇に閉ざす。

『君は〈王〉になれる』

　アドリアナの顔が、エドァルドの眼前に現れる。

　彼女の眼めは金色に輝き、表情は邪悪に歪ゆがんでいて、口からはダビドの声が発せられた。

『神霊学部の主席として磨かれ、妖精人となっても冥王の血を受け継いでいる君ならば、遠き妖魔界の冥府に契約の糸を伸ばし、その玉座に触れることも可能だ』

　暗闇に包まれていたエドァルドの視界に、異界の光景が描かれる。

　宝石の輝く巨大な地底空間に、煉れん獄ごくの炎、宙を舞う魂──人間が思い描く冥界の光景を搔かき集あつめたような景色だった。

『深い縁を持っていながら、君が神霊契約を試みても〈冥王〉とならなかったのは、体が付ついてこなかったからでも、覚悟が足りなかったからでもない──恐れ故だ』

　視界は冥府の奥地へと飛ぶ。眼下には多数の兵士たちが甲かつ冑ちゆうを着て整列していた。

　左右の地平線まで続くような軍の規模は、十万や二十万どころではないだろう。

　その大軍勢が敬服する先──巨大な玉座に腰掛ける、髑髏されこうべの王者が見えた。

『冥界の最高神格である〈死を捧ささげられる方〉、それと同化する冥王の座は、健全な人の精神で受け止められるものじゃない。直面すれば気が狂ってしまうことを、そして冥界の魔法則を魔術として世に広めても災厄しかもたらさないことを、君は理解していたのだ』

　ダビドの言葉に耳を貸すべきではないと分かっていた。

　しかし、エドァルドの認識を埋め尽くすのは、本能的な恐怖を招く冥界の光景だけだ。

　視覚情報だけではない、人の五感に収まらない異界の情報を、恐らくはダビドの権能によって、強引に知覚させられている。

『とはいえ、人の生死にを分かつ一線なんて世界ごと異になる。いや同じ世界でも、この人間界がそうであるように、医学の水準や哲学の結論だけで容易に揺れ動く』

　極限状態に追い詰められたエドァルドに、ダビド・パピヤスの言葉が溶けていく。

　いつしかエドァルドの視点は、冥府の玉座から大軍勢を睥へい睨げいするものになっていた。

『彼女はそれを引き起こすだろう』

　途端に、目に見える景色が変わる。

　血のように赤い海、肉のような質感の森、巨大な心臓の中を思わせる異界だった。

　その一角──巨大な赤い大樹に、女性が一人、埋め込まれていた。

『僕は彼女を解き放ちたい。彼女が作り出す浄土の中であれば、この空虚で曖昧な体から解放されるかもしれない』

　既にエドァルドは意識を失いつつあった。

『僕と君ならそれができる』

　やがてエドァルドの精神が限界を迎え、闇に沈んでいく最中、ダビドの声が宣言する。

『あの龍りゆう王おうという檻おりの中から、彼女を解き放つのだ──冥めい王おう、エドァルド・マルチネス』







　さて──〈賢者学会〉から戻った怜れ生おは、虹にじ美み原はらに借りた部屋で休息を取っていた。

「マスター、赤あか枝し宮みやに戻っている間に、こちらへ小包が届いていたそうです」

　居間で寛くつろいでいた怜生は、白しら羽はの報告を受けると、目を剝むいて顔を向ける。

「我々が留守だったので、小包は虹美原支社の金庫で保管されているそうです」

「そ、そっか。後で受け取りに行ってくる」

　怜生は一安心した様子で言うと、ふと気付いたように白羽を見た。

「それより、そろそろ護衛交代の時間じゃないのか？　特に今日は病院で検査だろ？」

「はい、それでは、しばらくの間だけ、護衛の任から外れさせていただきます」

　白羽はそう言うと、怜生に見送られて部屋を出る。

　ちょうど交代の護衛も来ており、鬼き柳りゆう家の腕利きである男性魔術師は、怜生たちに会釈して、白羽から護衛を引き継いだ。部屋の中には入らず、扉の外に待機する。

　白羽は怜生に一礼して、病院に出発した。

「怜生さーん？　白羽さんどこか悪いんですか？」

　花か蓮れんが居間から顔を出した。

「いや、ただの定期検査だ。俺の治癒魔術で副作用が出てないかどうかな」

　可能な限り副作用は予防しているが、定期的な検査を義務づけている。

「ふむふむ、白羽さんは病院、燈あかりさんはお仕事、燦さんちゃんと燐りんちゃんはお買い物、つまりいまは二人きり──そこに直れダーリン！　いますぐお前をパパにしてやる！」

「待て、夫を誘惑する嫁の台詞せりふとして何かおかしい」

「大丈夫ですよ～、お高いマンションのせいか防音の設備も完璧ですからね～、どんなに大声が出ちゃっても誰にも聞こえませんよ～」

「いやもうそれ、殺人鬼が拷問の前置きしてるようにしか聞こえないんだが？」

「いえいえ、声が出ちゃうのは私ですよ？　ちゃんと喘あえぎ声の練習したんですから！」

「するなよ！　してても相手に言っちゃ駄目だろ!?　てかどこで練習してたんだ!?」

「怜生さんが眠った後、ベランダで朝までボイトレです！」

「ご近所迷惑も甚だしいわ！」

　引っ越し早々、菓子折を持ってお詫わび巡りをする羽目になりそうだった。

　ちなみに花か蓮れんは、神霊のせいか、寝ても寝なくても無尽蔵の体力でぴんぴんしている。契約の影響か怜れ生おも少ない仮眠で済んでおり〈王〉になって以来の多忙を助けてくれていた。部屋の机には、昨夜も遅くまで考案していた術式の資料が散らばっている。

「とりあえず、居間でのんびりしよう。こんな時間も久しぶりだしな」

「あ！　それじゃあ約束の膝枕ですね！」

「そうだったな、じゃあ俺が枕の方で」

　怜生が長いソファーの端に腰掛けると、花蓮が半人半蛇の長い体で残りの面積を占拠、怜生の片膝に頭を乗せて横たわる。

　怜生は枕にする膝を、片足だけ胡座あぐらを搔かくようにして、大だい腿たい骨こつを横向きにした。内うち腿ももに花蓮の頭部が乗り、寝心地がよくなる。

「怜生さん……私、お役に立ててますか？」

「急にどうした。当たり前だろ？　今日の『原典』を作ったのとか本当に凄すごいんだぞ？」

「それは分かってますけど、なんていうかこう、実感不足と言いますか……」

　花蓮が不安そうな顔で見上げるので、怜生は髪を整えるように撫なでてやる。

「前にも言ったろう。お前がいなかったら、俺はいま生きちゃいねぇんだよ」

「体を治したりしたときですか？　あんなの当たり前ですよ」

　不満足そうな花蓮に軽く溜ため息いきを吐いて、怜生は視線を外す。

「この先、俺がとんだヘマをして、何もかも失っても、お前がいる」

　怜生はぶっきらぼうな口調で、区切るように胸中を明かしていく。

「女王陛下を相手にビビらずに済んだのも、〈桜おう刀とう〉のとき啖たん呵かを切れたのも、どっかでそういう風に思ってたからだ。いや、男としてどうかとは思うけどさ……そんな感じだ」

　花蓮は、こぼれ落ちてくる怜生の言葉を耳で受け止め、胸中で転がす。

　支えだ──という含意に気付くと、花蓮の頰ほおは、朱を差しながら緩んでいった。

　不意に、花蓮が目を見開いて、怜生の膝から起き上がった。

「どうした？」

　怜生が尋ねる間も、花蓮は物音を察知した動物のように周囲を見回す。

「怜生さん……なんだか変です」

　花蓮が漠然とした警告を口にした直後──膨大な魔力が、怜生たちの元へ飛来した。







　燦さんと燐りんは、買い物を早めに切り上げて家路についていた。

「ああもう、白しら羽は先輩が護衛に就いてないってどういうことよ！　言っときなさいよ！」

「全くです！　蛇女からおじさまを護衛する人がいないじゃないですか！」

　買い物袋を多数手にした燦さんと燐りんは、急ぎ足で橋を渡る。

　浮遊島を結ぶ長大な橋だ。筒状の屋根と底部を持つパイプブリッジであり、移動歩道や車道や荷物用コンベアなど、様々な道がこれ一本に束ねられている。

　時刻は日暮れ時で、横を見れば逆光になった浮遊島群、遥はるか下に茜あかね色いろの大海原がある。

「ブラコンでもファザコンでもなくアンクルコンプレックスとか、珍しいわねぇ」

　一緒に買い物をしていたアリスが、呆あきれ顔がおで双子の後ろをついていく。

　アリスは仲間のスケジュールを細かく把握しており、買い物途中の何気ない会話の中で「切きり花ばな白しら羽はならいま病院じゃない？」と口にしたら、燦さんと燐りんが慌て始めたのだ。

　かくして彼女たちが、怜れ生おが部屋を取るタワーマンションに近づいていくと──




　円柱状の高層マンションに、黒い炎の塊が飛来、ワンフロアを爆発四散させた。




　黒い炎の奔流が、飛来した方向の逆側から広がった。

　燦さんと燐りんは眉根を寄せる。アリスは口を半開きにしつつ、端末で仲間に事態を伝えた。

　そんな彼女たちの前へ、まるで狙い澄ましたかのように、鬼柳怜生の首が落ちてきた。

　燦さんが反射的にそれをキャッチ、左右から燐りんとアリスが覗のぞき込こむ。

「燐りんちゃんこれ！　この首なんだかうちのおじさんにそっくりだよ!?」

「お姉ちゃん落ち着いて！　買ったばかりの洋服に血が付ついちゃうでしょ!?」

「いやアンタら悪魔なの!?　人なら人として他に言うべきことあるでしょ!?」

　燦さんと燐りんとアリスが慌てふためいていると、マンションから花か蓮れんが飛び出した。

「怜生さーん!?　怜生さんの首はそこですかーっ!?」

　花蓮は、上半身が破損した怜生の体を片手に摑つかんでいた。

　腰を抜かしたアリスの前を過ぎって、花蓮が燦さん・燐りんと合流する。

「早くっ、早く繫つながないと！」

「ちょっと待って！」「どうしたのお姉ちゃん!?」

　花蓮は怜生の首と胴体を繫げようとしたが、燦さんが手を上げて止め、燐りんが問い掛ける。

「……いまなら、プラナリアみたいに二つに増やして分け合えるんじゃない？」

「「その手が！」」

「ないわよ！　さっさと接合しなさいよ!?」

　真剣な顔で提案する燦さんに、燐りんと花蓮がハッとして、アリスが治療を促す。

　改めて花蓮が怜生の頸けい部ぶを合わせる。赤い魔力光が断面を繫ぐと、怜生の指が動いた。

　直後、起き上がった怜生は──燦さんと燐りんと花蓮の頭に神速の拳げん骨こつを落とす。

「人の首をネタに使うんじゃねぇよ……」

　額に血管を浮かせた怜生の前で、三人は頭を押さえて身み悶もだえていた。

「き、鬼き柳りゆう怜生？　アンタ大丈夫なの？　斬首から結構時間が経たったみたいだけど」

「魔術で酸素作って脳に回しといた。危うくまた『生え替わらせる』とこだったぞ」

　怜生はそう言って、全身を生体甲かつ冑ちゆうと戦闘外がい套とうで包み、赤い二ふた叉また槍やりを作り出す。

「アリス、荷物お願い」「急いで避難してください」

　燦さんと燐りんも、ジャックとウィルを実体化させる。夫婦の鬼火は鉄てつ槌ついとなり、双子の服装も戦装束に変化した。その目は徐々に鋭くなり、破砕されたマンションのフロアを睨にらむ。

「わ、分かった。〈鬼き神しん会かい〉支社に避難して、すぐサポートに入るから！」

　戦えないアリスは、言われた通り燦さんと燐りんの荷物を預かり、その場を走り去る。

　直後──奈な落らくの外へ落とされるような、奇妙な寒気が、全員を襲った。

　原因はマンションから広がった膨大な魔力だ。

　量で言えば〈王〉に相当し、質については──死の恐怖に似ていた。

　確かに地面に立っているのに、まるで断崖絶壁から飛び降りてしまったような怖おぞ気けが、心臓から指先まで荒れ狂っている。

『One little, two little, three little Indians──』

　老若男女が入り交じる声で、童謡が響き始める。

　やがて、瓦が礫れきが散らばるフロアの縁に、大魔力の発生源が姿を現した。

『Four little, five little, six little Indians──』

　癖のある長い髪を伸ばした、褐色の美男子だ。全身は王者のマントを思わせる黒い衣に包まれていた。それを透過する形で、骨の翼と、骨の尾が、背後に伸びている。

　両手には雄牛と山や羊ぎの頭蓋骨を模した籠こ手て、両足には鳥の頭蓋骨を膝当てとする具足が装着されており、髑髏されこうべを模した鎧よろいが上半身を覆っている。

　まるで冥府から出てきた将軍か、貴族の爵位を持つ大悪魔といった風情の青年だ。

『Seven little, eight little, nine little Indians──』

　そんな青年の頭上に、ダビド・パピヤスの姿がある。

　青年の片目から冬虫夏草のように出現して両腕を広げた、黒いファントムローブ。

　赤あか枝し宮みやの平ひら方かた和泉いずみと同じような形で、〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉が、怜れ生おの前に姿を現していた。

『Ten little Indian boys.』

　やがてダビドが『十人のインディアン』を歌い終えると、眼めの無い顔が怜生を見る。

　怜生と花か蓮れん、燦さんと燐りんは初めて目の当たりにするが、誰であるかは明白だった。

『やあ、ようやく会えたね。鬼き柳りゆう怜生くん』

　ダビドは他の誰でもなく、怜生だけに声を掛けた。

「うわ、なにあのラスボス、久しぶりにあたしの直感がヤバいと訴えてるわ。二重に」

「上に出てるのは〈幽明境の君〉として、下の男は誰ですか？　どこかで見たような」

　燦さんと燐りんが、ダビドと褐色の貴公子の双方に、本能的な危機感を覚えていた。

「まさか……エドァルドか？」

　怜生は、顔立ちを見て思い至り、それがかえって自分の目を疑わせる。

　すると、花蓮が額の前に星形の眼を開き、エドァルドを観察する。

「っ、アドリアナさんも！　アドリアナさんも一緒になってます！」

「一緒……っ、融合憑ひよう依いしてるのか！」

　言われてみれば、黒髪や背中の骨こつ鞭べんは、まるでアドリアナから移植したかのようだ。

『どうやらそのようじゃ。儂わしらと小娘どもが奥の手でやるあれじゃな』

『ブァカだね！　どう見ても操られてるじゃないか！』

　カボチャ男爵に続いてカブ老婆が、受け入れがたい現実を明言した。

「一いち文もん字じさんや平ひら方かた和泉いずみが言ってたな……」

　怜れ生おは、平方和泉の尋問に立ち会ったときのことを思い出す。

「ダビドは相手の同意無く『魔眼』を授けて眷けん属ぞくにできる。そしてその眼めを介して、その人がどの記憶や感情を知覚するかを操作して、人を支配してるかもしれないって。野郎、赤あか枝し宮みやで遭遇したとき、エドァルドとアドリアナに魔眼を植えやがったな！」

　ダビドが、平方和泉を介して姿を現した直後の出来事だった。

　そして、恐らく当人たちも気付かぬうちに、時間を掛けて、精神支配が可能になるまで浸食していたのだ。ダビドの存在は観測不可能ゆえ、どんな検査でも発見できない。

　融合憑ひよう依いの状態に置かれているのも、ダビドがそのようにさせたのだろう。

『一応は初対面だしきちんと名乗っておこうか。僕は〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉ダビド・パピヤス。そして彼は、今回僕の依より代しろとなってくれた、〈冥めい王おう〉エドァルド・マルチネスだ』

　冥王──という単語に、怜生の中で「まさか」という怖おぞ気けが走る。

「〈王〉って言ったか？　いま……」

『彼の素質と、僕の仲立ちあっての一時的なものだけどね』

　それを肯定するように、エドァルドが無表情に左手を上げた。

　左手の籠こ手てで、山や羊ぎの頭蓋骨が口を開き、手の甲から大量の飛礫つぶてを吐き出す。

　黒炎を纏まとう飛礫は、怜生たちが立つ広場へ降り注ぎ、空爆のような威力を炸さく裂れつさせた。広場の地面が広範囲に渡って捲まくれ上がり、飛礫の数だけ破片の柱を描き出す。

　普段は散弾銃として使われる〈石打ちに処す者〉が、凄すさまじい火力となっていた。

　それが炸裂した地帯で──怜生が障壁を展開していた。

「おじさん、この障壁……」「前にフランケンシュタインが使ってた……」

　曼まん荼だ羅ら障壁──〈王〉の大魔力でもなければ使いこなせないという、最上位の障壁だ。

　怜生の展開した半球状の曼荼羅が、花か蓮れんや燦さんと燐りんを散弾から守っていた。

「住民の安全確保、およびエドァルドとアドリアナの救助、その優先順位で行動する！」

　怜生はそう言って槍やりを構え、住民を最優先に指定した。

「燦さんと燐りんは義ね姉えさんと連絡を取って住民の安全を確保しろ──」

　エドァルドが右手の籠手を向け、今度は〈杭くい打うちに処す者〉を砲火した。

　充分に力を溜ためてから放たれた、貫通力に優れた杭弾が、曼荼羅障壁に亀裂を走らせ、わずか一瞬の減速を経て貫通する。

「えいや！」

　減速した隙に、花蓮が怜生の前に出て、杭弾を殴り落とした。

　杭弾は下方向に跳ね返され、地面に直撃、浮遊島の地中を進んでいき、あろうことか、地底を突破して遥はるか下の太平洋に着弾した。常軌を逸した貫通力だ。

「──俺と花か蓮れんで、奴やつらを『救出』する」

　怜れ生おは、舞い上がった瓦が礫れきが雨のように降り注ぐ中、障壁を傘にして前へ進む。

　花蓮がその背に寄り添い、赤い魔力光を全身に燃やした。

　燦さんと燐りんは理解する──自分たちでは割り込めない。

　エドァルドが一時的に〈王〉の力を得ていることは、先の銃撃が物語っている。しかも怜生は『救出』と言った。殺してはならないなら、自分たちの爆発力は災いする。

『奇遇だねぇ。僕の目的も「救出」なんだ』

　ダビドが不可解なことを言うと、エドァルドがタワーマンションから降りてくる。

　背中の骨翼が広がると、落下速度が緩やかになり、静かに着地した。

「おじさん、策はあんのよね？」

「正直、仲間だから殺せないなんて言える余裕なさそうな相手ですけど」

　燦さんと燐りんは指摘するが、怜生は鼻を鳴らす。

「なんだか凄すごそうに見えるが、一時の紛まがい物ものならフランケンシュタインと同じだ。それに見ろよ、ダビドが幻覚を広めてない。操るので精一杯らしい」

　燦さんと燐りんが周囲を確認する。確かに、赤あか枝し宮みやと同じ現象が起きてない。

『うむ、二人を同時に支配し、かつ冥府の神格と結び付つけるまでが限界なのじゃろう』

『ブァカだね！　どっちかだけでも前代未聞さね！』

　不幸中の幸いと言うべきか、ダビドに怜生たちの正気を奪う余裕はないようだ。

「……とりあえず、奴らをなるべく人気のないとこに運ぶ。いいな、花蓮」

「は、はい！　アドリアナさん！　いま助けますからね！」

　花蓮も闘志を燃やしてくれている。

　燦さんと燐りんも、仕方なくその場を去り、周辺住民を追い立てるように避難誘導していく。

「エドァルド、お前の目に、いま何が見えてるのか知らねぇが……」

　怜生は槍やりを握り込み、無感情にこちらを見ているエドァルドに語り掛ける。

「俺ごとやれ──なんて言っても、聞いてやんねぇぞ」







　──怜生の槍から放たれた雷火砲が、エドァルドに命中する。

　その直前、髑髏されこうべの鎧よろいが障壁を展開、雷火砲を無為の魔力に分解していった。

　これもエドァルドの侶りよ魔まの一つ、普段は髑髏の面具となっている〈力を奪う者〉だ。

「────」

　エドァルドは反撃のため、左手の散弾籠こ手て銃を放とうとする。だがその手は、足下から生えてきた樹木に弾はじかれた。咄とつ嗟さに手を引いたが、鋭い幹と枝に指を軽く切られる。

　見れば、先の雷火砲で眩げん惑わくされている間に、周囲は赤い木々に囲まれていた。

　隙間無く並んで蔦つたで絡み合う巨樹の壁──まるで闘技場のようであり、流れ弾から周辺住民を守るためのバリケードでもある。

「ほわちゃ！」

　エドァルドの横から、花か蓮れんが気の抜ける声と共に尻尾を振るう。

　エドァルドは右手の籠こ手てと障壁でガードしたが、障壁は砕かれ、腕も大きく弾かれる。

　防護を突破しうる右手の杭くい打銃を邪魔すること──怜れ生おが花蓮に与えた役目だった。

「手足くらいは我慢しろよな！」

　反対側からは、槍やりを構えて怜生が迫る。

　エドァルドは槍を左手の籠手で防ぐ。変幻自在の槍を、片腕だけで的確に捌さばく。

　怜生と花蓮は啞あ然ぜんとした。

　二人の槍と尾による連続攻撃を、エドァルドは左右の腕だけで防ぎ続けている。

『技は元から一級品、いまや馬力も〈王〉の水準。見事なものだろう？』

　エドァルドの眼めから伸びたダビドが、自慢するように腕を広げる。

　ダビドに触れて無害とも思えないので、怜生も花蓮も大きく踏み込めない。

『言うなれば僕や三女王と同じ同化型の〈王〉ってことになるね。これ、君たち夫婦型と比べてフィジカルに影響しやすいんだよ。僕はとことん悪い例だけど』

　ダビドの解説は不愉快だが、内容は外れていないようだ。

（その分、体への負担もでかい。早く何とかしないと手遅れになる！）

　怜生が焦り始めると、エドァルドは〈冥めい王おう〉の力の一端を披露する。

「〈報いを与える者〉」

　エドァルドの左側に、鏡の盾が出現した。骸骨の手が捧ささげ持もつような造形の縁取りで、鏡面には花蓮が映り、花蓮の尻尾がそれを打つ。

「みきゃーっ!?」

　すると、受けた威力を反射したかのような衝撃が、花蓮を吹き飛ばした。

「〈縛り付つける者〉」

　今度は、長い骨の手が多数、怜生の影から出現した。

　腕骨がいくつも連なった骨の鎖で、先端の手骨が怜生の手足や槍を摑つかむ。怜生は手骨に摑まれた箇所を下に引かれ、身動きがとれなくなる。

　その怜生に、エドァルドは杭打銃を向ける。狙いは頭部、怜生なら最悪再生するが、

（背後は建物、撃たせるな！）

　いまだ住民の避難が終わっていない浮遊島で、地面を打ち抜く杭打銃の水平発射など、許すわけにはいかない。しかし怜生は回避も防御も難しい。

　よって怜生は、手にしていた槍を放し、手中に新しい樹じゆ槍そうを作り出す。

　瞬時に伸ばし、エドァルドの右腕を斜め上へと突き上げる。

　二ふた叉またの穂先は籠手に防がれたが、射線をずらし、杭弾を上空へ逸そらすことに成功した。

（拘束の基点は俺の影、試す価値はある！）

　怜生は作った槍の反対側に五鈷杵を作り、雷火砲を己の足下へ打ち込んだ。

　立っている地面が影ごと砕け、影から伸びていた骨の手が基点を失う。足は負傷したが拘束は脱した。そのまま槍やりを伸ばして棒高跳び、エドァルドの散弾銃を上へ避ける。

「充分だろ──花か蓮れん！」

　怜れ生おは足に治癒魔術を掛けながら、花蓮に呼び掛けた。

　花蓮はいつの間にか上空に舞い上がり、両手の間に赤光を溜ためていた。

「小さく、細かく、一点に集めて──撃つべし！」

　そしてエドァルドに両手を向け、真上から細めのビームを地面に撃ち込んだ。

　エドァルドは横に飛んで避けたが、始めからエドァルドを狙った光線ではない。地面に突き刺さった赤光は、そのまま浮遊島を貫通、徐々に太くなり地面を削っていく。

　その結果、怜生の作った防護柵の中に、地面はほとんど無くなった。

『おお怖い怖い』

　エドァルドは大穴の縁に立っており、ダビドは大穴を見下ろしていた。

　怜生はそこを目掛けて防護柵を蹴り、体を横向きにするような姿勢で駆け込む。

「奈な落らくは好きだろ？」

　怜生はそう言って、エドァルドの真上から剛槍を薙なぎ払はらい、大穴へと叩たたき落おとした。

　エドァルドが落下し、ダビドもそれに引かれて浮遊島の地中を落ちていく。

　落下中に周囲を見ると、焼き払われた地面には、膨大な木の根が張っていた。

『ああなるほど、根っこで脆もろくしておいたんだね』

　ダビドは納得したように、掌てのひらへ拳を落とす動作をした。

　周辺住民の巻き添えを防ぐため、浮遊島から外へ叩たたき出すのは分かる。

　しかし、浮遊島に大穴を開けて真下へ追い出すとは、大胆な選択だった。

「花蓮、今度は長めに」「ふぁいあーっ！」

　落下するエドァルドへ、花蓮が駄目押しの赤光を上から放つ。

　エドァルドは鏡の盾〈報いを与える者〉で防ぐ。受けた威力を反射する能力を持つが、反射しても後続の赤光と相殺する。防げてはいるが、急速に真下へ落とされる。

　夕日を浴びる太平洋、〈箱舟〉周辺の海域で──エドァルドを先端とする赤い赤光が、天から海へと突き立てられた。

　遅れて、怜生と花蓮も大穴から降下してくる。

　花蓮が怜生の肩に触れて、自身と共に空を飛ばしていた。

「〈四大獄・凍え〉」

　予想通り、エドァルドは健在だった。

　夕日に染まる大海原に、突如として巨大な『氷』が広がった。

　氷は瞬く間に島ほどの凍土となり、上空にいた怜生の吐息が白くなる。

「あれも、冥界十三亜あ神しんだかなんだかの一つか……」

「ああもうっ、中二設定がガチな人はこれだから！」

　怜生と花蓮が見下ろした先、凍土の中心に、エドァルドが無傷で立っていた。

（海なら周りの被害を気にしなくていいと思ったが、有利になるわけじゃなさそうだな）

　極寒の凍土を作り出したエドァルドに、怜れ生おは息を吞のんだ。

「っ、怜生さん、戦闘機！」

　花か蓮れんが伝えたように、虹にじ美み原はらの浮遊島群から、多数の戦闘機が出撃してきた。

　各種魔術で高い速度と機動力を兼ね備えた、飛燕のような形状の流麗な戦闘機だ。

『マスターっ、ご無事ですか!?』

　怜生のカフス型触媒から通信画面が投射され、切きり花ばな白しら羽はの顔が表示される。

「無事だ。そっちはどうなってる!?」

『アリスからの報告で増援に向かいましたが、出遅れてしまい申し訳ありません』

「それはいい。戦闘区域の人命保護に努めてくれ」

『はい。それと、陛下が〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉の存在を保証する形で、連盟警備隊が動かされました。エドァルド・マルチネスを脅威と断定。生死問わずの鎮圧が命じられています』

　白羽が感情を殺すような顔と声で、エドァルドに死が迫っていることを告げた。

「よせ！」

　怜生は、エドァルドと警備隊員の双方のために、制止の声を上げた。

　それより一瞬早く、航空警備隊の飛行船から降下した魔動甲かつ冑ちゆうが、エドァルドに魔銃を連射した。髑髏されこうべの鎧よろいから展開した障壁に魔弾が命中、障壁に阻まれて虚空で止まる。

（あれは、王殺しの自爆術式か……っ！）

　先日〈桜おう刀とう〉が怜生に使おうとしていたものを、魔弾まで縮小したものだった。

「〈全ての業を背負う者〉」

　エドァルドの背後に黒炎が燃え上がり、巨大な骸骨が凍土に起き上がる。

　上半身だけの骸骨巨人で、全長はおよそ五〇メートル、侶りよ魔まというスケールではない。

　兜かぶとには炎が燃え、髑髏の眼めは滝のように血を滴らせていた。竜の頭蓋骨を肩当てとする鎧を身に纏まとい、亡者の群から成る臓器を肋ろつ骨こつの中で脈動させている。

　骸骨巨人は顔を上げると、血を流す眼がん窩かで周囲を見回す。

　すると、視界に収まった機体が全て、黒炎に包まれて爆発四散した。

　更に、巨体からは想像も付つかない速度で腕が振るわれると、凍土の先から接近していた海上警備隊の船が、目に見えない衝撃派を受けて大破、転覆する。

　そして今度は口を開き、その奥で凝縮されていた黒い炎が、毒々しい黒光を放つ。

　標的となっていたのは、虹美原の島から降下してきた航空戦艦だ。察するに増援を乗せ事態の制圧に来たのだろうが、あまりにもいい的だった。

「よせっつってんだろうがぁ！」

　しかし怜生と花蓮が間に入り、黒光を曼まん荼だ羅ら障壁で防ぐ。曼荼羅の球体に沿って枝分かれした黒光は、海面を撫なでると水柱を連ね、戦艦を掠かすめて黒煙を上げさせた。

『あっはっはっはっはっは！　いやぁ壮大だねぇ、こんなに派手な悪戯いたずらは初めてだよ！』

　骸骨巨人の腰骨あたり、エドァルドの背後で、ダビドが高笑いしていた。

「〈第三冥めい王おう妃〉より召喚令、冥府軍・第三十六大隊・夜よ烏がらす槍やり弓兵団」

　エドァルドを中心に、凍土の中心地帯に黒炎が広がる。

　黒炎の人間ほどの大きさで火柱となり、その火柱から鎧よろい姿の兵士が現われる。

　首のない騎士たちだ。鎧の中には黒い昆虫めいたものが蠢うごめいており、鎧の色は黒一色、鳥の爪めいた指が、長槍と弩を兼ね備えたような弓銃を掲げていた。

　数──およそ四万。

　時代錯誤な槍兵が密集しているだけかと思いきや、その一隊が弓銃を真上に向け、黒い光線を放つ。その先で、高空から爆撃しようとしていた飛行船が蜂の巣となった。

「なんつう光景だよ……」

　凍土の上に、骸骨巨人の上半身が城のように鎮座して、四万の冥府軍勢がそれを囲み、中央には〈冥めい王おう〉と化したエドァルドと、その目から伸びる〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉──誰がどう見ても、地獄の軍勢という言葉を連想せざるを得ない。

　骸骨巨人と首無し騎士団が発揮した対空戦力を鑑みれば、あれはもう海上の要塞だ。

「怜れ生おさんっ、エドァルドさんとアドリアナさん、苦しそうです！」

「っ、限界が近いか」

　花か蓮れんが訴えると、怜生もそのことを思い出す。

　よく見れば、エドァルドは無表情のまま、あちこちから霊脈破裂の血を流していた。

　同化型の〈王〉は人間には向かない、このままではエドァルドたちは、生前のダビドと同じような末路を迎える。

　そして、ダビドですらああなったのだ。エドァルドとアドリアナが、同じような怪物に化けないとも限らない。そんな死よりも酷ひどいようなことは、断じて認められない。

「花蓮──あのでっかい骸骨を黙らせられるか？」

「ちょ、ちょっと気味悪いですけど、大丈夫だと思います！」

　怜生は花蓮に確認した後、耳のカフスに手を触れて、通信を開く。

「俺だ。これからエドァルドとアドリアナの救出を試みる」

『ちょ、鬼き柳りゆう怜生!?　あんた目の前が見えてて言ってんの!?』

　通信に応じたのはアリスだった。こちらの事態は把握しているらしい。

「もちろん見えてる。これ以上連盟警備隊に被害は出せない。警備が混乱すれば、最悪の場合これ幸いと列強が隙を衝つく。なにより……もしエドァルドたちが死んだ後、あの力がそっくりそのままダビドのものになったらどうする？　悪魔の軍勢が爆誕だぞ」

　ダビドは魔眼を移植した人間を、死後取り込んでいる可能性がある、あのエドァルドとアドリアナが取り込まれでもしたら、ダビドが〈冥王〉となるかもしれない。

『な、ならせめて他の皆が合流してから……』

「事態はもう軍事だ、連盟警備隊が立ち入らせてくれねぇだろ」

　実は怜生にも、再三に渡り連盟警備隊から避難命令が寄せられているが、無視した。

『……っ、死んじゃ嫌よ？　絶対よ!?』

　涙声で言ったアリスに「おう」と答えて、怜生は冥府の軍勢を見据える。

「でも怜れ生おさん、どうやって二人を助けるんですか？」

「とっ捕まえて魔眼を除去する手段を探そうと思ってたけど、仕方ない、荒療治で行く」

　ダビドに聞かれたくないので詳細は口にしない。花か蓮れんも察して頷うなずいた。

　花蓮が降下して、怜生は凍土に降りる。

「行くぞ〈冥めい王おう〉、そして〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉っ!!」

『さあ来たまえ来たまえよ！〈緋あけの龍りゆう王おう〉!!』

　怜生が槍やりを凍土に突き立てると、まるで大波が立つように、赤い樹木が大森林を作る。

　樹木は急速に変貌していき、植物の怪物たちを作り出す。

　鋭い角を持つ牡お鹿じかや屈強な雄牛、枝の翼や鬣たてがみを燃やす大おお鷲わしと獅し子しに、分厚い甲殻を持つカブトムシやクワガタに似た巨大昆虫、棍こん棒ぼうを持った樹木の兵隊や人馬に巨人たち。

　有機魔術で作った疑似生物たちによる、〈緋の龍王〉の軍団だ。

　過去最大の魔力を投入して生成した軍勢の数は、およそ五〇〇〇体。

　数はエドァルドの冥府軍に劣るが、巨大な個体の多い樹木の軍勢も、充分な迫力だ。

「────」

　エドァルドが手を向けると、骸骨巨人や首無し騎士団が、黒光を放つ。

　怜生の軍勢は既に射程圏内、野獣や樹人の群などいい的であるかに思われた。

　しかし──前列に出た昆虫系の怪物たちが、羽を広げて障壁を展開、黒光を防ぐ。

　それどころか、一部被弾していた個体が、体を構成する樹木を再構築して修復する。

「色々と研究してな、魔力器官を作って障壁や再生もできるようにした。タフだぞ？」

　黒煙が晴れると、怜生が樹じゆ槍そうの先に雷火の刃を作り出していた。

　骸骨巨人の黒光を防いだ花蓮も、目を魔力光に輝かせている。

「骸骨どもに遠慮はいらねぇ、ぶっ潰つぶせ！」

　怜生はそう言って走り出し、花蓮が追い越す形で飛ひ翔しようする。

　骸骨巨人が両腕を交差して顔を守ると、突進を受けた左手が甲から砕け散る。

　花蓮はそのまま、骸骨巨人の王冠を掠かすめて、背後の空へ舞い上がる。骸骨巨人はそこを目がけて、右腕を裏拳で振るう。戦艦をも砕いた不可視の衝撃波が花蓮を捉えた。

「っ！」

　花蓮の姿が景色の先へ大きく飛ばされるが、痛痒を感じた様子はなく、赤光を放つ。

　骸骨巨人の口から出た黒光と衝突、打ち勝って頭部を破損させる。

　しかし、花蓮の目は厄介な現象を捉えた。

（あの骸骨、傷が治ってる……っ！）

　骸骨巨人は、骨の破片が元の位置に戻ることで、破損部を修復していた。

　かといって、放っておけば巨体と大火力で、怜生たちどころか虹にじ美み原はらにも被害が及ぶ。怜生が花蓮に骸骨巨人を最優先させたのはそのためだ。

　その役目を果たすため、花蓮は幾度でも、骸骨巨人に襲い掛かる。

　──そして、地上では赤と黒の軍勢が激突していた。

　怜れ生おの放った雷火砲が、首無し騎士団の前線に穴を開けると、樹木の人馬騎兵たちが、そこへ突撃した。赤い茨いばらを編んで作られたような人馬たちは、樹じゆ槍そうや棘とげ棍こん棒ぼうを振り回し、怪力で首無し騎士を吹き飛ばしていく。雄牛や牡お鹿じかの突入が加わり、頑強な甲かぶと虫むしの兵団が障壁を張りながら突進して、大小無数の樹人兵たちが突破していく。

　首無し騎士団も弓銃を射撃し、或あるいは十字槍のように振るって迎撃していた。

　だが樹木の怪物たちは、半端な外傷ならすぐに再生して、魔力尽きるまで敵を襲う。

　連盟警備隊も、怜生を援護することを選び、戦列に加わっている。

『これは見物だ』

　ダビドが素直な感嘆を口にする。

　死を象徴する冥府の首無し騎士団を、自然界の生命力が化身となったような怪物たちが食い破り、冥府の瘴気をものともせずに踏み越えていく。

　命とは死にに行くものではなく、ある限り死に打ち勝ち続けるものだと物語るように。

（いずれ数の差で潰つぶされる、一点突破だ！）

　怜生は雷火槍を振るって、首無し騎士たちを十体まとめて薙なぎ払はらう。

「っ！」

　エドァルドとの距離が縮まると、エドァルドの右手から杭くい打銃が放たれた。

　怜生は雷火槍を振るって弾はじく。逸そらされた杭弾は、背後の凍土を貫通して、氷の粉ふん塵じんを上げる。粉塵を突き破って、樹木の怪物たちが進む。

　怜生は、そのうちの一頭、緋ひ色いろの一角獣に跨またがる。

　騎兵と化した〈緋あけの龍りゆう王おう〉が、馬上から雷火槍を振るい、首無し騎士たちを蹴散らす。左右から飛来する黒い光線は、曼まん荼だ羅ら障壁を展開して防いだ。

　更に怜生は槍やりを上に掲げ、広範囲に放電する。赤い稲妻が落ちた先で、爆炎が生じる。

　鬼き柳りゆう家の魔術は、火と雷。鬼火の故郷である稲妻樹海を再現することを奥義とする。

　そうした鬼の魔術体系を、怜生は既にマスターしつつあった。

「道を空あけろぉぉぉぉぉ!!」

　そして、特大の雷火砲が、馬上からエドァルドに向けて放たれた。

　エドァルドは鏡の盾で防ぐが、反射された雷火が周辺に被害を広める。

『死よ、驕おごるなかれ──』

　不意に、ダビドが詩を口にし始める。

　それを耳にした怜生は、一瞬目を見開いたが、目の前の敵に集中した。

『汝なんじの似に姿すがたたる休息と安眠からは、より大きな喜びが生まれてくる』

　ダビドの声は、老若男女が混ざっていたものから、青年のものに変化していた。

　雄々しく戦う怜生の姿に、彼の中の何かが触発されたかのようだった。

　エドァルドの銃撃が止まっているのも、ダビドが彼を操る手を止めているからだろう。

『最も優れたものが死を急ぐのは、骨に安らぎを与え、魂を開放させるため』

　頭上では花か蓮れんと骸骨巨人が激突を繰り返し、巨人の破片が落下してくる。

　それでも、ダビドは正面から迫る怜れ生おの勇姿に、見入っていた。

『死よ、汝なんじこそが死ぬのだ』

　そうして──鬼き柳りゆう怜生が、エドァルドの前に飛び出した。

　エドァルドが動き、手中に大剣を出現させる。

　昆虫のような柄を持ち、鋏はさみのような刃を伸ばす亜あ神しん〈切り分ける者〉だ。

　鋏の間から放たれた空間断絶現象が、曼まん荼だ羅ら障壁を超えて薙なぎ払はらわれた。

　しかし怜生は馬上から跳び、切断された一角獣を残して、上空に舞い上がる。

　落下してきた怜生は雷火槍を上から振り下ろす。エドァルドは大剣で槍やりを払い、雷火に焼き切られることを防いだ。反らされた雷火槍が凍土を瞬時に蒸発させて、水蒸気爆発を起こす。その蒸気を吹き飛ばして、〈緋あけの龍りゆう王おう〉と〈冥めい王おう〉武器が衝突した。

『あっはっはっは！　ようやくだ！　やっと君が手の届くところに来た！』

　ダビドの笑声に耳を貸さず、怜生は槍と魔術を操る。

　エドァルドの魔剣が放つ空間断絶は鋏の内側に発生するもので、鋏の刃はただの剣だ。そこに槍を当てれば、反らすことも押しとどめることもできる。

　エドァルドも槍から出る雷火は刃で受けられないので、槍の柄を弾はじくか、左手に持った鏡の盾で防ぐ。両手の籠こ手てが杭弾と散弾も放つが、高速移動する怜生を捉えきれず、浅い傷はすぐ治癒魔術で塞がれてしまう。

『あと一枚、君という殻を破りさえすれば！』

　怜生の落とした血から樹じゆ槍そうが伸びれば、エドァルドが凍土の冷気を操作して瞬間凍結。怜生が手から焼しよう夷い魔術の炎を放つと、髑髏されこうべの鎧よろいが障壁を張って追い払った。地中から蔦つたが伸びてエドァルドを絡め取ろうとすれば、骨こつ鞭べんの尾が振るわれて切り払う。

（どうにかしてエドァルドとアドリアナを止めなきゃならない。どうやら麻酔は効かないみたいだし、一時的に気絶させただけじゃ目覚めた途端にまたダビドが操り始める）

　余波で嵐が起きるような激闘の最中、怜生は『治療法』を検討する。

（魔眼だ。ダビドに寄生された眼めと脳をなんとかしない限り、こいつらを助けられない）

　空間断絶で腕を切り飛ばされながらも、怜生は思考を止めない。

（逆にダビドとの縁が切れれば、〈冥王〉との仲人も失ってこの力は無くなる）

　治癒魔術で生え替わらせた腕が、再び槍を摑つかみ、戦闘を再開する。

（だったら、試す価値はある！）

　怜生が腹を括くくってからしばらくすると──エドァルドが吐血した。

『おいおい、あとちょっとだろ？　頑張ってくれよ』

　エドァルドの体に限界が来たのだ。眼や耳からも出血が始まっており、動きも鈍る。

　彼をこんな状態になるまで酷使され、怜生はダビドを憎しみの目で見たが、同時に──待ちに待っていたエドァルドの隙に、ほくそ笑む。

「男なら我慢しろ」

　怜生はそう言って、雷火槍で、エドァルドの頭部を跡形もなく消し飛ばした。

『え？』

　流石さすがのダビドも、完全に意表を衝つかれた様子で声を上げた。

　ダビドとエドァルドを結んでいた魔眼は、頭部ごと消し飛んだ。

　結果、ダビドは分離して、ただの幻影として虚空に投げ出される。

　冥府の軍勢も、一斉に動きを止めた。そして首無し騎士団が魔力光に分解されていく。花か蓮れんと戦っていた骸骨巨人も、力を失って凍土に倒れて、地響きと轟ごう音おんを立てた。

　そして、頭部を失ったエドァルドの体からも、装備されていた侶りよ魔まが姿を消していく。

　怜れ生おは、前に倒れたエドァルドの体を受け止めて、治癒魔術を掛ける。

　すると、胸に触れた手から治癒魔術が広がり──エドァルドの頭部が再生された。

『その手が……』

　ダビドが驚くと、エドァルドの体から、アドリアナが押し出されるように飛び出した。

　半透明の幽体で出た彼女も、エドァルドと同時に治療済みだ。

　彼女にも意識はないが、ダビドの憑ひよう依いが解けていることは見て取れる。

「その様子を見ると、上う手まくいったみたいだな」

　怜生はダビドを見て口角を引く。

　ダビドの魔眼は、宿主となる頭部が失われたことで消滅したのだ。

『はは、ははははは！　いやこれは驚いた！　仲間の頭部を消し飛ばして作り直せばいいとか君って正気？　僕はてっきり、殺すか捕らえるかのどっちかだと……』

　ダビドは、ローブの裾で額を押さえながら高笑いした。

「怜生さんっ、お怪け我がは!?」

「大丈夫だ。それよりエドァルドとアドリアナを運ぶぞ」

　怜生が言うと、花蓮はエドァルドとアドリアナを見て、急ぎ二人を抱える。

　アドリアナが腕に抱かれているのに対して、エドァルドが尾で軽く首を絞められているあたりに、花蓮の怒りが感じられた。

『〈冥めい王おう〉なら君を殺せると思ったんだけどなぁ。いやぁ惜しい、まったく惜しい』

　ダビドは腕組みして頻しきりに頷うなずく。

『僕が彼を操らなくなった時点で、幻覚を描く余裕が生まれたことに気付くべきだった』

　ダビドの台詞せりふが、怜生に猛烈な危機感を与えた。

（しまった、対抗術式！）

　怜生は、ダビドの幻覚を防ぐための術式を起動した。

　エドァルドと戦っている間は使う余裕もなかったが、勝った直後に使うべきだった。

　その一瞬の遅れが災いして──

　連盟警備隊による王殺しの魔弾が、怜生の全身を襲った。

　強制自爆術式により、怜生が全身から血を噴き出す。

　挙句に、王殺し以外にも、爆炎や雷撃といった魔術で追撃され、全身が砕け散る。

　花蓮は、それが完了するまで、怜生の身に起きていることを知覚できなかった。

　これを見て、連盟警備隊の隊員は報告する。

『エドァルド・マルチネスの撃破を確認！　これより龍りゆう王おう閣下を保護します！』

『おい貴様ら！　何をしている!?　なんてことを……っ!!』

　怜れ生おを銃殺した連盟警備隊の小隊は、エドァルドという目標の撃破を報告していた。

　少なくとも、彼らの目にはそう見えていたのだろう。逆に遠方から観測魔術で見ていた司令部は、部下の最もやってはならない『誤射』に、絶望的な声色となっていた。

「れお、さ──ん？」

　花か蓮れんは、エドァルドとアドリアナを抱えたまま爆風に飛ばされていた。

　そして、呆ぼう然ぜんと眼めを揺らしながら、怜生がいた地点を見る。

　あるのは、浅いクレーターと血痕、そして怜生の手や足という残骸だけだった。

『死だ──首が取れたとかそんな次元じゃない、純然たる即死だ。いま、彼は、死んだ』

　ダビドが、入念に確認するような口調で、怜生の死を宣言する。

「っっっ!!」

　花蓮は眼に涙を溜ためて、しかし絶望せずに、怜生のいた場所へ飛んだ。

『そう、君なら生き返すことができる』

　ダビドの声など耳に入らない。

『彼が〈王〉になった日、そうしたように──命が去る場所、龍りゆう神じんの神域への道を開き、輪りん廻ねを逆行させ、あの世で存続している魂を現世に呼び戻すことができる』

　花蓮には見えていた。

　人間には残骸にしか見えなくても、肉体を失った彼の『命』が、どこかへ去る様子が。

　だから彼女は手を伸ばす。怜生が〈王〉となった日と同じ現象を起こす。

　即すなわち、治癒魔術の域を超えた死者の蘇そ生せいで──死後の世界から魂を汲くみ上あげる。







　覚えのある情景に、怜生はいた。

　火の海と肉の森──この世の命というものが集まり、極めて高純度の状態に置かれて、また世に解き放たれていく、三千世界を巡る命の心臓だ。

（死んだ、のか……っ!?）

　恐怖があった。二度目であるからといって、薄れるはずがなかった。

　命を失いかけた怖さではない、事実として死に至ったときの怖さだ。

（嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ……っ！）

　怜生は、声も出せない身で絶叫を上げた。

　鬼き柳りゆう怜生は死を恐れる人間だ。

　それゆえ救命の道を選んだのだし、誰かが死ぬこと、誰かを殺あやめることを恐れる。

　逆に言えば、誰かの死を恐れる分、自分の死だってとことん怖いのだ。

（なんでもする、どうなってもいい──死ぬのは、絶対に嫌だ！）

　ここで死ぬのが自分の運命だというならば、そんなもの根底から覆す。

　もし自分が死ぬのが世界のためだとしたら、そんな世界どうでもいい。

　この世のあらゆるものに爪と牙を立ててでも、潔く死ぬことなんて絶対にするものか。

『ええ、そう。そうよね坊や』

　そんな怜れ生おに、女性の声が響いた。

　背後──この世界の中心と思われる巨樹に、女性の像が埋め込まれていた。

　彼女が収まる巨樹の上には、枝葉が広がり、そこには様々な姿の生命体が見て取れる。

　即すなわち、あの枝の先が現世であり、この幹は現世から来世へと命を運ぶ静動脈なのだと、怜生の魂は直感した。

『死ぬのは嫌、他の何よりも嫌。絶対に生きる、何を犠牲にして何を利用しても生きる。私もそうだったし、いまでもそうよ？』

　生命の樹きの幹から、木彫りの女神像が身を乗り出し、枝の腕で怜生の頰ほおを包む。

『だから感謝してるの。あなたはきちんと、私のそんな魂を受け継いでくれた。おかげで私はこうして息を吹き返せたし、救いの道を切り開くことができた』

　木彫りの女性が、樹皮の瞼まぶたを開いて、金色に染まった眼めを明らかにした。

　その目に感じたのは、慈愛でも感謝でもない──火のように燃え続ける執念だ。

『だから今度は、私も連れていって？』

　怜生はただ呆ぼう然ぜんと、彼女の言葉を聞いていた。

「──さん」

　やがて、あのときと同じように、彼女の声が聞こえる。

　現世と黄よ泉みの間に道を開き、輪りん廻ねを遡らせて人を蘇よみがえらせるため、彼女が来てくれた。

「怜生さん！」

　花か蓮れんが、怜生の手を摑つかみ取とった。そしてあの日と同様に、怜生を現世へ連れ帰る。

　だがその直前、背筋に凄すさまじい怖おぞ気けが走る。

　先ほどまで話していた女性が、自分の背中から体内に侵入したのだ。

　怜生は予感する。このまま自分が蘇ってしまうのは、何か危険ではないかと。

　そんな怜生の不安に構わず、花蓮という女神の祝福は、怜生を現世に蘇そ生せいしていった。







　凍土の上に、赤い巨大樹が出現した。

　花蓮が怜生の遺体を目がけて飛び込んだ直後、赤光と共に生まれた巨大樹だ。

　その根元、球根のようにも心臓のようにも見える場所から、怜生と花蓮が姿を現す。

「はぁ、はぁ……っ！」

「怜生さん、ああよかった、間に合って……っ！」

　上半身裸で現れた怜生を、花蓮が正面から抱き留める。

　死の向こう側から戻ってきた怜生は、体を震わせながら、花蓮の肩を摑んでいた。

　そんな彼らの側そばに、一機の飛行船が降下してきた。

　鬼き柳りゆう家の飛行船〈小こ烏がらす丸まる〉だ。ハッチが開くなり、怜れ生おの眷けん属ぞくたちが飛び出す。

「マスターっ！」「「おじささんま！」」

　銀髪を伸ばして大鎌を持った切きり花ばな白しら羽はや、燦さんと燐りんだ。

「いやぁ、なんだありゃ？」

　続いて武む藤とう直なお正まさや鬼柳家の兵たちも出てくるが、巨大樹を見て啞あ然ぜんとしている。

『ふぅ、思ったより手間が掛かったけど、ようやく目的達成かな？』

　そしてダビド・パピヤスも、同じ場にいる。

　駆け付つけた面々は既に対抗術式を使っていたため、その声も姿も認識していない。

「あ、がっ、あああ!?」

「怜生さん!?　どうしたんですか!?　痛いんですか!?」

　怜生が途端に眼めを剝むいて、自分の背中を搔かき毟むしるように腕を回す。

　声を聞いて、白羽や燦さんと燐りんも、怜生の元へ向かう。

『もう察しが付いたと思うけど、彼女はずっとそこにいた。龍りゆう神じんの臥ふし所ど、死んだ後でありされど生まれ変わる前、この世に残した自分の一部を命綱にして、死んだ後でも魂だけは失わずに存続していた。命綱の結び目は君だよ、鬼柳怜生──彼女はずっとそこにいた』

　ドクン──という鼓動が、怜生の背中を駆け巡り、全身を凍いてつかせる。

　怜生の背中から赤い魔力光が立ち上り、急速に濃さと量を増していった。

『かつて彼女は僕を見て、希望だと言ってくれた。ありがとう、とまで言ってくれた──素直に嬉うれしかったよ。こんな僕を肯定してくれる彼女は、僕にとっても希望となった』

　怜生は蹲うずくまって叫ぶ。花か蓮れんや白羽、燦さんや燐りんが狼ろう狽ばいする声も耳に届かない。

『だから僕は彼女に眼を授け、その行く末を見守ることにした』

　やがて──怜生の背中が、臨界点を迎えた火山のように、崩壊した。

　膨大な魔力光が溢あふれかえり、大量の樹木が出現する。

「怜生さ──」「そんな」「「っ!?」」

　花蓮・白羽・燦さんと燐りんが、一様に絶句する。

　怜生の背中から溢れかえった樹木の群は、周囲に根を張って、枝葉を広げていく。

　極彩色の花が咲き、動物に魚類、鳥類や昆虫といった生き物たちの幻影が広がる。

　まるで世界樹──生命の系統樹を立体で表現したような、荘厳な植物だ。

　そしてそれは、怜生がフランケンシュタインに解剖されかけた時と同じ現象だ。

　ただし、今度は怜生に意識がある。その苦痛は想像を絶し、白目を剝いて気絶しながら痙けい攣れんする。そんな怜生を、花蓮が泣きながら、必死に抱きしめていた。

『君が生まれたときは、勝手ながら孫ができたかのようだった。そして、彼女が君に己の半身を譲ったとき──僕は初めて、震えるほど彼女が怖くなったよ』

　怜生から生えた樹木は、幹に女性の姿を浮かべていた。

『だってそうだろう？　いつか復活するために、自分の息子に霊髄を移植して体を捨てるだなんて、思いつくだけならまだしも実行しようなんて誰が考えるのさ？』

　木彫りの女性が眼めを見開く。金色の眼光が周囲を見ると、口元が笑みを描いた。

　すると、樹皮が変化していき、女性の素肌が露あらわになる。

　顔に続いて長い紅ぐ蓮れんの髪が引き抜かれ、上半身と華きや奢しやな腕、腰から足が抜き出される。

　そうして現れた全身には、異形と呼べる部位が幾つかあった。

　頭部には山や羊ぎのような赤い角が二本。両手と両足は赤い竜の鱗うろこに包まれており、足先は蹄ひづめのようだった。腰から伸びた尻尾の先端は、食虫植物のような蕾つぼみになっており、どこか花か蓮れんと似通っている。露出した腹部には、華のような紋様と、臍へその代わりに宝玉がある。

　言葉にするなら、半人半竜。

　そのような姿の人間が、こともあろうに、怜れ生おの体内から現れたのだ。

　怜生は意識を失っており、それを抱いた花蓮は放心して、その女性を見上げる。

　白しら羽はは表情を失いながらも大鎌を構え、燦さんと燐りんは本能的な恐怖を覚えて後ずさった。

　裸身の女性は、根の上に足を置いて、慎重に息を吸い込み、そして吐く。

　ただそれだけのことに、彼女の目から涙が零こぼれ、頰ほおを伝った。

『せっかくなので僕がご紹介しよう──彼女こそ正真正銘の龍りゆう王おう、龍りゆう神じんと結ばれしお方、輪りん廻ねの理ことわりに抗あらがい、いまこの人間界に復活を成し遂げ、新たな生命の理を告げた者』

　ダビドは両腕を広げ、怜生の中から現れた女性を、こう呼んだ。

『〈紅蓮の王〉──緋ひ山やま夜よ見みだ』













幕まく間あい






　十数年前──彼女が母となるその前後。

「あら、久しぶりね。幽霊さん」

『ああ、君は変わらないねぇ、お嬢さん』

　奇くしくも最初に会った日と同じく、病院の屋上で、ダビドは緋ひ山やま夜よ見みと再会した。

「あなたも変わらないわ」

『それは興味深い。僕の姿があの日と同じに見えるなら、それは君の精神性も、あの日と変わっていないということだ。君は相変わらず、自分の死以外は何も恐れてないんだね』

　かつてのように、彼女は車椅子の上で幽霊に微笑ほほえむ。

「ええ。日に一回は死にかけるような体で生きていると、幽霊なんてむしろ希望なのよ。だってそれは、体が死んでも存続することが不可能ではなく、復活の可能性すらあるっていうことだもの。余人がどうしてあんなにお化けを怖がるのか、さっぱり分からないわ」

『そこがいい。君の目の前では、僕も相手の恐怖を知覚せずに済む』

　ダビドは見る者に応じて姿を変化させる。

　もしかすると彼女の目には、ダビドの姿が神々しい聖霊にすら見えたのかもしれない。

　そして、知覚という現象の化身であるダビドにとって、それは快い話し相手なのだ。

『君の送った日々は、君に与えた眼めを通して見ていたよ』

「ああ、道理でたまに頭が冴さえ渡わたると思った。おかげで研究が前進したけど、あれはあなたが手を貸してくれていたの？」

『行き詰まっているときには、ほんの少しね。もちろん、君の尊厳を脅かすような真ま似ねはしてないよ。君の叡えい智ちが僕と同化してしまったら、僕にできないことが、君にもできなくなってしまう。君には、僕にできないことをしてもらいたかったからね』

「あなたが私にもたらした『閃ひらめき』は、私に龍りゆう神じんという神格と、それが持つであろう力に思い至らせた。おかげで妄想研究と揶や揄ゆされたけど──」

『そこは心配無用だ。まだこの世界にそれを観測する手段がないだけで、君の直感は命の魔法則を正しく捕らえているし、それに基づく理論術式にも誤りはない。故に、君の頭にある「復活」の魔術も、条件さえ整えば実現することだろう』

「幽霊さん……あなたって会う度にいい報しらせをくれるのね。夫と息子の次に好きかも」

　自分の目もく論ろ見みが上う手まく行くと保証され、夜見は心から喜んでいた。

『しかしいいのかい？　旦那さんも息子さんも、君の意図は知らないんだろう？』

「二人のことは心から愛してる。でも──」

　熱に浮かされた瞳と声音で、緋山夜見は晴れやかな笑顔を浮かべながら宣言した。

「言ったでしょう？　私、自分が死ぬことより怖いことなんて、この世に無いの」






第五話　リインカーネーション






　緋ひ山やま夜よ見みが復活を果たすと、怜れ生おの背から生えていた巨樹が、魔力光に分解された。

　赤い魔力光は夜見へと集まっていき、彼女の裸身を覆う衣服となる。

　全身を包むボディスーツと要所の装甲──怜生の生体甲かつ冑ちゆうを女性用にしたような服だ。

「よっと……まあ、足がこんなに頼もしいのは初めてね」

　夜見が、消失した巨樹の上から、凍土に着地する。

　すぐ側そばには、巨樹の根から解放された怜生が、背中から血を流して気絶していた。

　花か蓮れんはその背に手を触れると、赤い魔力光で治癒してから、地面に寝かせる。

「あなたは……」

　花蓮の目は、かつてない怒りに染まっていた。

「彼に」

　爆発的な魔力が放出され、右手に凝縮、小太陽が作り出される。

「なにをしたぁ!!」

　花蓮はその大魔力を、一切の躊躇ためらいも手加減もなく、夜見へと叩たたき付つけた。

　赤光は夜見を飲み込み、背後の凍土と海面を蒸発させ、山脈のように長い水蒸気爆発を洋上に作り出す。一〇キロに渡る赤光が消え、海は浅い谷となり、蒸気は雲となった。

「ちょっと、びっくりするじゃない」

　龍りゆう神じんが本気で放った超威力を受けていながら、夜見は健在だった。

　足場の凍土が溶けたため浮遊しており、その身は髪の一本も焦げていない。

　背後では谷となった海に周囲の海水が流れ込み、凍土に地響きと亀裂が広がる。

「元とはいえ契約者を相手に、ひどい侶りよ魔まもいたものね？」

　花蓮が目を剝むくと、その周囲に眷けん属ぞくたちが駆け付けた。

　花蓮の左右で燦さんと燐りんが鉄てつ槌ついを構える。やや後ろ、怜生の前に白しら羽はが立って障壁を展開。

「さっきの見たか？　防いだとか逸そらしたとかじゃねぇ、触れた側から消してた」

　直なお正まさは侶魔を憑ひよう依いさせ人狼化、棍こん棒ぼうに雷光を溜ためる。

「状況は分からんが……」「眠っている場合ではないようじゃな」

　そして、意識を取り戻したエドァルドとアドリアナも、怜生の左右で武器を構えた。

　炯あき人とや鬼き柳りゆう家の兵も怜生を守る位置に立ったが、彼らの中でも炯人の冷や汗が酷ひどい。

「夜見先輩!?」

　その中から声を上げたのは、意外なことに燈あかりだった。

「夜見先輩ですよね!?　私です、鬼柳燈です！　赤あか枝し宮みやであなたと共に学んだ燈です！」

　燈は、衝撃を受けた顔色のまま、夜見に呼び掛けていた。

「鬼柳、燈……ああ、燈ちゃん！　ごめんなさい、復活したばかりで記憶が曖昧で。まあすっかり大人びてしまって……そういえば、私って今回、どのくらい眠ってたの？」

　喜色を浮かべた夜見は、燈の姿を見て微笑ほほえむと、ふと気付いて首を傾かしげる。

『ざっと十七年だよ、お嬢さん』

「あら幽霊さん──もしかして、私の復活を演出してくれたのはあなた？」

『先月だったかな、君が起きたのを感じてね。待ちきれなくてつい』

　夜よ見みはダビドと親しげに言葉を交わした。そのことが、周囲に悟らせる。

「ダビド・パピヤスは、マスターから彼女を取り出すために行動していたのですか……」

　白しら羽ははその真相に眼めを剝むきながらも、脱出の機会を意識していた。

「夜見先輩──いえ、緋ひ山やま夜見さん、聞かせてちょうだい」

　燈あかりは、昔の呼び方を改め、後輩ではなく〈王〉の配下として、夜見に向き合う。

「あなたは、何をしたの？」

　燈は、その答えを予感しているように、血の気を引かせながら問い詰めた。

「そこの幽霊さんが言った通りよ？　ああそうか、幻覚予防で認識してないのね」

　夜見は、燈たちの対抗術式に気付いた。失念していたダビドも自分の発言を恥じる。

「──その子に移植した霊髄から、〈王〉の力をもらって、改めて受肉したのよ」

　夜見は倒れている怜れ生おを指さしてそう告げた。

「〈王〉の、力を……？」

「ええ。私が死ぬ運命だったことは忘れてないわよね？」

　もちろん燈は覚えている。車椅子に乗った薄幸の美女だった彼女を。

　ただ、いまの夜見は、黒髪が紅ぐ蓮れんに変わり、血色も体つきも生命力に溢あふれていた。

「私は自分を救う医療魔術を作るために〈王〉を目指した。ただ、結局は体がついてこなくて、理論は構築できても〈王〉にはなれなかった。だから託したの、私の子に」

　夜見は目線で怜生を指す。燈は冷や汗を流した。

「私の霊髄と、花か蓮れんと、そしてこの魂を受け継いでくれれば、その子供は私の遺思を継いで〈王〉になるかもしれない。私の辿たどり着つけなかった龍りゆう神じんの魔法則へ至り、受肉の魔術を体得して、霊髄から私を復活させてくれるかもしれない──賭けだったわ」

　全員が、夜見の台詞せりふに言葉を失っていた。

「えっと……え？　あの人なに言ってるの？」「そんなの、賭けとかいう次元じゃ……」

　燦さんと燐りんが愕がく然ぜんとしているように、夜見の台詞は荒唐無稽に過ぎる。

「ええ、言いたいことは分かるわ。その理論は前提条件から妄想に基づいている。魂なる概念が霊髄に依存している根拠は？　移植後にそれが保存されるという保証は？　そこから復活するための受肉の魔法則とやらは本当にあるのか？　どれも確証はなかった」

　でもね──と、夜見はどこか妖しげに眼を輝かせる。

「バンディング、ケクレ、ラマヌジャン、そしてアインシュタイン、彼らは夢の中で見た荒唐無稽な内容から偉大な発見に至ったそうよ。ある種の人間は結果を先に確信してから理論を構築するの。私もその一人だっただけ。実際、上う手まく行ったわ」

　夜見はそう言って、艶然とした笑みを浮かべた。

　確かに実現したなら、その理論は正しかったのだろう。だが、だからと言って──

「その、ために……っ！」

　怜れ生おが、意識を取り戻して、夢ゆめ現うつつに聞いていた夜よ見みの話に声を上げた。

「そのために！　俺に霊髄を提供したのか!?　自分がその後に死ぬことを承知で、親父おやじにその手術をさせたのか!?　自分の妻を死に至らしめる手術を!!」

「そうよ？　ああでも安心して、あなたが霊髄の移植を必要としてたのは本当のことだし、私があなたをそういう体にしたことも知らなかったはずだから」

　夜見が夫自慢をするような顔で言うと、耳にした全員の表情が消える。

「失望した？　ごめんなさい。私って、自分が生き延びるためなら何でもするの」

　怜生も、そして怜生の母について耳にしていた者も、言葉を失う。

　我が子に霊髄を譲って死んだという話から、聖母のような人物を想像していた。

　それはあまりにも大きな勘違いだった。

　あらゆる人間を利用してみせる、自分を生かす技術がないなら編み出し、間に合わないなら死後の復活というオカルト同然の可能性にも全てを賭す。

　類たぐい希まれな才覚を自己保存に費やす瀕ひん死しの天才、自己愛の塊──それが彼女の中核だ。

「もちろん感謝してるわ。私の余命を延ばし続けてくれた夫にも、息子を引き取り守ってくれた燈あかりにも、花か蓮れんにも、私を復活に導いてくれた幽霊さんにも。そして何より私の命を受け継いで生き、私の悲願を叶かなえて〈王〉となってくれた、その子にも」

　夜見は顔の前で左右の指を触れあわせると、おっとりした笑顔で小首を傾かしげた。




「親孝行ね、坊や──名前、なんていったかしら？」




　夜見の笑みは、怜生という少年にあった純粋な部分を、完膚なきまでに打ち砕いた。

　それと同時に、燦さんと燐りんが、我慢の限界を迎えた。

　鬼火鉄てつ槌ついから同時砲火が放たれ、夜見に着弾、凄すさまじい火柱が凍土に立ち上がる。

「こんのゾンビババァ！　大人しく聞いてりゃ好き放題！」

「もういっぺんくたばってもらいます！」

　燦さんと燐りんの大火力で、凍土に長い激震が走る。周囲を見ると亀裂が広がっていた。

「おいっ、この氷、沈むんじゃねぇか!?」

　直なお正まさが声を上げる。一同が顔を見合わせ、避難の必要性を思い出した。

　凍土は、花蓮や双子に大きく溶かされ、自重を支えられず割れようとしていた。

　一同は脱出のため〈小こ烏がらす丸まる〉へ走る。怜生も花蓮の肩を借りて、運ばれるように走る。

「あら大変、でもこっちの用が済んでからにしてくれる？」

　夜見の声が聞こえると、燦さんと燐りんの作った火柱が吹き消された。

　夜見は低空を滑るように高速移動、怜生たちの進路に割り込む。

「おう、完全に成仏しろや！」

　炯あき人とがトンファーから熱線と雷撃を放つが、やはり夜見に触れる直前に消滅する。

　炯あき人とは訝いぶかりながらもトンファーを振るう。雷撃を帯びたトンファーの長端部が、夜よ見みの顔面を殴打すると──トンファーが消滅、触れた部分が音も抵抗もなく魔力光に散る。

「こんな感じかな？」

　夜見が使い心地を確かめるように言うと、彼女の周囲に球形の赤光が広がる。

　赤光が触れると、炯人の腕が分解された。後ろに跳び、被害を肘までに留とどめる。

「おい待て、触れた側そばから何でも消滅ってどういうこった……っ!?」

　炯人が目を剝むくと、入れ替わりで鬼き柳りゆう家の兵が各種魔術を放つが、やはり消滅する。

（治癒魔術……っ！）

　怜れ生おは、炯人が負傷しているのを見て、反射的に治癒魔術を掛けようとした。

（っ、発動しない!?）

　怜生の向けた手からは、微細な魔力光が生じただけで、治癒魔術は生じない。

　すると、怜生を支えていた花か蓮れんが幽体化する。怜生の腕が透過して転倒した。

「な、なんで？　実体化が？」

　花蓮が自分の手を見て驚く。すぐに実体化を試みるも、彼女の体は半透明のままだ。

「言ったでしょう？　私は〈王〉の力をもらったって」

　夜見が、何者にも道を阻まれることなく、怜生と花蓮の前に立つ。

　直なお正まさの光剣が真横から叩たたき込こまれるが、搔かき消きえる。エドァルドの銃撃やアドリアナの骨こつ鞭べんも同様の末路を辿たどった。怜生の前に出た白しら羽はが花弁障壁を展開するが、夜見に触れるなりその部分が抹消される。燦さんと燐りんは鉄てつ槌ついで殴ろうとしたが中断した。

「要するに、坊やはもう〈王〉じゃないし──花蓮も神霊ではないのよ」

　怜生が魔術を使えない理由、花蓮が実体を失っている理由を、夜見の言葉が明かす。

　龍りゆう神じんの力は、怜生はもちろん花蓮にも、もはや届いていないのだと。

「ただ、こっちも強引に奪い取ったせいで不完全なのよね」

　よく見ると、夜見の全身からは、微細な魔力光が散っていた。

　詳細は不明だが、それは彼女の肉体が、安定した状態のものではないと感じさせる。

「よいしょっと」

　夜見が軽く手を掲げると、強大な念力が生じる。

　見えない巨人の手に薙なぎ払はらわれたかのように、怜生と花蓮を除く全員が吹き飛んだ。

　広い凍土の上空へ高く飛ばされ、直正が啞あ然ぜんとし、白羽は絶句、燦さんと燐りんは姿勢を整え、鬼火鉄槌で飛行しようとする。しかし、誰も彼も、怜生から大きく遠ざけられた。

　仲間たちが木の葉のように散らされた光景に、怜生と花蓮は呆ぼう然ぜんとする。

「あなたを手に掛けるのは忍びないけど、私の命を脅かす要素は残しておけないの」

　手に掛ける──と、夜見は笑顔のまま明言していた。

　怜生は花蓮を後ろに庇かばうように手を伸ばす。しかし幽体化した花蓮には触れられず、

「駄目！」

　あろうことか、花蓮は怜生の前に出て両手を広げた。

「花か蓮れん……っ！」

　怜れ生おが、触れられないと知りつつ手を伸ばす。

　しかし、それより早く、夜よ見みの手が鉤かぎ爪つめのように開かれて、花蓮の首を摑つかむ。

　消滅現象は作用しておらず、また幽体であるにも拘かかわらず花蓮に触れている。

「息子を愛してくれてありがとう。だけどごめんなさい、私にもあなたが必要なの」

　首を摑まれた花蓮はその手をふりほどこうとしたが、向こうは触れているのに、花蓮の手は透過する。首が絞められたせいか、声も満足に出せていない。

「そいつを離せぇぇぇぇぇ!!」

　怜生の脳裏で何かが焼き切れ、動かなかった体に活が入り、夜見へ向けて殴り掛かる。

　だが夜見が怜生を一いち瞥べつすると、念力が生じて弾はじき飛とばした。

　怜生は凍土に体を打ち付つけながら、何度もバウンドして遥はるか後方で止まる。

　花蓮は泣きながら手を伸ばすが、その手が届くことはない。

「大丈夫よ花蓮、輪りん廻ねの出方次第ではまた会えるかもしれないわ」

　夜見がそう言った直後──花蓮の身から、亀裂の走るような音が聞こえた。

　事実として、彼女の像に、硝子がらすが砕ける直前のような罅ひびが生じていた。

　そして──呆あつ気けなく砕け散る。

　花蓮がいた場所には、卵ほどの発光体があり、夜見はそれをも握り潰つぶした。

「────」

　遠く離れた氷上から、怜生はその光景を目の当たりにした。

　思考も、全身に負った打撲や骨折の痛みすらも、意識の中から消きえ失うせた。

　空から燦さんと燐りんが降りてきて呼び掛けるが、それも耳に届かず、呆ぼう然ぜんと夜見の方を見る。

「これで必要なものは概おおむね整った」

　夜見は、花蓮を消滅させた直後から、全身を包む赤い魔力光を増していた。

「こふ……っ」

　夜見が不意に咳せき込むと、口元を押さえた手が吐血で汚れる。

「……まだ、私は『向こう側』の住人ってわけね」

『長くあっち側にいたせいだろうねぇ。完全復活にはもう一手間ってところかな？』

　夜見が口惜しげに言うと、虚空に浮かぶダビドが声を掛ける。

　ダビドはダビドで、外部から第三者の介入がないよう、幻覚での妨害を続けていた。

「死んだ直後ならまだしも、時が経たった死者の命は、復活するより転生する方に傾く──それがこの人間界における命の理ことわり、ということ」

　夜見は恨めしげに空を眺めた。夕日はちょうど水平線に沈みきっていた。

　緋ひ山やま夜見は、死んだ直後に生き返った怜生や、死後も現世に留とどまっているダビドとは、また違ったパターンで死を脱している。そのため他とは違った結果が出ているようだ。

「もっと穏便に済ませたかったけど、仕方ないわね」

　夜見が空を見ると、連盟警備隊の大軍が集結しつつあった。

「こうなった以上──この世の理ことわりを書き換えるしかない」

　夜よ見みは海中に身を投じた。ダビドもそれを追っていく。

　その光景を最後に、怜れ生おは猛烈な目眩めまいに襲われて、意識を失った。





　　　◆






　太平洋の一地点、〈箱舟〉から南、日本から遥はるか南東の海上に──赤い火が点ともる。

　火は海面であるにも拘かかわらず燃え広がり、赤い魔力光と共に、夜の黒い海を塗り替えて拡大していく。直径は瞬く間に一キロを超え、一〇キロを超え、五〇キロにも達した。

　そんな海域に──花が咲いていく。

　海面で星が瞬くように咲いていく花は、水面に咲くという点では蓮はすのようであり、花の形状は彼岸花に似ていた。

　美しい海の花園は、残念なことに一時のこと。

　急激に花園の海が泡立ち、みるみる花が上空へ伸びていく。花の下には蛇のように動く蔦つたがあり、蔦には同じ花が大量に咲き誇った。藤を彷ほう彿ふつとさせる無限花序の蔦は、近くの蔦と絡み合って上昇していき、これが発光海域を埋め尽くしていった。

　蔦は更に絡み合って、巨大な花弁のような形状となっていく。

　最終的に出来上がったのは、島のような規模を持つ、蓮の花だった。

「数多あまたの異界を見渡せば、死者が何らかの形で蘇よみがえる世界なんていくらでもある」

　蓮れん華げの中心、緋ひ色いろが混ざった黄金の巨樹が伸びていた。

「その世界はその世界なりの理によって秩序を保っている。果てしない年月の中、異界との接触で法則を変え、有り様を一変させていく世界も珍しくない」

　黄金樹の枝に、紅ぐ蓮れんの髪を伸ばす竜人、緋ひ山やま夜見が腰掛けていた。

「私が起こすのも、要はそういうこと。死人が蘇ることは認めない、故に死ねと、世界が私に言うのなら──私は私が生きるため、その法則を魔法則で塗り替える」

　それは、この世に起きる生き死にのルールを書き換えるということだった。

「そのためには、あなたの協力が必要なのよ──花か蓮れん」

　夜見が撫なでた黄金樹、その奥に、花蓮の姿があった。

　厳密に言えば、その魂、その意識が、黄金樹の中心に宿されていた。

　体は動かない。いま自分の体は、半人半蛇どころではなく、この海上の蓮華と樹海だ。どうやってか、夜見の手によってそう作り替えられてしまった。

（怜生、さん……）

　夢ゆめ現うつつに外界での出来事を認識していた花蓮は、ただ彼のことを思う。

　蓮華宮殿に立つ黄金樹塔という檻おりの中で、花蓮はひたすら、愛する人に救いを祈る。







　それを確かに聞き届けて、鬼き柳りゆう怜れ生おは目を覚ます。

「ああ、すぐに行く」

　医療ポッドの中だった。楕だ円えん形けいの透明な蓋を介して、病室と思おぼしき天井が見える。

（魔力がない、花か蓮れんとの契約を奪われたのか。もう魔術師ですらないな）

　それでも、ひとまず動ける程度には回復していた。

「俺だ、状況説明を頼む」

　怜生がそう呼び掛けると、病室に仲間たちが駆け込んできた。

「すまなかった、怜生──詫わびても詫びきれん」

「妾わらわの命であればどう裁いても構わん。しかしどうか〈奈な落らくの玉座〉と我が君だけは」

　真っ先に詫びに来たのは、エドァルドとアドリアナだった。

「──戦えるな？」

　怜生が確認すると、エドァルドが力強い眼まな差ざしで見返した。

「無論だ。百万の敵にもこの身で挑もう」

「なら、武勲を立てて汚名を返上してくれ。ペナルティはその後だ」

　怜生は汚名を雪すすぐ機会を与えることで、沙汰を引き延ばした。

「うわー、おじさん甘すぎー」

「財産没収の末に奴隷にしちゃえばよかったのに」

　燦さんと燐りんは不機嫌そうだった。白しら羽はは異論を挟まず、怜生の無事だけを喜ぶ。

「ふぃー、ようやく大人しくなりやがった……」

「ったく、さっきまで大荒れだったんだから。この二人」

　直なお正まさが額の汗を拭い、アリスが疲れ切ったような顔で言う。

「心配掛けたな。お前らも大おお怪け我がはないな？」

「はい、マスター。マスターがお作りになった治癒魔術の術式で治療が行われました」

　花蓮を失った怜生には、いま治癒魔術が使えない。

　しかし先日、受肉の魔法則が解析されたことで、第三者にも使用可能な治癒魔術術式が試作されている。腕を分解された炯あき人となども、それで治療中だという。

「俺以外にも治癒魔術が使えるようになったのか。最悪俺が〈王〉に戻れなくても、それだけは世に残る。不幸中の幸いだな」

　怜生がそう言うと、白羽が言い難にくそうな顔になる。何についての話かは察せられた。

「花蓮は生きてる。助けに行くぞ」

　怜生が芯のある声で宣言すると、花蓮の死を告げようとしていた白羽が目を丸くする。

「お前ら、眷けん属ぞくの魔力は？」

「失っていないが……そうか、確かにそうだ」

　怜生に問われて、エドァルドが花蓮の生存を証明する点に気付く。

「眷属の魔力は神霊から下賜される。それがあるなら、王妃殿が生存している証あかしじゃ」

　アドリアナが言うと、燦さんと燐りんもハッとして、安あん堵どの息を吐く。

「俺との契約は、霊髄と一緒に奪われたみたいだけどな」

　怜れ生おは自分の背筋を意識した。霊髄自体は受肉の術式を流用して再生されたようだ。

「んで怜生、あのやたら若いオフクロさん、何者なんだ？」

「正直、俺より義ね姉えさんや一いち文もん字じさんの方がまだ詳しいだろうな」

　直なお正まさの問いに怜生が答えると、病室に新たな来訪者が顔を出す。

「あら、それならどっちも揃そろってるわよ？」

　呼ぼうとした燈あかりが、ちょうど病室に来たところだった。

「意識が戻ったようだね。生きていてくれて何よりだ」

　そして、燈が案内してきたのは、一文字史し紀きと、宙に浮かぶ半人半紙の詩し乃のだった。

「一文字さん、わざわざ赤あか枝し宮みやから？」

「これほどの事態だからね。何が起きたのかも聞かせてもらった。ご母堂のこともだ」

　虹にじ美み原はらでの騒動を聞いて来たらしい史紀は、怜生の母・緋ひ山やま夜よ見みに言及した。

「眠っている間、花か蓮れんを通して緋山夜見を目にしました。巨大な蓮はすのような神域の中で、緋山夜見は、人間界の改変を目もく論ろんでいました」

　怜生が、気が触れたかと疑われそうなことを言うと、史紀は小さく目を見開いた。

「恐らく、その夢に間違いはない。我々も先ほどまで、それについて話していた」

「どうやら、卿けいと龍りゆう神じんを結ぶ婚姻契約は、完全に失われたわけではなさそうだ」

　詩乃も微笑して口を開く。怜生と花蓮の繫つながりは、完全には断たれてないのだと。

「となれば、この状況にも一いち縷るの希望が見み出いだせる……」

　史紀は真剣に考え込んだ後、ベッドにいる怜生を見て、表情を曇らせる。

「この事態を引き起こしているのは俺の母親だ、俺が止めます。何より、花蓮を助け出さなきゃならない」

　己の半身である伴侶を救い出す──その意思は、同じ〈王〉である史紀の胸を打った。

「その覚悟があるなら、私も応えないわけにはいくまい」

　史紀は、怜生に告げるべきか否いなか迷っていたのだろう言葉を、ここで口にする。

「──心したまえ、どうやら我々は、世界の命運を託されてしまったようだ」







　一文字史紀は、虹美原に到着した直後、まずは三女王に謁見したという。

「緋山夜見は、外界に龍神の神域を受肉させて、人間界に結び付つけようとしています」

　女神像から姿を現した虹の貴婦人・イトは、史紀にこう告げた。

「神域の、受肉……っ」

　起立を許された史紀は目を剝むき、詩乃も眉根を寄せる。

　神域は、人間界と異界の間にある何も無い領域、通称・境界に作り出す異界だ。

『他の神霊が神域を作っても、それは一時的なもの。しかし、龍神の権能であればそれを本物にすることも叶かなう。創世を司つかさどる神格なのだからむしろ当然だ』

　黒の女神像から聖せい賢けんが語る。その声音は楽しげですらあった。

『そうして作り上げられた小世界は、内部の魔法則をこの世界に作用させ続けるだろう。死んだ命を吸い込み、別の命として転生させていく龍りゆう神じんの理ことわりをな。奴やつはこの世界に、これまでは存在しなかった死後の世界を組み込み、改造しようとしている』

　創世の権能による、現世の改造。圧倒的な力で支配者となったり、別天地を作り出してそこへ旅立ったりするより危険なことを、緋ひ山やま夜よ見みは行おうとしていた。

「妖魔界と人間界の接続で起きた天変地異や、我らの故郷を襲った世界単位の環境変動、それと同規模の現象が起きようとしています」

　イトの宣言は、この世の滅びを預言するに等しい。

　太陽フレアで地球が焼けるとか、そういった発表がされたのと同じ事態だった。

「緋山夜見の目的は恐らく、命の理の改変。この世における生と死の線引きを曖昧にし、死後十数年が経たった自分でも蘇そ生せいできるようにすることかと」

　詩し乃のの推測に、史し紀きもイトも聖賢も異論は口にしない。

「この世の理がそうなる以上、人間は望む望まないに関わらずその条件に置かれる。人は死後、彼女の作り出した辺獄で、幽霊のような状態のままで滞留することを強いられる。ごく一部の強きよう靱じんな魂は存続して復活の余地を得るが、それ以外は恐怖の末に消滅する」

　常人離れした面々が集うこの場でも、沈黙が流れる。

　死者蘇生が叶かなう世界は優しいかもしれない。しかし、ダビドのような状態が快適だとは到底思えないし、復活の機会は夜見のように並外れた精神の持ち主にしか訪れない。

　一歩間違えば、死者が死後も苦しむだけの世界になる。

「更に、黄よ泉み返りの条件が緩和された世界であれば、様々な生き物が死後混ざり合って、魔物のようなものとして発生しうる。魔力環境の大幅な変化は呪症の発生条件も変えて、新種の呪症が爆発的に増加するでしょう」

　聖賢が予想を追加する。

『しかもそれは、緋山夜見の目的を叶えるために必要な最小限の改変によるものだ。より大規模な激変も充分にありうる。生死の境目が曖昧になることで、いま生きている人間が一斉にぽっくり逝きかねん。生き延びても、新環境に適合できず滅亡するかもしれぬ』

　史紀が事態の深刻さを嚙かみ締しめた上で、口を開く。

「陛下、これは最も早はや、御身の力を最大限に用いて阻止すべき事態です」

　史紀が決断と共に言うと、イトは一時の沈黙を挟んでから答える。

「〈行き渡らせる方〉には、人間界の理を補強して、影響を最小限に留とどめてもらいます。〈聖賢なる方〉には、神域を観測し続け、正確な未来予測を逐一報告していただきます。そして私は、〈箱舟〉および連盟加盟都市を己の神域で守り、住人を保護しましょう」

　どれも彼女らにしか出来ないことだったが、史紀は最後の部分に眉を動かす。

「私の力による保護は、〈箱舟〉と加盟都市に設置された転送魔術触媒の試作機を介して行います。無理に範囲を広げては効果が薄れるため、各都市と周辺地域が限界です」

「……範囲外の人類各国は、切り捨てられると？」

「その決断をすべき瞬間には」

　史し紀きの問いに、イトは冷然とした表情で肯定を返した。

「では、緋ひ山やま夜よ見みを打破するための精鋭部隊を編成し、大魔術の阻止を──」

『評議会は連盟警備隊を動かさない』

　焦りが滲にじんだ史紀の声に、聖賢が冷淡に告げた。

『現在〈箱舟〉南方の海上に、龍りゆう神じんの神域と推測される大規模な構造体が発生している』

　聖賢が言うのは、緋山夜見が太平洋に発生させた蓮れん華げ宮殿のことだ。

『しかしこの現象、ダビド・パピヤスの影響か観測魔術に反応しない。〈冥めい王おう〉のときはエドァルド・マルチネスという観測可能な標的がいたが、今回は集団幻覚だ。外界にある緋山夜見の神域も同様に観測できず、それに基づく世界改変も、現状我らの妄想となる。連盟警備隊は動かせんし、世界に事態を報しらせることもできん』

「この期に及んで何を……」

　史紀は目を剝むいて、女王を問い詰める。彼をしてそうせざるを得ない事態だ。

「もし緋山夜見の復活による影響を最小限に留められても、その後の混こん沌とんとした環境は、妖精人の移住にも適さなくなる。これは陛下たちの大方針にも深刻な妨げとなるはず」

「史紀、落ち着け」

　それを制止したのは詩し乃のだ。普段と異なり名前で呼ぶところに『本気』が感じられる。

　史紀は冷静になって考え直す。自分の指摘は女王も承知のはず。ならなぜ──

『緋山夜見は、受肉の魔法則の使い道について、一つ有意義な実証をしてくれた』

　聖賢がその答えを語り出す。

『創世──神域の受肉による、望んだ新世界の創世だ。分かるか〈大図書館の主〉、その受肉の魔法則は既に我々の手中にもある。もう人間界などにこだわる必要はない』

　史紀が絶句すると、代わって詩乃が口を開く。

「緋山夜見に創世の大魔術を実証させ、それにより〈箱舟〉も創世魔術を獲得、人間界の外に望ましい環境の世界を作り、そこへ妖精人や妖魔を移住させる──移住先が人間界に限られていた頃よりも、遥はるかに〈箱舟〉の大目標を叶かなえることができるでしょう」

　詩乃の言葉で、史紀は三女王の凶悪な意図を悟る。

「まさか陛下は、この事態を看過する代わりに、緋山夜見と手を組むのですか……っ!?」

　三女王は、緋山夜見による創世に、技術的な価値を見み出いだしていた。

　なにせそれは『異世界を作り出す魔術』だ。生産魔術などとはスケールが違う。

『〈箱舟〉が創世事業を始めるなら、奴やつの協力は是非とも欲しい。そうした意味で、奴は鬼き柳りゆう怜れ生およりもよほど優れた〈王〉だと言える。創世の魔法則を手に入れられるならば、人間界など奴にくれてやろう。然しかる後、奴と交渉を結べばよい。なぜなら我らは──』

「聖賢、私が言いましょう」

　イトが、どこか憎まれ役を買うようでもあった聖賢を制して、自ら断言する。

「この〈箱舟〉を代表する女王として、私は危険を冒してまで人間界を救うより、同胞の存命のみを最優先し、創世の魔法則を入手することが必要であると判断しました」

　虹の貴婦人は、かつて人類の前に現われて友好を口にしたときと同じ笑顔で語る。

「我らが預かる億単位の種、兆単位の個から成る妖魔たちの未来に比べれば──」

　貴婦人の笑みはこう宣言する。

「地球人の滅亡などに、興味はございません」







　史し紀きから三女王の決定を聞いて、怜れ生おたちは言葉を失っていた。

「どうにか我々自身が止めに行く許可はもらったが、連盟の助力はない」

　史紀が口にした事実に、エドァルドやアドリアナが口を噤つぐむ。

「あー、つまり女王はおじさんのママに人間界を売って守りに入るわけね」

「国と妖精人の未来のためならゾンビにも腰をくねらせるだなんて、素敵な女王様♪」

　燦さんと燐りんが吐き捨てると、怜生は軽い溜ため息いきを吐いて口を開く。

「少なくとも〈箱舟〉と連盟だけは守ってくれる」

　緋ひ山やま夜よ見みの目もく論ろ見みが成就しても、可能な限りの命を救う準備があるなら、保険になる。

「どの道、緋山夜見の大魔術を阻止しちまえば、必要なくなる」

　そう豪語した怜生に、仲間たちも決意を固めた。

「であれば、緋山夜見の異様な力を攻略しなければなりません」

　白しら羽はの言葉で、他の仲間たちも惨敗を思い出す。

「緋山夜見は、龍りゆう神じんの力を身に降ろした状態と思われる。三女王やダビド・パピヤスに、〈冥めい王おう〉となったマルチネスくんなどと同じ、同化型の〈王〉だ」

　それを聞いて、エドァルドは怪け訝げんな顔色になる。

「なぜ緋山夜見は平気なのだ？　私とて怜生の治癒魔術が無ければ再起不能は間違いなく……いや、むしろそれが答えか」

「お察しの通り、緋山夜見は復活すると同時に、自分の肉体の大半を妖魔化している」

　史紀に言われて思い出す。夜見の姿は、角や尾を持つ半人半魔だった。

「それにより生前の病弱な体を概おおむね克服し、人間の限界を超えた強きよう靱じんな霊脈も有していると推測される。魔術師としての性能は極めて高い」

　その性能の高さは、怜生たち全員が体感していた。

「その上で、緋山夜見は龍神の化身である花か蓮れんさんを侶りよ魔まとしている」

　侶魔に？　と、怜生が眉根を寄せると、詩し乃のが説明を受け継いだ。

「同化型の〈王〉でも、多重契約で侶魔を持てることは、そこの〈冥王〉が実証済みだ。花蓮様の身を砕いたのは、一度殺し、その魂を侶魔として復活させ、従えるためだろう。そして創世という絶大な魔術の負荷を、それ専門の体にした花蓮様に負わせるつもりだ」

　怜生がそれを聞いて歯は嚙がみした。

「それを踏まえ、あの消滅の魔術だが、あれも龍りゆう神じんの魔法則に由来するものと思われる」

　史し紀きが、夜よ見みの魔術についての話に戻す。

「龍神の神名は〈命を運ばれる方〉、これは森羅万象に命を送り届けるだけでなく、世で失われた命を回収するという意味でもある。これまで鬼き柳りゆうくんが体得してきた魔術は前者だが、緋ひ山やま夜見の用いた魔術は後者の権能によるものだ。つまり──死だ」

　不吉な言葉を口にして、史紀は推論を続ける。

「厳密に言えば死というより『命を回収すること』だ。この命とは生き物に限らず物体の構造維持や、物理現象の活動にも不可欠な要素と捉えられる。それを奪い取られた対象は跡形もなく消え去り、奪われた命は使い手の糧となる」

「あー、無効化っつうよりドレインなのか。魔法を食らったらＭＰにしちまう的な？」

「そういうことだ。攻撃として使えば相手の全ＨＰをドレインして即死させてしまう」

　直なお正まさがゲーム的に例えると、史紀が淀よどみなくその例えに乗り、直正を驚かせた。

「〈命の塵ちり〉──オフクロ、緋山夜見の論文の題名だ」

　怜れ生おは、先日史紀から受け取った、母・緋山夜見の論文を思い出す。

「魔術で作った疑似物質に欠けているが、天然の物質にはあるもの。これを〈命の塵〉と仮に呼び、それを観測して操ることこそ『魔術で本物の物質を作ること』を達成すると、論文では結論付づけていた。つまり、花か蓮れんの能力そのものだ」

　賢い面々は、時系列のおかしさに気付いている。怜生も戦慄しながら言葉を続ける。

「緋山夜見は、花蓮が龍神になってそういう現象を起こす前から、その魔法則を予測し、それに基づく術式理論を展開していた。まるで予知能力者だ」

「恐らく、彼女もダビドから魔眼を受け取っていたのだろう。そして神霊学部が行う神霊契約で、龍神の神域に接触を試みていた。その際に『知覚』したものから、理論を構築していったのだろう。言わば彼女は、命の魔法則の第一人者だ」

　史紀が、幻影画面で学生時代の記録を確認しながら語った。

「そして緋山夜見は、卿けいの霊髄で魂を眠らせていた。それが復活の兆しを見せ始めたのは卿が〈王〉となったあの日、そして意識を取り戻したのは、卿がフランケンシュタインに解剖されかけたあのときだ」

　怜生の背中から巨大樹が形成されたときのことを、一同は思い出していた。

　あのときフランケンシュタインを一掃した技は、不完全な吸収魔術だったのだろう。

「そのとき初めて、ダビドは魔眼を介して緋山夜見の復活を感知したのだろう。その後、緋山夜見の復活を目もく論ろんで鬼柳くんに接近、復活後は緋山夜見と共に神域へ姿を消した。行動を鑑みるに、彼は緋山夜見の世界改変にも協力しているようだ。もしかすると、命の理ことわりが変化することにより、ダビドもあの亡霊状態から解放されるのかもしれない」

　史紀は、これまでの行動からダビド・パピヤスの狙いも推測した。

「そもそも、その神域の中ってどうなってるの？　戦うなら突入するんでしょ？」

　アリスが尋ねると、詩し乃のが応じた。

「無尽蔵の巨大樹林の中に、竜種の妖魔が大量発生している。魔獣戦争を起こせる数だ」

　映像はないが、近付いて目視した者はそう報告したそうだ。

「つまりなにか？」

　直なお正まさは、冷や汗が付着した苦笑いで、自分たちの挑む相手について確認する。

「片や、触れたもんを即死させるスーパーモードおっかさん、片や攻撃が全て当たらない無敵状態のバグ幽霊、および無尽蔵のドラゴンを打破して、花か蓮れんちゃんを救出せよと」

　自分たちの挑むミッションが極めて高難度であることに、直正も気付いたようだ。

「攻略法が全くないってわけじゃないはずだ」

「有用そうな術式に心当たりはある。むしろ問題は、竜種の数に対抗できるかどうかだ」

　怜れ生おと史し紀きは絶望していなかった。その〈王〉たちの姿に、他の面々も希望を抱く。

「──なら、聞かせてもらおう」

　そこで、予想外の人物が、病室に姿を現した。

　厳かな黒いスーツを身にまとい、軍刀を腰に佩はいた壮年男性。

　その側そばにいるのは、クラゲのようなドレスに身を包んだ童女。

「一いち文もん字じ卿きようの呼び掛けに応じるか否いなかも、それ次第だ」

「期待してるわよ。龍りゆう王おうさん♪」

　鳴なる海み滝たき徳のり、そして神霊・乙おと姫ひめ。

　かつて激闘を演じた〈水すい葬そうの王〉夫妻が、ここで再び怜生の前に現れた。







「いまいち捗はかどらないわね」

　緋ひ山やま夜よ見みの大魔術は、準備が完了しつつあった。

　緋山夜見が生前に設計して、記録を残さず、己の霊髄にのみ焼き付つけておいた術式だ。同化型の〈王〉となり、超人の脳性能を得たいま、術式に矛盾や不備はないと分かる。

「あなたね？　花蓮──そう、そんなに気が進まないの」

　原因は、蓮れん華げ宮殿の黄金巨大樹という、巨大な生体触媒にされた花蓮だ。

　いまの花蓮には分かる──いま自分という巨大樹は、人間界に見えない根を這はわせて、寄生虫のように浸食している。そして、世界の命を巡らせる仕組みの根底部分を変えて、有り様を一変させようとしていた。その先が、まるで魔界であることも。

「ええそうね。でも、あなたの親しい人たちはきっと大丈夫よ？　女王たちが私の術式を使って別天地を作り上げ、そこで悠々自適に暮らすでしょう。長い目で見れば、そっちの方が多く救われるのだけど」

　夜見は黄金樹の枝から、花蓮に語り掛ける。

「それにいいの？　仮に、もし彼がやってきて私からあなたと王座を奪還したとしても、彼はとても苦労するんじゃないかしら？」

　花蓮は悪あしき意図を感じて耳を塞ごうとしたが、体にその自由はなかった。

「彼は今後も多くの人間に心身ともに傷付つけられ、偉業を成し遂げようとするでしょう。そのくせ、恩を知らない衆愚どもは、彼の流した血に罪悪感も覚えないわ」

　そうかもしれない。でもそれが彼の誇り高い生き様なら──

「そう……花か蓮れん、あなたって、痛みを知らないのね？」

　夜よ見みが不可解なことを言う。痛覚はある。怜れ生おにはよく頰ほおを抓つねられたりして、

「じゃれ合い程度の感覚はあっても、傷を負ったことはないでしょう？　例えば」

　夜見の手が黄金樹に触れると──花蓮の意識に、かつてない激痛が襲い掛かった。

　黄金樹が震しん撼かんして、木の幹と枝が音を立てて軋み、大量の花と葉が散る。

「いまのが激痛、刃物で刺された程度よ？　彼はこれ以上のものに襲われてきたし、今後何度でもこういう思いをするの。痛みって、こんなにも重くて、絶望的なのよ？」

　花蓮はそれを知らなかった。普段の実体があれば、体を抱えて泣いていただろう。

「私に手を貸してくれれば、彼にそんな思いをさせずに済むようにしてあげる」

　慈母のような声音で、夜見は語り掛ける。

「〈王〉の重責から解放してあげる。女王たちが作る新世界で何不自由ない生活を送れるようにしてあげる。もちろんあなたも、この体から意識を分離させて、一介の妖魔として──いえ、人間にして帰してあげたっていい」

　夜見の提案は、花蓮の脳裏に木霊して、その意識を支配した。

　まるで、魔女から声を対価に足をやろうと提案された、人魚姫のように。

「あなたはここでじっとしているだけ。誰にも怒られたりしないわ。だから安心して？」

　子を寝かしつけるような声音で、夜見は花蓮に囁ささやいた。

　それが心理魔術による暗示であることにも、彼女は気付くことができなかった。

『やれやれ、意地悪なことをするねぇ』

　神域にダビドの声が響くと、夜見は目線を動かさずに答えた。

「そういえば、幽霊さんの居心地はどうかしら？」

『実に快適だ。なんて混じり気のない世界だろう。僕の求める涅ね槃はん寂じやく静じようまであと一歩だ。この世界の受肉と共に、僕のこの呪われた生にも決着が付くことだろう』

　姿は見えないが、ダビドはこの神域に大いに満足しているようだった。

　涅槃寂静、全ての煩悩から解放された静寂の境地、いわゆる『悟り』だ。

　知覚の権化として苦悩し続けてきた彼には、死ぬにせよ生き返るにせよ静寂なのだ。

『ところで、外に彼らが来ているようだけど？』

「あら、奪い返しに来たのね。男の子だこと」

　ダビドが報しらせると、夜見は枝の上に立ち上がり、蓮れん華げ宮殿の頂上から水平線を見る。

「でもごめんなさいね、私は、私の命を脅かすものを、この世に残す気はないの」

　夜見が戦乙女のような風情で枝上を歩くと、神域の『竜』が動き出す。

　典型的な四足で有翼のものから、俊敏そうな獣型、猿のように枝を上る竜人型に、魚のように宙を泳ぐ巨大なもの、幹を這はう蛇竜に、空を舞う翼竜まで。

「母の愛を気取って一度は見逃してあげたけど、私に死をもたらすのなら容赦しない」

　呟つぶやいた夜よ見みの手に、三さん叉さ槍そうが出現する。怜れ生おが使うものと似た質感の樹木槍だ。

　それを手に、龍りゆう神じんをも従えた〈紅ぐ蓮れんの王〉が、生きるための戦いに臨む。







　蓮れん華げ宮殿の北側に、鯨のような大型飛行船が浮かんでいた。

「連盟警備隊は手出しできないんじゃなかったのか？」

「〈火か葬そうの王〉が手配してくれたそうだ。彼も〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉に一矢報いたいのだろう」

　甲板では、直なお正まさとエドァルドが言葉を交わしている。

「鬼き柳りゆうくん、これを使いたまえ」

　その船内で、一いち文もん字じ史し紀きが、妙に細長い黒塗りの箱を、机の上に置いた。

「っ、俺の槍やり？」

　蓋を開くと──蛇が絡み合ったような柄と、二ふた叉またの穂先を持つ、樹木の槍だった。

「覚えているかね？　君が〈王〉になった日、常盤ときわ霊園で小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おと交戦したときに、奥方と共に作り出したあの槍だ。サンプルとして提供されたものを運ばせたのさ」

　史紀の言葉で、怜生は目を見開く。確かにそんなことがあった。

「卿けいではなく花か蓮れん様が作り上げた槍であるため、疑似物質ではなく天然物として存在している。調べてみると『槍型の妖魔』とでも言うべき代物で、優れた魔力も確認された」

　詩し乃のが言う間に、怜生はその柄に触れる。

「それを侶りよ魔まにすれば、最低限、魔術師としての力は取り戻せるだろう」

　史紀が伝えたときには、もうその現象が起きていた。

　怜生が槍を摑つかむと、全身から赤い魔力光が放出される。

　体を生体甲かつ冑ちゆうが包み、強化繊維の外がい套とうが作り出され、各種生体魔術が肉体を強化した。

　詩乃が小さく目を見開いた。怜生の復活に、白しら羽はの目が希望を取り戻す。

「それと怜生くん、頼まれていたものが届いたわよ？　虹にじ美み原はら支社から」

　同じ部屋にいた燈あかりが、怜生に小包を手渡した。普通の宅配業者の小包だ。

「それは何かね？」

「一応、魔術触媒です。保険みたいなものですよ」

　怜生は誤ご魔ま化かすように笑って、中身についての追及を避けた。

　なんにせよ準備は整ったので、怜生たちは船室から甲板へ向かう。

「──足あし手で纏まといというほどではなくなったようだな」

　甲板に出ると、鳴なる海み滝たき徳のりと乙おと姫ひめが、怜生を出迎えた。

「改めて、援軍に来てくれたこと、感謝する」

　以前の戦いを思えば気まずい再会だが、怜生は鳴海に一礼した。鳴海は鼻を鳴らす。

「緋ひ山やま夜見の野望が成就すれば、人類各国にある〈ミズチ〉支社が被害を受ける。これまで培ってきた地盤も、今後の計画も、全てが水泡に帰す。看過はできん」

「終わったら魔術の話をしよう。俺の生産魔術とそっちの有機魔術、上う手まく掛け合われば効率的な食料生産ができるし、そっちの利益にもなるはずだ。助けてやるから助けろ」

「……少しは弱っているかと思えばそれか貴様。やはりあのとき死ぬべきだったのだ」

「可愛かわいげのないこと。高く付つくんだから」

　ふてぶてしいことを言う怜れ生おに、鳴なる海みと乙おと姫ひめは鼻を鳴らした。

「まあまあ、今後の赤あか枝し宮みやを背負っていく〈王〉同士、ここらで和解してくれたまえよ」

　史し紀きが間に入ると、怜生と鳴海は眼光を和らげる。

　そして、三人の〈王〉は正面を見据えた。

　島のように巨大な蓮れん華げだ。葉の陸地と花弁の防壁に、竜の姿が垣間見える。

「わーお、ドラゴン祭りだ。命の危険をビシビシ感じるわー」

「大丈夫だよお姉ちゃん！　こっちには全自動人型防壁・氷ひ魚おちゃんがいるんだから！」

「人間扱いされてない!?　しかも武器ですらなく防壁とか!!」

　燦さんと燐りんが、小こ沼ぬま地ち氷魚を困らせていた。

　鳴海の眷けん属ぞくである彼女も、この戦いに加わってくれるらしい。

「こちら側に見えているのは影だ。あれらは全て外界にある。異界の完成も近いようだ」

　詩し乃のが、瞳に梵ぼん字じのような記号を灯ともして分析すると、史紀が頷うなずいて全員に告げる。

「最優先目標は龍りゆう神じん・花か蓮れんの奪還だ。そうなれば、緋ひ山やま夜よ見みやダビド・パピヤスが健在であっても異界創世は止まる。総員、各々の役割を果たしてくれたまえ」

　史紀が手を叩たたくと、怜生たちや鳴海たちが移動し始めた。

　人知れず世を蝕むしばむ〈紅ぐ蓮れんの王〉と〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉を止めるため、赤枝宮の〈王〉たちが兵を率いて、龍神の神域へと挑む。





　　　◆






　蓮華宮殿を中心とする龍神の神域、その端に、微細な光が広がった。

　現世との境目に生じたそれは、エメラルド色の文字だ。

　文字の浸食が円状に広まると、その中央から鯨型の飛行船が侵入してくる。

「まずは神域に神域を重ね、現世からこちらへの通り道とする」

　船の先頭には、印字機の兜かぶとと色紙の下半身という姿になった、詩乃がいた。

　紙の髪から文字列の奔流を放出しており、その隣には、

「そして、初手から最大級の一撃で流れを摑つかむ。基本よね」

　半透明に輝く触手の下半身を伸ばしたクラゲの姫、乙姫が、手を掲げていた。

　船の下から海水が躍おどり出る。天へ昇る龍のように汲くみ上あげられた膨大な海水は、乙姫が手を向けた先で絡まり合い、横倒しになった高層建築物のような規模で──放たれる。

　激流は蓮華宮殿の城壁に衝突するが、巨樹の織物である城壁は瞬時に溶かされていく。ただでさえ災害めいた激流には、乙姫の権能である万物の溶解が作用していた。

　乙おと姫ひめは、海水を汲くみ上あげて追加しながら、激流の矛先を遂に黄金樹へと到達せしめた。

　その激流が──黄金樹の表面に弾はじかれる。

「図ずう体たいを大きくしすぎたかしら？　末端部とはいえ、下位神格に体を溶かされるなんて」

　夜よ見みが、激流の直撃で揺れる巨樹の枝から、幹を見下ろす。

　その様子を、甲板に立った一いち文もん字じ史し紀きが、観測魔術で確認していた。

「吸収魔術での迎撃はない。やはり射程限界はあるようだね。そして道は開けた」

　史紀は本型の魔術触媒を片手に持ち、詩し乃のを一いち瞥べつする。

「詩乃さん、どうか気を付つけて」

「……そちらもな」

　史紀の声に、詩乃は照れくさそうな間を置いてから手短に答えた。

　それと同時に、鯨船の『口』が──前方のハッチが開放されていく。

　鯨船の口内では、力系魔術によるカタパルトの発光が点ともっていく。その再奥には鏃やじり型の飛行船〈小こ烏がらす丸まる〉が、推進器に出力を溜ためており──大砲のように射出された。

　詩乃と乙姫が高速飛行で後を追い、機体の両翼に手を触れるだけで並行する。

「木が再生してる。急いで突っ切って！　ダーリンを乗せて堕おちたら承知しないわよ!?」

　乙姫が船内に向けて言うと、機体は音速を超えて前進した。

　乙姫が風穴を開けた蓮れん華げの城壁を抜け、目指すは中央の黄金巨大樹。

　巨大樹の周辺には、それより小ぶりな巨樹が立ち並んでおり、枝を結んで密林を築く。〈小烏丸〉がその只ただ中なかへ飛び込むと──周囲に数多あまたの竜が現れた。

　上空と左右には翼竜や魚竜、地上と枝上には四足竜や蛇竜、いずれも口に赤光を溜めて〈小烏丸〉に向けている。

　そして、花か蓮れんが使う赤光を小規模にしたような光線が、上下左右前後から〈小烏丸〉へ殺到する。立体格子状に降り注ぐ赤光を〈小烏丸〉は避けられない。

「ご心配には及びません」

　切きり花ばな白しら羽はの静謐な声が響くと、機体が花弁障壁に包まれた。

　極めて高密度に密集した、大量の花弁障壁が、竜たちの赤光を弾き返し、逸そらす。

　そして同士討ち、反射した先で別の竜に着弾させる。

『正面が塞がれた！　迂う回かいする!?』

　機内に螢けいの声が響く。巨大樹林が枝を絡め合わせ、〈小烏丸〉の進路に、上下と左右で数百メートルになろうかという防壁を構築していた。

「否いな！　全速前進ブレーキなしっ！」

　すると、機体の上部ハッチが開いて、武む藤とう直なお正まさが上半身を出す。

　機体と自分自身の障壁で風圧は防いでおり、直正はそのまま棍こん棒ぼうから光剣を放出した。

「奥義！　なんか凄すごく光る剣!!」

　突きの動作で伸ばされた巨大光剣が、樹木の防壁を貫き、その穴を機体が突破する。

　しかし防壁を抜けた先には、数々の竜が待ち構えていた。

　今度は砲火ではなく突撃だ。竜の一頭一頭が、この機体と同規模の巨体であり、白しら羽はの花弁障壁でも大質量の衝突までは防ぎきれない。その危機を見た直なお正まさは──

「──乱舞!!」

　巨大光剣を継続放出、戦場から豪快に振り回す。三〇メートル以上の光剣が雑な編目を描くように舞い踊り、周囲の巨竜たちを次々と薙なぎ払はらった。

　目を回した直正が船内に落下、ハッチが閉じられる。

　巨大樹林も半ばまで突破した。このまま進めば中央部に到達できる。

　──そう思われた瞬間、赤い稲妻が〈小こ烏がらす丸まる〉の片翼に突き刺さった。

「救命活動中なの、私の。邪魔しないでくださる？」

　緋ひ山やま夜よ見みだ。中央巨大樹の枝で、片手で掲げた三さん叉さ槍そうから、赤い稲妻が放たれていた。赤い稲妻は着弾した翼を分解、生命吸収の魔術を稲妻状にして放ったらしい。

　機体がバランスを崩し、降下していく。必死の操縦で巨大樹への激突は避けたものの、根元の方にある海面へと落下、激しい水みず飛沫しぶきを上げて滑り、海面に浮かんでいた巨大樹の根に乗り上げ、根元に船首を突き刺すように停止した。

「速さはいいけど、狙撃には向かないわね」

　夜見は〈小烏丸〉の落下を見送り、手元の槍やりを軽く振るう。

　夜見から見ると、機体が巨樹の陰に隠れてしまったので、ここから追撃はできない。

「体動かすの苦手だけど、近付いて仕留めるしかないか」

　そう言って、夜見は巨大樹の枝から飛び降り、当たり前のように飛ひ翔しようする。

　接近して即死魔術を使えば、凍土での戦いと同様、夜見が蹴散らすだけで終わる。

　そう確信していた夜見の前に、

「出いでよ！　触手プレイヤーっ！」

　クラーケンに乗った乙おと姫ひめが割り込んだ。

　人差し指を立てて上に向けた乙姫を乗せ、海中から超巨大な頭足類が立ち上がる。

　かつて花か蓮れんとの戦いでも現れたクラーケンは、口から溶解液を噴出して夜見を襲う。

「っ！」

　夜見は即死魔術を周囲に展開、赤い光に接した溶解液が、魔力光に分解される。

　続けて触手が迫るが、夜見が槍を振るうと、やはり分解され、切断された。

　夜見が槍を向けると、赤い稲妻が放たれる。乙姫が慌ててクラーケンの陰に隠れると、防御に使われたクラーケンの腕が霧散した。しかし、その腕は再生していく。

「その術式、攻撃手段としての性能には隙があるな。射程を伸ばすほど細くなる」

　夜見が振り返ると、背後の上空に詩し乃のが浮かんでいる。

　思い出せば、〈小烏丸〉を撃ち落とす前に、機体の翼から姿を消していた。

「あら、神霊二人で私を足止め？　高く買われたものね」

　夜見は微笑する。詩乃と乙姫により、〈小烏丸〉への追撃は阻止された。

「いや、そうでもないか──」

　夜よ見みは三さん叉さ槍そうの穂先に稲妻を溜ためながら、微笑を嘲笑に変える。

「花か蓮れんにも劣る神格なら脅威じゃない。せめて三女王くらい連れてくるべきだったわね」

　夜見の豪語も過信とは言えない。彼女には花蓮を殺害した実績がある。

「戯たわけ。卿けいが花蓮様に勝てたのは、〈緋あけの龍りゆう王おう〉から契約を強奪したからこそだろうが」

　詩し乃のはそう言うと、紙の髪を広げて、その表面に微細な文字を浮かべる。

「卿の中で、その命は地球よりも重いようだが、我々にすれば芥け子し粒つぶよりも軽い」

　酷薄な声音で断言した詩乃は、夜見に手を向けて、印字機の兜かぶとで鍵盤を鳴らす。

「私が卿に期待するのは、記録に残す価値のある死に様だけだ」







　一方、怜れ生おたちを乗せてきた連盟警備隊の鯨船は、竜たちに襲われていた。

「退路を失うわけにはいかない。あの陣が損傷しないよう守ってくれたまえ」

　史し紀きは甲板で、退路確保のために残った魔術師たちに命じていた。

　鯨船の背後には、この神域の境界面がある。そこに、詩乃が生み出したエメラルド色の文字列が円を描き、魔方陣のようなトンネルを作っている。

「なにせこの神域は死後の世界として創世されている。それが完成した時点で中にいれば当然、我々は死後の世界の住人となるからね」

　史紀は温厚篤実そうな笑みで恐ろしいことを言う。

　滞空する鯨船には、飛行系の竜たちが群鳥のように近付いてきていた。

　竜たちは赤光を放つ。しかし、船を覆う多重の障壁に防がれた。

「争い事は嫌いでね。障壁魔術の練習は、この半世紀、一日たりとも欠かしていない」

　史紀の周囲で複数の本が開かれ、魔術触媒として機能していた。

　発動しているのは、曼まん荼だ羅ら障壁や無効化障壁といった、多数の障壁魔術だ。

「接近してくるものの撃墜は、若い子たちに任せるよ」

　史紀が言うと、飛来した翼竜の群に、百枚の氷刃が襲い掛かった。

　雪の花を模した氷の刃が、巨大な手裏剣のように飛び回り、首や翼を切り落とす。

「お留守番なんて……って思ったけど、もしかして一番キツいとこ頼まれちゃったかも」

　小こ沼ぬま地ち氷ひ魚おが甲板から飛ばした氷刃だ。燦さんと燐りんとの戦い以来修練を積んできた彼女は、〈水すい葬そうの王〉の眷けん属ぞくとして恥じぬ活躍を見せている。

『トランプナイツ、オールカード！』

　アリス・カステラの声が命じると、鯨船から、五十二機の無人機が飛び出した。

　飛行ユニットを付つけた、無人の魔動甲かつ冑ちゆうだ。どこか古めかしい意匠で、細かな傷がある機械の兵団に、史紀が目を丸くする。

「侶りよ魔ま憑ひよう依い型の無人機……しかもそれは、ムラカミ博士の〈百機兵団〉かね？」

『前の戦いで貰もらったのよ！　私の侶魔は五十二体だから百機とはいかないけど！』

　アリスは甲板ではなく、船内にある通信室で無人機の遠隔操作を行っていた。

　ムラカミ博士の遺産である『ブリキの兵隊』はいま、サイバー・アリスの操るトランプ騎士団に生まれ変わり、竜の群に突撃、戦果を上げていく。

（竜の大半はやはり突入部隊に殺到している。援護を急がなければならない）

　史し紀きは、怜れ生おたちの戦況も把握しながら、唐突に上空を見上げた。

「さて、天候操作の術式は、本来なら環境禁呪なのだが、この異界でなら例外だろう」

　天候操作と口にされたように、蓮れん華げ宮殿の上空には雷雲が形成されつつあった。

　史紀の頭上で一冊の魔導書が自らページを捲っており、そこに記された複雑な術式が、神域の天候を雷雨に変えようとしている。

「恵みの雨だ。上う手まく使いたまえ」







　墜落した〈小こ烏がらす丸まる〉に、神域の竜たちが殺到する。

　四足獣型の竜が、木の根が作る地表を駆け抜け、巨樹の合間にある海面を飛び越える。

　その先頭が、墜落した機体へ迫ると──青い炎の竜巻が、機体を中心に吹き荒れた。

　蒼炎は獣竜を舞い上げて焦がし、周辺の巨大樹を幾本も焼き落としていく。

「よーしよしよし、落ち着け〈カガビコ〉はーいどうどう」

　周辺が焼き払われると、鬼き柳りゆう炯あき人との宥なだめる声が響き、火炎竜巻が収まる。

　機体のハッチが開くと、煙を立てる巨大樹林に、炯人が進み出た。

　その炯人の元へ、竜巻となっていた青い炎が集まると、奇怪な鬼の妖魔として現れる。勾まが玉たまのような形状の鬼火が、互いの尾を嚙かみ合あい、鬣たてがみから蒼炎を燃やすという姿だった。図ずう体たいは大きく、勾玉一つが軽自動車ほどある。

「これが、兄貴の侶りよ魔まか……道理で滅めつ多たに使わないわけだ。火力がでかすぎる」

　炯人に続いて、怜生が降りる。他の乗員も炯人の侶魔に見入っていた。

「まあ問題は、相手がこれで全滅する数じゃねぇとこなんだが」

　炯人が見回すと、火炎竜巻を免れた後続の竜たちが、再び怜生たちの元へ迫っていた。

「どうやら、減った分だけどこかで生み出されてるみたいね」

　今度は鬼柳燈あかりが、己の侶魔を具現化させた。

　蛍を思わせる、大量の微細な鬼火たちだった。アリスの札型侶魔と同じ、群体妖魔だ。

　鬼火の群体は全方向と上空に放たれ、星の軌道を描くように旋回、竜を射貫いていく。

「輪りん廻ね転生とはよく言ったものね。そういえば、先輩は霊魂とか信じる方だった」

「確かに、神霊学部の同期であれほどの鬼才は他にいなかった」

　燈の言葉を、意外にも鳴なる海みが拾った。

　鳴海滝たき徳のりが怜生の両親と同期であることを、当の怜生は知らなかった。

「貴様が〈王〉となり、緋ひ山やま夜よ見みの息子だと知ったときから、不吉な予感がしていた……結果的に当たりだったわけだが」

　鳴海が怜生のことを見ずに言うと──すぐ傍そばの海面から、海蛇型の巨大竜が躍おどり出る。

　怜れ生おたちや、共に来ていた鳴なる海みの眷けん属ぞくたちが身構える。

　しかし、鳴海だけは分かっていた様子で軍刀を抜いていた。

　そしてその切っ先で、軽く海面を引っかけるようにして、軍刀を振り上げる。

　紐ひも状じようの高圧水流が、大海蛇を真下から左右に両断した。更に手首を返して軍刀を左右に揺らすと、水流も鞭むちのように動き、大海蛇を輪切りにしていく。

「とっとと親の不始末を片付けるがいい」

　鳴海が振り返ってこちらを見る。怜生たちは鳴海の芸当に言葉を失っていた。

（周りに水があると、水を形成する手間がなくなる分、技の速さが急増するのか……）

　鳴海の魔剣術は、水を媒体とした溶解魔術だ。

　その手順は、必要な水を形成魔術で作り、力系魔術で操りながら溶解魔術を掛けるというもの。だが既に水があるなら三つの魔術は一つ不要となり、全体効率は増す。

「ん？」「雨？」

　燦さんと燐りんが顔を上げると、なぜか樹海に雨が降り注いでいた。

　訝いぶかっていると、怜生たちの足下に、微細な地響きが生じる。

「っ、地中にもいるのか！」

　エドァルドが気付いた直後、木の根が作る地表の中から、大小無数の蛇竜が現れた。

　怜生たちと鬼き柳りゆう家の兵が戦闘態勢を取るが──異変が起きる。

　雨が空中で静止した。時間が止まったのかと勘違いするような現象だ。

「一いち文もん字じ卿きようか。気の利く方だ」

　鳴海が言うと、空中静止していた雨が集まり、等間隔に水の球を作る。

　水の球は形を氷柱つららのように変えて、溶解魔術を掛けられながら、蛇竜たちに降り注ぐ。

　その結果、地中から現れた蛇竜の大群は、溶解液の杭くいによって貫通され、全滅した。

　啞あ然ぜんとする一同の中で、燦さんと燐りんの持つ鬼火鉄てつ槌ついから、カボチャとカブが口を開く。

『一文字史し紀きが天候操作で雨を降らせ、鳴海滝たき徳のりが雨に溶解魔術を掛けて落下先を誘導、雨雲の下にいる敵を溶解させる技か。下手すりゃ一都市が泥水になるのう』

『ブァカだね！　二人の〈王〉が連携して大魔術を使うとこうなるさね！』

　海上で雨天という最高の環境を得た〈水すい葬そうの王〉は、一騎当千と呼ぶのも生なま温ぬるかった。

「脱出手段を失うわけにはいかん。ここは私と部下数名で充分だ──行け」

　鳴海が〈小こ烏がらす丸まる〉の守りを買って出た。機内から螢けいが「修理しとく！」と声を張る。

「っ、行くぞ！　花か蓮れんは中央の樹きの中だ！」

　怜生が我に返って走ると、眷属たちと鬼柳家の兵たちが続いた。







　時間を少し遡り、作戦を決行する前──

「花蓮の奪還には、あの人造兵の子たちが持っていた、契約を奪う術式が使える」

　病室で、鳴海から緋ひ山やま夜よ見みへの勝算について問われた怜生は、そう切り出した。

「あ、確かに」「でも、〈王〉の契約は奪えなかったと聞いたような……」

　燦さんと燐りんが、納得と疑問の声を口にすると、史し紀きが一考してから発言する。

「その術式が王座を奪えなかったのは、使い手が〈王〉になる条件を満たしていなかったためだと考えられる。使い手が鬼き柳りゆうくんなら、可能性はある。術式を準備しよう」

　元よりそういう術式が必要だと考えていたのだろう、史紀は怜れ生おの案を採用した。

「それから緋ひ山やま夜よ見みの攻略法だが……王殺しの術式が使える」

　おお！　と、直なお正まさが掌てのひらに拳を落とすが、そのすぐ後に首を傾かしげる。

「どうやって当てんだ？　刀にしても魔弾にしても、あのドレイン障壁を突破しねぇと」

「突破に拘る必要はない。障壁のないところから命中させればいい」

　怜生はそう言うが、直正の目には、全方位障壁を張っているように見えた。浮遊魔術を駆使して地面に対してもだ。どこかに隙はあったかと、白しら羽はやエドァルドも考え込むが、

「緋山夜見が眠っていた十七年の間で、彼女の知らない魔術も数多く生まれた」

　史紀が、怜生と同じことを考えていた様子で頷うなずき、こう保証する。

「必要な術式もすぐに準備できる──こんなときのための〈大図書館〉だ」







　緋山夜見の障壁を越えて、何かが肩に命中した。

　肩が爆発、骨肉が弾はじけ飛び、全身にもひび割れるような出血が起きた。

（何か埋め込まれた!?）

　夜見は迷わず槍やりを突き立てて、肩の中に生じた異物を抉えぐり取った。

（魔弾？　いつ撃たれたの!?　術式は──）

　穂先に引っかけられていたのは魔弾だった。しかし銃撃された覚えはない。

「強制自爆術式──王殺しの術式ね」

「触媒に術式を記入する技術は、元は私の権能だ。弾はこの場で生産できる」

　宙に浮かぶ詩し乃のが、そう言って髪から虚空へ緑の文字を放出する。

　夜見は猛烈な危機感に襲われて、その場から飛ひ翔しようする。

　すると、直前まで夜見がいた場所に、緑色の文字列と共に、弾丸が出現していた。

（虚空から弾丸が現れた!?）

　夜見は右肩を再生させながら、その現象に目を剝むいた。

　乙おと姫ひめの溶解液やクラーケンの触手は、即死魔術で微風のように無力化している。

「その生命吸収の魔術は、防御に使えば確かに鉄壁だ。対象が命を失う速さは物理法則の埒外にあり等しく即死、物量や速さをどれほど増しても突破はできない。有害なものとそうでないものも正確に見抜いている」

　詩乃は、髪から虚空へ緑の文字群を放出するだけで、直接攻撃はしてこない。

　しかし、放出された文字は虚空に溶けた後、不意に夜見へ魔弾を運んでくる。

「だが、当然ながら自分の体内には作用させられない」

　夜よ見みは詩し乃のへ向けて赤い稲妻を放つ。生命吸収の力を稲妻状に具象化した即死の矛は、しかし詩乃の姿が消失したことで、空振りに終わる。

「なら、貴様の体内に直接、王殺しの触媒を植え付つければいい」

　夜見が飛び回ると、太ふと股ももと脇腹から血が噴出した。爪で体内から魔弾を抉えぐり出す。

「そうか、転送魔術……私が眠ってる間に実用化されたのね」

　夜見は内臓の損傷で吐血しながらも、詩乃の攻撃手段を見抜いた。

「あの蜘く蛛も女を参考にするのは不愉快だが、奴やつと違って逃げ回るだけでは終わらぬ」

　詩乃がそう言って緑の文字を放つと、虚空に溶けた文字は、夜見のいた場所へと魔弾を転送する。空間跳躍で障壁を越えるため、防御することができなかった。

（とにかく、動き回って的を散らすしかない……っ！）

　夜見は全速力で飛ひ翔しようし、巨樹の枝を蹴って軌道を急変させる。

　三さん叉さ槍そうから赤い稲妻を放ち詩乃と乙おと姫ひめを狙う。詩乃は転送魔術で、乙姫はクラーケンを盾にして逃れた。即死の稲妻は警戒されている。

　夜見はその間にも、腕や足などに転送狙撃を受け、その部位が破裂する。

　同化型の〈王〉である夜見に、魔力暴走で自壊させる王殺しの術式は効果的だった。

（運用魔力を絞れば被害は軽減できるけど、それじゃ神霊二柱に対抗できない）

　夜見は血に塗れた歯を食いしばり、クラーケンに突進した。吸収魔術を放つ槍やりが触手を切り裂き、頭部に到達。直接槍を突き立てると、体内に赤い稲妻を浸透させる。

　クラーケンの巨体が一瞬にして分解され、膨大な水蒸気となり、夜見の姿を隠す。

「戯たわけ、見えなくなるとでも思ったか」

　夜見の背中に転送狙撃が命中、強制自壊の術式が全身を襲い、目や口からも血が噴く。

　充分に損傷を与え、消滅障壁も展開されなくなったのを見て、乙姫は水流を操った。

　乙姫の溶解水流が、夜見を吞のみ込み、跡形もなく溶解させていく。

「仕留めたか？」

「体細胞一つ残さずね。ただ……」

　詩乃と乙姫が言葉を交わすと──乙姫の頭部に、赤い稲妻が飛来した。

「ほらそんな気がしてた！」

　辛うじて避けた乙姫の髪が、即死の稲妻に砕かれる。

　発生源を見ると、付近にあった巨樹の幹から、槍を持った女の腕が生えていた。

『──死よ、驕おごるなかれ』

　夜見の声で詩が口ずさまれるが、詩乃と乙姫は構わず攻撃する。

　乙姫の溶解液が巨樹を抉り、詩乃の転送狙撃も確実に命中、夜見の腕と槍だけが飛ぶ。

『汝なんじは運命や偶然、王侯や絶望した人の奴隷。汝は牢ろう獄ごく、戦争、疫病の隣人──』

　似たような現象が連発した。

　周囲の木々や根から夜見が『復活』する。

　その都度モグラ叩たたきで殺されるが、何度でも蘇よみがえる。

『芥け子し粒つぶや呪文も、同じように人を眠らせる。汝なんじの一撃よりもよく──』

　あろうことか、同時に複数の緋ひ山やま夜よ見みが出現し始める。

　腕だけ、上半身だけといったものが大半だが、どれも本物だと、詩し乃のと乙おと姫ひめは見抜く。

　即死の稲妻が四方八方から降り注ぎ、詩乃と乙姫の体を掠かすめる回数が増えていった。

『だから威張ることはない』

　死など無力であるという趣旨の詩が口ずさまれる。

　乙姫の溶解水流で、周辺の巨樹はもう跡形もない。詩乃と乙姫は開けた空中に浮かぶ。

「束つかの間まの眠りの後、我々は永遠に蘇よみがえる。そこにはもはや死はない」

　詩乃が、夜見の口にしていた詩を引き継いで、朗々と吟じる。

　その内容は、夜見の生涯や、この神域にも通じるものがあった。

「「死よ、汝こそが死ぬのだ」」

　夜見と詩乃の声が揃そろう。

　離れた場所で蘇そ生せいしてから、改めて詩乃と乙姫の前にやってきたのだ。

「ジョン・ダンか。卿けいほどの亡者を生み出すにしては、陳腐な復活思想の宗教詩だ」

　詩乃は言葉に反して、どこか慈しむような声音で言う。

「いや、何回殺しても蘇るところはスルーでいいの？」

「ここは死者が復活するための異界だもの。驚くようなこと？」

　乙姫が冷や汗混じりに問うと、夜見は笑みで問い返した。

「あのね、ゲームキャラじゃないのよ？　殺されてることに変わりはないでしょう」

　その都度、苦痛も恐怖もあるはずだと、乙姫は指摘する。

「あなたも慣れてみる？」

　夜見の昏くらい眼光に、乙姫は怖おぞ気けを走らせた。

「卿のカルテは確認した。まるで呪症の見本市だな」

　詩乃は語りながら、夜見の頭部に王殺しの魔弾を転送狙撃する。

　夜見は構わず前進、頭部を三分の一ほど破裂させながら、瞬時に再生して突撃する。

「原因は、死後の世界に生息する妖魔から妖精人になったときの『なり損ない』、まるで体が率先して死のうとするかのように、数多あまたの呪症を引き寄せる、一種の霊媒体質だな。体を根底から作り替えない限り完治できず、当時そのような魔術はない」

　詩乃は言いながら転送魔術で逃れ、乙姫はクラーケンを盾に際どく稲妻を回避する。

「日に一度は死に瀕ひんする境遇で、その尖とがった精神が育まれたわけか」

　学術的な興味深さを覚えたように、詩乃は言葉を紡ぐ。

　夜見は乙姫に接近戦を試みていた。吸収魔術の障壁を張る夜見が相手では、鬼ごっこに負けただけで即死だ。乙姫は高速水流で自分を流しながら縦横無尽に逃げ回る。

　夜見がその軌道を見抜いて稲妻を放つと、詩乃が転送魔術で乙姫を離脱させた。

「察するにこの神域で蘇生を果たすには、そういう精神力が不可欠なのだろうな」

　乙姫が雑な扱いに抗議する声を聞き流し、詩乃は夜見に転送狙撃を続ける。

　夜よ見みは血ち飛沫しぶきを上げながら飛び回り、その途中に多数の槍やりを出現させた。

　即死の雷撃を帯びた樹じゆ槍そうが、意思を持つかのように、詩し乃のと乙おと姫ひめを目掛けて突貫する。

　クラーケンを貫通して槍が迫ると、詩乃が転送魔法で夜見へと送り返す。

「当然でしょう？」

　夜見は自分の槍を障壁で防ぎ、分解。同じ即死魔術なら魔力差で勝敗がつくらしい。

「ただ生きて死んだだけの人間に、復活の恩恵なんて与えない」

　夜見が空中で身をくねらせると、手足の皮膚だけが転送狙撃で弾はじける。攻防の中で転送魔術の『予感』を摑つかむようになった夜見は、詩乃の転送狙撃を掠かすめる程度に済ませる。

「散々苦しみ抜いて死なず、極楽浄土を前にして振り払い、打ち勝てない恐怖に身を晒さらし続けてなおも生にしがみついた人間でなきゃ、蘇よみがえる資格なんて認めない……っ!!」

　夜見が近くの巨樹に槍を突き立てる。

「この世で生きる資格があるのは、命の価値を知る者だけだっ!!」

　すると巨樹の枝と幹に華が咲き、数多あまたの雷光が全方位に砲撃された。

　これは通常の魔術なので、詩乃と乙姫は神霊の魔力で障壁を張り、難なく防ぐ。

　しかし、雷光を目め眩くらましに放たれた即死の雷撃が、詩乃の髪を一筋だけ砕いた。

「使いこなしてきてるわね」

「緋ひ山やま夜見の生涯に戦闘を嗜たしなむ余裕は一切無い。〈緋あけの龍りゆう王おう〉から奪った霊髄を教科書に技を習得していると見た」

　乙姫と詩乃が、驚嘆の滲にじむ声音で言葉を交わす。

　夜見は笛のような音の鳴る呼吸を繰り返しながら、治癒魔術で傷を修復していく。

　流血と苦痛の中で、生を諦めず戦うその獰どう猛もうな姿は、皮肉にも鬼き柳りゆう怜れ生おと似ている。

（呆あきれた、急速に差が縮まってきてる）

（急げよ、〈緋の龍王〉……）

　乙姫と詩乃は危機感を覚えながら、再び緋山夜見と攻防を開始した。







　緋ひ色いろの魔術師団が進撃する。

　怜生を中央に、眷けん属ぞくたちが周囲を囲い、炯あき人とを先頭とする魔術師たちが道を切り開く。

　次々と現れる陸生竜が剣や棍こん棒ぼうで蹴散らされて、上空や樹上から降ってくる竜は熱線や火球で撃ち落とされる。鬼火系の侶りよ魔またちが猛威を奮い、傷は治癒魔術で治される。

　やがて彼らは、神域の中心部にある黄金巨樹の根元にまで到達した。

「ここからなら、行けるか──道を作る！　敵を阻め！」

　怜生は槍を地面に突き立てる。

　その周囲を味方が囲み、白しら羽はが花弁障壁を全力で展開、意図的に作られた障壁の隙間を銃眼にして、砲撃が放たれる。すると全方位にハリネズミのような火線が放たれる。

　弾幕が竜を追い払う間に、怜生は目を閉じて精神集中。

（フロレンスは、花か蓮れんの力を利用して神域を作った。花蓮が作った槍やりを媒介物にすれば、〈王〉じゃなくなった俺でも、似たようなことができるはずだ──）

　怜れ生おの周囲から、赤い木々が多数発生した。

　木々は森となり、味方を守る防壁を兼ねて、その先端を更に伸ばしていく。

　幹は絡まり合って更なる巨樹となり、神域に元からあった巨大樹の幹や枝を支柱にして上へ上へと成長していく。そして最終的には、花蓮が捕らわれる黄金巨大樹へ到達した。

　幹の先端が枝分かれして、黄金の巨大樹を摑つかみ、融合する。

　完成したのは、怜生たちのいる地表から、花蓮の下へと続く、赤い巨樹の橋だった。

「でっか……」「おじさま、すっかり怪物の一員になってしまって」

　怜生の作り出した高層建築のような巨樹に、燦さんと燐りんが啞あ然ぜんとする。

「まだだ、竜どもの足止めがいる」

　怜生が、霊脈破裂を治療した後、更なる大魔術を行使する。

　橋の周辺に、再び赤い密林が出現、範囲を拡大させて、龍りゆう神じんの神域を一部埋め尽くす。森の木々は変形していき、エドァルドとの戦いでも用いた樹兵や樹獣の軍勢を作り出す。

　軍勢は周囲の竜へと襲い掛かる。

　四足竜に牡お鹿じかが角を突き刺せば、翼竜に燃える樹鳥が取り付ついて火の翼で包む、樹兵が棍こん棒ぼうで蛇竜を叩たたき潰つぶし、逆に反撃を受けて倒されても、自己再生で復活する。

「この神域なら、半永久的に自己再生して戦い続けるはずだ」

　槍を地面から引き抜いて、怜生は樹じゆ橋きようの根元へ進む。

　一部始終を見ていた周囲の面々は、畏怖や驚嘆の目を怜生に向けていた。

　花蓮を失ってなお、この芸当──〈緋あけの龍りゆう王おう〉の威光は、陰るどころか増している。

「全員で登ったら的だ……怜生と眷けん属ぞくどもで行け！　他は地上から対空砲火で援護！」

　炯あき人との指示で、怜生と眷属たちが樹橋へ飛び乗り、黄金巨大樹へ向けて走り出した。

（花蓮……）

　怜生は、自分の右手に嵌はめた指輪型触媒を目にする。

『契約奪還の術式を指輪型触媒に記入した。上う手まくいかなければ、緋ひ山やま夜よ見みの命を奪う』

　出撃前に、史し紀きからそう説明されたものだ。

「妾わらわにも見えた。花蓮様はあの黄金樹の中……というより、あの巨大樹そのものじゃ！」

「であれば、道を阻むものを蹴散らして接触すればよい！」

　アドリアナとエドァルドが言うと、周囲に飛行系の竜が現れる。

　炯人や燈あかりたちによる砲撃で大半が撃ち落とされるが、生き延びた四足翼竜が一体、橋の前方に着地する。翼を広げて咆ほう哮こうする竜は、ここを通さぬと言っていたが──

　エドァルドの両手から杭くい打銃と散弾銃が連射され、竜の全身を損傷させる。

　更に、空間断絶の剣〈切り分ける者〉が振るわれ、竜の首が落とされる。

　駄目押しでアドリアナが鉤かぎ爪つめを振るい、竜の巨体を橋の横へ殴り飛ばした。

　怜生は、エドァルドの姿を見て目を剝むく。

「エドァルド、その形態……」

「体得した。〈冥めい王おう〉になったのも損ばかりではないな」

　エドァルドの拳銃は、籠こ手ての形状を取って両腕に融合憑ひよう依いしていた。

「新技のお披ひ露ろ目めしてる場合か！」「竜の数が増えてます！　囲まれますよ！」

　燦さんと燐りんが鬼火鉄てつ槌ついから砲火、大型の翼竜を撃ち落とす。

　竜は何度倒しても復活するため、総数が減らない。しかも復活する場所は、怜れ生おたちが向かっている黄金巨大樹の周辺だ。つまり、ここが最も敵密度の高い場所なのだ。

「ですが、ここを突破さえすれば！」

　白しら羽はが花弁障壁を展開して、翼竜たちからの赤光を逸そらした。

「急ぐぞ！」

　怜生は念力格闘PKCによる疾走で、樹じゆ橋きようの坂道を駆け上がる。

　既に半ばまで踏破した。花か蓮れんまで残り半分となったそのとき──

『London Bridge is broken down, broken down, broken down』

　いま、一番聞きたくなかった童謡が、怜生たちの全身を総毛立たせた。

『London Bridge is broken down──』

　怜生たちの目指す先、黄金巨樹の前、橋の終着点に、黒いファントムローブが浮かぶ。

『──My fair lady』

　思えば全ての発端とも言える者、〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉ダビド・パピヤスがそこにいた。

「姿が見えないと思ったら……っ！」

　思わず足を止めた怜生たちの中で、直なお正まさが口の端を引き攣つらせる。

「どうする、反応が鈍くなるのを承知で対抗魔術を使うか？」

「待てい、何かおかしい」

　エドァルドが提案すると、アドリアナがダビドに目を凝らす。

「あやつの幻影、実体化しておるぞ」

　ダビドの裾から出た幻影の魔物たちが、怜生の橋に齧かじり付ついていた。

「ちょ、なんでよ!?　幻覚が実体化するっておかしくない!?」

「しかも橋に齧り付いて落とそうとしてますよ……っ!?」

　燦さんと燐りんが言うように、奇怪な昆虫や魔獣たちの牙が、樹橋の表面を削っている。

「マスター、僅かですが観測魔術に反応があります。魔力と、霊体活動と思おぼしきもの」

　白羽が、観測魔術で分析すると、目を丸くして報告する。

「この神域だ……この神域の受肉と復活の魔法則が、奴やつにも影響してる」

『その通り』

　怜生が見抜くと、ダビドが肯定して両腕を広げた。

『緋ひ山やま夜よ見みの辺獄リンボは完成しつつある。そのおかげで、生きてるか死んでるかもよく分からなかった僕の体にも決着が付きつつあるようだ。んー、これはどうやら蘇そ生せいする方になりそうだねぇ。僕の知覚が一個体へと狭まるのを感じるよ。ああ、なんて静かなんだ……』

　ダビドが言う間にも、ローブから放出された怪物たちが橋を下ってくる。

　昆虫の足を生やした獣や、魚の頭を持つ野獣といったものを、燦さんと燐りんの砲撃が砕いた。

「倒せる！」「なら！」

　燦さんと燐りんは続いてダビドにも砲撃したが、こちらはダビドの体を透過した。

「どうやら、まだ物理攻撃が通じる状態ではないようです」

「あっちは実体攻撃してくるのにか!?　一番ずるいじゃん!!」

　白しら羽はが眉根を寄せると、直なお正まさが猛抗議した。

『僕の長きに渡る亡霊生活にも、ようやく終止符が打たれようとしている。だから見逃してよ？　この神域が完成して、僕が蘇そ生せいしたりしたら、殺されたって構わないからさ』

　どうやらダビドは、怜れ生おが花か蓮れんを取り戻すことを阻止すべく現れたようだ。

「問題ねぇよ──いますぐ楽にしてやる」

　怜生がそう言って、槍やりを樹じゆ橋きように突き刺す。

　樹橋に治癒魔術が掛かり、ダビドの幻獣に食われた部分が再生した。

　ダビドはそれを見て溜ため息いきを吐くと、両腕を上げる。

　ローブの裾が景色を覆うほどに拡大していき、数多あまたの幻獣がその表面から顔を出す。

　膨大な数の幻獣が、怜生たちへ雪な崩だれ込もうとしていることは、誰の目にも明らかだ。

「奴やつの言ってることが本当なら、手はある。何より時間もねぇ」

　怜生は槍を引き抜いて構え直す。

　確かに、ダビドの口ぶりでは、緋ひ山やま夜よ見みの目的は成就しつつある。迂う回かいなどできない。

「突破するぞ！　道を切り開け!!」

　怜生の号令と共に、全員が疾走した。

　ダビドの幻獣たちが、土石流のように吐き出され、橋と空中を埋め尽くしながら迫る。

　──天を覆う巨大樹海の高所、黄金巨樹へと伸びる赤い橋の上で、

　──雪崩れ落ちる黒い幻獣の大群を、〈緋あけの龍りゆう王おう〉の一団が割り開いた。

　鬼き柳りゆう怜生の赤い樹じゆ槍そうが乱舞して先頭を切り裂いた。

　前に出た燦さんが、カボチャの火球が燃える巨大剣玉を振り回し、焼き払う。

　その隙間を埋めるように、燐りんがカブの大砲を放ち、幾多の幻獣を貫通、爆破した。

　切きり花ばな白羽が舞い踊るように出て、二本の大鎌で幻獣を切り払い、花弁障壁で主を守る。

　武む藤とう直正が人狼化して飛び出し、光剣を振り回して広範囲の敵を薙なぎ払はらう。

　それでも迫る幻獣の大群が、エドァルドの銃剣と銃撃によって砕け散り、アドリアナの骨こつ鞭べんと鉤かぎ爪つめの黒炎が撃ち漏らしを仕留める。

　怜生が雷火槍を振るい、燦さんと燐りんの同時砲火が炸さく裂れつし、白羽の大鎌と花弁が仲間を守り、直正の棍こん棒ぼうが敵を砕けば、エドァルドの大剣が突き破り、アドリアナの肢体が蹴散らす。

　先頭を競うように入れ替わり立ち替わり、幻獣の雪崩なだれを突破していく。

　怜生という〈王〉を中心に、龍王の眷けん属ぞくたちが、追い越し、追い越されながら、総じて前へ前へ加速して、上へ上へと進んでいく。

『ああ……』

　ダビドの口から、ただの青年の声で、自然と感嘆が零こぼれ出た。

『僕も、そんな〈王〉がよかったなぁ』

　もし、自分がこのような亡霊にならず、普通に〈王〉となれたなら──ああいう仲間に囲まれて、共に困難に立ち向かい、偉業を成し遂げることが出来ただろうか、と。

「──っ!!」

　そんなダビドの眼前に、遂に鬼き柳りゆう怜れ生おが到達した。

　雷火槍で幻獣を切り払った彼は、槍やりを持たない右手の拳を握っている。

　ダビド・パピヤスに対して、物理攻撃、しかもただの鉄拳──その動作に、仲間たちもダビド自身も怪け訝げんなものを覚えた。

　そして、余裕の笑みを浮かべるダビドの顔に、怜生の拳が触れて、治癒魔術を掛ける。

（お前がいま、生き返りつつあるっていうなら）

　怜生の手からダビドの全身に、赤い魔力と、受肉の魔法則による恩恵が浸透する。

（その体、一足先に、治してやるよ!!）

　怜生の拳が、ダビドの頭部を歪ゆがめ、めり込んでいく。

　黒いのっぺらぼうの頰ほおが歪み、頭部が後ろに動き、体が傾いた。

　怜生の飛び込むような右拳が、ダビド・パピヤスの顔面を打ち抜き、殴り倒す。

『あ……え……？』

　ダビドは、自分の身に何が起きたのか分からぬ様子で、樹じゆ橋きようの上に倒れる。

『い、た、い？』

　その心臓部に、怜生の槍が突き立てられた。

　穂先には確かに、心臓の鼓動と思おぼしきものが伝わっていた。誰よりもダビドが驚く。

『ああああああああああああああああああああっ!!』

　ダビドの全身から、まるで体内から逃げだそうとするように、幻獣が溢あふれかえった。

　眷けん属ぞくたちが、驚きながらも武器を振るい、怜生に襲い掛かる幻獣を薙なぎ払はらう。

「一度生き返っちまえば、今度こそ死ねるだろ？」

　そう言った怜生は、穂先から即死の稲妻を放つ。

　すると、ダビドの全身が砕け散り、黒い破片と瘴気が散らばった。

　黒い破片と瘴気が消えていくと、その場には怜生と槍だけが残っていた。

「お前それ、緋ひ山やま夜よ見みの……」

「当人の論文があって実物まで見せられりゃ、猿さる真ま似ねくらいできる」

　直なお正まさが恐る恐る確認すると、怜生が槍を持ち直して、黄金巨大樹へ目を向ける。

「マスターっ！」

　白しら羽はが警告すると、怜生たちの周囲に翼竜たちが近付いていた。

「高度がありすぎて、地上からの援護が届きにくいか！」

「ここで俺の一度言ってみたかった台詞せりふ第三位！　ここは俺に任せて先に行けぃ！」

　エドァルドと直なお正まさが武器を構え、白しら羽はやアドリアナ、燦さんと燐りんも頷うなずく。

　怜れ生おは彼らに背中を任せて、黄金巨樹の幹へ──花か蓮れんの下へと走った。




　──花蓮は、怜生たちが近付くのを感じ取っていた。

（駄目……怜生さん……来ないで……）

　怜生に会いたいという気持ちは当然ある。いますぐここから飛び出して抱き付つきたい。

　その思いは黄金巨樹にも表れて、幹の一部が赤い光を放っていた。

　そこに花蓮がいると理解して、怜生は走る。

　その足下に、翼竜の放った赤光が炸さく裂れつ、怜生の体が転がった。

　すぐに立ち上がり、治癒魔術を掛けるが、頭から出血しているのを見て花蓮は怯おびえる。

『──私に手を貸してくれれば、彼にそんな思いをさせずに済むようにしてあげる』

　緋ひ山やま夜よ見みの目的が叶かなえば、怜生は〈王〉の過酷な道のりから解放される。

　それがこの人間界を危機に陥れることは分かっていても、花蓮にとっては怜生が無事に生涯を送れることの方が重要だった。

　こんな争いだらけの人間界より、三女王が作るという理想郷で、二人で暮らせれば。

「──花蓮！」

　そんな花蓮の胸中を、怜生は感じ取っていた。

　距離が近付いたことで、切られ掛けていた婚姻契約が反応し始めているのだろうか。

（このバカヤロウ！）

　なるほど確かに、怜生も怪け我がはしたくないし、安穏な日々を送りたい。

　もしも立場が逆なら、花蓮が重責と脅威に晒さらされる世界なら、世界を呪っただろう。

（俺と二人で暮らせる理想郷……？）

　だが、それが得られるのだとしても、

「そんなもん──俺と、お前で、作ればいいだろうが!!」

　緋山夜見を頼る必要などない。怜生と花蓮がいれば事足りる。

　三女王の欲する創世の魔法則とて、怜生と花蓮の魔術開発から辿たどり着つくかもしれない。

　そして、そんなことよりも──花蓮がいま欲しているものは、自分たちで摑つかみ取とるべきものだと、怜生はその思いを言葉に乗せた。

　花蓮にそれが届いてか、黄金巨樹の幹で、赤い光が脈動する。

　そこは、怜生の作った橋の終着点だ。後は、右手の指輪型触媒をそこにぶつければ──

「っ!?」

　そのとき、怜生の右手を、赤い稲妻が消し飛ばした。

（緋山、夜見……っ！）

　遠く離れた巨樹の枝で、緋山夜見が、槍やりをこちらに向けていた。

　全身の血や傷跡が、詩し乃のや乙おと姫ひめとの激闘を物語っている。その隙を縫い、彼女は怜生に一撃を届かせたのだ。幸い稲妻は掠かすめただけで、損傷は右手だけで済んだが、

（触媒が……っ！）

　花か蓮れんとの契約を取り戻すための触媒が、右手ごと砕け散っていた。

　その結果を見て、近くにいた眷けん属ぞくたちも、夜よ見みを止めきれなかった詩し乃のと乙おと姫ひめも、遠い飛行船から観測魔術で見ていた史し紀きも、悔しげに顔を歪ゆがめる。

　それでも──怜れ生おは右手を治癒魔術で再生させて、前へ進んだ。

　夜見は再び詩乃・乙姫と交戦、他の面々も緋ひ山やま夜見を倒す方向にシフトする。

「花蓮！」

　そんな中、怜生はようやく、花蓮の前へと辿たどり着ついた。

　怜生は右手を外がい套とうのポケットに入れて、小箱を取り出す。

　出陣前に、燈あかりに頼んで〈鬼き神しん会かい〉の虹にじ美み原はら支社から届けさせたものだ。

　予備があったのか──と、夜見は目を剝むくが、それは契約奪取の触媒ではなかった。

『────』

　目にした全員が、言葉を失った。

　怜生が黄金巨樹の前に片膝をつき、小箱を開いて、前へ突きだす。

　巨樹に灯ともる赤い発光の中で、花蓮もまた、間近にそれを見ていた。




「もう一度──俺と、結婚しろ」




　怜生は、婚約指輪を突き出して、花蓮に呼び掛ける。

　ただの、男性が女性に求婚するためだけのエンゲージリングだ。

　世界の命運を左右するこの場、この瞬間に、怜生はそれを花蓮の前に差し出していた。

『────』

　花蓮を宿す黄金巨樹が、赤い光を明滅させる。

　そして怜生の前から、黄金巨樹の幹へ、亀裂のような赤い光が広がった。

　すると巨樹の頂上部分が砕け散り、伶生と同じ高さまで樹高が下がる。

　その中から──

「うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!　ぶぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」

　花蓮の泣く声が、黄金巨樹の上で響き渡った。

「ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！　えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」

　花蓮は人型でへたり込み、可か憐れんな顔立ちを歪めて、遠とお吠ぼえするように泣なき喚わめく。

　その姿は、彼女が怜生の下へ戻ってきたことを、如実に物語っていた。




「神域が活動を停止した……？」

　一いち文もん字じ史紀が甲板から周囲を見回す。

　神域の中で機能していた復活の魔法則も、神域の受肉も、止まっている。

　それに影響されてか、竜たちが動きを止め、地面に落ちて、魔力光に散っていく。

「……神霊との契約は、〈王〉とその伴侶が神域に到達して行われる」

　別の場所、詩し乃のが、怜れ生おと花か蓮れんを眺めて微笑した。

「前例のない形ではあるが、条件は満たされている。婚姻契約は、しかと結び直された」

　それを聞きつつ、乙おと姫ひめは交戦中だった緋ひ山やま夜よ見みを見る。

　しかし夜見もまた、怜生と花蓮の姿に見入り、動きを止めていた。

「ああ……」

　結ばれた二人を見た瞬間、夜見の脳裏に、忘れていた記憶が蘇よみがえる。

　彼女の主観では、ほんの数年前、怜生が生まれるより少し前のことだ。

　功刀くぬぎ成せい治じが、父親になることに同意してくれてから、数日が経たった頃──

　彼も、あんな風に、命令するようにぶっきらぼうな口調で、自分に指輪を差し出した。

　受け取れなかった──受け取った方が、自分にとって『有利』だと分かっていたのに、なぜ自分は、彼の求婚を断ったんだっけ……

「……大きくなったなぁ」

　思えば彼とよく似ている怜生を見て、今更のように、夜見はそう実感した。

　立ち尽くすように滞空する夜見に、詩乃と乙姫は攻撃を仕掛けなかった。




　怪け我が一つない花蓮を見て、怜生はひとまず安心して息を吐く。

「えぐっ、えっぐ……うぇぇぇぇぇ」

　指で涙を拭う花蓮が、ある程度は落ち着くのを待って、怜生は微苦笑した。

「その……返事は？」

「えぅえぅえぅっ！」

　花蓮は怜生の持つ指輪を手で包み、何度も頷うなずいた。

「っ、花蓮、お前……実体が」

　ふぇ？　と、間抜けな声を上げた花蓮が、自分の体を確認する。

　花蓮は人型のまま実体化していた。身を包んでいる白い衣も、合わせて変化している。

「足が……」

　花蓮は自分の足に触れて、少し動かすと、目を瞬いた。

「……一人前になったってことで、よさそうだな」

　改めて、怜生は花蓮の左手を手に取り、万が一にも間違ったりしないよう薬指の位置をしっかりと確認した上で、小箱から取り出した指輪を通す。

　花蓮が震えながら見ていると、指輪が軽く発光して指に吸着した。

　幽体化や実体化をしても、それに合わせて変化するように作られた侶りよ魔ま用の装飾品だ。

「改めて──結婚するぞ、花蓮」

「っっっっっ──はい！」

　花蓮の目が潤みながら輝くと、やがて澄み渡るような笑顔が描き出された。

　怜生が手を差し出すと、花蓮が腕の中に飛び込み、黄金樹の上で怜生たちが倒れる。












「…………」

　それを、やや下の方から、仲間たちが見上げていた。

　白しら羽はが目の端に涙を溜ためて俯うつむくと、アドリアナが優しい面持ちで肩に手を置く。

　燦さんと燐りんはと言えば、呆ぼう然ぜんとした顔で口から魂を吐いており、直なお正まさとエドァルドが必死に呼び掛けていた。

　遥はるか下の方では、炯あき人とや燈あかりといった鬼き柳りゆう家の兵たちも状況を理解していた。周りの竜が消えたこともあり、勝利と祝福の歓声が同時に上がっている。

「さて……」

　怜れ生おは黄金樹の上で立ち上がり、花か蓮れんも怜生の手を借りて、二本の足で地面を踏む。

　慣れないかと思われたが、意外と問題なく体を支え、楽しげに跳躍し始めた。

「花蓮、悪いんだが、状況が状況だ」

「はい、分かってます」

　怜生がそう言って一方向を見ると、花蓮も頷うなずいて、引き締まった表情で同じ方を見る。

「そろそろいいかしら？」

　緋ひ山やま夜よ見みが、怜生と花蓮に向けて声を掛けていた。

　その左右では詩し乃のと乙おと姫ひめも身構えているが、怜生が手振りで制する。

「花蓮は取り戻した、あんたの大魔術もご破算だ。この神域もすぐに維持できなくなる」

　怜生は花蓮の肩を抱いて宣言、花蓮は顔を赤くしていた。

「ええ、見せつけられたものね。でも、まだ逆転の目は残ってるわ。あなたを殺し、また花蓮を私の侶りよ魔まにして、創世の大魔術を再開すればいいんだもの」

　夜見が凄すごみのある眼めで微笑ほほえむと、花蓮も目を鋭くして見返した。

「このままでは、私は死ぬわ。人間界における命の理ことわりは、私に死を裁定している。たとえこの体をどんなに治療しても同じこと。世界の基準を変えなければ、私は死ぬだけ」

　彼女の死は覆されていなかった。

　怜生がどう手を尽くしても、神域が崩壊すれば、彼女は命を失うことだろう。

「それでも、私は死なない。死にたくない。どんな手を使っても生き延びたい──ねぇ、そう思うことって、そのために行動するのって、そんなに罪深いこと？」

　心からの疑問を口にするように、夜見は怜生たちに問い掛けた。

「私は、それが罪深いからといって、唯一の生き延びる手段を諦めなければならないの？　世界が乱れる？　大勢の人が死ぬ？　ええそうね罪深いわ、自責の念だってある。でも」

　虚うつろな瞳で、夜見は小首を傾かしげた。

「──私が死んだ後の世界を、どうして私が重んじなければならないの？」

　彼女の、その自分本位な問い掛けは、しかし人間として一つの正義だった。

　彼女が死ねば、彼女の世界は終わるのだ。死んでしまえば、世界の命運もなにもない。自分たちがこれから迎える未来は、彼女にとって、微粒子ほどにも存在しないのだ。

　そんな『ありもしない世界』を守って死ぬより、自分が生きてる世界の方がいい。

　それが分かるからこそ、怜れ生おは拳を握り、彼女の問いに答えられずにいる。

「俺だって……あんたを、殺したくなんか……っ！」

　怜生が悲痛な念を口にする。肉親の情が互いに無くとも、彼は母を殺せる男ではない。

「怜生さん……私が」

　花か蓮れんが前に出た。

「私が、あの人を、なんとかします」

　力強く宣言した花蓮に、怜生は目を丸くした。

　そのとき──その場の誰も予想していなかったことが起きる。

『あっはっはっはっはっは！　あはははははは！』

　黒いファントムローブが、虚空から爆発するように、再び姿を現した。

「ダビド・パピヤスっ!?」

　まだ生きていたのかと、怜生以外の面々も声を上げた。

『まだ、まだだよ鬼き柳りゆう怜生、緋ひ山やま夜よ見み、ちゃんと僕たち全員を終わらせてくれないと』

　ダビドの姿は、以前よりも統一感がなかった。

　黒いローブの中で、多数の顔面が拡縮を繰り返している。

　頭部があるべきフードの下は黒い靄もやだけがあり、声は体全体から響いていた。

（そういや『群』って話だったな……）

　どうやら、先ほど怜生が仕留めたダビドは『一人』だったらしい。

　だがダビドは、ダビド・バーンズに始まる幽霊の集合体だ。全滅させねばならない。

「なら幽霊さん、手伝ってくださらない？　このままじゃ死ぬ機会を失うわよ？」

『それは嫌だなぁ、絶対嫌だな、嫌だ嫌だ嫌だなぁ……っ！』

　ダビドの顔面群が、一斉に金色の目を見開いて、怜生を見た。

　自分たちに静寂を与えてくれる希望に、彼らは縋すがり付つこうとしていた。

　怜生は、地獄からの解放を求める亡者たちの目に気け圧おされ、抗あらがうように槍やりを握る。

「できるか、花蓮？」

「大丈夫です！」

　怜生が、花蓮に夜見を任せることを決めると、花蓮は嬉うれしげに断言した。

　すると、彼女が両手に槍を作り出す。

　怜生の槍と同じもので、構え方も怜生の技を身に焼き付けているかのようだった。

「なら、とっとと終わらせて、帰るぞ」

「そして続きを──っと、これは死亡フラグっぽいので言わぬが華ですね」

　怜生が小さく笑うと、花蓮もいつもの調子を取り戻していた。

　二人は背中を合わせる。怜生はダビドに、花蓮は緋山夜見に対たい峙じする。




　そうして──最後の決着を付けるために、二人は前へ飛び出した。




　──花か蓮れんが、緋ひ山やま夜よ見みへと突撃する。

　矢のように放たれた花蓮に、夜見は即死の稲妻を撃ち込み──弾かれた。

　夜見は目を剝むく。花蓮を包む黄金混じりの赤光が、即死の稲妻を防いでいた。

（命を、吸収しきれない……っ!?）

　奪いきれないほどの生命力──命を奪う力に対して、命を生み出す力で対抗する。

　考えての末か直感的にか、花蓮はそれを成し遂げていた。

　花蓮は、同様の現象を宿した槍やりを薙なぎ払はらい、夜見の吸収障壁を食い破る。

　結果、花蓮が駆け込みざまに槍を一いつ閃せんすると、夜見の体が遥はるか遠くへ打ち飛ばされた。




　──怜れ生おが、ダビド・パピヤスへと突撃する。

　黄金巨樹の頂上で、ダビドの姿は巨大化していき、奇妙な巨人となる。

　ローブの裾はマントのように翻り、フードの中は相変わらず暗闇に包まれていた。

　有機物とも無機物とも付つかない体の、両肩や両膝、胸や手の甲に、死霊の能面がある。

　幻影の巨人と化したダビドは、各部の能面の目を見開き、鬼き柳りゆう怜生を見据えていた。

「思えば、お前が緋山夜見と会わなければ──」

　怜生は、槍を地に突き刺して手放した。

　ダビドの伸ばしてきた片腕を避けて、心臓部へ跳躍、右拳で胸を打つ。

　右手から治癒魔術がダビドの全身に広がり、幻影の巨人が実体化した。

　同時に、地面に突き刺してきた槍を中心として、赤い樹木が多数、斜めに伸びた。

　樹きはダビドの巨体に突き刺さり、そのまま成長して上空へと運んでいく。

　伸びた樹木の一つに槍が刺さっていた。怜生はそれを引き抜いて、樹木を駆け上がる。

「緋山夜見は龍りゆう神じんとの契約を目指さなかったし、俺も〈王〉にならなかった」

　ダビドは、体を貫く枝をへし折って振り払い、各部の顔面から叫び声を上げた。

　そして樹木の間を潜り、怜生へと突進する。

「下手すりゃ俺が生まれることもなかった」

　怜生は樹木の間を立体的に飛び回り、肩の顔面に槍を突き刺して、即死魔術を掛ける。

　顔面が一つ砕け散ると、女性と思おぼしき顔立ちが、静かに涙を流して散っていく。

「お前が残した魔術も、その後の魔術師たちには必要不可欠だった」

　ダビドが手足を振り回して、怜生を攻撃する。

　実体を得た手足は、怜生の足場となる樹木を砕くが、怜生自身には当たらない。

　粗雑な暴れ方だ。まるで手足の顔面が、怜生の与える死を求め、我先にと迫るようだ。

「これまでやらかしたことは、到底褒められたもんじゃなかったが──」

　怜生の槍が、ダビドを構成する顔面群を、一つずつ成仏させていく。

　いつしか、幻影の巨人に残る顔面は、心臓部に埋め込まれた一つだけとなっていた。

「ダビド・バーンズ──お前が生まれたことは、無価値でも間違いでもなかった」

　その最後の一つに、怜生が槍を突き立てる。

「あばよ、大先輩──いままで、よく頑張ったな」

　怜れ生おが笑みを浮かべた先で、幻影の巨人が砕け散った。

　その先で、怜生の槍やりは、平凡な顔立ちの青年に突き刺さっていた。

　恐らくは彼がダビド・バーンズ、先人の過ちから生まれた、人間界で最初の〈王〉だ。

　胸を貫かれた青年は静かに息を吐いて、薄く微笑ほほえむ。

　発生してから半世紀以上、長い流浪の中で災厄を起こしてきた〈幽ゆう明めい境さかいの君きみ〉は、いまようやく、切望していた静寂に包まれ、龍りゆう神じんの神域に散っていった。




　花か蓮れんと夜よ見みの槍が、空中で打ち合う。

「あなたの辛さは、さっぱり分かりません！」

「そこは、噓うそでも分かると言うところでしょう！」

　花蓮の槍が振るわれると、大量の火の鳥が生み出され、夜見に突貫する。

　夜見の槍が振るわれると、即死の赤光が群鳥を砕き、余波で巨樹の枝を分断する。

「あなたを、生き返らせてあげることもできません！」

「でしょうね！　だから私は──」

「お義か母あ様と呼んであげる筋合いもありません！」

「なんの話よ!?　むしろ呼ぶのが筋でしょう!?」

　両断された巨大樹を打ち砕いて、二人の姿が海面に墜落する。

「死にたくないのも、生きたいのも、当たり前です！　でも──」

　二人が移動するだけで海面が割れ、激突すれば水柱が立つ。

　舞い上がった水が大雨となる中で、双方の穂先が嚙かみ合あい、赤光を鬩せめぎ合わせる。

「あなたは、生き延びて、その後なにをしたかったんですか!?」

「そんなもの、考える余裕なんて──」

「噓です！　ただ死にたくないだけの人に、こんな大それたことできません！」

　花蓮は思うがままの言葉と共に、槍を叩たたき付つけた。

「あなたは、なにが、欲しかったんですか!?」

　夜見の槍から赤光が放たれると、それを防いだ花蓮が後方へ飛ばされ、距離が開く。

（なにを？　私は、生き返って、なにをしたかったんだっけ……）

　夜見は自問自答する。何か、ただ死にたくない以外に、何かあった気がするのだ。

　考える間にも即死の稲妻は放つ。

　しかし花蓮はそれを撥はね除のけて、夜見に肉薄すると、槍を一いつ閃せんして弾はじき飛とばす。

　夜見は黄金巨大樹の根元に背中から激突、衝撃で枝葉が降り注ぐ。

「ああ……限界、ね……」

　夜見は、木の根元に腰を落として、幹に背を預けていた。

「神域の崩壊と共に、輪りん廻ねが私を連れて行く。あなたを奪還された時点で、私の……」

　花蓮が夜見の前に立ち、全身を魔力光に散らしつつある彼女を見下ろした。

「ああ、そっか……」

　夜よ見みが、花か蓮れんの左手を見て呟つぶやく。瞳は虚うつろで、意識は既に朦もう朧ろうとしているようだった。

「成せい治じの……指輪……受け取って、あげたかったんだ……」

　夜見の脳裏に浮かぶのは、怜れ生おの父・功刀くぬぎ成治だ。

「こんな体じゃなくて、こんな自分じゃなくて、もっと、胸を張れる人間になってから」

　でなければ受け取る資格がないと、そう思ったのだろう。

　健康云うん々ぬんよりも、己を生かすことしか考えない醜さを、彼女は初めて恥じたのだ。

「なのに……なんで、私が戻ってくるまで、生きててくれなかったのよ……っ！」

　夜見の目尻を涙が伝い、花蓮はそれを見て悟る。

　それが彼女の求めていたもの、蘇よみがえってまで生に執着した理由であるというなら、彼女の悲願は、功刀成治が先立っていた時点で、果たされないものになっていたのだ。

　それすら忘れて、復活のみを求めていた彼女は、いまその事実に気付いてしまった。

「今度こそ……愛してるって……言いたかった……」

　最後にそう言い残して、夜見の呼吸が止まり、体は赤い光に散っていく。

　生への執着しかなかった彼女が、死に際に口にした未練は、生ではなく愛だった。

「……っ！」

　花蓮は涙を拭い、その場を飛び立つ。神域が崩壊する前に脱出しなければならない。

　自分にだって──愛してると言いたい人が待っているのだから。






終章　境域のアルスマグナ






　月日が経たって──秋が冬に変わる頃。

「あいたっ」

　赤あか枝し宮みやにある広い病院の中庭で、少女が一人、前のめりに転倒した。

　天使サクヤ──かつては背中に大きな翼を持っていた、人造兵の少女だった。

「だ、大丈夫ですか？　どこか悪いんですかっ？　まさか発作ですか!?」

「いえ、ちょっと重心が変化したと言いますか、歩き慣れなくて……」

　天使が顔を上げると──見目麗しい、赤い髪の少女が、こちらに駆け寄ってきた。

「お怪け我ががなくてよかったです」

　赤毛の少女が差し出した手を、天使は引き寄せられるように握り、助け起こされる。

　ふと、天使は彼女の左手に目を向けて、目を丸くした。

「ご、ご婚約されてるんですか？」

　彼女の左手の薬指に、蓮はすの花を模した婚約指輪が輝いていたからだ。

「えへへ～、そうなんですよ～、うぇへ、えへっ！」

（凄すごく嬉うれしそう！）

　お目々をキラキラさせて左手を上げた少女に、天使は気け圧おされるものを感じた。

「あ、申し遅れました──私、花蓮と申します。新しい名字はもうすぐです♪」

　天使は花か蓮れんと共に、中庭から病院のラウンジを訪れた。

「で？　サクヤはなんでその子を連れてきたわけ？」

「そ、その、退院前に幸せのお裾分けを貰もらおうかと思って……」

　吸血鬼イロハが血管を浮かせた笑顔で、天使を見据える。

　吸血鬼の容姿は様変わりしていた──色素欠乏症だった白髪や赤瞳は、艶つややかな黒色になっており、色白すぎた肌にも深みが宿っている。肌の露出を控えなければならなかった以前と異なり、年相応の露出がある服を選べるようにもなっていた。

「ニイナさん、暑くないんですか？　屋内なのにそんな厚着で」

「その……まだ薄着に慣れてなくて、あと恥ずかしくて」

　花蓮はと言えば、包帯女ニイナの格好に首を傾かしげていた。

　以前は全身包帯だった彼女も、端正な顔と豊満な長身を表に出している。しかし包帯が無くなって肌寒いらしく、屋内でもコートを脱ごうとしない。

「君たちはまだマシだ。なんで僕だけこんな小さい体に……移植されたときの年齢か？」

　包帯女の隣には、小学校低学年ほどのボーイッシュな少女がいた。

　道化師ムクロだ──彼女の本来の姿は、誰よりも仲間を驚かせることになった。

「ところで、花蓮さんはどなたかのお見舞いに？」

「いえ、夫の仕事の付つき添いで。なんだか患者さんについて専門的なお話があるようなので、終わるまで時間を潰つぶしてたんです」

　医者の妻！　と、吸血鬼が雷に打たれたような顔で仰のけ反ぞる。

「皆さんは？」

「実は、今日退院するんです。最後にお医者さんとお話をしてから」

「わ、おめでとうございます！　そうですよね、健康第一ですよね」

　花蓮は天使の答えを聞くと、屈託無く喜んだ後、神妙な面持ちで頷うなずいた。

「私たちの人生を変えてくれた恩人だから、しっかり挨拶しないとね」

　吸血鬼が言うと、天使・包帯女・道化師も神妙な面持ちで頷いた。

「私も主人で人生変わりました。なんと二本の足で歩けるようになったんです！」

　えっへんと胸を張る花蓮を見て、天使たちは『彼女も大変だったのだな』と解釈した。

「そんな名医の旦那様がいるなら安心ね」

「それはもう～。主人と来たら～、十代なのに特例で医師免許が出るくらいの名医で～」

　デレデレしている花蓮に、話題を振った吸血鬼が軽く血管を浮かせた。

「悪い、待たせたな」

　そこに、赤毛で強こわ面もての男がやってきた。その姿を見て、吸血鬼たちが腰を浮かせる。

「怜れ生おさん！」

　ソファーから立ち上がった花蓮は、怜生の腕に抱き付いて、吸血鬼たちの方を見た。

「紹介します。私の旦那様です♪」

　白衣に袖を通した鬼き柳りゆう怜生が、照れ臭そうに微苦笑していた。

　──病院の一室を借りて、怜れ生おは人造兵の少女たちに説明する。

「手術前にも説明したと思うが、霊媒手術で人体と妖魔を分離して、融合していた患部や体の諸症状を治療した。大掛かりだったのは、分離した霊髄から新しく体を作った道化師だな。上う手まく行ってよかった」

　怜生はざっと説明してカルテを閉じる。

「まさか……本当に『人間』になるなんて、いったいどんな魔法を使ったんだ？」

　道化師が、技術的にいかに困難であるかを理解した上で問う。

「妖魔と分離させた霊媒手術は父の、分離後の肉体を人造人間から人間にした受肉術式は母の遺のこした技術だ。当人たちは、もっと別の意図で編み出したみたいだけどな」

　怜生は複雑そうに笑うと、それぞれ体について今後留意すべき点を説明していく。

　患者である吸血鬼・天使・包帯女・道化師は、並んだ椅子に腰掛けてそれを聞く。

　端に腰掛けた花か蓮れんは、白衣姿で仕事をする怜生に目を輝かせていた。

「それと、分離した妖魔は、そのまま侶りよ魔まになってもらった。人間としての記憶や意識は体に残ったが、それもまた、お前らと魂を分け合った相棒だ。大事にしてやれ」

　少女らが、侶魔と言われて意識すると、それぞれの側そばに妖魔が現れた。

　吸血鬼には赤い液状妖魔、包帯女には毛糸玉ならぬ包帯玉、天使には大きな翼を広げる白い蛇、道化師の隣には以前と変わらぬ道化の小人だ。

　少女たちは複雑そうではあったが、魔術師の能力を失わなかったのは幸いだった。

「経歴が特殊なこともあって、いきなり一般社会で自由な暮らしってわけにはいかない。身柄は鬼き柳りゆう家で保護することになる」

　それを聞くと、少女たちは頷うなずきあって、椅子から立ち上がり、怜生の前に並んだ。

「〈緋あけの龍りゆう王おう〉鬼柳怜生閣下、この度のご厚情と計らいに、深く感謝を申し上げます」

　吸血鬼を先頭とする形で、彼女たちは怜生に真剣な眼まな差ざしを向けた。

「お約束通り、私たちの今後の一生を、閣下に捧ささげます」

　怜生は目を瞬いた後、小さく溜ため息いきを吐いた。

「お前たちを『人間』にするまでが俺との約束だ。人造兵だった頃のことを綺き麗れいさっぱり忘れるくらいでなきゃ、その約束を果たせたとは言えない」

　怜生はそう言って、彼女らに幻影画面を表示した。

「さしあたり、大魔学院に入学しろ。借りを返す方法は卒業してから考えりゃいい」

　怜生が出したのは、大魔学院の入学案内だった。一いち文もん字じ史し紀きにも話は付ついている。

　学校……と、包帯女が呟つぶやき、天使は口元を押さえて目に涙を溜ためる。

「お前らを助けたのは、第一にお前らの意思、そして今回協力してくれた沢山の人間だ。その人たちがお前らを助けられる技術を得るには、やっぱり色んな人に支えられてきた。顔も名前も知らない人たちの働きが、巡りに巡ってお前たちに結集して、救ってくれた」

　あの緋ひ山やま夜よ見みが編み出した魔術も、彼女らを救ったピースの一つだった。

　鬼柳怜生が送り出す魔術も、きっとどこかで怜生の予想を超えた奇跡を起こすだろう。

「これまでお前らに手が差し伸べられなかったのは、人の持つ力が足りなかったからだ。だから俺は、今回お前らを救った『奇跡』が、もっと簡単に起きる世界にするつもりだ。『奇跡』が間に合わなかった人のためにもな……」

　鬼き柳りゆう怜れ生おの言葉に、少女たちが聞き入る。

　彼は〈王〉として、人々に誰かを救える技術を与える道を選んだ。そうすれば、自分の手が届かぬところでも、自分が死んだ後の未来でも、彼の偉業は機能し続ける。

　手の届く人間だけを救うヒーローなど、人類の歴史に比べれば、所詮は一時の花火だ。万人をそうした英雄に変え、世界の隅々へ未来に渡り影響を及ぼしてこそ、偉大となる。

　鬼柳怜生に限らず、〈王〉とはそういう存在だ。

　それゆえ魔術師たちは〈王〉を畏敬し、自分たちの頂点として掲げている。

「この道に生きる価値を感じてくれたなら、そのとき改めて、俺の元に来てくれ」

「「「「はい！」」」」

　少女たちは声を揃そろえて、怜生に返答した。

　吸血鬼、包帯女、天使、道化師──半人半魔の身を呪って生きてきた彼女たちはいま、〈王〉に魂を捧ささげる魔術師の一人となったのだ。

　もっとも、熱を帯びた瞳と赤らんだ頰ほおには、魔術師とは別の熱情も感じられたが。

　それを見た花か蓮れんは、露骨に拗すねた顔になり、ぷくーっと頰を膨らませるのだった。




　赤あか枝し宮みやの一角にあるマンションに、切きり花ばな白しら羽はが訪れる。

「お邪魔いたします。燦さん、燐りん？」

　白羽が入ったのは、燈あかりが赤枝宮で借りている部屋だった。

「あー、白羽先輩だー」「どーぞー、お構いなくー」

　居間にいた燦さんと燐りんが、やさぐれた声で白羽を出迎えた。

　部屋は散らかっていた。散乱しているのはお菓子の袋や容器で、空になったジュースの缶や瓶、スナック菓子といったものが、テーブル周辺を埋め尽くしている。

　燦さんと燐りんは、荒くれ者のような風情でソファーに座り、酒のようにジュースを呷あおったり、スティック菓子を煙草たばこのように銜くわえたりしていた。

「なるほど、燈様が『ときおり様子を見て欲しい』と仰おつしやっていたのはこのためでしたか」

「ていうかなんで居るのー？」「おじさまの護衛はいいんですか？」

「休日くらいあります。しかし──」

　食器の溜たまった流し台を見て、白羽は深々と嘆息した。

「いくらマスターと花蓮様が二人暮らしを始めたからといって、この有様はどうかと」

　白羽がその事実を口にすると、燦さんと燐りんの耳がぴくりと動いて、

「「むきゃーっ!!」」

　燦さんと燐りんが息の合った動作でテーブルをひっくり返し、上に乗っていた飲食ゴミを盛大に舞い上げた。白羽は首を動かして、飛んできた空き缶を避ける。

「ええそうよあのクソオジキ！　とうとうあの妖怪蛇女と出て行っちゃったのよっ！」

「酷ひどいですおじさま！　あんなに毎日毎日こき使ってあげた私たちを捨てるなんて！」

　火を吐くように怒り出す燦さんの横で、燐りんは崩れ落ちてさめざめと泣いていた。

『やれやれ、坊主が家を出て僅かな期間でこの荒れようじゃ』

『ブァカだね！　どんだけ甘えてたのかが分かるってもんさ！』

　カボチャとカブが中空に避難して嘆息している。

「このようなことを言うべきか分かりかねますが、押し掛ければよいのでは？」

　そうしないのが不思議だと、白しら羽はは二人に尋ねたが、

「花か蓮れんよ花蓮！　あの女もう四六時中ずっと指輪見てラリった笑い方してんのよっ!?」

「あれテロですよテロ！　おじさまもおじさまで開き直ったように甘やかし始めて!!」

　双子が酷いトラウマを負ったような顔で訴える。

「「とーらーれーたーっ!!」」

　びったんばったんと部屋を転げ回る双子の声が、その胸中を全て物語っていた。

『そういえば、切きり花ばなのお嬢ちゃんは平気なのか？』

「ご心配には及びません。心理魔術で感情を押し殺す術には一日の長がございます」

『ブァカだね！　これ下手すりゃ刺しに行くやつだよ!?』

　白羽の表情に危険なものを感じて、カブ老婆が珍しく本気で慌てる。

「おーかーしーっ！」「おじさまの作ったお菓子ーっ！」

　燦さんと燐りんは、酒が入ったわけでもないのに、駄だ々だっ子このように床で暴れる。

「そこまで言うなら、お腹なかには入りますね？」

　白羽が確認すると、燦さんと燐りんが動きを止めて首を傾かしげた。

「以前、マスターの褒めていた洋菓子店があります。どうせやけ食いをするなら、品質のいいものにしましょう。付つき合っていただけますか？」

　白羽がどこか憮ぶ然ぜんとした様子で誘うと、燦さんと燐りんは彼女も同類なのだと気付いた。

　その後、龍りゆう王おうの眷けん属ぞくが三人ほど、赤あか枝し宮みやの隠れた名店に突撃したという。




　怜れ生おと花蓮は〈大図書館〉を訪れていた。

　以前も招かれたことのある、術式を刻まれた魔石が立ち並ぶ、クリスタルの書庫だ。

「今更のようだが、一つ詫わびておかなければならないね」

　怜生と花蓮を出迎えたのはやはり、一いち文もん字じ史し紀きと詩し乃のだった。

「詫びる、といいますと？」

「君に付けた〈緋あけの龍りゆう王おう〉という異名は、ご母堂から、緋ひ山やま夜よ見みから一字取ったのだよ」

　史紀の口から聞いて、怜生はいまになってその点に気付いた。

「死を滅ぼし、命を継ぐ者、〈緋の龍王〉──私が君にそう名付けたのは、彼女の力強い意志と生前の成果を受け継ぎ、彼女と同じ絶望に晒さらされる人々を救って欲しいと願ってのことだった。それがいまとなっては、とんだ皮肉になってしまった」

「……変えていただく必要はありません。いまはもう気に入っていますから」

　怜れ生おは微笑して、その皮肉な称号を改めて受け入れた。

「そう言ってくれると、私も誇らしい限りだ。公式発表は年明けだったね」

　史し紀きが言うように、怜生が〈王〉として公式発表される日も近付いていた。

「ええ、まあ……記者会見の練習をする日が来るとは思いませんでした」

「私は準備万端ですよー？　怜生さんとの婚約発表なら何回もイメトレ済みですから！」

「そういう会見じゃないんだが、まあ似たようなもんか」

　怜生と花か蓮れんのやりとりを見て、詩し乃のが静かに微笑ほほえむ。

「恐らく、怒ど濤とうの日々が待っていることだろう」

　詩乃の言葉で、怜生と花蓮もそちらに意識を向けた。

「卿けいの存在が明らかになれば、新たな切り札を得た連盟は独立の機運を最高潮に高める。平ひら方かた和泉いずみが恐れていた赤あか枝し宮みや紛争も、いよいよ現実味を帯びる」

　赤枝宮紛争──怜生はその言葉を、今度は落ち着いた表情で受け止めていた。

「今日は、その『答え合わせ』に来ました」

「ふむ、では聞こう。あくまで、私と君との間での個人的な議論としてで構わない」

　約束していた『答え合わせ』、怜生の赤枝宮に対する答えが口にされる。

「まず、連盟の独立は支持します。妖精人には国がいる」

　虹にじ美み原はらと〈箱舟〉を首都とする妖精帝国の樹立、怜生はこれに賛意を明示した。

「例えば、人型での実体化に至った花蓮や、あの元・人造兵の子たちのような、『人とは異なれど人に相当する者』、いわゆる亜人が、不利な人生を送らなくても住むように」

「怜生さん……っ」

　自分の人生を重視してくれた怜生に、花蓮が胸をときめかせる。

「確かに、下手をすると妖精人ですら『人間』とは別物とされ、法的な扱いに落差がある国も少なくない。そうした逆風から保護するために、国家という枠組みは必要になる」

　史紀も連盟独立には賛意を示す。

「ただし、赤枝宮は独立せず、連盟の加盟都市という立場を保ち、自治権の拡大に留とどめ、赤枝宮紛争を回避すべきかと」

　怜生は、より踏み込んだことを口にする。

「妖精帝国には加わらず、かといって日本からは実質的に独立した、どちらでもない場所……赤枝宮をそう位置づけるつもりかね？」

　史紀の確認に、怜生は頷うなずきを返した。

「蝙こう蝠もりの誹そしりを承知で言うなら、大幅な自治権拡大を前提とした残留派です」

　蝙蝠、つまりどちら側なのか明確にしないということだ。

「確かに、紛争を回避する一手となりうる。自治権の拡大がどの程度になるかによるが、日本は赤枝宮を失わずに済む。連盟にとって赤枝宮を取り込めないのは惜しいが、失うというわけでもない。紛争地化した場合と天てん秤びんに掛ければ、取りうる選択肢だ」

　しかし──と、史し紀きは声音を厳かにした。

「赤あか枝し宮みやをそういう複雑な立場にした後、君はどうするのかね？」

「赤枝宮に魔術結社を築き、開発した魔術を双方に売り出していきます」

　双方に──という単語に、史紀の目付きが少し動いた。

「妖精帝国と人類各国の双方と同じ距離を保ち、胡乱うろんな言葉ですが『平等』に魔術を提供していく。それが、俺たちの結社の基本的な理念となります」

　怜れ生おはここで、自分が〈王〉として作る結社の下書きを明らかにした。

　医療魔術や生産魔術を広めて、万人の命を支える──〈王〉になった日に見み出いだしたその方針を叶かなえるためには、二大勢力のどちらかに属すより、間に立つことが望ましい。

　そのために、赤枝宮を『蝙こう蝠もり』にして、妖精帝国と人類各国の決戦場になることを避けつつ、自分の理想を叶えるための基盤にする。

　何度も迷い、考え直した結果、鬼き柳りゆう怜生という〈王〉は、その方針を見出していた。

「連盟を敵に回しうる危険な選択だ」

　詩し乃のがその点を指摘する。

「卿けいの魔術を連盟側で独占的に扱うことは、連盟経済にとって非常に大きな利益となる。卿は既にそれを示してしまった。それが半ばとはいえ人類各国の側にあるなど、容認するとは到底思えぬ。卿は、今度は連盟を敵に回すつもりか？」

「創世の大魔術」

　詩乃の問い掛けに、怜生は、先日の大事件を引き起こした創世魔術を挙げる。

「陛下たちは、人間界を危険に晒さらしてまでこれを欲しがった。それを完成させるためには俺と花か蓮れんの魔術開発がいる。交渉材料としては非常に大きい」

「創世の大魔術を実現することに協力する代わり、赤枝宮の主導権を要求するのかね？」

　史紀が目付きを変えて怜生を見据えた。

「それは、緋ひ山やま夜よ見みと同じことをする、という意味でもあると思うが」

「流石さすがに、前のような危険な神域を作る気はありません。〈箱舟〉の中にいる、人間界に生息できない妖魔が暮らせる場所を作るというだけです。そういう意味では、緋山夜見は〈王〉として有意義な魔術を残してくれた。その成果は、俺が受け継ぐべきかと」

　緋山夜見の遺志と成果を受け継ぐ──史紀の前言を使う形で、怜生は宣言した。

「命あるなら妖魔も救う、か……陛下を口説くには最高の志だ」

　詩乃が言うと、怜生は史紀に笑みを向けた。

「一いち文もん字じさんも、そのつもりだったのでは？」

　史紀は静かに目を見開き、やがて認めるように息を吐いた。

「確かに、私も同じような構想を抱いていた──赤枝宮を連盟と日本の双方から委任統治された都市として、紛争を回避できないかと。この案には、鳴なる海みくんも賛成している」

　史紀が鳴海の名前を出すと、怜生と花蓮は軽く驚いた。

　彼は以前からそうした構想を考え、その実現のために行動していたのだろう。

「だが、私や鳴なる海みくんに他の有力者だけでは、その後の赤あか枝し宮みやを支えきるには心こころ許もとない。しかし、そこに〈緋あけの龍りゆう王おう〉が加われば──ある意味で孤立無援となった赤枝宮もやっていける。どころか、君と私と鳴海くんで、赤枝宮独自の魔法技術を作り出せるだろう」

　それが叶かなえば国すら建つと、史し紀きは確信しているようだった。

　その方針は、〈結ばれた方〉イトから暗に頼まれた赤枝宮紛争の回避にも矛盾しない。恐らく三女王のうち彼女は、支持してくれるだろう。

「鬼き柳りゆうくん。これは、赤枝宮を我々の領土として、骨を埋める選択だ。時に人類各国と、時に妖精帝国と事を構える道のりだ。成し遂げる意義は大きいが過酷な道となるだろう。そして〈緋の龍王〉たる君は、自然とその中心人物になっていく」

　史紀の言葉が、怜れ生おが背負おうとしているものの重さを説く。

　史紀や鳴海の存在が軽いわけではないが、主力は鬼柳怜生の新たな魔術になる。

　逃げることはできない。他の誰が裏切っても、怜生だけは赤枝宮を守らねばならない。

「赤枝宮は俺たちの街です。戦争の舞台にはさせない」

　怜生は、自分の背中を押す自負を言葉にして、史紀に威風ある眼まな差ざしを向ける。

「この赤枝宮に──俺たちの国を建てましょう」

　敢えて建国という言葉を選び、怜生は史紀をその道に誘う。

　史紀としては、自分が怜生をその道に誘って、老齢が重なれば後を託す予定だった。

　しかし怜生は、逆に彼の方から史紀を誘い、先頭に立つ意志を明示していた。

「そうか……」

　史紀は眩まぶしげに目を細め、肩の荷が一つ降りたような顔色になる。

　古参の〈王〉として設立から携わってきた赤枝宮、それを託せる男が現れた──と。

　同じ目をした詩し乃のが、神妙な面持ちで口を開く。

「だとすれば、この赤枝宮はいずれ、妖精人と地球人、妖精帝国と人類各国の境目にある都市となる。卿けいがやがて創世魔術を編み出せば、数々の異界がここから生まれ、赤枝宮はその中心となっていく。いずれこの地は、様々な世界と勢力が交わる領域となる」

　詩乃は、記録を司つかさどる女神として、歴史に記すように語る。

「その境域で、己の魔法則アルスマグナを世界に広めていく──それが、卿たちの選んだ王道か」

　怜生だけではなく花か蓮れんを含めた二人に、龍王の夫妻に、詩乃の言葉が添えられた。

　肩を並べる二人を見て、史紀も腹が決まったように微笑した。

「この歳としにして、最後の最後に大仕事と巡り会えたようだ。おいそれとは死ねないね」

「ご心配なく、死人を生き返らせるのは得意なので」

　怜生の冗談に聞こえない発言に、史紀は声を上げて笑うのだった。







　その後──怜生と花蓮は、〈大図書館〉の地上部、その最上階に来ていた。

　高大な塔でもある〈大図書館〉の最上部には、展望台が作られている。

「うわぁ……こんなに広かったんですねぇ、赤あか枝し宮みやって」

「そうだな。生まれ育った街だけど、いまとなっては違って見えるな」

　赤枝宮を見渡す景色に、花か蓮れんが感嘆の声を上げて、怜れ生おも静かに微笑する。

　思い出深い場所も幾つかある。

　最初に〈王〉となったのは、燦さんと燐りんが氷ひ魚おと戦っていた、あの川沿いの道だった。

　鳴なる海み滝たき徳のりと戦った〈ミズチ〉の海上プラントは、何事も無かったかのように稼働中だ。

　その後、自分も編入することになった神霊学部には、生徒の姿が小さく見える。

　街の方を見ればフランケンシュタインと初遭遇した繁華街が見えた。

　北側、自分の地元である鬼き柳りゆう家の方を見れば、〈桜おう刀とう〉を思い出す。あの段階で赤枝宮紛争を防ぐプランが頭にあれば、彼らを殺さずに済んだだろうか。

　以前に通っていた普通科の校舎や、休日なのに部活動に勤いそしむ生徒たち。その他、日常生活で目にしてきた店や施設を、怜生は改めて目に焼き付つける。

「もう、怜生さん？」

　ふと、険しい顔をしていた怜生の右手が、花蓮の両手に包まれた。

「そんな怖い顔するより私を見てデレデレしててください」

「ああ、そうだな……」

　可愛かわいらしく怒っている花蓮を見下ろす。

　その足は、憧れだったという可愛い靴で、しっかりと地面を踏んでいた。

「夜よ見みさんは、怜生さんのお義と父う様に、愛してるって言いたかったそうです」

　花蓮は不意に、最後の攻防の中で耳にした彼女の本心を口にする。

「でも言えなかったんです。負い目があったんだと思います。でも、ちゃんと言葉にしていれば、あの人だって、そういう人間に変われたんじゃないかって思うんです」

　怜生の左手を両手で包みながら、花蓮はかつての契約者が犯した過ちを語る。

「自分のことがどんなに嫌いで、恥ずかしくて、本当にその通りの人間だったとしても、好きな人にそう言えたら──きっと、いまよりいい自分になれるんです」

　花蓮はそう言って、怜生を見つめて唇を動かす。

「怜生さん、愛──」

　怜生は花蓮の手を引いて、半ば抱きしめるように近付くと、彼女の耳元へ口を寄せる。

　そして、彼女が言おうとしたことを、先に自分から告げた。

「…………っ！」

　体を離すと、花蓮は耳まで赤くなり、小さく震えていた。

「も、もうっ！　なんで先に言うんですか！　しかも耳元で！　不意打ちで！　もう！」

「別にどっちが先でもいいだろ」

　怜生は赤い顔を隠すようにそっぽを向いた。

　誰かにその言葉を口にするのは生まれて初めてだったが、なるほど確かに、それ相応の自分でなければという気はしてくるものだ。

「もーいっかい！　怜れ生おさんっ、さっきのもう一回！」

「当分言わねぇ──そろそろ行くぞ。片付けなきゃならないことが山ほどある」

　そんなぁ、と涙目になる花か蓮れんを連れて、怜生は展望台を出る。

　史し紀きと話した計画を成就させるためにも、やらなければならないことは沢山あるのだ。

「落ち着いたら……それ、ちゃんと交換しないとな」

　花蓮は目を丸くして、息を吞のんで俯うつむいた。

　何も言えない代わりに、怜生の右手を強く握り込む。

　蓮はすの花を模した指輪が、結んだ手の上で、静かに輝いていた。







　ここは妖精人自治区・赤あか枝し宮みや──妖魔界の者たちが移り住む、魔法技術テクノマギアの都市。

　妖精人と地球人、人間界と妖魔界、人なる者と人ならぬ者が行き交う境域の都。

　そういう時代、そういう場所で──怜生と花蓮はいま、手を結びながら生きている。






あとがき






　皆様、ご無沙汰しております。絵え戸ど太た郎ろうです。

　このたび、ついに『境域のアルスマグナ』三巻を世に送り出し、シリーズを完結に導くことが叶かないました。

　この拙作に、最後まで目を通してくださった皆様へ、深く感謝を申し上げます。




　せっかくの最終巻なので、制作にまつわる話を少し。

　元々この『境域のアルスマグナ』は、第十一回ＭＦ文庫新人賞に応募させていただいた『魔法使い（30）とモンスター（♀）』を改稿して、第十二回に投稿したものでした。

　そう、タイトルの通り、主人公・怜れ生おはかつて三十路のオッサンでした。

　燦さんと燐りんが『姪』なのもその名残です。筆者はオッサンが主人公の作品が好きなのです。『ルパン三世』とか『ANUBIS』とか『ウィッチャー』とか！

　そんな怜生おじさんも、改稿で定番の高校生に若返りましたが、おかげでオッサンには言えない熱くて向こう見ずな台詞せりふを叫んでくれるキャラになりました。聞き飽きたような少年主人公にも、それゆえの良さがあるのだなぁと再確認した次第です。

　いいんです、冴えない三十路のオッサンなのは筆者だけで、ううっうっうっ（嗚咽）




　取り乱しましたが、ここからは謝辞を。

　イラストレーターのパルプピロシ様、本巻でも素晴らしいイラストの数々、ありがとうございます！　毎度毎度ご負担を掛けてしまい、申し訳ありませんでした。パルプ先生に我が子たちを描いていただいたことが、絵戸にとって一番の自慢です。

　そしてデビューから面倒を見てくださった担当Ｋ様、筆者をライトノベル作家の世界へ連れてきてくださったこと、一生忘れません。

　続けて新担当様、引き継ぎ早々なにかと面倒をお掛けしてしまいました。ご多忙の中、本巻出版にご尽力いただき、誠にありがとうございます。

　校正様、今回も手の掛かる原稿を完成に導いてくださり、ありがとうございました。

　他、この本の完成にお力を尽くしてくださった全ての方々に、お礼申し上げます。




　次にどんな話を書かせていただけるかは、まだ決まっておりませんが、アイデアだけは幾つか練っております。

　とりあえず、一巻ごとに登場人物が一〇人増えるような作り方はこれっきりにします、はい。少ないキャラで話を回せるのが作家の妙技なのだと、ようやく学びました。

　今後も、より『面白かった』をお届けできる作家を目指して、精進して参ります。

　それでは、この『境域のアルスマグナ』が、皆様の記憶に留とどまるライトノベルであったことを祈りつつ、筆を置かせていただきます。ありがとうございました！









　著者

　絵戸太郎（えど・たろう）

　　第十二回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で最優秀賞を受賞。

　　スパイシー蛇カレーに始まったこのシリーズも、とうとう完結です。

　　こんなに癖の強い料理を最後までご賞味くださった方々に感謝を込めて、最後は生きるか死ぬかのぎりぎりを攻めるアンデットシチューおふくろ味をご用意しました。

　　実は健康にいい説が局所で話題に（たべられませんってば）




　イラストレーター

　パルプピロシ

　　はじめ蛇娘がヒロインと聞いて

　　描くのが楽しみでしたが、

　　実際描いてみるといろいろ難しい。

　　未だにちゃんと描けている実感がないですが、

　　こんな機会をいただきありがとうございました。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／パルプピロシ
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